




末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会一

第167回 年次総大会報告

7997歪芦41∈だら6の 剛 ヲ，

コタ捌ンル トレーク ・シティー，

テンフルスクウエアのタバナクル1ごおω乙据肋 ㍉れた

年次総大劒 鋭教とその衡簾

月に開かれた年 次総大会 を通

4 じての最大のテーマ は 「開拓
者」であ った。 ゴー ドン ・B・ ヒ

ンクレー大管長 は， 日曜 日午前 の

部会で次の ように語 った。「先人た

ちが成 し遂 げた ことの偉大 さ・とそ

の意義 について皆 さん にお話 しし

たいと思います。……
み て み こえ

主の導きの御手，また主の御声

に耳を傾ける預言者の存在， 自分

の命よりもこの大義を愛 した無数

の聖徒の絶対的献身などを今 に伝 える

大いなる受け継 ぎにあずかれるという

のは実 にすばらしいことです。 この7

月 には何百万人 もの教会員が，彼 らに

深 く思いをはせ，そのすば らしい業績

をたたえ，彼 らが築いた土台の上に成

し遂 げられてきた奇跡的な成長 を祝 う

ことになる と思いますが，それは少 し

も不思議 なことではあ りませ ん。……
こんにち 　

1997年 の今 日，わた したちの前途 に

は未来が待 ち受けてい ます。……わた

したちは教育のためのすば らしい施設

も持 っています。家族の歴史 について

も膨大 な量 の財産があ ります。何千 と

い う礼拝堂 もあ ります。様 々な国の政

府関係の方々もわたしたちに敬意 と好

意を示 して くれています。 メデ ィアの

扱い方 も好意的です。 このように今わ

たしたちは，好機に恵 まれたすば らし

い時期にいるのです。」

トーマス ・S・ モ ンソン第一副管長

は日曜 日午前の部会で，モーセ，ルッ，

バ プテスマ の ヨハ ネ，預言者 ジ ョセ

ブ ・ス ミスな どの名前 を挙 げなが ら，

開拓者 と呼ばれ るに値する人 々につい

て話 した。

「聖文の歴史 を最初か ら最：後 まで読

み通す と，究極.の開拓者 ，すなわち，

イエス ・キ リス トについて学ぶ ことが

で きます。……主の伝道，人 々の問で

行われた教導 の業，真理の教 え，慈悲

に満 ちた行い，わた したちに対する不

変の愛 について考えるとき，わた した

ちの心 は感謝'の念で満た され，心が熱

くな ります。世 の救 い主で あるイエ

ス ・キリス トは，神 の御子であ り，昔

も今 も，究極の開拓者です。イエ

スが人 々に先立 って行かれ，ほか

のすべての人 たちに従 うべ き道 を

示 されたか らです。」モ ンソン副管

長はそ う語 った。

ジェー ムズ ・E・ ファウス ト第

二副管長 は，土曜 日午前の部会で

次のように述べた。「1846年2月3日 ，

イリノイ州 ノー ブーが厳 しい寒 さ

に見舞われたその 臼， ブリガム ・

ヤ ング大管長は，日記 にこう書 きま

した。『もう儀式は行 わないとわたしが

発表 したに もかかわ らず，主の宮 は一

日中人でいっぱいであった。……』

こうして，神殿 の業は午前1時 半 ま

で行 われ ました。……ブ リガム ・ヤ ン

グ大管長 と開拓者たちがノーブーを去

るとき，神殿の祝福 を最後 まで切 に求

めたのはこのためです。グレー ト・ソ

ル トレーク盆地 にたど り着 いたヤ ング

大管長が，神殿 を建設 して儀式を行 う

ことにより，神の子供たちに永遠の祝

福 を再 び得 させたいと考えたの も，同

じ理由からで した。

神殿 を建設 して礼拝するとい う究極

の 目的があったか らこそ，開拓者たち

は西部の辺境の不毛の地へ と驚 くべ き

移住 をした とき，進 んで多 くの苦難 を

受け，堪 え忍 んだのです。」 編集部
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●1997年4月5日(土)午 前の部会

忠実かつ誠実に
大管長

ゴー ドン ・B・ ヒンク レー

主 ば御自身の王国を見守っτおられます。主ば増え続ける会員にのを

配るよう'指 導者に：霊感を与え 乙'おられます。

愛
する兄弟姉妹の皆 さん，初めに

わた しか ら幾つ かお話 し しま

す。全世界の皆 さんを歓迎 し，心か ら

の愛をもって皆 さんにあいさつの言葉

を述べたい と思います。これは総大会

であ り，同時に世界大会で もあ ります。

教会が創立 されてか ら167年 の歳月が
こんにち

たちました。創立以来今 日に至るまで，

教会は堅実 に発展 し，1996年 度 末の時

点 にお ける会員数は約970万 人 に達 し

ました。教会はこれほど多 くの会員を

擁するまでに成長 してきました。今年

度末 には1，000万 人 に到達す るはずで

す。

この最初の話 において，わた しは3

つ か4つ の ことにつ いて簡単 に触 れた

い と思いますが，皆さんが関心 を寄せ

られるように願ってい ます。

ここから遠 く離れた地 にい らっしゃ

る方々に申 し上げ ます。わた しは今 ，

ソル トレー ク ・シテ ィーのテ ンプルス

クウェアにある，由緒あるタバナクル

か ら話 しています。名前はまだ決まっ

てい ませんが，7月24日 に新 しい集会
くわ い

場の用地の鍬入れ式 を行いたい と考 え

てお ります。 ともか くその集会場 は，

これか ら先長い間にわた って，総大会

への出席 を希望するすべての人 を収容

す るための施設 とな ります。それはテ

ンプルスクウェアのす ぐ北側 のブ ロッ

クに建設 される予定です。このタバ ナ

クルの4倍 の収容能力があります。

この新 しい建物は総大会や，その建

築 目的にかなったほかの様々な用途に

使 われます。ステー ジでは大規模な演

劇 な どもできる設計 になってい ます。

初めの うちは満席 にな らないことがあ

るか もしれませ んが，長期間にわたる

使用 を考えて建築 します。

このす ばらしいタバナクルは， これ

まで ほん とうに よく役立 って きま し

た。それはこれからも同 じだ と思い ま

す。 タバ ナクル合唱団の放送は今後 も

ここか ら行われます。また多 くの集会

もここで開かれます。この建物 はほか

の建物 とは異なる特別な ものです。ほ

かに例のないすば らしい建物です。今

このタバナクルでは地域大会が開催 さ

れる ことがあ りますが，該 当す る6つ

か7つ のス テー クだ けで， この タバナ

クルの収容能力を超 える多 くの人 々が

います。

教会の様 々な建築計画について話す

に際 し，念のために，新 しい神殿の建

設が着々 と進んでいることをお伝 えし

てお きます。 ミズーリ州セン トルイス

神殿 の奉 献が6月1日 か ら5日 にかけて

行われる予定です。 また秋 にはユ タ州

バーナルの神殿が奉献されます。
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大会時のタバナクル内部の模様。

イギ リスのプ レス トン， コロ ンビァ

のボゴタ，エ クア ドルの グアヤキル，

ボリビアの コチャバ ンバ， ドミニカ共

和 国のサ ント。ドミンゴ，ブラジルの レ

シフェ，スペイ ンのマ ドリッ ドでも神

殿 の建設が予定されています。マサチ

ューセ ッッ州ボス トンで も承認のため

の手続 きが進行 中です。遅れてはい ま

すが，テネシー州ナ ッシュビルでも神

殿 の建築計画が進行 しています。モ ン

タナ州 ビリングス，ニューヨーク州ホ

ワイ トプ レー ンズ，それにメキシコの

モンテ レーで も準備作業が行われてい

ます。ベネズエラで も適当な建設用地

を探 しているところです。今 日はうれ

しい発表があ ります。教会 はニュー メ

キシコ州アルブカーキ とブラジルの カ

ンピナスで神殿用地 を取得 しま した。

神殿建設の必要性が高い地域です。そ

のほか にも検討中の場所が幾つかあ り

ます。わた しは教会員の皆 さんが，あ



ま り遠 くまで行か なくても，参入で き

る場所 に神殿を建設 したい と考えてい

ます。

神殿 の建設には日常的に接 してい ま
し か

すが，これ はわたしに とって畏怖心 を

起 こさせ るすば らしい ものです。わた

したちは神殿を全世界に建設 しようと

していますが，主の宮 として福千年の

問もずっともちこた え，その機能 を果

たす ように しようと考 えています。

次に申 し上げたいのは，中央扶助協

会会長会が今大会 において解任 され る

とい うことです。これらの姉妹たちは，

これ まで偉大で意義ある働 きをして き

ま した。この姉妹たちは， 自分のこと

を考 えずに，持 てる時間と豊かな才能

をささげなが ら，8年 以上奉仕 して き

ました。3人 の姉妹は教会の女性のた

めに傑出 した指導力 を発揮 し，ほか に

割 り当てを受けた管理会，委員会で も

働 いて きま した。3人 の姉妹に心か ら

感謝 しています。 この件 について は，

モ ンソン副管長がわた しの話のす ぐ後

に，中央幹部，教会の中央補助組織会

長会の名前 を提示す る際に，正式の手

続 きがなされます。

次 に，七十人の兄弟たちについて話

したい と思 います。皆 さんすでに御存

じのように，教会 には中央幹部 として

各地で管理の業に務めている二つの七

十人定員会があ ります。第一定員会は

70歳 までの年齢の会員によって構成 さ

れてい ます。 わた したちは今朝，4人

の兄弟 をこの定員会の会員 として支持

したい と思 います。 さらにわた したち

は教会で長年経験 を積み，状況に応 じ

て どこへで も赴 くことのできる賢明で

成熟 した一 団の兄弟たちを，七十人第

二定員会 として召 しています。この兄

弟 たちは3年 か ら5年 の間，それぞれの

任 を果た します。彼 らはあ らゆる意味

において，中央幹部 として奉仕 します。

また教会 には，地域幹部 として奉仕

する忠実な兄弟 たちがいます。彼 らは

教会が組織 されているあらゆる地域で

召 され ます。彼 らも患実 で献身的 な

人々です。彼 らは教会を愛 し，様々な

方面で奉仕 しています。 わた したちは

これ まで国の内外 を訪問す る中で，彼

らの多 くと働 きを共に し，そのすば ら

しい能力 に深 い感銘 を受 けて きま し

た。

主 は中央 レベルでは，大管長会，十

二使徒定員会，七十人定員会，管理監

督会 を召 してお られ ます。教会の各地

の レベルでは，啓示に よってステーク

会長 と監督が召 されています。これま

で しばらくの問，中央幹部 と各地の地

元役員の聞には地 区代表が召 されてい

ました。そ して最近では地域幹部が召

されてい ます。わたしたちは，この地

域幹部の方 々を七十人に聖任するよう

今大会でその名前 を提示す ることに決
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テンプルスクウェアに据えられた像1「手車の開拓者」(トーリーフ ・S・ ネイファス作)にも4月 の雪が積もった。

定いたしま した。彼 らは今後，七十人

会長会の管理の下に，定員会 を構成す

ることにな ります。彼 らは地域幹部七

十人 として，何年かの問，各 自が住む

地域 において， 自発的な奉仕の務 めを

果た してい きます。彼 らは大管長会 に

よって召 され，十二使徒定員会，七十

人会長会，各 自が住む地域 の地域会長

会か ら受ける全般的な指示 の下に責任

を果た します。

地域幹部は自分 自身の職業 を従 来ど

お り続 け， 自宅に住み なが ら，教会へ

の奉仕 とい う形で責任 を果 たしていき

ます。ヨーロッパ，アフリカ，アジア，

オース トラリア，太平洋地域の方々は

七十人第三定員会の会員 とな ります。

そして，メキシコ，中央アメリカ，南

アメリカの方 々は七十人第四定員会の

会員 とな ります。合衆国 とカナ ダに住

んでいる方々は第五定員会 の会員にな

ります。

地域幹部七十人には次の ような責任

が与え られる可能性があ ります。(a)

ス テーク大会 の管理 とステーク会長会

の訓練。(b)ス テ ークの新設 ・再組

織 とス テー ク会長会 の任命。(c)地

域 会長会 の中の副会 長 として働 く責

任 。(d)地 区 大会準備委員会の委員

長。(e)地 域 会長会が管理する地域

評議会 での責任。(f)伝 道 部の巡回

訪問 と伝 道部長 の訓練。(g)そ の ほ

かの割 り当ての遂行。

地域幹部 は七十人 として聖任 される

のに伴い，定員会 との問に明確 な関係

を持つ教会役員 とな ります。地域幹部

は定員会の集会で一つに集 まるという

機会 はあ まりないで しょう。 しか し，

七十人会長会が彼 らと連絡 を取 り，指

示を与え，報告を受 ける ようにな りま

す。 この ようにして，地域幹部はこれ

までは経験 したこ とのない帰属意識 を

持つ ようになるで しょう。 また地域幹

部は七十人として，啓示 に定め られて

いる ところに従 い，福音 を説 き教 え，

主イエス ・キリス トの特別 な証人 とな

る召 しを受けています。七十人はすべ

て，聖文に基づ く同等の権能 を持 って

いますが，第一定員会 と第二定員会は

中央幹部 として任 じられ，第三，第四，

第五定員会 は地域幹部 として任 じられ

ます。

七十人の職への聖任には，任期があ
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りませんが，定員会の中で働 く召 しに

は任期が定め られます。任期が終わる

と自分が属するワー ド，ステークの活

動 に復帰 し，大祭司 グループとともに

集 ケようにな ります。

わた したちは，この兄弟たちを定員

会 の交わ りと活動の中に心か ら歓迎い

たします。わた したちは彼 らを信頼 し，

愛 し，尊敬 しています。

これ らの定員会が定め られ，必要 に

応 じて全世界で召 ざれ機能する地域会

長会 と地域幹部七十人の組織ができた

ことに より，教会のいかなる成長にも

対応できる態勢が整いま.した。 ・

主は御 自身の王国を見守 ってお られ

ます。主は増え続 ける会員 に心 を配 る

よう，指導者に霊感 を与えてお られ ま

す。わた しの話のす ぐ後に，モ ンソン

副管長が中央幹部，;地域幹部，そ して

教会の中央補助組織会長会 の支持 の挙

手の提議を します。 わた しが言 うまで

もな く，これは非常 に神聖 で重要なこ

とです。 、
み わざ

.わ た したちは主の御業の中のすばら

し恥時期に生 きています。 この業は成

長を続け，ます ます強 くなっています。

世界 中に広が っています。そ してこの

偉大 な業の中で，わたしたち一人一人

が大切 な役割 を担 ってい ます。様 々な

言語を話す160か 国以上 の人 々が，天
あがな

の御父 とその愛する御子である順 い主

を礼拝 しています。 これは神の大いな

る御業です。神 の大義であ り，神 の王

国です。

最後 に，ヤコブの言葉を繰 り返 した

い と思い ます。 「しか し見 よ， わた し

ヤコブは，心の清 いあなたがたに述べ

たい。確 固 とした思い をもρて神 に頼
あつ

り，篤い信仰 をもって祈 りなさい。そ

うすれば，神 は苦難の ときにあなたが

たを慰めて くだ さる。 また，あなたが

たのことを弁護 して くだ さり，あなた

がたを滅ぼそうとす る者たちに罰を下

される。」(『モルモ ン書』ヤコブ3：1)

皆 さんが，主の永遠の御業 を前進 さ

せるために自らの義務 を果 たし，力の

及ぶか ぎり御父の子 らに祝福 をもた ら

し，忠 実かつ誠 実に生 きられるよう，
み な

イエス ・キ リス トの御名によ りへ りく

だ りお祈 りします。アーメン。



教会役員の支持
第一副管長

卜一マス ・S・ モンソン

兄
弟姉妹の皆 さん，ヒンク レー大

管長か らの要請によ り，これか

ら中央幹部，地域幹部，ならびに教会

の中央補助組織 会長会の方 々の名前 を

提議 しますので，皆 さんに賛意の表明

をしていただきたいと思い ます。

預言者，聖見者，啓示者，末 日聖徒

イエス ・キ リス ト教会の大管長 として

ゴー ドン ・ビ トナー ・ヒンク レーを支

持 して くださるよう， また，大管長 会

第一副管長 として トーマス ・スペ ンサ

ー ・モ ンソンを
，大管長会第二副管長

としてジェームズ ・エス ドラス ・フ ァ

ウス トを支持 して くださるよう提議い

た します。この提議 に賛成の方 はその

意 を表 して ください。反対の方 はその

意を表 して ください。

十 二使徒 定員会会 長 と して トー マ

ス ・スペ ンサー ・モ ンソンを，十二使

徒定員会会長代理 としてボイ ド・ケネ

ス ・パ ッカーを， また十二使徒定員会

会 員 として ボイ ド ・K・ パ ッカー，

L・ トム ・ペ リー，デビ ッド ・B・ ヘ

イ ト，ニール ・A・ マ ックス ウェル，

ラ ッ セ ル ・M・ ネ ル ソ ン ， ダ リ ン ・

H・ オ ー ク ス ，M・ ラ ッセ ル ・バ ラ ー

ド， ジ ョ セ ブ ・B・ ワ ー ス リ ン， リ チ

ャ ー ド ・G・ ス コ ッ ト， ロ バ ー ト ・

D・ ヘ イ ル ズ ， ジ ェ フ リ ー ・R・ ホ ラ

ン ド， ヘ ン リ ー ・B・ ア イ リ ン グ を 支

持 し て く だ さ る よ う 提 議 い た し ま す 。

こ の 提 議 に 賛 成 の 方 は そ の 意 を 表 し て

くだ さい 。 反 対 の 方 。

大 管 長 会 の 副 管 長 ， 十 二 使 徒 を 預 言

者 ， 聖 見 者 ， 啓 示 者 と して 支 持 して く

だ さ る よ う 提 議 い た し ます 。 こ の 提 議

に 賛 成 の 方 は そ の 意 を 表 し て く だ さ

い 。 反 対 の 方 が い れ ば 同 じ よ う に そ の

意 を 表 して くだ さい 。

わ た し た ち は ， ゲ ー リ ー ・J・ コ ー

ル マ ン ， ジ ョ ン ・M・ マ ドセ ン ， ウ ィ

リ ア ム ・ロ ル フ ・カ ー ， カ ー ル ・B・

プ ラ ッ トの 各 長 老 を 七 十 人 第 一 定 員 会

会 員 と し て 支 持 し て くだ さ る よ う提 議

い た し ま す 。 こ の 提 議 に賛 成 の 方 は そ

の 意 を表 して くだ さ い 。 反 対 の 方 。

わ た した ち は ， リチ ャ ー ド ・C・ オ

ー ル レ ッ ド
， エ ラ ン ・A・ コ ー ル ， リ

チ ャ ー ド ・E・ ク ッ ク ， デ ュ エ イ ン ・

B・ ジ ェ ラ ー ド， ウ ェ イ ン ・M・ バ ン

コ ッ ク ，J・ ケ ン ト ・ジ ョ リー ， リチ

ヤ ー ド ・J・ メ イ ン ズ ， デ ー ル ・E・

ミ ラ ー ， リ ン ・G・ ロ ビ ン ズ ， ドナ ル

ド ・L・ ス テ ー リ ー ， リ チ ャ ー ド ・

E・ タ ー レ ー ・シ ニ ア の 各 長 老 を 七 十

人 第 二 定 員 会 会 員 と し て 支 持 して く だ

さ る よ う提 議 い た し ます 。 こ の 提 議 に

賛 成 の 方 は そ の 意 を 表 し て く だ さ い 。

反 対 の 方 は 同 じ よ う に そ の 意 を 表 し て

くだ さ い 。
き ょ う

わた したちは，今 日この会場 に同席

している134人 の 地域幹部が末 日聖徒

イエス ・キ リス ト教 会 の七 十人 と し

て，地域幹部七十 人の職をもって働 く

こ とを支持 して くださるよう提議いた
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します。以下の方々です。

オ ス カ ー ・H・ ア グ ワ ヨ

カ ル ロ ス ・E・ ア グ エ ロ

フ リ オ ・E・ ア ル バ ラ ド

パ ウ ロ ・C・F・ ア モ リ ム

ア ドル フ ォ ・ア バ ロ ス

カ ー ル ・W・ ベ ー コ ン

ロ ー ウ ェ ル ・C・ バ ー バ ー

デ ビ ッ ド ・A・ ベ ドナ ー

ブ レ ア ・S・ ベ ネ ッ ト

ロバ ー ト ・K・ ビ ル ズ

ブ ル ー ス ・B・ ビ ン ガ ム

0・ ブ レ ン ト ・ブ ラ ッ ク

ノ ー マ ン ・C・ ボ ー ム

ハ ロ ル ド ・C・ ブ ラ ウ ン

ドナ ル ド ・J・ バ トラ ー

ル ネ ・J・ カ ブ レ ラ

ダ グ ラ ス ・L・ カ リ ス タ ー

ア ン トニ オ ・カ ッ ピ

レ イ モ ン ド ・カ ス テ ラ ー ニ

ヒ ュ ー ゴ ・A・ カ トロ ン

ビ ク ター ・D・ ケ イ ブ
チュ　ヤンチャ

質 居 仁

V・ フ ラ ン シ ス コ ・チ ン チ ェ イ

ジ ェ ス ・L・ ク リス テ ン セ ン

ケ イ ・H・ ク リ ス テ ンセ ン

グ リ ス トフ ァー ・N・ チ ャ ン ク ウ ラ ー

L・ ホ イ ッ トニ ー ・ク レ イ トン

ア ンブ ロ ジ オ ・C・ コ リ ャ ー ド

ゴ ー ド ン ・C・ コ ン ガ ー

マ ッ ク ス ・W・ ク レー ナ ー

ク ラ ウ デ ィオ ・クエ ラ ー

セ ザ ー ル ・A・ ダ ビ ラ

ク レ ト ・P・ デ ・オ リベ イ ラ

ホ ル へ ・L・ デ ル ・カ ス テ ィ ヨ

ポ ー ル ・L・ デ ィ ー ル

リ ンゼ ー ・T・ デ ィ ル

ドナ ル ド ・D・ ドー テ ィ ー

デ ー ル ・L・ ドラ ンス フ ィ ー ル ド

ア ル ビ ー ・R・ エ バ ンス ・シ ニ ァ

エ ン リケ ・R・ フ ァ ラ ベ ラ

デ ビ ッ ド ・W・ フ ェ レル

ロ ー レ ン ス ・R・ フ ラ ー

デ ル マ ン ド ・ガ オ ナ

ル ー ベ ン ・G・ ガ ピ ス

ハ ー ベ イ ・L・ ガ ー ドナ ー

ダ リ ル ・H・ ガ ー ン

エ ドア ル ド ・ガバ レ ッ ト

シ ル ビ オ ・ゲ シ ュ バ ン ドナ ー



ラ リ ー ・W・ ギ ボ ンズ

フ ラ ン シ ス コ ・G・ ヒ メ ネ ス

ク リ ス トフ ェ ル ・ゴ ー ル デ ン ・ジ ュ ニ ア

ウ ォ ル タ ー ・F・ ゴ ン ザ レス

パ ウ ロ ・R・ グ ラ ー ル

ジ ェ ー ム ズ ・E・ グ リ フ ィ ン

C・ ス コ ッ ト ・グ ロ ー

エ ス テ バ ン ・ゲ バ ラ

セ リ オ ・E・ グ ス マ ン

ドナ ル ド ・L・ ハ ル ス トロ ー ム

ロ ナ ル ド ・T・ ハ ル バ ー ソ ン

ロ ナ ル ド ・J・ ハ モ ン ド

ジ ョ ン ・A・ ハ リ ス

キ ー ス ・K・ ヒ ル ビ ッ グ

トー マ ス ・A・ ボ ル ト

ピ タ ・F・ ホ ボ ア テ

ク レ イ ト ン ・S・ フー バ ー

ジ ョ ン ・M・ ハ ン ッマ ン ・シ ニ ァ

エ ル ンス ト ・フ ス

サ ロ モ ン ・ハ ー

フ リ オ ・H・ ハ ラ ミ ヨ

ロ イ ド ・W・ ジ ョー ンズ

柏 倉 仁

潟 沼 誠 二 ・
キムチョンユル

金 鐘 悦

リチ ャー ド ・K・ ク ラ イ ン
コ ウウ ォ ン ヨ ン

高 元 龍

ブ レ ン ト ・H・ コ イ ル

エ ドワ ル ド ・A・ ラマ ル テ ィ ネ

ジ ェ ー ム ズ ・K・ ラ ー キ ン

シンアンリャン

梁 世 安

デ ビ ツ ド ・ロペ ス

J・ ウ ィ ラ ー ド ・マ リ オ ッ ト ・ジ ュ ニ ァ

ゲ ー リ ー ・松 田

ジ ョ ン ・マ ッ ク ス ウ ェ ル

W・E・ バ リ ー ・マ ヨ

ハ イ ド ・M・ メ リ ル

セ ザ ー ル ・A・S・ ミル ダ ー 「

P・ ブ ル ー ス ・ミ ッチ ェ ル

J・ マ イ ケ ル ・メ ラ ー

J・ カ ー ク ・モ イ ー ズ

ミ ッ チ ェ ル ・V・ マ イ ヤ ー ズ

カ ー ル ・E・ ネ ル ソ ン

ロ ドリ ゴ ・オ ベ ソ

ジ ェ ー ム ズ ・S・ オ ル ソ ン

ブ リ オ ・E・ オ タ イ

グ レ ン ・A・ オ ー バ ー ト ン

ウ ィ リ ア ム ・W・ パ ー ム レー

ア デ ル ソ ン ・デ ・ポ ー ラ ・パ レ ラ

ウ ォ ル フ ガ ン グ ・H・ ポ ー ル

ス テ イ ン ・ペ ダ ー セ ン

ホ ル へ ・A・ ペ ド レ ロ

E・ イ ス ラ エ ル ・ペ レ ズ

ウ ェ イ ン ・S・ ピ ー タ ー ソ ン

ア ラ ン ・A・ ペ キ オ ン

ス テ イ ー ブ ン ・H・ ポ ン ド

R・ ゴ ー ド ン ・ポ ー タ 』

ホ ル ガ ー ・D・ ラ コ ウ

グ ス タ ボ ・ラ モ ス

ユ ー ジ ン ・F・E・W・ リ ー ド

マ イ ケ ル ・T・ ロ ビ ン ソ ン

ア レハ ン ドロ ・M・ ロ ブ レス

セ ル バ ン ド ・ロ ハ ス

リ ン ・A・ ロ ー ゼ ンバ ル

ク ラ ウ デ ィ オ ・D・ シ ニ ョ レ リ

ホ ア ン ・R・C・ マ ー テ ィ ン ズ ・シ ル バ

キ ー ス ・L・ ス ミ ス

R・ ロ イ ド ・ス ミ ス

L・ ダ グ ラ ス ・ス ム ー ト

イ ラ バ ・B・ ソ ア レス
ス　キオンタン

陳 思 強

ホ セ ・A・ テ ス クエ ア ラ ・ダ ・シ ル バ

エ ル ナ ー 二 ・テ ス ク エ ア ラ

オ ク タ ビ ア ノ ・テ ノ リ オ

D・ リ ー ・ トー ブ ラ ー

ジ ョ ー ン ・ウ セ ダ

トマ ス ・バ ル デ ス

カ ル ロ ス ・D・ バ ル ガ ス

ホ ル へ ・W・ ベ ンチ ュ ラ

ヘ ク トー ル ・M・ ベ ル デ ュ ー ゴ
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レ ム ス ・G・ ビ ラ レ

ク レ イ グ ・T・ ビ ン セ ン ト

ブ ラ イ ア ン ・A・ ワ トリ ン グ

ロバ ー ト ・S・ ウ ツ ド

ホ ル へ ・F・ ゼ バ ロ ス

ク ラ ウ デ イ オ ・D・ ズ ィ ビ ッ ク

この提議に賛成の方 はその意 を表 し

て ください。反対の方。

わた したちはこれ まで中央扶助協会

会長会 として働いて くだ さったイ レイ

ン ・L・ ジ.ヤック，チエコ ・N・ 岡崎，

アイ リー ン ・H・ クライ ドの各姉妹 を

感謝 の挙手 と心か らの称賛の意 をもっ

て解任するよう提議いた します。わた

したちは また，中央扶助協会管理会員

を全員解任 します。

わたしたちはまた，.これまで中央若

い女性第二副会長 として働 いて くださ

ったポニー ・D・ パーキン姉妹 を解任

する よう提 議いたします。パーキ ン姉

妹はパーキ ン兄弟 とともにイギリス ・

pン ドン南伝道部 を管理する召 しを受

.け ました。
.これらの姉妹の優 れた働 きに心か ら

の感謝 を表明 して くださる方 はその意

を表 して ください。

わたしたちは新たにメア リー ・エレ

ン ・ウッ ド・スムー ト姉妹を中央扶助

協会会長に，バージニア ・アーリ ・ジ

ェンセン姉妹 を第一副会長に， シェリ

ー ・L・ デュー姉妹 を第二副会長に支

持するよう提議いた します。 この提議

に賛成 の方 はその意 を表 して くだ さ

い。反対の方 はその意 を表 してくださ

い。

わたしたちはキ ャロル ・アン ・バ ー

デ ッ ト・トーマス姉妹 を中央若い女性

第二副会長に支持 して くださるよう提

議いたします。 この提議に賛成の方 は

その意 を表 して ください。反対の方 は

同様 にその意を表 して ください。

わた したちは，そのほかの中央幹部，

中央補助組織会長会 を現状 のまま支持

して くだ さるよう提議いた します。 こ

の提議に賛成の方はその意を表 して く

ださい。反対の方はその意を表 して く

ださい。

提議は全員一致で賛意の表明が得 ら

れたようです。



洗われて清くなる

十二使徒定員会会長代理

ボイ ド ・K・ パ ツカー

あカな

贋 ωの実在とそれが日常生活仁おωτ個入にもたらす契蹉的な価値観

を理解 したとき，，慰めに満ちτ爾放感を伴う，高揚 した気持 ちか訪れ

るのを想像しτみτくださ61。

き ょう

教
会の若い人々に向けて，今 日は

話 したい と思 います。 自分の行

いの基盤 とすべ き価値観 もな く成長 し

ている若人について，わた したちは大

変憂慮 しています。人の行いを変える

には，行動に関する話 をするよ り福音

の教義 を研究 した方が速効性があ りま

す。これはわたしの長年 の信念です。

行動の研究 は，標準や価値観 と結び

つけて考 える と，いっそ うはかど りま

す。 日々の生活 に役立つ実際的な価値

観は聖文や聖文 に示 された教義の中に

見い だせ ます。一例 を挙げ ましょう。
しょくざい

「わた したちは，キ リス トの瞭罪 によ

り，全人類は福音の律法 と儀式 に従 う

ことによって救 われ得る と信 じ」1てい

ます。

皆 さんは，キリス トの贋罪がすべて

の人類 に適用 される ものの，その影響

力は一人一人に効果を現 し， きわめて

個人的で， とて も大切 なものであるこ

とを若いうちに学ぶべ きです。皆 さん

のように福音を知 り始めたばか りの人
あがな

にとっても，贋 いへの理解は 日々の生

活です ぐに役立つ， とても実用 的な価

値観です。

50年 以上前の第二次世界大戦 中，わ

たしはある経験 をしました。わたした

ち爆撃隊はバージニア州 ラング レー基

地で最新発明の機器，つ ま りレーダー

の使用法の訓練 を受けてい ました。わ

たしたちは初め西海岸に行 き，次いで

太平洋諸島に赴任 しました。

わた したちは，屋根付 きの貨物列車

で移動 しました。列車には幅の狭い折

り畳 み式 ベ ッ ドが備 え付 け られ てい

て，夜 になると壁か ら起 こして使い ま

した。食堂車はあ りませ んで した。そ

の代わ り，貨物列車の中で野営用の食

事用具が汚れた床の上に しつ らえてあ

りました。

わた したちは，鮮やか な色をした夏

物の制服 を着ていました。荷物 を積 ん

だ貨車 は別便 だったため，6日 闘の旅

行中に着替 えはできませ んで した。テ

キサス とアリゾナを横 断 した ときはす

ごい暑さで した。エ ンジンが吐き出す

煙 と石炭 の燃 え殻 には閉口 しました。

入浴することも，制服 を洗 うこともで

きません。ある朝，汚れた身な りの ま

まわた したち はロサ ンゼ ルス に到着

し，夕方までに列車に戻 るように言い

渡 されました。

わた したちは， まず食事のことを考

えました。隊の中の10人 でお金 を寄せ

集めて，その辺 りでいちばん よさそ う

なレス トラ ンに向かいました。
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店 はとて もこんでいて， わた したち

は席 に着 くた めの長い列 に並 びま し

た。10人 中わた しがいちばん前になり，

美 しく着飾 った婦 人たちの後ろに立ち

ま した。わたしの直前にいた品位ある

女性は振 り返 らな くて も，後ろにむ さ

苦 しいわた したちのいることに気づ き

ま した。

彼女は振 り返るとわた したちを見 ま

した。そ して もう一度振 り返る と，わ

た しを頭 のてっぺ んか ら足のつま先 ま

でまじまじと見詰 めました。わたしは

汗臭 く，汚れて，灰 をかぶ った， しわ

だ らけの制服 で じっと立 ってい ま し

た。彼女 はうんざ りした声で こう言い

ま した。 「まあ，何てだ らしのない人

たちなんで しょ。」皆が こち らを振 り

返 りました。

彼女がわた したちにそこにいてもら

いた くない と思っていることは明らか

で した。わた しもそ うしたい と思い ま

した。わたし自身，見事 な汚れようで

不快であ り，恥ずか しかったのです。

後にわた しが真剣に聖文 を研究 し始

めたとき，霊的な清 さについて述べた

幾つかの聖句に気づ きました。 ある節

にはこ うあ ります。 「聖な る公正 な神

め前に 自分 は汚れているとい う意識の

あるままで，神 とともに住む ときの悲

惨 は，地獄で罰の定めを受けている者

たちとともに住むときの悲惨 よりもひ

どいであろう。」2

わ た しにはそ れが よ く分 か りま し

た。ロサンゼルスであの 日に感 じた気

持 ちを覚 えていたか らです。霊的な汚

れ は，あの とき感 じた よりも恐 らく計

り知れないほ ど強烈な恥 と屈辱 をもた

らすだろうと思いました、少な くとも

8か 所 ある関連聖句 は，「清 くないもの

は神の国に入ることはできない」 と告

げてい ます 。3こ れ らの聖句 が汚 れた

服や泥だ らけの手 について言っている

ので はない ことは分か ってい ました

が，わた しは常に霊的に清 くあ りたい

と決意 しました。

ところで，その日わた したちはグ リ

フ ィス公 園でカヌー を楽 しみ ました。

わた したちはカヌーで ばか騒 ぎをし，

もちろん転覆 しました。わた したちは

泳いで無事岸にたど り着 き， 日光で体



大管長 会 ，(左 か ら)ト ーマ ス ・S・ モ ン ソン第一 副管 長 ，ゴー ドン ・B・ ヒン ク レー 大管長 ，ジェー ムズ ・E・ フ ァウス ト第二 副管 長。

を乾かしました。列車 に戻 るころには，

わたしたちはす っか りきれいになって

いました。 ・

あるべ き生活 をしなければ，自分を

霊的に清 くするのはシャワーを浴びた

り，清潔な服 を着た り， カヌーか ら落

ちた りするほ どたやす くない ことをわ

た しは知 りました。

また偉大 な幸福の計画，わた したち

は試 されるために地上に来た ことにつ

いて も知 りま した。 わた したちは皆，

過ちを犯 します。使徒 ヨハ ネはこう教

えてい ます。 「もし，罪がない と言 う

なら，それは自分 を欺 くことであって，

真理はわた したちのうちにない。」幸

い， ヨハネはこ う付 け加 えています。

「もし，わた したちが 自分の罪 を告 白

するならば，神は真実で正 しいかたで

あるから，その罪をゆる し，すべ ての

不義 か らわ た した ちを きよめ て下 さ

る。」4わた しは 「清め る」 とい う言葉

に特 に注意 しました。

わた しは悔 い改あ は石 けんの よう

に，頻繁 に用 いるべ きであると思いま

した。過ちをわびれば，物事 はよくな

ることも知 りました。 しか し過ちが深

刻 な場合，謝罪だけでは十分ではあ り

ません。時には解決できない場合 もあ
.ります
。大体 においてこうした過ちが

大 きなもので な くて も，「罪悪 感」 と

呼 ばれる霊的な苦痛を避 けるこ とはで

きません。遅かれ早かれ，過ちは解 決

す る必要があ ります。 しか し，わた し

にはどうすればよいか分か りませんで

した。特 に， 自分独 りでは修復 できな

いものを壊 した ときがそ うです。

皆 さんのような若 い人 々の 中には，

ペテロが言 ったように， 「非道の者 ど

もの放縦な行いによってなや まされて

い 〔る〕」人 もいるで しょう。5教 会の

標準 を軽 くあ しらって，行いを改め る

必要性 を感 じない人 もいるで し ょう。

「皆が してい る」か らどうって ことな

いさと， 自分に言い聞かせているか も

しれません。

しか しそのような正当化 は，役 に立

ちません。皆 さんは本質的に善良だか

らです。 「何 か立派 な行 い を した り，

人を助けた りしたとき， とても良い気

持ちがする。」皆 さん はこれ までほか

の人々がそのように言 うのを何 度 も聞

いたことがあるで しょう。 自然に生 じ

る気持 ちや感情 と同様，そのような反

応は皆 さんの生来のものです。皆 さん

自身 もそれを経験 しているはず です。

幸福 は慎み深い，清い行いと密接 に結

びついてい ます。

預言者アルマは道を外 れた息子 に，

彼が罪を犯 したので 「幸福の本質 に反

す る状態 にある」.こ とと， 「悪事は決

。して幸福 を生 じたことが ない」ことを，

率 直に告 げ ました。6過 ち を消 し去 る

すべ を知 らない人々は， しばしば追い

詰め られたように感 じ，反抗的になり，

自分 を見失 ってふさわ しくない生活 を

す るようにな ります。 もし皆 さんが霊

的に汚れた人 々と一緒に人生 を旅 して

いるなら，わた しがあの レス トランで

感 じた よりもさらにひどい苦 しみを味

わうで しょう。

ほとん どの過ちは，祈 りと悔い改め

を通 じて， 自分独 りで修復 で きます。

しか し深刻 な罪 には助 けが必要です。

助 けがなければ，皆 さんは洗 った り，

入浴 した り， きれいな服を身に着けた

りできない人 と同 じようになって しま

い ます。皆 さんが従 うべ き道 は聖文に

記 されています。聖文 を読 んで くださ

い。 キリス トを信 じる信仰が強め られ

るで しょう。福 音 をよ く知 ってい る

人々の話 に耳を傾 けて ください。

皆 さんは人の堕 落，人生 の目的，善
み たま

と悪，誘惑 と悔い改め，御霊の働 き方

が分か るようになるで しょう。悔 い改

めについてのアルマの言葉 を読んでみ

ましょう。「わた しは もはや苦痛 を忘

れることができた。まことに，わた し
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は二度 と罪を思い出 して苦 しむことが

なくなった。」7

次 の主の言葉 にも耳 を傾けて くださ

い。「見 よ，自分 の罪 を悔 い改 めた者
ゆる

は赦 され，主 なるわたしは もうそれを

思い起 こさない。」8人の行 いは，行動

につ いての話 を聞 くより，教義 を学ぶ

方が早 く変わ ります。
しょくざい

わたしが腰 罪の力の，た とえ一部 で

も理解 で きた とすれ ば，そ れは聖文

を読 み，耳 を傾 け るこ とによって で
あがな

した。蹟 い主がわた しにどのような条

件 を課せ られ よ うと も従 い さえすれ

ば，霊的な汚れ に対す る苦痛 を受けな

くて済む ことを知ったときのわた しの

気持 ちを，皆 さんは想像 で きるで しょ

うか。蹟いの実在 とそれが 日常生活 に

おいて個人にもた らす実践 的な価値観

を理解 したとき，慰めに満 ちて開放感

を伴 う，高揚 した気持ちが訪れるのを

想像 してみて ください。

皆 さんは蹟いの力が効力 を発揮す る

前に，すべ てを知っている必要はあ り

ませ ん。キリス トを信 じる信仰を持 っ

て くだ さい。そ うすれば皆 さんが助 け

を求めるその日に，蹟いの力が効力 を

発揮 し始めるで しょう。聖文は 「福音

の律法 と儀式 に従 うこ と」9について語

ってい ます。わた したちは皆，律法 に

従 うとは どうい う意味か よく知ってい

るはずです。では， どの ようにして儀

式に従う必要があるのでしょうか。

一般にわたしたちは
，悔い改めを条

件 に，バプテスマの儀式はわた したち

の罪 を洗い流 して くれる と理解 してい

ます。バプテスマを早 く受 けす ぎたと

感 じてい る人 が時々 い ます。彼 らは

「今 ，バ プテスマ を受 け，清い状態で

ス ター トを切れた らなあ」 と思 うので

す。 しか し，その必要 はあ りませ ん。
せいさん

聖餐の儀式 を通 じて，皆 さんはバプテ

スマの とき交わ した聖約を新たに して

います。たとえどんなに困難で も皆 さ

んが悔い改 めの条件 をすべ て満たす な

ら，皆 さんは赦 され， 自分の背 きのた

めに心 を悩 ませることは もうないでし

ょう。

ジ ョセ ブ ・F・ ス ミス大管長 は6歳

の ときに，父親のハ イラム ・ス ミスが

カーセージの監獄 で殺 されました。 ジ

ヨセブは夫 を亡 くした母親 とともに大

平原を横断 しま した。15歳 のとき，ハ

ワイでの伝 道に召 されました。彼は途

方 に暮 れ，孤独 を感 じてこう言い まし

た。 「わた しは・・…・非常 に苦 しい思 い

をしたことがある。貧 し く，文化の遅

れた人々以外 に友 もな く，孤独感に襲

われた時期があった。……貧 しさと知

恵 と知識のない状態に非常な惨め さを

味 わい， 〔人〕 と顔 を合 わせ ることが

で きなかった。」

そのような窮状につ いて思い巡 らし

ている とき，この若い長老はあ る 「と

て も現実感のある」夢 を見 ます。夢 の

中で彼 は旅 をしていて，全力で急いで

い ました。彼 は小 さな包みを抱 えてい

ました。やがて目的地であるすば らし

い邸宅 に着 きました。近づ くと 「浴室」

とい う表示が 目に留ま ります。そこで

急いで浴室に入 り，体 をきれい に洗 い

ました。彼 が手 にしていた小 さな包み

を開 くと，真 っ白な衣が出て きました。

彼 はこう言 ってい ます。「長 い間 目に

したこ との ない きれい な衣 だ った。」

彼はそれ を身に着けると，邸宅の ドア

の所 に急 ぎました。

彼は こう語ってい ます。「ドアをノ

ックして開けると，そ二に預言者ジ ョ

セ ブ ・ス ミスが立っていた。彼は しか

るような目でわた しを見る と， こう言

った。 『ジ ョセ ブ，遅かったね。』……

しか し，わた しは 自信をもって言った。

『はい，でもわた しは清 く，汚れが

あ りませ ん。』」10皆さんに も同様の こ

とが起 こる可能性があ ります。

繰 り返 し言い ますが，原則 に関す る

知識 と福音の教義が皆 さんの行いに与

える影響は，行動そのものについての

話 よりも，はるかに大 きいのです。

わた しは多 くの例 の一つ として腰 い

という概念を用い ました。イエス ・キ

リス トの福音 には幸福 な生活 を築 くた

めの価値観があ ります。
あかし

皆さんにわた しの証 を伝 えたい と思

い ます。天父 は生 きてお られます。 キ

リス トの瞭いは皆 さんの生活 に祝福 を

もた らします。順いが わた しにとって

どんなに大 きな意味を持つか，言葉で

言い表せた らと思います。かつてそれ

を試みたことがあ ります。それ を紹介
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し て ，

す 。

わた しの話 を閉 じたいと思いま

昔 らい病の患者が近 くにいると，

人々は「不浄」と叫んで警告を発した。

「不浄，不浄」という言葉が響 くと，

皆が恐 れて退いた。

らい病患者 の手に触れることで，

自分たち もらい病 になることを恐れ

たのだ。

当時は不治の病だった。

絶望的な苦痛だった。

石 けん も，鎮痛剤 も，薬 も

この病気や苦 しみを取 り除 けなかっ

た。

彼 らを元 どうりにで きる特効薬 も

浄化するための浴室 もなかった。

しか し，記録によれば，「ある御方に

触れていただくだけで，清め られた」

とある。

恐 ろしい苦 しみから解かれ，

腐 肉が元 どう りになるのだ。

その御方の訪れは，長い間，預言 さ

れてきた。

数々の しる しがその誕生に先立 って

ある， と。

神の御子が人聞の母の もとに

世界 を清 める力 を携 えて，お生 まれ

になる と。

いや

その日，主 は10人 の らい病患者 を癒

された。

その 日，主は彼 らを清 められた。

まさに主の業 とその生涯の

意義を象徴す るかの ように。

どんなに偉大 な奇跡で も，

それは主の来 られた目的ではない。

主が来 られたのはすべての魂を救 う

ため。

死か ら，罪か ら，恥辱か ら救 うため。

主は言われた。もっと偉大な奇跡は，
しもべ

主の僕がこれか らしてい くことであ

る， と。

生 ける ものすべてを救 うため，



いや

わずかな人を癒すためだけでなく。

あがな

わた したちは肉体 の死か らは膿われ

ているが，

今のままでは王国には入れない。

あ らゆるこの世の罪か ら清 くなるま

では，

ことごとく清め られなければ。

清 くなるために，何 をする必要があ

るだろう。

独 りではで きない。

律法が，律法であるために，求める。

清い御方が瞭う必要があると。

主は説かれる。正義 の要求は引 き延

ばされ，
あわ

憐れみの要求が聞 き届け られる，と。

わた したちが悔い改 め，バプテスマ

を受け，

すべての言葉に従って生 きるなら。

見聞 きしたすべてのことを

理解で きるなら，
たまもの

次の言葉 にまさる神 の賜物はない こ

とを知 るであろう。

その言葉 とはこうであ る。「洗 われ

て清 くなる。」u

み な

イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ り， ア

ー メ ン。

注

1.信 仰 箇 条1：3

2， モ ル モ ン9：4

3，1ニ ー フ ァ イ10：21;15：34;

ア ル マ7：21;11：37;40：

26;3ニ ー フ ァ イ27：19;教 義 と

聖 約94：9;モ ー セ6：57参 照

4.1ヨ 八 ネ1：8-9

5.2ペ テ ロ2：7

6.ア ル マ41：10-11

7， ア ル マ36：19

8， 教 義 と 聖 約58：42;ヘ ブ ル8：

12;10：17も 参 照

9， 信 仰 箇 条1：3

10.ジ ョ セ フ ・F・ ス ミ ス 『福 音 の 教 義 』

P.516

11， ボ イ ド ・K・ パ ッ カ ー 「洗 わ れ て 清 く

な る 」

「愛の神 ，賛め よ」

十二使徒定員会会員

ニール ・A・ マ ツクスウエル

あがな

愛仁あぶれた父なる神がこの宇宙に存在し，わた した ちを贋われると

ωうことば，……幸福の計画ととr5に 神か ら与えられた真理 さ，ぼか

のあらゆる真理仁勝 り，優先 します。

ワ の機会 を与 えて くださった大管

」 長会 に感謝 します。御 覧の よう

に，わた しの頭が この説教壇 に幾 らか

趣の異なる光を添 えています。わた し

の病気については，現在 までの治療 が

成 果 を上 げて きま した。「ここまで」

(2ニ ーフ ァイ31119)来 られたことを

心か ら喜び，感謝 します。

兄弟姉妹の皆 さん， もしわた しに何

であれ神 の祝福 に値 す るこ とが あれ

ば，そのささやかな事柄 に対す る報い

は， これまでの神の惜 しみない祝福に

より，ず っと以前 に受けて しまったこ

とにな ります。

わた しは多 くの人々の信仰 と祈 りに

感謝 します。特 に，愛にあふれた優 し
はんりよ

い妻 と家族，教会の幹部 と伴侶の方々，

わた しの秘書，そして大勢の教会員 と

友人の皆 さんに感謝 します。また，治

療 に当たった非常 に有能 な医師と看護

婦の皆 さんに感謝 します。天父は皆 さ

んのふ さわしい祈 りと働 きに確 かにこ

たえて くださいま した。これ らの贈 り

物 は，わた しを霊的 に力づ けて くれ ま

した。わたしはほん と.うにそれ らに値

しない者ですが，感謝せず にい られ ま

せ ん。わたしの心か らの愛 と感謝 を皆

さんにお伝 えします。

わた しが ヒンクレー大管長か ら公 に

何度 も聞いた説教の一つは，すべての

栄光 と称賛 と栄誉 を神に帰することで
き ょ う

す。 これは今 日を含めて， わた しが も

っと頻繁に話 したいテーマです。それ

に神の教 えや祝福への感謝 を付 け加 え

たい と思います。

自分の寿命を知 らないのは，だれに

とって も人生の基本的な事実の一つで

す。ですか らわたしたちは，心 から願

う祝福 を信仰を もって祈 り求めるべ き

ですが，そのう えで 「主か ら与 えられ

たもので満足すべ き」なのです(ア ル

マ29：3)。 人 生の終わ りを迎える方法

とその時は，人によって明 らかに違い

ます。

ほかの人 よりひどい苦 しみを受 けて

いる人が大勢います。苦痛の中で死 を
いや

迎 える人，若 くして亡 くなる人，癒 さ

れる人 ，さ らに時 問を与 えられ る人，

長 く患 う人がいます。わたしたちの受

ける試練 は様々ですが，だれ もそれ を

避 けることはで きません。聖文 には，

「燃 える炉」や 「火の ような試練」 と

あ ります(ダ ニエル3：6-26;1ペ テ

ロ4：12参 照)。 様 々な試練の炉 を くぐ

り抜けてきた人々は，主が言われた よ

うに主の恵みを 「十分」 に味わったの

です(エ テル12：27参 照)。 た とえそ
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教会指導者の支持の模様。

うで も，兄弟姉妹の皆 さん。そのよう

に試練 を脱 した人が，さらに機会 を求

めて， もう一つ 「燃える炉」の前 に急

いで並 ぶことは しませ ん。 しか し，現

世 とい う学校 は短いですか ら，教師で

ある主は，わた したちが短期間で必要.

な ことをすべ て経験できるようにして

くださいます。

この世の状態の基本 的な真理 は，愛

にあふれた父なる神がこの宇宙 に存在
あがな

し， わた したちを瞭 われ ることです。

それは幸福 の計画 とともに神か ら与え

られた真理で， ほかのあらゆる真理に

勝 り，優先 します。ほかの真理 は，比

較すれ ば，つかの間の事実 にす ぎず，

わた したちはそれ らを 「常 に学んで」

いて も，基本的な 「真理の知識 に達す

る こと」はで きませ ん(2テ モテ3：7)。

この世での経験はことごとく，イエ

ス ・キ リス トの順いが人類の歴史の中

心であることを示 しています。知識 と

経験を積めば積 むほ ど，わた しにとっ

て主の膿いは， ますます驚 くべ き，万

人 のため の無 私の行為 になってい ま

す。

わた したちはイエスの くび きを負 う

な ら，やが てはパ ウロが言 うように

「〔キリス ト〕の苦難にあずか」 ること

を許 されます(ピ リピ3：10)。 病気 や

孤独，不 当な扱い，拒絶 など，わたし

たちの比較的小 さな苦難は， もし柔和

であれば，その人 に深い影響を与 える

で しょう。そ して，イエスの苦難 だけ

でな く，その比類 ない特質 について も

理解が深 ま り，主 を崇拝 して，模範に

従お うという気持 ちが高め られます。

アルマの記録によれば， イエス はわ

た したちの苦痛 と病 をすで にその身に

受 けられたので，その ような苦難の中

にいるわた したちを救 う方法を明確に

知 ってい らっ しゃい ます(ア ルマ7：

11-12参 照)。 主は御 自分で経験 して
あわ

それを知 り，憐 れみ を得 られ ました。

わたしたちはもちろん，そのことを完

全 には理解で きません。主がこの世の

すべての罪 をどのように負われたかを

完全 には理解で きないの と同様です。

しか し，主が腰 いとい う手段 によって

確かにわたしたちを救 われたこ とを知

り，わたしたちは安心するのです。

イエスが主権 と力 を帯 びて再び来 ら

れるとき，主 をたたえるあ らゆる事柄

の中で，特 に主の 「愛にあふれた優 し
いつく

さ」と 「慈 しみ」とをたたえることに，

何の不思議があるで しょうか。 しか も

わたしたちは，永遠にわた って主 をほ

めたたえ続 けます(教 義 と聖約133：

52。 モ ーサ ヤ4：6，11;ア ル マ7：23

も参 照)。 わた した ちは 自分か ら進ん

でそれを行うで しょう。

この ように，神の照いの力 を認める

ことは非常 に大切ですが，悲 しいこと

に，肉の腕 に頼る愚か さがそれを妨げ

てい ます(2ニ ー ファイ4：34;教 義 と
サ こうまん

聖約1：19参 照)。 ああ，傲慢な肉の腕

よ。 まるで，誇 り高ぶるクォーターバ

ックの ようです。彼 は投 げる力が強い

ので，洗車機の中を通 してもボールが

少 しもぬれない と， 自分 の腕 を自慢す

るのです。人の体力や精神力はひ弱で

取 るに足 りない もので あ り，「現在 の

ことをあ りの ままに……未来のことも

また，あ りの ままに」 とらえてはい ま

せん(「 モルモン書』ヤ コブ4：13)。
きよ う

最後 に，わた しは今 日へ りくだって，

愛あふれる救いの計画 を下 さった父な

る神 をほめたたえ，驚嘆すべ き順いを

された宇宙の主イエス をほめたたえま

す。 また，わた したちがあま り語 って

いない聖霊 もほめたたえます。聖霊の

多 くの役割の中で，わた しが今 日，個

人的 に特 に感謝するのは，この御方が
やみ

真夜中の闇の中で も慰め主であ られる

ことです。
み な

イ エ ス ・キ リ ス トの 聖 な る 御 名 に よ

っ て ， ア ー メ ン 。
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子供たちの霊を養う

中央初等協会会長

バ トリシア ・P・ ビネガー

子供た ちを愛 しτωること，子供たちを家族仁迎えられご幸ぜざある

ことを，子供た ち仁伝え τくださω。聖霊を通 しτ導きを受けられる

よう仁自らを備え τくださω。

初
等協会の会長 としての召 しを果

たす年月が長 くな るに従 って，

わた しは子供たちに対する関心がます

ます高 まって くるのを感 じて います。
いつく

子供たちは慈しみ深い天父からの神聖

な贈 り物です。「子供たちは神から賜
しぎょう

わった嗣業であり」ます(詩 篇127：3)。

わた しは子供 たちのことを考 えれば考

えるほど，両親のことが気がか りにな

ります。

スペ ンサー ・W・ キンボール大管長

は次の ように言い ました。 「わたした

ちの天父は，子供たちの衣食住の必要

を満た し，十分 なしつ けと教育 を施す

責任を両親に課せ られた。そして，ほ

とんどの親は住居 を整 えて風雨か ら子

供 たちを守ってい る。病気にかか らな

いように気 を配 り，安全に快適 に過ご

す ための衣服 を与 え，また健康 と成長

のために必要 な食物 を用意 している。

しか し，子供 たちの霊 に対 しては何 を

しているであろうか。」(「子供の教育」

『聖徒の道』1978年8月 号，pp.1-2)

わ た しは，子供たちが将来，詩篇 の

作者が述べた次 の言葉 を心に抱 くよう

にな るの ではな いか と心配 してい ま

す。 「わた しは右 の方に 目を注 いで見

回したが，わた しに心 をとめる者はひ

とりもあ りませ ん。わた しには避け所

が な く，わた しをかえ りみる人はあ り

ません。」(詩 篇142：4)
き ょ う

今 日，わた しは教会のすべ ての両親

と成人会員に向けてお話 ししたいと思

います。そ して全員で一致協力 して子

供 たちの霊的な面 に関心 を向けるよう

呼びかけたいと思い ます。

数年前 のことですが，わた しは庭仕

事 を しているときに， うず らの家族を

見つ け，ほほえま しい気持ちで眺めて

いま した。 よく見 ると，雄の親鳥 は塀

の上 に止 まって家族の見張 りをしてい

ました。雌の親鳥は10羽 の大切 な子供

たちを育てるのに大忙 しで，地面の中

か ら食べ物 をついばむ方法 を教えてい

るようで した。わたしはす っか り夢中

になっていました。そ して，注意 しな

が ら静かに近づいて行 きました。する

とたちまち警戒中の雄の親鳥 に見つか

って しまい，雄は警告の声 を発 しまし

た。雌の親鳥 は懸命 に子供 たちを安全

な塀 の近 くに寄せようとしました。け

れ ど も警 戒すべ き人物 であ るわた し

は，うず らの一家に近づ きす ぎていま

した。 このため雌は不満を募 らせ，気

が動転 して，飛び立つ と塀の雄の横へ

行ってしまいました。 もちろんわたし

はこの家族に害 を与 える気 はあ りませ
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んで したか ら，素早 く彼 らの見 えない

所 に退いて，体 を隠しました。

わた したちの家族の生活を脅かす危

険は， わた しが経験 したうず らの家族

の場合 とは違って，退いてくれませ ん。

サ タンはわた したちが不満 を募 らせ ，

動転す ることを喜び としてお り，その

影響力 はわた したちを取 り巻いてい ま

す。テ レビのス イッチを入れ ます

これは家族向けの ショー番組 と言える

ので しょうか。子供部屋か ら音が聞こ

えて きます これは音楽 と言 えるの

で し ょうか 。 映 画 を見 よ う と し ま'

す この内容はほん とうに上映を許

可 されているので しょうか。

サ タンは時々非常に微妙で，それ と

分か らない ような影響力 を使い ます。

そのため，わた しは次のような質問 を

自分 に投 げか ける ように して きま し

た。 「わた しは福音の真理 を教 えてい

ないために，子供た ちを危険に さらし
み たま

ていないだろうか。」 「御霊の励 ましと

子供たちが受け 与れ る導 きについて教

えないために，子供たちの霊 をないが

しろにするようなことを していないだ

ろうか。」「子供たちに話 していること

と違 う模範 を示 していた り，子供 たち

一人一人が心に深 く感 じられ るような

方法で愛を表 してい ないために，子供

たちを危険な場所 に追いやった りして

はいないだろうか。」

世の中には無残 にも見捨 てられた子

供 たちが大勢炉 る とい う事実が統計的

データとして公表されてお り， またニ

ュースで採 り上げ られています。幸い

なことにすべての子供がこのような状

態にあ るわけではあ りませ ん。子供た

ちに福音を教 え，十分な関心 を寄せて

いる愛 にあふれた家庭 を，これ までわ

た しは訪れてきました。すばらしい信

仰 と献身を示 しているひとり親 を目に

してきました。家庭 を持ってい る人々

と積極的に交わ り，親 と子供たちの力

に なってい る独 身成人 を知 ってい ま

す。子供たちや青少年に心 からの関心

を示 し，その人生に大 きな影響 を与 え

ている教師，指導者 をは じめとする思

いや り深い大人たちを知っています。

子供 を持 つこと，子供の世話 を手伝

うこ とによって もた らされる祝福はた



くさんあ ります。 ヒンクレー大管長は

この ように述べ てい ます。 「人生 の喜

びの中で親 としての喜びに勝 るものは

あ りません。わた したちが取 り組 む責

任 の中で，これほ ど重要な ものはあ り

ませ ん。愛 と安心感 と信仰の中で子供

を育てることは，何 にも増 して報 いの

大 きい ものです。そ うした努力は，人

生の中で最大の満足 を与 えて くれるの

です。」(「子供 たちに救い を」 『聖徒の

道』1995年1月 号，p62)

親 で あるということは，天父の子供

たちが救 いを得 るために必要 とされる

神聖 な責任であ り，わたしたちが永遠

の祝福 を受けるための準備 となる大切

な責任 です。子供たちを愛 し，子供た

ちを養う機会 が与 えられていることを

喜び として ください。あなたが既婚者

でも独 身者で も，あるいは子供がいて

もいな くて も，御父は一人一人の子 ら

について，祝福 と永遠 の報いを用意 し

てお られ ます。皆 さんが置かれている

環境 はそれぞれに違 うで しょうし，与

え られてい る機 会 も様 々 だ と思い ま

す。けれ ども，義に対 して与 えられる

最：終的な報いは同 じです。すなわち，

永遠 に続 く親子の きず なを持 ち，永遠

の生活 を営むことです。わた したちは

子供 たちの霊 を養 う手伝 いをする こと

によって も， この永遠の祝福 を受ける

ための準備をす ることがで きます。

さて，わたしたちはどのような点 に

ついて現在の状態を改善で きるで しょ

うか。御 父が御 自身の子供 たちに どの

ような関心 を寄せてお られるか を研究

することは，わた したちの進歩に役立

つ と思い ます。わたしたちが天父につ

いて知ってい るこ とは，天父がわたし
レ つ く

たちの親であ り，わた したちを慈 しみ

を込めて見守って くだ さることに関連

がある事柄ばか りです。天父は御 自身

の子 ら一人一人を無条件 で愛 してお ら

れます。 わた したちも自分の家族 に対

して同様 にで きます。天父が定め られ

た幸福 の計画は，子 らが進歩 して，天

父の最：大 の祝福 を受け られるように準

備 させる とい う計画です。わた したち

も家族が進歩できるような計画を立て

ることがで きます。天父 は天上の大会

議 に子 らを参加 させ，選択の 自由を使

うことを許 して くだ さい ました。わた

したちも家族会議を開いて，子供たち

を会議の一員として積極的に参加させ

ることがで きます。 この地球 はわたし

たちが学び成長する場所 として，天父

の導 きの下に備 えられました。わたし

たち も家庭 を，子供 たちが学び成長す

る幸福 な場所 にす るこ とが で きます。

天父 は子 らが天の家 に通 じる道だけを

見据 えて歩 めるように，行い について

の規則 と戒 めを与え られま した。わた

したちも天父のみ もとへ帰 る道を歩む

ことがで きるように，家族の約束事 を

決めることがで きます。

御父の独 り子であ り，わた したちの

救 い主であるイエス ・キ リス トは，神

のすべての家族をどの ように愛 し，祝

福 し，教 えた らよいかをわた したちに

示す ために地上で教 え導かれ ました。

救い主は一人た りとも失 ってはならな

い と教 え られ ま した。 わた したちは，

家族 を愛 し，家族 に祝福をもたらすこと

について，また一人も失 うことがないよ

うに全力を尽 くすことについて，主が示

された模範に従わなければなりません。

わた しはこのお話 を準 備す るため

に，また子供たち一人一人にもっと関

心を寄せる方法について答 えを見つけ

るため に，夫のエ ドとともに神殿 に入

りました。 わた しはこの神聖な機会を

心 か ら感謝 しました。わた したちに約

束されている数々の祝福 を思い起 こす

ことがで きたか らです。わた しはこの

聖なる場所で与えられる祝福が，子供

たちを育てる現代 のすべ ての親に必要

な助け となることに気がつ きました。

たとえ神殿が近 くにな くて頻繁に参

入す ることがで きない として も，神殿

に入 るためにふさわしくなるよう努力

して，神殿推薦状 を受 けて くだ さい。

あなたの義 によって大 きな祝福があな

たとあなたの子供たちにもた らされま

す。現在神殿推薦状を持 っているので

あれば，あなたが交わ している聖約を

もっとよく理解で きるように，探究 し，

祈 り，頻繁 に神殿に参入 して ください。

父親 と母親は皆， ヒンクレー大管長の

勧告に従 う必要があ ります。大管長は

この ように言い ました。「子育 ては自

分 自身の知恵以上の ものが求め られま

懸 ・1∴

臨 繍 轡欝 嚇

纏 翻翻 　

漁輪 慮

瞭、

無 。贈 蜘_。 。
　晒 ・嘱 曵 畷

㌘鷹 講 靱 熟
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す。主の助けが必要です。主の助 けを

祈 り求め，与 えられ る霊感 に従って く
あかし

ださい。」(「信仰 と証があやなす織物」

『聖徒の道』1996年1月 号，p.99)

聖 約 を守 り，聖文 と生ける預言者の

勧告 に厳密 に従 うことに よっていっそ

う義 にかなった者になるな ら，わたし

たちは，子供たちを義の うちに育 てる

うえで必要な日々の導 きを天父 と御子

か ら受けることができます。

教会 のすべ ての父親 と母親 の皆 さ

ん，子供たちを愛 していること，子供

たちを家族に迎え られて幸せであるこ

とを，子供たちに伝 えて ください。聖

霊 を通 して導 きを受けられるように自

らを備 えて くだ さい 。聖 文 と 「家

族 世界 へ の宣 言」(『 聖 徒 の道 』

1996年6月 号，pp.10-11)を 祈 りの気
ド み たま

持 ちで研究す るときに， 御霊 の励 ま

しに耳 を傾け，それに従って ください。

サタンの影響力 に注意 して くだ さい。

家庭で一生懸命 に努力 しても，達成感

がなく，重要性 を感 じられないとした

ら，その気持 ちはどこから来ているの

で しょうか。あなたが感謝 されていな

い と感 じた ら，その気持ちはどこか ら

来てい るのでしょうか。神 になるため

のこの準備 を楽 しんで ください。子供

たちに王国の真理を教えるのを喜びと

し，これ らの真理に従 うことか ら来 る

平安 と喜びを子供たちが味わえるよう

にして くだ さい。

教会の若い男性 と若い女性 に少 しお

話 ししたい と思います。親になる日を

楽 しみにして くだ さい。その日のため

に準備 し，計画 して くだ さい。ふ さわ

しい父親 と母親 になる準備を して くだ

さい。将来の子供のことを考えていれ

ば，正 しい道 を歩む ことがで きます。

もし地上での生活でこの祝福 にあずか

ることがで きな くとも，あなたの準備

と心の望みは，救い主の ように神のす

べての子 らを愛 し，育 てるための備 え

とな ります。あなたは永遠の家族 とい

う永遠の報 いを得ることがで きます。

最近のあるステーク大会で，預言者は

親 に対 して次のような勧告を与 えてい

ます。

「この幼い子供たちは神の息子娘で

あること，皆 さんは子供 たちを保護す

る責任 を託 されていること，皆 さんが

彼 らの両親になる以前か ら天父 は彼 ら

の親であ られたこと，天父はこれ ら幼

子に対する親としての権利を放棄 した

り，関心 を失った りしてはお られない

ことを忘れないで ください。

どうか， 幼 い子供 たちを愛 し，世

話 をして ください。父親の皆さん，現

在だけでなく将来 にわたって，あなた

の感情 を抑 えて くだ さい。母親の皆 さ

ん，あなたの声 を荒げず に，穏やかに

話 して くだ さい。主の薫陶 と訓戒 に従

って子供 を育てて くだ さい。幼 い子供

たちを心 を尽 くして世話 し，あなたの

家庭 に来 たことを歓迎 し， は ぐくみ，

愛 して くだ さい。」(ゴ ー ドン ・B・ ヒ

ンクレー，1996年11月3日 ， ソル トレ

ーク ・ユ ニバー シティー第3ス テー ク

大会;ChαrchNbws『 チ ャーチニュー

ズ』1997年3月1日 付け，p.2)

兄弟 姉妹の皆 さん，わた したち皆が，

子供 を養う機会を喜 びとす ることがで

きるように祈っています。 イエス ・キ
み な

リス トの御名に よりお話 しします。 ア

ーメン。
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「真理 を守り」

十二使徒定員会会員

ジ ョセブ ・B・ ワース リン

皆さんの最 右大切な筥理の藏とば，自分自身の霊を見守り，養 うとω

う，天の御父から与えられた栄えある責任さす。

た し た ち は 皆 ， ニ ー ル ・A・ マ

わ ックスウェル長老の美 しいお話
に感動いた しました。一つ付 け加えさ

せていただ きます と，彼は今や，オー

クス長老やわた しをは じめ とす る，光

を添える人々の仲間 とな りま した。 し

か し，何 よりも増 してわた したちが感

謝 しているのは，マ ックスウェル長老

の知恵 と霊感，そ して神の王 国におい

て の偉 大な指導者 としての働 きです。

マ ックスウェル長老が今 この場 にいる

のは， まさに奇跡です。主は彼 を祝福

され，わた したちの祈 りを聞 き届けて

くださいました。

総大会は，一年の中で もすべての教

会員 にとって霊 の鼓 舞 される時です。

わた したちの 目的は，「どのよ うに…

… 〔神の〕律法 と戒 めの要点を実行す

るかを知ることがで きるように，互 い

に教え合い，教化 し合」 う1こ とです。

午前の大会でこれ までに味わって きた

み たま

御霊をこれか らも引 き続 き保つ ことが

で きる ように，へ りくだ り祈 りたい と

思います。
こんにち

今 日，神の王国では偉大なことが起

こっています。

教会 はかつてなかったほ どに世界中

で発展 を遂 げてい ます。「王国が，大

きな山 となって全地 に満 ち 〔る〕」2と

いう預言の成就 に向けての 目覚 ましい

発展をこの 目で見 られるのは， わた し

たちに与 え られた特権 と言 え まし ょ

う。

偉大 なことが起 こっているのは，大

勢の皆 さんが 「〔神 の〕律法 の戒 め と

要点」 を実行 してお られ るか らです。

わた したちは主の教会 を指導す る者 と

して，義 にかなった多 くの忠実 な末 日

聖徒が善 を行うの を見 るとき，心が躍

ります。わた したちは，天の御父の助

けがあって皆さんが御父 と交わ した聖

約 に忠実でい られ るよう，いつ もお祈

りしています。そのこ とを知っていた

だきたい と思います。

信仰の道を歩む

ヒンクレー大管長は，最近の メッセ

ー ジの中で次のように促 し
，またチ ャ

レ ンジ してい ます。「わた しと一緒 に

信仰の道 を歩む ようにお勧 め します。

そ して，義 と真実 と善を守 り抜 くよう

にチ ャレンジします。」3わ た したちの

預言者 は，信仰 と勤勉 の道 を歩 むこと

に対す る揺る ぎない決意 と模範 を示 し

て くれ てい ます。わた したちは 日々，

大管長の霊感に満 ちた模範に従 ってい

るで しょうか。末 日聖徒イエス ・キ リ

ス ト教会の会員 として，「義 と真 実 と
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善 を守 り抜 く」 とい うチ ャレンジにこ

たえているで しょうか。愛唱の賛美歌

を引用 しなが ら， ヒンクレー大管長は

こう言いました。「〔真実〕であ りまし

ょう。 「われ ら受け し信仰持 ち，殉教

者の持つ真理を信 じ』 ましょう。」4

兄 弟姉妹，わたしたちは 「真理を守」

っているでしょうか。

信仰箇条第13節 に 「わた したちは…

…真実……であ るべ きことを信 じる」

とあ ります。賛美歌に描かれているよ

うに， 回復 された福音の真 理は，「一
とうと

番尊 き宝……人も神 も願い求む宝」で
と わ

あ り，「悪を切 り抜け，永遠 に変 わら」5

ないのです。

そ うです。完全な福音 はかけがえの

ない高価 な真珠 です。

わた したちは才能を伸 ばし，家族 を

養 うように教 えられていますが，気 を

つけなければならないの は，仕事に夢

中になるあ まり福音の道か らそれるこ

とです。

わた したちは 「真理 を守 り」，「永遠

の命に至 る細 くて狭い道」6にとどまら

な くてはなりません。息子 コリア ント

ンへのアルマの訓戒を忘れないで くだ

さい。「どんなむな しい ものに も，愚

かな ものにも惑わされてはならない。」7

「戒め を守 る人 を神 は守 り，導 き」8ま

す。 この世のいかなるもの も，福音 に

生 きる喜 びにはかないません。世のど

のような富や財産，名声や評価 も，わ
み たま

たしたちの心 や家庭にある，主の御霊

による平安や温か さに取 って代わるこ

とはで きないのです。「福音 の もたら

す平安は麗 しい」 ものです。9成功に向

けて努力す る とき， 「むな しい もの」

や 「愚か なもの」のため に信仰の道か

らそれ，聖約 に対 して誠実 さを欠 くよ

うになってはならないのです。

信仰を守る

わた しは真 実 とい う言葉 が好 きで

す。真実 は，福音の基本概念 を明 らか

にし，わたしたちの理解 を増 して くれ

ます。

真実 とは，「揺 るぎないこと，忠誠，

・…正直
，公正」 など，生活 の中では

ぐくんでいかなければならないあ らゆ



る徳を意味します610

偽善と欺きを行うことなく

真実 はまた， 「表面に見え るものや

推測 したものではない，事物の 〔真 の〕
ありさま

有様」とも表現されています。すなわ

ち，問題の核心や個人の真の姿につい

て述べたものなのです。

わたしたちは真に福音に生きている

でしょうか。それとも，表面的に義を

装竺，周囲から患実だと　

.にしているだけで，ほんとうの心や隠

れた行いが主の教えに　忠塞というこ
o

とはないでしょうか。

わた したちは神 を敬 うさ まをしつ

つ，神 の力 を否定 していないで しょう

か♂1

わた したちは真に義にかなっているで

しょうか。それとも，見 られているとき

だけ従順なふ りをしているでしょうか。

主 は外見 に惑わされることはない と

はっき り述べておられ ます。また，主

や他の人々に対 して偽ってはな らない

と警告 してお られます。主 は，偽 りの

外見 をもって，見せかけの輝 きでその
やみ

闇の実体を隠す者に用心す るように言

ってお られます。わた したちは主が外

の顔形ではな く，「心 を見る」12御方で

あられることを知っています。

救い主は 「うわべで人をさばかない」13

よ うに，また 「羊の衣を着て……来 る」

強欲なおおかみ に注意する ように言 わ

れました。そ して，「その実 によって」14

彼 らを見分けることができる と教えて

おられます。

ニーフ ァイは，「十分に固い決意 を

もって……，神 の前に決 して偽善 と欺

きを行 うことな く」15信仰 の道 を歩 む

ように教えています。
ふたこころ

「二 心の者」 は 「すべての行動 に安

定がな」16く，わ たしたちは 「ふた り

の主人 に兼ね仕 えるこ とはで き」ワま

せん。 ロムニー副管長は賢明に もこう

述べ ています。「〔あまりにも多 くの人

が〕悪魔に立ち向かお うとしないまま

で，主に仕えようとしている。」18

「主は心と進んで行 う精神 とを求め」19

られ ます。それゆえ，十戒 の最初 は，

「あなたはわた しのほか に， なにもの

を も神 として はな らない」20であ り，

救い主 は 「心を2≦_L， 精 神を二2≦_L，

思 い を二2≦⊥.て ，主なるあなたの神を

愛」21する ことを第一 の戒 め として挙

げてお られます。 わた したちはすべて

をささげ，高ぶ りを克服 し，信仰の道

をそれることなく歩 んで初めて，心か

ら 「主 よ，わた したちのささげる心か

らの献身 を受 け入 れて ください」22と

歌えるのです。

信仰 こめて，一歩ずつ

「シオンの大義を起こして確立する」23

ため多大 な犠牲 を払 った雄々 しい開拓

者 たちは，肉体的 に非常に困難な中，
きょうじん

信仰の道 を歩み，強 靭な霊 を培 ってい

きました。彼 らは真理の大義 を擁護 し

ようとの真の決意 を抱 き，敵対す るも

のや逆境 に遭って もしっか りと鉄の棒

につ かまっていました。彼 らは「真理

を守 り」，回復 された福 音を広め，そ

の教 えに従 うためにすべ てをささげた

のです。

聖約に真実であること

回復 された福音が もた らした祝福の

中に，天の御父 と神聖な聖約 を交 わす

特権が挙げ られ ます。聖なる神権 の効

力によって結 ばれる聖約です。バ プテ

スマと確認を受けるとき，兄弟たちが

神権 に聖任 される とき，神殿 に行 って

自身のエ ンダウメ ン トを受 ける とき，

結婚の新 しくかつ永遠の聖約 に入ると

き，これ らすべての神聖な儀式 におい

て，わたしたちは神 の戒めを守 ること

を心から決意するのです。
けんそん

わた したちは謙遜に奉仕することと

たゆまぬ従順 さによって天の御父への

愛 を示す と聖約 します。 また，自分た
しもべ

ちが 「良い患実 な僕」24であ るこ とを

証明すると聖約 します。

もしわたしたちが聖約 に真実であれ
たまもの

ば，天 の御父 は 「神 のあ らゆる賜物

の中で最 も大いなるも.の」である 「永

遠 の命」の祝福25を 与 えて ください ま

す。「父の持 ってお られるすべ て」26が

信仰の道を歩み，聖約に真実である人

に約束 されています。 「義の業 を行 う
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者 はその報い を受 ける，す なわち， こ

の世 において平和 を， また来るべ き世

において永遠の命 を受ける」27のですヨ

永遠の管理の職

皆 さん一人一人には，教会のいか な

る役員であって も解任することので き

ない永遠の召 しが与え られてい ます。

それは，天父御 自身がお与えになった

召 しです。この永遠の召 しにおいては，

他の召 し同様，皆 さんは管理の職にあ

り，「この世 において も永遠 にわたつ

て も，主はすべての管理人の手 よりり

管理 の職 につ い て報 告す るこ とを求

め」28られます。 この最 も大切 な管理

の職 とは， 自分 自身の霊 を見守 り，養

うという，天の御父か ら与え られた栄

えある責任 です。

いつの 日か皆 さんもわたしも，進み

出て現世での管理の職について報告す
み こえ

るようお求めになる主の御声 を聞 くこ

とにな ります。 ζの申 し開 きは， 「大

。いなる裁 きの日に，すべ てg)人 が神の
み まえ

御前 に立つ」29よう召 し出 され るとき

に起 こります。

地上での毎 日は，永遠のほんの一部

にす ぎませ ん。復活 と最後の裁 きの日 』

は，わた したち一人一人に必ずやって

来ます。

そ して天の御父は，悪 を選 んだため

に捨 てられる人 々，御父のみ もとに戻

るにふさわ しくない人々のために，そ

の偉大で気高い心 をお痛めになること

で しょう。 しか しまた御父は，愛にあ
み うで

ふれた御腕を伸べ，言い表 しようのな

い喜びをもって 「真理を守」 った人々

をお迎えにな ります。義 にかなった生
しよくざい

活 と蹟 罪の恵みによ り，わた したちは

御父の御前に清 い心 と澄 んだ良心 をも

って立つ ことができるのです。
あわ

教会の指導者 として，憐れみ深い御

父の僕 として，わた したちは皆 さん一

人一人が御父の御前 に戻 れるように願

ってい ます。わた したちは皆 さんを愛

してい ます。そ して，皆 さんが御父 と

ともに，また皆さんの両親や子供たち，

そのほかの愛する人 々と，大いなる裁

きの 日に喜 び合 う姿 を目にす ることが

で きるようにと心から願ってやみませ
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ん。そ こでお尋ね します。「皆 さんは

真実で しょうか。」 わた したちは皆 さ

んにヤコブの言葉 を用 いて こう勧告 し

ます。「義人に公正 な報 いが与 え られ

るあの栄 えある日，すなわち裁 きの 日

のために，あなたがた自身を備 えなさ

い。そうすればあなたがたは，ひどく

恐れ てし りごみ しな くて済む。 また，

自分のひどい罪悪 をことごとく思い出

〔さ〕な くて済む・・ 。」30

喜 びをもって裁 きの 日を迎 えるため

に，義 と真理 の狭い道 にとどまる決意

を固めるには何が助 けになるでしょう

か。5つ の提案を したいと思 います。

第1に ，主が教会 にお いてふさわ し

さに関す る面接 をするように指示 され

た基本的な理 由は，わた したちが 自ら

交わ した聖約 を守れるように助けるた

めです。つま り，この人生の試 しの時

期に 自らを修め31， 誠実であ り，聖約

に忠実 になれるように訓練を受けるの

です。ふ さわ しさに関する面接は，愛

にあふれた神の息子 ，娘一人一人への

愛 に満ちた思いや りの心か ら行 われ ま

す。 この面接は最後の裁 きの リハーサ

ルです。また，この面接は祝福であ り，

わた したち全員に与 えられた 「自分 自

身や 自分 の思い，言葉，行いに注意を

払」 う32と いう管理の職について，権
しもへ

能を持った主の僕 を通 して主に報告を

す るまたとない機会なのです。

第2に ，主 の教会 では神聖 な聖約 を，
せいさん

聖餐を取る度に思い起 こします。

第3に ，わた したちは神殿 を訪れる

度 に，自身のエ ンダウメン トのときに

交わ した聖約を思い起 こします。

第4に ，ホームテ ィーチ ングや家庭

訪問で，互いに仕 えるとい う約束 を思

い起こします。33

5番 目 に，主は御 自身に，御父 に報

告 をする責任が あることを御存 じで し

た。その ことを思い起 こしましょう。

主は 「わた しをつかわされたか たのみ

こころを行」 う34こ とが御 自身の神聖

な管理 の職であると説かれ ました。偉

大な執 り成 しの祈 りの中で，主 は御父

に 「わた しは，わた しにさせるために

お授けになったわざをなし遂げ」ま し

たと報告 してお られます。35

義 にか なう生活 をす ることに より，

絶 えざる祝福 を受 ける備 えができてい

ることを報告するのは うれ しいもので

す。神権 を受けることであれ，神殿参

入の恵みであれ，若い女性 の 『成長す

るわたし』のプログラムの達成であれ，

すべて同 じです。

そのような現世での経験 は，わた し

たちに 日々の行 いを吟味する機会を与

えて くれます。それ らはすべ て，最後

の面接への備 えとして，わた したちが

霊 を鍛 え，人格 を高める助けをして く

れるのです。

「備えていれば恐れることはない」36

の です。

悔い改めが必要 なとき，面接は時と

してつ らい ものです。主はすばらしい

監督やステーク会長，そのほかの神権

指導者 を召 して くださっています。彼

らの助 けによ り悔い改めて清 くな り，

聖徒の道/1997年7月 号
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ケインズビルへの入 り口，作者不詳。フレデリック ・ピアシーの作品をモチーフに描かれている。1847年 ，

末日聖徒の開拓者たちは，ここに描かれたアイオワ州ケインズビルにいた。そして，ネブラス力州ウィンター

クォ7夕 一ズのミズー リ川を渡った。聖徒の多くは，西部に行く備えを していた。今月では，開拓者にまつわ

る芸術作品(教 会歴史美術館の厚意により掲載)と ，歴史に名高い開拓者の旅を代表 して幾つかの光景を紹介

する。

「終わ りの 日に神 の前 に罪の ない状態

で立 てる」37のは，何 とい う恵みで し

ょう。
せいさん

ふ さわ しさに関する面接 ，聖餐会 ，

神殿参入，そのほかの教会の集会はす

べて，主がわたしたちのために与えて

くだ さっている計画の一部です。 自分

を高めて信仰 の道 にとどまってい られ

るように， 自分の位置を絶えず確認す

る有益な習慣 を養 うための ものなので

す。この定期的な 「霊のチェ ック」は，

わたしたちが人生で様々なチ ャレンジ

に遭 うとき，導きとな ります。

静かに 自分 自身についてじっ くり思

い巡 らす とき，わた しは次の問いかけ

か ら多 くの助 けを得て きました。「わ

た しは真実だろうか。」

同 じようにわた したちも皆，礼拝 と
けいけん

祈 りの敬慶 なひとときに，心の奥底 を

見詰めて 「わた しは真実 だろうか」と

問いかけることによ り，助 けを得 よう

ではあ りませ んか。

この問いか けが真の力を発揮するの

は，わた したちがその問いかけに完全

に正直 に答え，悔 い改めによって信仰

の道 を守.ろう とい う思 い を持つ 時で
.す
。

天の御父が わた したち一人一人を愛
あかし

してお られることを証 します。

真理 を守 り，勧告 に従って預言者 で

あるヒンクレー大管長 とともに信仰 の

道を歩み，聖約 を守 るとき，わた した

ちは「この世 において平和 を，また来る

べ き世 において永 遠の命 を受 ける」38

こ とで しょう。天の御父が生 きてお ら

れ ，愛す る御 子が わた したちの聖 な
あがな

る膿い主であ られること，ゴー ドン ・

B・ ヒンクレー大管長は，導 きに満 ち

たこの時代 におけ る預言者，聖見者，

啓示者であ るこ とを証 します。大いな

る日に備 えるわたしたちの努力が報わ

れて，愛す る人々と喜 びに満たされな

が ら御父 のみ もとに戻れ ます ように。
み な

イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ り祈 り ま

す 。 ア ー メ ン。
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永 遠 ，

第二副管長

ジェームズ ・E・ ファウス ト

わたしたちの
行く末

霊的なカを維持することば，日々のチ ャレンジです 。そしτ霊89な カ

の最大の源ば，……わた したちの神殿なのさす。

愛認瀞急射諾論
らへ りくだっています。 この世で得 ら

れる最大 の祝福 に関するわた しの話 を

霊的 に理解 していただければと思 いま

す。

1846年2月3日 ，イリノイ州 ノーブー

Fが厳 しい寒 さに見舞われたその 日
，ブ

リガム ・ヤング大管長は，日記にこう

書 きました。

「もう儀式は行わない とわた しが発

表 したに もかかわ らず，主の宮は一 日

中人でいっぱいであった。……また兄

弟たちに，わた しは馬車に乗 って出発

するつ もりだ と伝 えた。神殿か ら少 し

歩いている聞に群衆がいな くなる と思

ったが，戻 ってみると，神殿 はまだ人

であふれていた。大勢の聖徒たちを目

にし，主の言葉に飢 え渇いている彼 ら

の切 なる願 いを知って，わたしたちは

主の宮で引 き続 き熱心に働 くことにし

た。」1こうして，神殿の業は午前1時 半

まで行われ ました。

1846年2月3日 ，その 日にノーブー神

殿 で儀式を受けた4番 目のグループの

最初の二人は， ジョン ・アカー リー と

ジェー ン ・アカー リーで，その夜 ノー

ブー神殿で自身のエ ンダウメン トを受

け ま した。二 人 は富 や地 位 の ない，
けんそん

謙遜 な新 しい改宗者で した。神殿の儀

式は， ノーブーの家 をたって西部に向

かう彼 らの最後の心配事で した。ヤ ン

グ大管長が神殿の祝福を求 める聖徒た

ちの願いをかなえて くれたのは幸 いで

した。 ジョン ・アカー リーはネブラス

カ州の ウィンタークォー ターズで亡 く

なったか らです。彼 と4，000人 以 上の

聖徒 たちはロッキー山脈のソル トレー

ク盆地 に着 くこ とはで きませ んで し

た。2ウ ィリアム ・クレイ トン作の賛

美歌 「恐れず来たれ，聖徒」は彼 らの

信 仰 をよく表 しています 。「旅 を終わ

らず死すも すべては善し。」3

1847年7月26日 ， ブ リガム ・ヤング

大管長が グレー ト・ソル トレー ク盆地

に到着 してか ら2日 目に，神殿の発表

はなされ ました。ヤ ング大管長がこの

偉大な宣言を した とき，聖徒たちはま

だ家 もなく，馬車で生活するか，地面

に寝 ていたのです。彼は地面 にステ ッ

キ を突 き立て，「この場所 に神 の神殿

を建設す る」4と言い ました。 この神殿

は完成 までに，40年 の歳月を要するこ

とになります。

ソル トレークに到着 してから10年 以
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内に，聖徒たちはエ ンダウメン トハウ

スを建設 し，神殿の祝福の一部を受け

られ るようにな りました。 これについ

てブリガム ・ヤ ングはこう説明 してい

ます。 「聖徒た ちは家 を追われ，貧 し

い状況にあるので，主はわた したちの

したこと，すなわち，このエ ンダウメ

ン トハウスを神殿 の目的に使 うことを

許 された。」5それ は1855年5月5日 に奉

献 されま した。 アカーリー夫妻の娘，

エルシー ・ア ンは，1857年4月2日 に夫

のヘ ンリー ・ジェイコブ ・ファウス ト

と永遠に結び固められました。

しか し，エ ンダウメ ン トハウスでは

行 えない儀式があ り， ソル トレーク神

殿 の建設は続け られました。福千年の

問 も地上に立つこの偉 大な建物につい

て，ブ リガム ・ヤ ングはこう述べてい

ます。 「これ はわた した ちが建てる唯

一の神殿 ではない
。やがて何百 もの神

殿が建設され，主 に奉献 されるであろ

う。」6

開 拓者 を西部へ と駆 り立てた もの

は，迫害から逃れたいという気持ちだけ

ではあ りませんで した。彼 らは 「聖徒を

悩 ます もの」のない，祝福 を受けられる

地を求めてい ました。7ソ ル トレーク盆：

地へ彼 らを導いた霊的な力 には， じゃ

まされずに神殿で礼拝で きる場所 とい

うビジ ョンがあったのです。開拓者の

多 くは確 かに，ジ ョセ ブ ・ス ミス ・シ

ニ アの葬儀 に参 列 し，預 言者 ジ ョセ

ブ ・ス ミス ・ジュニアが，神殿 で大祝

福 師である父親の受 けた力 と慰めにつ

いて，次のように話すのを聞きました。

「主の宮 に長 くいること，そ して神

殿 で祈 り求めること，それが父の毎 日

の喜 びで した。父はそ こで多 くの祝福

を享受 し，天父 との甘美な交わ りに多

くの時間を費や しました。人々から離

れて，神殿 の神聖な廊下を一人歩 きま

した。……その聖なる場所 で，天か ら

の示現が心に開かれ，父の魂は永遠の

富を味わったのです。そ して柔和 で謙

遜な人 々は父か ら教 えを受 け，夫 を亡

くした人や孤児たちは祝福 師の祝福 を

受けたのです。」8

古 代の預言者たちは，わたしたちの

前途に広がる永遠について示現 を受け

ました。確かに，礼拝 と神聖 な儀式の



ために特別な宮 を建 てる習慣 は，何世

紀 にもわたる人類の歴史の一部になっ

てきました。黙示者 ヨハネは神殿の業

に関する預言的な現 れを受けて， こう

記 しています。

「長老たちのひとりが，わたしにむ

かって言 った，「この白い衣 を身にま

とっている人々は，だれか。 また，ど

こか らきたのか。』

わた しは彼 に答 えた，『わた しの主

よ，それ はあ なたが ご存 じです。』す

る と，彼 はわ たしに言った，『彼 らは
かんなん

大きな患難 をとおってきた人たちであ

って，その衣を小羊の血で洗 い，それ

を白くしたのである。
み ざ

それだか ら彼 らは，神の御座の前 に

お り，昼 も夜 もその聖所で神 に仕 えて

いるのである。御座 にい ますかたは，

彼 らの上 に幕屋 を張って共に住 まわれ

るであろう。』」9

ウ ィルフォー ド ・ウッドラフ大管長

を含め，多 くの聖徒 たちが預言者 ジョ

セブの次の言葉 を聞きました。

「兄弟の皆 さん，わた しは今晩聞い
あかし

た皆 さんの証 に よって とて も高め ら
み まえ

れ，教 えられましたが，主の御前 で申

し上げたいことは，皆 さんが この教会

と王国の行 く末 について，母親のひざ

の上にいる赤 ん坊 と同様，何 も知 らな

い ということです。皆 さんは理解 して

い ませ ん。……今晩この場 にい る神権

者の数 はわずかですが， この教会は南

北アメリカ大陸 に広が り，全世界を満

た し……ロッキー山脈 に満 ちるで しょ

う。そ して無数の末 日聖徒 がロッキー

山脈に集合 するで しょう。この民はロ

ッキー山脈に入 り，そこでいと高 き者

への神殿 を築 くで しょう。」]。

この預言の言葉は， ことごと く成就

しました。ブリガム ・ヤ ングが ソル ト

レーク神殿 の場所をステッキで示 して

か ら24年 後に，ユ タ州 セン トジ ョージ
くわ い

で独特 の外観 を持つ神殿の鍬入れ式が

行 われ ました。 さらに6年 後 には，ユ
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タ州のマ ンタイとローガ ンで非常 に美

しい神殿 の建設が始 ま りま した。 この

ときか ら現在 まで，神殿建築の業 は続

いてい ます。現在運営 されている神殿

は49で ，世界のほ とん どの地域に見 ら

れます。 さらに，ヒンクレー大管長が

述べたように，今年奉献 される神殿や，

発表や設計の段階にあ る神殿があ りま

す。

わたしたちが 「いと高 き者への神殿

を築 く」 と言 った預言者ジ ョセ ブの言

葉は，なぜ重要なので しょうか。なぜ

これらすべ ての神殿が多 くの費用 と犠'

牲 に よって建 て られるので しょうかδ

なぜ神殿 の建築数が今 も増加 している

のでしょうか。それは，人の存在 に関

する深遠な質問の答 えが神殿で与え ら

れるか らです。その質問 とは，人はど

こから来たのか，なぜここにい るのか，

そ してどこへ行 くのか，死にどう対処

で きるかな どです。 この世の生 活は，

永遠 の見地か ら考えなければ，論理的

に意味の ない ものにな ります。天か ら

授かるこの世 と永遠の世の祝福 は，神

殿の聖なる建 物の中で与え られ ます。
たまもの

救い主か ら人類への神聖な賜物は，永

遠の命 を得る機会 をわた したちに与え

ることですが， もし，愛する家族がい

なければ，永遠の命 もわび しいもの と

なるで しょう。

この教会 の基 本 とな る永遠 の真理

は，家族がふさわ しければ，永遠の関・

係 を持て るということです。わた した

ちに とって ，両親や祖 父母 ，永遠 の
はんりよ

伴侶，子供たち，そ して子孫な しには，

天国はあ り得 ないで しょう。この家族

の きずなは，神殿の聖なる建物の中で，

IE当 な神権の権能の下 に，結 び固めの

力を通 してもたらされます。

永遠の家族 は，若い男女が神の聖な

る宮 の聖壇にひざまず き，互いに，そ

して神 と聖約 を交わ して，最大の約束

を受けるときに始 まります。この結び

固めに先立って各々が交わす聖約 によ

り，二人 はふさわ しいか ぎり，この世

において も，来 るべ き世 において も，

祝福 されるで しょう。

父親と母親は，各々異 なる役割 を持

った対等のパー トナーで，不死不滅 と

永遠の命 に至 る旅路で，子供 たちを養



い，教えます。人生が完全 な意味を持

つためには，永遠の段階のほかに何が

必要で しょうか。

永遠に到達す るプロセスの一つ とし

て，わた したちは死 と呼ばれる経験を

しなければな りませ ん。 もし不死不滅

を信 じて理解 しなければ，人生はむな

しい ものにな ります。パウロは言いま

した。「もしわた したちが ，この世 の

生活でキ リス トにあって単なる望みを

いだいているだけだ とすれば，わたし

たちは，すべての人の中で最 もあわれ
しよくざい

むべ き存在 となる。」11救い主の贈罪 と
かぎ

復活 は，不死不滅の扉 を開 く崇高な鍵

です。 これ らの祝福 の最大 の成就 は，

わた したちがふ さわ しければ，神の聖

なる神殿の中で もた らされます。神聖

な建物の中で，力 と権 能 を持つ人が，

地上 でつ な ぐことを天でつ な ぐの で

す。この権 能は，地上の神の王国のす

べての鍵 を有 して行使す る，教会の大

管長 によって授 けられ ます。

神殿 におけ る礼 拝の基本は，「神 は

人 をか た よりみない」12とい う原則 で

す。聖 なる神殿の中で は，役 職や富，

地位 ，人種 ，学歴な どで区別 されるこ

とはあ りません。皆が 白い服を着 ます。.

皆 が同 じ教えを受け、 同 じ聖約 と約束

を交わ し，求められるふ さわ しさを保

てば，皆が同 じ天か らの永遠 の祝福 に
み まえ

あずかるのです。創造主の御前 にあっ

てすべ ての人が平等です。 自分 に落ち

度が ない にもかか わらず独 身の人は，

ふ さわしければ，その祝福 にあずか り，

望むな らば，永遠の家族の きずなを得

られるで しょう。

わた したちは聖約 を交わす民です。

これ らの永遠の祝福 は，それをふ さわ
'しい状態で受けたい と望 むすべ ての生

あわ

者 と死者 のためにあ ります。神 の憐…れ

みにより，わた したちは， この世で機

会の ないまま亡 くなった先祖の身代わ

りとして， これ らの祝福 を受ける特権

にあずかってい ます。もちろん彼 らは，

祝福 を受 け入れるか どうか選ぶこ とが

で きます。わた したちの務めは，先祖

を探 し出 して，祝福 を受ける機会 を提

供す ることです。預言者 ジ ョセブ ・ス

ミスが述べ た ように，「神が この世で

わた したちに課 した最大の責任は，亡

くなった先祖 を探 求することです。」13

こ れ らの神 聖 な祝福 を受 ける機会

は，神の深 い恵みによ り，回復の偉大

な預言者 ジョセ ブ ・ス ミスを通 して，

神か ら地上の人々に与え られ ました。

ジョセブ ・ス ミスはこの時代 に万物 の

更新 をす る権 能 と責任 を託 され ま し

た。ブ リガム ・ヤ ング大管長と開拓者

たちが ノーブーを去るとき，神殿の祝

福 を最後 まで切 に求めたのはこのため

です。 グレー ト・ソル トレーク盆地に

たどり着いたヤング大管長が，神殿 を

建設 して儀式を行 うことにより，神 の

子供たちに永遠の祝福 を再び得 させ た

い と考 えたの も，同 じ理由か らで した。

神殿 を建設 して礼拝す るという究極

の目的があったか らこそ，開拓者たち

は西部の辺境の不毛の地へ と驚 くべ き

移住を した とき，進んで多 くの苦難を

受 け，堪 え忍んだのです。喜ば しいこ
みこころ

とに，神 は御 心 に よ り，現在 多 くの

国々にた くさんの神殿 を建て られるよ

うにして くだ さいました。 この神権 時

代 にゴー ドン ・B・ ヒンクレー大管長

ほど多 くの神殿 を奉献 した人はいませ

ん。今ある49の 神殿のうち，24の 神殿

を奉献 しました。わた したちが祈 り求

めることは，やがて神殿の祝福が世界

中のさらに多 くの神の子供たちに行 き

渡 ることです。

ノーブー神殿 で祝福 にあずかった会

員 は，5，600人以上い ました。 ノーブー

神殿で与え られた霊的なパ ン種 は，今

もわた したちに とって計 り知れない祝

福 になっています。それは世界 中の主

の宮 に広が り，神の完全 な言葉に飢 え

渇いたすべ ての人々を満たす ことがで

きるのです。

ジ ョン ・アカー リー，ジェー ン ・ア

カー リー夫妻やほかの多 くの人々は，

荘厳 なノーブー神殿 に参入す るために

いてつ く寒 さの中を待ち続 け，その建

物に入 って，この世で主か ら受ける最

大の祝福にあずかったのです。彼 らは

多 くを堪え忍 びましたが，それは始 ま

りにす ぎませんで した。神殿の祝福は，

彼 らに前途の苦難に耐 える力 を与えま

した。 ウィンターク ォー ターズで家族

と死に別れても，すべてに耐 えるこ と

がで きました。・1846年2月 のあの寒 い
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夜に受けた祝福 と彼 らの信仰 とがあっ

たからです。

開拓者が 日々のチャレンジに壮大な

ビジョンを もって取 り組 んだように，

わた したち も永遠の行 く末について理

解 し，大 きなビジョンを持つ必要があ

ります。現在 のチ ャレンジは微細 であ

って も，昔 と同 じく厳 しい ものです。

霊的な力 を維持することも日々のチャ

レンジです。 そして霊的な力の最大の

源は，開拓者 の時代 もそ うであったよ

うに，わたしたちの神殿 なのです。

神殿の中で与 えられる最 も大いなる

祝福 にまだあずかっていない人は，そ

のためのふ さわしさを身に付 けるため

に必要なことをすべて行 うようにお勧

め します。すでにその祝福を受けた人

は， 自らを備 えて，神 の聖なる神殿の

中で経験 したことを再 び味わい，人生

は永遠である とい うビジ ョンを心 と思

い と魂に刻み込んで ください。 このこ
み な

と を 主 イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ

り， へ り くだ り祈 りま す 。 ア ー メ ン。
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●1997年4月5日(土)午 後の部会

教会監査委員会報告
教会監査委員会

テッ ド ・E・デ ービス提出

末臼聖徒イエス ・キ リス ト教会大筥長会への報告

会監査委員会は3人の会員で構

教 成 され，教 会のあ らゆる役員 ，
職員，業務，部署，また教会が所有す

る会社お よび関連会社か ら独立 してい

ます。当委員会は大管長会に直接 報告

す ることになってお り，託された責任

を遂行す るうえで必要 なあ らゆる記録

類，および教会職員か らすべ ての情報

を入手 しました。

教会にはあ らゆる業務 部署か ら独

立 した教会監査部 もあ ります。教会監

査部は教会監査委員会か ら独立 してお

り，職員 は公認会計士 など資格ある監

査役員で構成されています。 また監査

部 は，認可 された専 門の監査基準に従

って教会のあ らゆる業務 を監査する方

法 を確立 してお ります。 これには地元

の教会ユニ ッ トか らの献金 と支出 を監

督することも含 まれています。

教会監査委員会は教会基金の収支管

理 と保全 のために，財務運営 の方針な

らびに方法について， また1996年12月

31日 ま での1年 間 の予算編 成，会計 ，

報告お よび監査方式 と監査報告書 につ

いて検討 いた しました。1996年 度 の教

弼騨 ・醗 べ

贈卿 轡 蹴

1～議…iil

会基金の支出は，定められた方針にの
じゅうぶん

っとり，什分の一配分評議会で承認さ

れたものです。同評議会は，啓示によ

って規定されたとおり，大管長会，十

二使徒定員会および管理監督会で構成

されています。承認された予算の管理

は，予算承認委員会の管理の下，教会

予算部によって管理されています。

教会が所有する会社は専任の職員に

よって管理され，それぞれ独立した取

締役員会に報告します。取締役員会に

は中央幹部は含まれていません。これ

らの会社は標準的な実務処理方式に従

って，個々に会計ならびに報告の制度

を設けています。そして，教会監査部

および独立した公認会計事務所，ある

いはそのいずれかから監査を受けてい

ます。デゼレト管理会社の取締役員会

は，教会が所有する会社のほとんどを

監督する中央幹部で構成されていま

す。ブリガム ・ヤング大学および教会

運営のそのほかの高等教育機関は独立

した公認会計事務所から監査を受けて

います。

財務運営，予算，そのほかの方針な

らびに方法，そして1996年 中に提出さ

れた監査報告書やそのほかの回答を検

討した結果，教会監査委員会では1996

年12月31日 現在の教会基金の収支に関

するすべての事柄は，定められた教会

の方針と手続きに従って運営され，会

計処理されているという見解に達しま

した。

以上，謹んでご報告申し上げます。

教 会 監 査 委 員 会

テ ッ ド ・E・ デ ー ビ ス(委 員 長)

ドナ ル ド ・D・ サ ル モ ン

フ ラ ン ク ・M・ マ ッ コ ー ド
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1996年 度

統計記録
大管長会秘書

F・ マイケル ・ワ トソン提出

弟姉妹の皆さん，大管長会は教

兄会員の参考のために，1996年12
月31日 現 在の教会の成長 と現況 を示す

以 下の よ うな統計記 録 を発 表 しま し

た。 この統計は，今回の大会に先立 っ「

て提 出 された報告書 に基づ いてい ま

す。

教会ユニ ッ ト

ステーク数

地方部数

伝道部数

2296

671

309

ワ ー ド数 と支部数の合計 ・・…23，528

上 記 のユ ニッ トを有す る地域 は，140

の独 立国と21の 属領地に及んでいる。

教会員数

総会員数

1996年 にバプテスマを受けた

記録上の子供

9，694，549

改宗者

81，017

宣教師数.

321，385

専任宣教師

1996年4月以降に他界した

著名な教会員

52，938

七十人会員のロー ウェル ・D・ ウ ッ

ド長老 ，名誉中央幹部のロイ ド ・P・

ジョー ジ長老，七十人のジェームズ ・

A・ カリモア長老 夫人 の フロー レ ン

ス ・ス ミス ・プラ ウズ ・カ リモ ア姉

妹，元大管長会特使な らびに元 アメ リ

カ合衆国財務長官のデ ビッド ・M・ ケ

ネディ兄弟，元アメリカ合衆国教育長

官のテレル ・H・ ベル兄弟 ，元中央初

等協会副会長のフロー レンス ・ホルブ

ル ック ・リチャーズ姉妹。



「監 督 ，助 けて1」

十二使徒定員会会員

ダリン ・H・ オークス

儘 督がフ背貞 う重荷ば，ワードの役員と会員の支援がなければ果たせ

な61ぼ ど弐きωのざす。

弟姉妹の皆 さん，わた しはまず

兄 約20年 前にプロボのある大 きな
ワー ドで起 きた出来事 を紹介 して この

せいさん

話 を始めたい と思い ます。聖餐会中の

ことで した。一 人の小さな男の子が全

員の迷惑 になる くらい騒 ぎました。そ

の子 の母親 は数分 問，騒 ぐ3歳 の息子

を何 とか静 か にさせ よう としま した

が，ついにあ きらめて前方の座席の通
F路側 に座

っていた父親に渡 して しまい

ました。 この ときにはもう話者 も聴衆

もうわのそらになっていて，男の子の

両親の苦境 を推 し量 っていました。父

親は母親ほど忍耐強 くあ りませんでし

た。彼はす ぐに息子 を自分の肩に乗せ

ると，立ち上が り，後ろの ドアに向か

って歩 き始め ました。父親の肩か ら後

ろを振 り返 り，父親 の断固たる歩 き方

に気づいた男の子は静かにな り， 自分

が どうい うことになるのかを悟 りまし

鵡 父親が礼拝堂の後 ろの ドアを開け

る寸前 に，男の子 は両手を壇上に向か

って差 し伸べ る と，叫びま した。 「監

督，助けて1」

わたしたちの人生 には例外 なく，監

督や副監督の助けを求めなければな ら

ない時があるものです。それは家族や

仕事 について霊感あふれる助言 と指示

を必要 とするときか もしれません。福

音やわたしたちの召 しにかかわる務 め

について，理解 を深めたい と考 える と

きか もしれ ません。緊急時に物質的な

援助 を必要 とす るときか もしませ ん。

進歩成長の道へ戻るために懲 らしめを

求める ときか もしれ ません。わた した

ちは彼 らの揺る ぎない模範か ら多 くの

恵みを受 けています。忠実で霊感に満

ちた監督，支部長，彼 らの補佐 をわた

したちに与 えて くだ さった神に感謝 し

ます。

監督(ま たは支部長)に は多 くの務

めがあ ります。アロン神権の会長 とし

て監督は自 らワー ドの若い男性 と若い

女 性の プ ログラム と活動 を監督 しま

す。監督 と副監督 は特に正 しい原則 を

教 えることに重 きを置いて，彼 らを年

に1度 面接 します。彼 らは常 に，神殿

で聖約 を交 わす準備 をするよう若人 を

励 ましてい ます。

監督 は管理大祭司 としてワー ドのす

べての定員会，補助組織，活動，プロ

グラムに対 して指示 を与えます。会員

たちをワー ドの責任 に召すのは監督の

指示の下に行 われ ます。ホームテ ィー

チ ング，家庭訪問，バ プテスマ などの

儀式 を執行す る責任 な ども同様 です。

監督はこれ らすべてについて副監督の

補佐を受けて実施するほかに，聖餐会

を開 く責任があ り，ワー ドのすべての
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クラスで福音が正 しく教 えられるよう

にする責任 もあ ります。監督会は神権

役員会 とワー ド評議会を含むワー ドの

すべての集会を指示する責任があ りま

す。

監督会 は監督会の指示の下で働 くワ

ー ドのすべての会員が教会の責任 を果

たすためにどれほどの時間を使 ってい

るか を確認する責任があ ります。 ワー

ドが置かれている状況を把握 したうえ

で， ワー ドの集会 と活動お よび家族の

ために残 された時 間が適度なバランス

を維持で きるように配慮 します。監督

会はまた，日曜 日の集会統合 スケジュ

ールの目的が正 しく果たされ るように

配慮 します。 これは安息 日に多 くの集

会を開けるようにす ることが 目的では

な く，家族が ともに過 ごし，個人の福

音の研究 と奉仕に もっと多 くの時間を

費やす ことがで きるようにす るのが 目

的です。

監督会(ま たは支部長会)は ユ ニッ

トの財政について も責任 があ ります。

監督会は什分 の一 と献金 を受け取 り，

ユニ ッ トの予算 と支出，基金の送金 を

監督 し，記録が正 しく記載 されている

ことを確認 します。監督は教会員の物

質的な必要 を満たすために教会の 日用

品 と基金 をどのように使 うかを決める

判士です。監督 はまた貧 しい人，乏 し

い人に配慮する責任があ ります。

監督 は判士であ り，羊飼いであって，

識別する力 と，羊の群 れを導 くための

啓示 と霊感 を受ける権利 を持っていま

す。監督 は神殿への参入， ワー ドの責

任への召 し，神権の職への聖任，宣教

師の召 しを承認す るために，ふさわし

さに関す る面接 を行 う責任 があ りま

す。監督は教会の律法に反 した人に対

して公 式お よび非公式 の処置 を実 施

し，会員たちが処置 を受けるような行

為 をす るこ とのないように勧告 し，助

けます。

監督会の務 めの一部 については委任

することができませ んが，彼 らはこれ

らの務めのほとん どを，彼 らの指示の

下で働 く多 くの人々の助けを借 りて果

た します。幹部書記，書記，定員会の

会長会お よびグループ指導者，補助組

織の会長会，役員，教 師です。監督は



権 限の委譲 を巧み に行 うことがで きる

人でなければな りません。さもない と，

監督は責任の重圧 につぶされて しまう

か，果た していない責任があま りにも
ざ せつ

多 いために挫折感 を味わうことにな り

ます。

わた しは監督 と支部長のすば らしい

働 きに驚 きを覚 えています。わたしの

家族 もこれまでに多 くの監督か ら指導

を受けてきました。わたしたちはそれ

らの監督 と副監督一人一人 を愛 して き

ました。 また彼 らか ら愛 され，人生の

様 々な面 で助けを受けてきたこ とを感

じてい ます。彼 らはそれぞれの個性 を

持 って い ますが ，全 員が献 身的 な主
しもべ がいとう

の僕で した。わた しは責任 という外套

が彼 らを大 きく成長 させ るのを 目にし

て きました。そ して彼 らが人々に対 し

て行ったすば らしい働 きに喜びを覚え

て きました。 この教会 の監督 と支部長

に神の祝福があるように祈っています。

監督についてお話 ししておかなけれ

ばな らないことが ほか にもあ ります。

彼 らは特定の分野 だけを扱 う専 門家で

はあ りません。青少年だけに関心 を寄

せ る監督 とか，老齢者，既婚者，虐待

を受けている人，あるいは特定の職業

に就いている人々，特定の人種 グルー

プだ けに関心 を寄せ る監督 はい ませ

ん。監督 は主の啓示 と主の預言者の指

示 に基づ いて，ワー ドを管理するよう

聖任 され，任命され ます。 このワー ド

とは地理上の一定の範囲を指 し， ワー

ドの会員とはその地域 内に住むすべて

の教会員を指 します。この ような理由

か ら，監督は高齢者であれ若い人であ

れ，既婚者であれ独身者であれ，金持

ちであれ貧 しい人であれ，活発会員で

あるかあま り活発でない会員であるか

にかかわ りなく，すべ ての教会員 に対

して配慮 します。監督 はこの責任 を果

たすために，群れ をまとめ るこ とに力

を尽 くします。それは年齢，既婚未婚

の別，家系，経済状態にかかわ りな く，

わたしたちが聖徒のグルー プとして教

えを受けるためであ り，また奉仕 を行

うためです。監督 はわたしたち全員が

力 を結集 して， 「一つ とな りなさい。

もしあなたがたが一つでなければ，あ

な たが たは わた しの もの で はな い」

(教義 と聖約38：27)と い う救い主の

戒め に従 うことがで きるように導 いて

くれ ます。

主 は初期の教会員 に対 して，主の僕

たちの声 は主の声であ り，主の僕 たち

の手 は主 の手で ある と言 われ ま した

(教義 と聖約1：38;36：2参 照)。 わた
あかし

しはこの原則が真実であることを証 し

ます。 この原則 によって教会員は指導

者に忠実であること，彼 らの指示 に誠

実に従 うことを神聖 な義務 として負 う

ことにな ります。それ らの義務 を果た

す人 々を主が祝福 されることをわた し

は約束 します。この教会 で働 く召 しを

与えられてい る人々もこの原則 によっ

て大 きな責任 を負 うこ とにな ります。

指導者 は 「説得 によ り，寛容 によ り，

温厚 と柔和 により， また偽 りのない愛

によ り」(教 義 と聖約121：41)， 自分

に与 えられている神聖な権能 を行使 し

なければな りません。

現在 この教会 には1万5，000人 以 上の

監督 と8，000人 以上 の支部長がいます。

副監督，副支部長 を数えると，監督会

と支部長会で働 く人々は6万5，000人 以

上 になります。彼 らは羊 の群れのふ さ

わ しい羊飼いであ り，イスラエルの判

士 であ り，民 の指導者，教師であ り，

愛 を示す人であ り，主イエス ・キリス

トの下 で羊飼い の助 け手 として働 く

人々か ら愛 されてい る人々です。わた

した ちは彼 らを称賛 し，心か ら尊敬 し

ます。これらの良き人々を神 が祝福 さ

れます ように。また，彼 らの忠実 な妻

を祝福 され ますように。彼女たちの気

高さと支持があればこそ，彼 らは召 し

を果たす ことができるのです。

この話 の始 めに 「監督，助けて1」

と叫 んだ3歳 の子供の言葉を引用 しま

した。 ここで， この言葉 を逆 に して，

「監督を助けなさい」 というわたしたち

全員のチャレンジとしたい と思います。

初期の時代の監督，副監督，あ るい

は会員たちが経験 した環境 と，現在の

わた したちが置かれている環境 は違い
こんにち

ます。今 日では，世界 のほとんどの地

域 に地元 の指導者がいます。大都市に

ある多 くの ワー ドと支部ではその地域

内に数十万あるいは数百万の人々が住

んでいます。週 日に仕事上で出張する
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監督，職場 までの長 い距離を長い時間

をかけて通 う監督がい ます。このため，

彼 らは週 日のほとん どの時問，家族や

ワー ドの会員たち との接触 があ りませ

ん。 けれ ども，初期 の時代 には夢に も

見 なか ったような通信 と交通の手段が

現代 にはあ ります。 こうした時の流れ

とともに環境 は変わ りましたが，地元

の指導者の召 しは本質 において何 ら変

わってい ません し，彼 らの報酬 につ い

て も変更 されていません。彼 らはこの

世 の金銭 という意味 でまった く無報酬

で働いています。彼 らの働 きに対す る

報酬 については，すべて主が定め られ

た給与規定に従います。

監督 と副監督は召 しにつける重責 を

苦 しみなが ら果たす と同時に，生活 の

ために収入 を得なければな らず，また

そのほか家庭での責任 も果たさなけれ

ばな らない とい う意味 において，かつ

ての時代 と変化はあ りません。彼 らが

このようにす るのは妻子 を愛 している

か らだけでな く，.彼らの群 れにいる会

員たちに見習 うべ き模範 を示す責任が

あるか らです。彼 らが背負 う重荷 は，

ワー ドの役員 と会員 の支援 がなければ

果たせないほど大 きいのです。

さて，わたしたちはどのようにして

監督 を助 け るこ とが で きるで しょう

か。監 督会 の重荷 を軽減 するために，

補助組織 の会長会， メルキゼデ ク神権

定員会 の会 長会 とグループ指導者 はゴ

それぞれの召.しにおいて求められる大

きな責任 を積極 的にまた十分 に機能 さ

せ る必要が あ ります。監督 は召す責任

があ りますが，召 しを受け入れて くれ

るように頼み込む必要 もなければ，無

理強いする必要 もあ りませ ん。わた し

たちは皆，与 えられ る召 しを受け入れ

て，勤勉 に働 かなければな りませ ん。

男性が受ける最 も一般的な召 しはホー

ムティーチ ャーであ り，女性は扶助協

会 の訪問教師です。 これ らの大切 な責

任が正 しく果たされ ると，監督会の仕

事量は大幅 に軽減 され ます。ホームテ

ィーチ ャーと訪 問教師は，監督の 目と

耳 と手の働 きを します。兄弟姉妹の皆

さん，ホー ムテ ィーチ ャーあるいは訪

問教師 として会員た ちを訪 問し，見守

る責任 を果たす際に，信頼 に足 るよう



なまた忠実な働 きを して ください。そ

うした働 きによって，監督 と副監督を

助けてください。

わた したちは福音が教える自立の精

神 にのっとり，一人一人が全力 を尽 く

して 自分 自身 と家族を物質的，霊的に

養わなければな りません。そのうえで，

援助 を求め る必要が生 じた として も，

わた したちは まず最初 に自分にできる

すべてを行ったとい う認識 を持つ こと
しんせき

がで きます。これ は家族 と親戚に対 し

て援助す る場合 も同 じです。こうすれ

ば，個人と親戚 の問で当面処理できる

ことにつ いて まで，監督 を煩わさずに

済みます。

忙 しい監督 と副監督を助 ける もう一

つ の方法 は，ほかの人で処理で きる問

題 を持ち込んで彼 らの時間を取 らない

ように注意す るこ とです。住所や電話

番号 を知 りたい ときや，ほかの 日常的

な事柄で助 けを必要 とする場合は，監

督会の一員を煩わ さない ようにすべ き

です。監督会 には監督会だけにしか処
噛理できない重要な責任のために時間を

使 って もらうように しようではあ りま

せんか。ほかの人が処理で きることに

ついては，ほかの人に頼む ようにしよ

うではあ りませんか。、

地元の指導者 と連絡 を取 る必要があ

る場合 に，彼 らも仕事上の責任がある

ことを考えなければな りません。ほん

とうに緊急な場合 を除いて，彼 らの職

場 に連絡す ることは避けて くだ さい。

指導者が職場 にい られな くなるような

ことを しないよう注意 しようではあ り

ませんか。会員たちは指導者の職場の

製品 をもらお うなどと考 えてはな りま

せ ん。わたしたちの指導者 は教会の奉

仕 をするように召 されているのであ っ

て，彼 らの専 門的な知識やサ ービス，

あるいは商品 を会員たちに提供 する召

しを受けているのではあ りません。

指導者 も夫であ り，父親 であること

をわた したちは忘 れてはな りませ ん。

彼 らは一定の期間，監督または副監督

として働 きますが，家族の責任は永遠

であってそれらの責任か ら解任 される

ことはないのです。指導者 は家族の責

任 も果たす時間 を必要 としてい ます。

わた したちはこの点について思いや り

を持 てば，彼 らーを助 けられます。
せいさん

日曜 日に聖餐会が終 わった後，助 け

を必要 としてい る会員のために6時 間

もの面接 を行った監督である夫 に，な

ぜそれほ ど長時間のカウンセ リングを

す る必要があるので しょうか と言 った

若い母親 の話 を耳 にしたとき，わた し

は心 を痛 めました。監督が 自宅に帰っ

たのは午後6時 で した。 この ような時

刻 まで帰宅で きないことだけで も，十

分によくないのですが，特 にこの日曜

日はクリスマスで した。監督は援助 を

求められればそれにこたえなければな

らないと考えていたで しょう。 しか し

わた しは，問題を抱 えた会員がその問

題の一部 を保留に して，監督が このク

リスマスの午後 を家族 と一緒 に過ごせ

る ように考えてあげ られなかったのか

という気持ちにな りま した。確かにこ

れは極端 な例 ですが， こうした極端 な

例だけが問題 なのではない ことを，多

くの監督 と彼 らの妻は気づいてい ると

思います。

最近わたしがソル トレー ク ・シテ ィ

ーのあるワー ドに出席 した ときに
， も

っと身近 な例を耳 にしました。監督会

の一員 の妻が聖餐会の話の責任 を与 え

られて壇上に立 っていました。彼女 は

ワー ドの会員たちが月曜 日の夕べに家

に電話 をかけてこないことを感謝 して

いま した。 この時 間は1週 間で唯 一，

彼女 と子供たちが彼 らの夫であ り父親

を独 占で きる時 間だ と話 してい ま し

た。 この自制はあ らゆるワー ド，支部

でも実施するとよい と思います。

兄弟姉妹 の皆 さん，監督，支部長，

副監督，副支部長の職は，教会におい

て神聖な職務です。 これ らの職にある
み たま

人々は，主か ら尊ばれ，主の御霊の霊

感を受け，それぞれの職に必要 とされ

る識別の力を与 えられています。わた

したちは彼 らを敬 い，愛 してい ます。

わた したちはこの気持 ちを，思いや り

とい う形で彼 らに示 さなければな りま

せん。

わた しは主イエス ・キリス トと，こ

の教会が主の教会であること，彼 らが
しもべ あかし

主の僕であることを証 します。教会員

と，中央 と地元 の教会指導者に主の祝

福 があ るよ うにお祈 りします。 イエ
み な

ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ っ て お 話 し し

ま す 。 ア ー メ ン 。
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助言の中に
安全を見いだす

十二使徒定員会会員

ヘンリー ・B・ アイ リング

与えられた警告力住 か らのものかどうか知る方法ぱ，証入，それも権

威ある証入の律法にかな っτωるかどうか考えることさす。預言者の

言葉が あることを繰り返 し述べZ「ωると思われるとぎ，その事契ば

わた したちのの仁深 く刻まれるのびす。

い主からの守 りを受け入れる人

救 はいつ も守 られて きました。主
は何度 もこう言 われま した。 「めん ど

りが羽の下にひなを集めるように，わ
いくたぴ

たしはあなたがたを幾度集め ようとし

たことか。 しか し，あなたがたは応 じ

よ うと しなか っ た。」(3ニ ー フ ァイ

10：5)

主 は わた したちの神権時代において

も，いろいろな方法でわたしたちを安

全に守 ろうとして くだ さっていること

を説明された後に，次のような同 じ嘆

きの言葉を語 っておられます。
しもべ

「わたしの僕たちの口によ り，また

天使たちの働 きによ り，またわた し自

身の声 により， また雷の声 により， ま

た稲妻の声 により， また暴風雨の声に
ひよう おおあらし

より， また地震 と電を伴 う大 嵐の声に
き きん

より， また飢謹 とあ らゆる疫病 の声に

より，またラ ッパの大 きな音 によ り，
あわ

また裁 きの声によ り， また終 日続 く憐

れみの声 により， また栄光 と誉 れと永

遠 の命の富の声 によ り，わた しはあな

たがたを幾度呼び，永遠の救いをもっ

てあなたがた を幾度救 おうとしてきた

こ とか。 しか し，あなたがたは応 じよ

うとしなかった。」(教義 と聖約43：25)

わた したちを安全に導 こうとす る救

い主の願 い には終 わ りが ない よ うで

す。 また，わた したちに安金な道 を示

して くださるその方法には一貫性があ

ります。救 い主は複数の手段 を用いて，

進 んで受け入れようとす る人々にその

道が分かるように して くださっている

のです。そして，その手段 にいつ も含

まれるのが，神の預言者の口を通 して

メッセ ージ を送 って くださ るこ とで

す。 これは，民が神の預言者を頂 くに

ふさわ しいときにはいつ も行われて き

ました。権能 を受 けた僕たちは例外な

く，民に警告 を与 え，安全への道 を示

す責任 を与えられています。

ミズー リ州北部 で緊張が 高 まった

1838年 秋 ，預言者 ジ ョセブ ・ス ミスは

すべての聖徒たちに安全のためファー

ウェス トに集合す るように呼びか けま

した。当時聖徒 たちの多 くは，それぞ

れ別個に点在する農場 や定住地にばら

ば らに住 んでいたのです。 ジョセブは
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特 に，「ハ ウンズ ミル」 と呼ばれた定

住地の創設者であるジェーコブ ・ハ ウ

ンに勧告 を与 えま した。当時の記録に

はこ うあ ります。 「ジ ョセ ブ兄弟は製

粉所の所有者であるハウ ンを通 じてそ

こに住む兄弟たちに，そこを去ってフ

ァー ウェス トに移るように伝 えようと

したが ，ハ ウ ンはそ れを伝 えなかっ

た。」(フ ィ ロ ・デ ィブ ル"Early

ScenesinChurchHistory"Foαr

Fa1亡11Pro皿o亡1ηgC!asslcs「 初 期の教

会歴 史」 「信 仰 を鼓 舞す る4つ の話』

p.90)後 に預言者ジ ョセ ブはこう記録
こんにら

しています。 「今 日に至 るまで，神は

勧告 に従 う人 々を救 う知恵をわた しに

授 けて こ られた。」(研s亡orアof亡he

Chロrch『 教 会歴 史』5：137)そ して，

その後でジ ョセブは，.人々が彼の勧告

を受 け入れ，それに従っていた ら，ハ

ウンズミルで罪な き者の命が奪われる

ことはなかった との悲 しい真実を記 し

てい ます。

わたしたちの時代 においても，罪や

悲 しみか ら逃れる道 を教える警告 の声

が発せ られてい ます。そ うした警告の

声 を聞 き分 ける一つの方法 は，警告は

繰 り返 し述べ られるとい う点です。例

えば総大会 において，わた したちの預

言者が前任の預言者の言葉 を引用 して

第2の ，時には第3の 証人 となるのを一

度ならず耳 にしたことと思い ます。わ

た したち一人一人は，母親が家庭 にい

ることの大切 さについてのキンボール

大管長の助言 を聞 きました。そ してベ

ンソン大管長がそれを引用 し，さ らに

ヒンクレー大管長がその両方 を引用 し

ました。使徒パウロはこう書いていま

す。 「すべての事が らは，ふた りか三

人の証人 の証言 によって確定 す る。」

(2コ リン ト13：1)与 え られ た警告が

主か らの ものか どうかを知 る一つの方

法は，証 人，それも権威 ある証人の律

法にかなっているか どうか考えること

です。預言者の言葉が，あることを繰

り返 し述べていると思われるとき，そ

の事実はわた したちの心 に深 く刻 まれ

るとともに，そのような祝福 された時

代 に生を受けていることへの感謝の気

持 ちが胸に満ちるのです。

信仰深 い人々にとって，預言者の勧



告の中に安全への道を求め るのは当然

のことです。預言者が語 るとき，信仰

の弱い人々は単に賢人が良いア ドバイ

スを与 えていると考えます。ですか ら，

その勧告が心地よ く，理 にかなってい

て， 自分 の望みに合 うようであれば受

け入 れます。で もそ うで ない場合 は，

その勧 告 を誤 りであ る と決めつ けた

り， 自分 の置かれた状 況はその勧告 に

は当てはまらない と考えるのです。 ま

た信仰のない人は預言者の言葉を，利

己的な動機で人に影響 を与 えようと し

ているとしか考えません。そ してコリ

ホルという名の人物がそ うであったよ

うに，預言者 をあざけ り，さげすむの

です。 「モ ルモ ン書』 にはこう記 され

ています。

「このようにしてあ なたがたは，先

祖 の愚かな言い伝 えによって，あなた

がたの望むままにこの民を惑わ してい

る。そ してあなたがたは，この民の労

苦で飽 きるほどに食べ ようと， まるで

奴隷で もあるかの ように民 を抑圧 して

いる。そのため，民 はあえて勇気を奮

って頭 を上げようとせず，またあえて

自分たちの権利 と特権 を享受 しようと

もしない。」(ア ルマ30：27)

コ リホルの論拠は，.世 の初めか ら人

が用 いて きた偽 りの論 理で した。神
しもべ

の僕の勧告 を受 け入れれば，神か ら受

けた 自立の特権が奪われて しまうとい

うのです。 しか し，この論理は偽 りで

す。現実 を誤 って解釈 しているか らで

す。神か ら来る勧告 を拒 んだ として も，

外部か らの影響力か ら解放 されるわけ

で はあ りません。別の影響力の方 を選

んでいるのです。それ どころか，わた

したちに永遠の命 を授 け，御 自身の持
み て

てるものをすべ て与え，主の愛 の御手

に導 くことを目的としてお られる，完

全 な愛 と全知全能の天の御父 とその愛

す る御子の守 りを拒む ことになるので

す。主の勧告を拒 むというのは，別の

力 か ら影響 を受 けるの を選 ぶ こ とで

す。それは，わたしたちを悲惨 な状態

にす ることを目的とする，憎 しみの力
たまもの

です。わた したちには神か らの賜物で

ある選択 の 自由が与 え られています。

じか しこの選択の自由は，すべ ての影

響力か ら解放 される権利ではあ りませ

か じ て いてつ ほろ

鍛冶屋は，夜に蹄鉄や車輪，幌馬車の部品を直すとき，この写真のようなふいごを使って，火を燃やし続けた。

ん。いかなる力であれ，わた したちが

選択 した ものに従 う何 ものに も侵 され

ない権利 なのです。

もう一つの誤 った考 えは，預言者の

勧告を受け入 れるか否かの選択 を，良

きア ドバ イス を受 け入れ て得 をす る

か，それ とも受け入れず に今 の状 態に

とどまるかの選択 と同列 にとらえるこ

とです。 しか し，預言者の勧告 を受け

入れないとい う選択をす ると，わた し

たちが立つ土台が変わ り，わたしたち

は今 までよ りもっと危険 な状態 にさら

され ます。預言者の勧告 を受け入れな

ければ，後に与 えられる霊感に満ちた

勧告 を受 け入れ る力が弱 まるのです。

ノアが箱舟 を造 ろうとしていた とき，

それ を助 けようとの決断をする最良の

時は，ノアが助 けて くれるように求め

た最初の時で した。その後は，求め ら
み たま

れては断ることを繰 り返す度に御霊に

対す る感受性が失 われ てい きました。

そ して，繰 り返されるノアの警告が次

第に愚か しく思えてきたところで雨が

降 り始めるのです。その時 はもう手遅

れで した。

自分の人生 を振 り返ってみ ると，霊

感を受けた勧告になかなか従わなか っ

た り， 自分の場合 は例外 だと決めつけ

て しまった りした ときはいつ も，自分

を危険 にさらしていた ことが分か りま

す。逆に，預言者 の勧告 に耳を傾 け，

祈 りを通 してそれを確認 し，その教 え

に従 った ときには，自分が安全な方向

に向か っている ことが分か りました。

そ して，その道が 自分のために前 もっ

て備 えられていて，大変だと思われ る

ような場所 も難 なく通過で きることを

発見 してきました。神はわたしのため

に愛をもって道 を備 えて くださり， わ

た しを安全 な方向に導いて くだ さいま

した。時にはその道は，かな り前か ら

用意されていたのです。

「モルモ ン書』の最初の記述 は，神

の預 言者 リーハ イについ ての もので

す。彼 も家族を導 く人で した。彼は神

か ら，愛する人々を安全 な所 に移すよ

うに警告 されま した。 この リーハイの

経験は，神が僕 を通 して民に勧告をお

与 えになる典型 的な ものです。 リーハ

イの家族の中で迫 り来る危険 とそれを

乗 り越 える安全への道の両方を見るこ

とがで きたのは，信仰 を持ち，自分で

確認 の啓示 を受 けた人た ちだ けで し

た。信仰の ない人々にとって，荒れ野

への旅は愚かのみならず危険なもので

もあ ったのです。 リーハ イはほかのす

べての預言者 と同 じように，安全 な生

活が どこで手に入れ られるか を，死ぬ

まで家族 に伝 えようと試みました。
かぎ

リーハイは，神権の鍵 を託 した者に

対 して救い主が責任 を負 って くださる

ことを知ってい ました。この神権の鍵

によって預言者たちは勧告 をする力 を

得，わた したちに安全に至 る道を示す

ことがで きるのです。 この鍵 を授 けら

れた人々は，た とえ自分たちの勧告 に

耳を傾ける人がいな くて も，絶えず警

告の声 を上げる義務があ ります。その
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かぎ

鍵は神権の系統を通 して，預言者か ら

次第に小さな教会員のグループを管理

する人々へ と受け継がれ，やがて家族

や個人へ と至るのです。これは，主が

ステー クを安全 な場所 となさる一つの

方法です。例 えば，わた しと妻は監督

が招集 した親のための集会 に集いま し

た。監督はわた したちの隣に住んでい

る人ですが，子供 たちが直面 してい る

霊的な危険性 について警告 をしたいと

思ったのです。その集会でわた しが聞

いたのは，賢い友人 としての声 以上の

もので した。鍵を持 ったイエス ・キリ
しもベ

ス トの僕が警告 を与 え，行動する責任

をわたしたち親に託す ことにより自ら

に授 けられた責任 を果たそうとする声

だったのです。 この神権の系統に属す

る鍵を，それを授 けられている人の声

に耳を傾け，その指示に従 うことによ

り尊重すれば，わた したちはどのよう
あらし

な嵐に遭っても流 されることのない命

綱を得たことにな ります。

天の御父はわた したちを愛 してお ら

れ ます。御父は独 り子を救 い主 として

遣わ して くださいま した。御父はわた

したちが この世で重大な危機 に直面す

るこ とを御存 じで した。その最たるも
こうかつ

のは，狡猜 な悪魔か らの誘惑です。救

い主が わた したちに神権 の鍵 を授 けて

くださったのはそのためです。聞く耳を

持つ者，従 う信仰を持つ者が安全な場所

に行けるようにして くださったのです。
けんそん

聞 く耳 を持つ に は謙遜 さが必要 で

す。 トーマス ・B・ マーシュへ の主の

警告を覚えているで しょうか。彼 は当

時十二使徒定員会の会長でした。主は

マーシュ会長 を含 む十二使徒の兄弟た

ちが試 されることを御存 じで した。そ

こで，勧告 を受け入れることにつ いて

勧告 をお与 えにな りました。主はこう

述べ てお られます。 「あ なた は謙遜で

あ りなさい。そ うすれば，主なるあな

たの神は手 を引いてあなたを導 き，あ

なたの祈 りに答えを与えるであろう。」

(教義 と聖約112：10)

さ らに主は，預言者に従お うとす る

すべての人に当てはまる警告を与 えら

れ ました。 「自分 を高 くして はな らな

い。わた しの僕ジ ョセラに背いてはな

らない。まことに，わた しはあなたが

たに言 う。 わた しは彼 と ともにお り，

わたしの手は彼のうえにある。そして，

わたしが彼 に授け， またあなたが たに

も授けた鍵 は，わたしが来 るまで彼か

ら取 り去 られ ることはない。」(教 義 と

聖約ll2：15)

神 が わた したちに勧告 を与えて くだ

さるのは，わた したちの安全のためだ

けではあ りません。愛するほかの子供

たちのためで もあるのです。そ して，

ほかの人々を安全 な場所へ と導 くうえ
み て

で自分が神の御手の器 となったことが

分か ったときの慰めほ ど麗 しい ものは

ないで しょう。この祝福 にあずか るに

は普通，困難な状況にあって も勧告に

従 う信仰 を要求されるからです。教会

歴 史につづ られた一つの例は，レデ ィ

ック ・ニュー トン ・オール レッ ドの物

語 です。彼 はウィリー とマーティンの

手車隊の救出のためにブリガム ・ヤ ン

グか ら派遣 された中の一人で した。救

援隊は猛烈 な吹雪 に遭 いました。救援
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隊のグラン ト隊長はスイー トウォータ
ほろ

一川 のほ とりに幌馬車 を幾つか残 して

前進す ることを決めました。吹雪が さ

らにひどさを増 し，天候が自分たちの

生命 をも危険 にさらす ような状態にな

ると，スイー トウ ォーター川のほ とり

に残 った二人の兄弟が，その場に残 っ

ているのは愚かなことだ という結論 に

達 しました。彼 らは，手車隊 はどこか

で越冬 しているか全滅 したか どち らか

だ と考えたのです。 そして， ソル トレ

ーク盆地に引 き返す ことに決め
，ほか

の人々をも説得 しました。

しか し， レデ ィック ・オールレッド

はその提案 を拒否 しました。彼は，自

分はブ リガム ・ヤ ングか ら派遣 され，

自分の神権指導者からとどまるように

言われているのだから残るべ きだ と考

えたのです。ほかの隊員たちは幌馬車

に必要な物資 を積 み，引 き返 し始 めま

した。 さらに不幸なことに， ソル トレ

ークか ら応援 に駆けつけたほかの幌馬

車 もすべ て，戻る幌馬車 と出会った時

点で引 き返 して しまったのです。戻 っ

た77の 幌馬車が リ トルマウ ンテ ンに差

しかかったころ，ブリガム ・ヤ ングは

ようや く事のい きさつ を知 り，戻 って

来た隊に現地 に引 き返す ように言 いま 』

した。 こうして，ロッキーリッジを必

死の思いで越 えたウィリー隊が発見 さ

れた と き，待 ってい たのは レデ ィッ

ク ・オールレッ ドと彼の幌馬車隊だけ

で した。(レ ベッカ ・バー ソロ ミュー，

レオ ナ ル ド ・J・ ア ー リ ン トン，

Rescαeof亡he1856Haηdcra1『 亡Com-

paηfes『1856年 の 手 車 隊 の救 出』

pp.33-34)

皆 さんはこの大会で，新 しい教会員

に手 を差 し伸べる とい う霊感 に満 ちた

勧告 を聞 きました。 レデ ィック ・ニュ

ー トン ・オール レッドのような信仰 を

持つ人々は，新会員 と親 しくなるよう

に努めることで しょう。 たとえそれが

必要でないと思えた り，効果がない と

思 えた りす るようなときでもです。彼

らは，決 してあ きらめ ません。新会員

が霊的に疲れて きたときには，優 しい

言葉 をかけ，手を差 し伸べ ます。そ う

すれば，オール レッ ド兄弟が苦難 に遭

っている手車隊を発見 したときに感 じ



たと同 じ，主か らの承認 を感 じること

がで きるで しょう。 自分 は困難 なとき

にも勧告 に従ったので，彼 らに安全な

場所を提供で きるという確信です。

記録 にこそ残 され てい ない もの の，

わたしはオール レッ ド兄弟 は待ってい

る間 に祈 りをささげた と信 じてい ま

す。そ して，彼のその祈 りは聞 き届 け

られ ました。そのとき彼は，信仰 を堅

固に保つ とい う勧告が神か らの もので

あった ことを知ったのです。わた した

ち も，そのことを知 るために祈 らなけ

ればな りません。 その ような信仰 の祈

りは必ず聞き届け られ るこ とを，わた

しは約束 します。

時折わた したちは，十分 に祈って考

えた後でさえ，受けた勧告が理解 で き

なかった り， 自分には当てはまらない

と感 じた りす ることがあ ります。その

ようなときでも，その勧告 を無視せず

に，心 に留 めてお くように して くださ

い。 もしだれか信頼す る人か ら， どう

見て も砂に しか見えないものを渡 され

て，金が入 っている よと言われた ら，

賢明な皆 さんで した らそれ をしばらく

手に持 った後，そっ とふるいにかけて

み ることで しょう。わたしは預言者か

らの勧告 を聞 く度にこれを実践 して き

ました。そ してしば らくする と，金の

かけ らが見え始めるのです。その こと

に感謝 しています。
かぎ

わた したちは恵 まれて，神権 の鍵が

地上に存在するときに生 を受けてい ま

す。 また恵 まれ.て，わた したちを安全

な場所 に集める との主の約束を成就す

る声 を，どこで見つけ，どこで聞けば

よいか知っています。わたしも皆 さん

もへ りくだった心 をもって耳 を傾 け，

祈 り，忠実であれば必ず訪れる主の救

いを待つことができるようにと祈 って

います。わた しは天の御父が生 きてお

られ，わた したちを愛 して くだ さって
あかし

いることを証 します。この教会はイエ

ス ・キリス トの教会です。主はわた し
かしら

たちの教会 の頭であ り，わたしたちの

救い主です。 また， ゴー ドン ・B・ ヒ

ンク レー大管長がすべての神権の鍵 を

保有 してい る ことを証 します 。 イエ
み な

ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ り 申 し上 げ ま

す 。.ア ー メ ン。

七十人会長会

モンテ ィ ・J・ ブラフ

聖なる召し

各々の会員ば，教会さの自分の召しが神聖なもの さあることを知らな

ければな りません。

ホ ン コ ン

年前，わたしは香港に管理本部

数 のあ るア ジァ地域会 長会 とし
て，召 される特権 にあずか りました。

下 の4入 の子供 たちは，わた した ち夫

婦 と一緒 に魅力 的なその都市へ行 き，

とても興味深い3年 間を過 ごしました。

子供たちはアメリカ西部の広大な地域

に慣れていたので，香港では個人の生

活や情緒面で，幾つかの大変な調整が

必要で した。毎晩のようにわた したち

は，13階 にある狭 いアパー トの食卓の

周 りに座って，学校や文化面での問題

について子供 たちを助 けようとしま し

た。

ある晩，宿題 を終 えるために数時間

熱心 に勉強 した後，当時8歳 の末 の娘

カ ミーが こう尋ね ました。「パパ， ど

うしてわた したちが香港に来るように

選ばれたの?」 わた しの最初の返事 は，

少 しお どけて 「運が良かっただけ さ」

とい うもので した。 しか し，この幼 い

娘の真剣 な表情か ら，質問に対 してま

じめな答 えを求めているのが分か りま

した。その とき，わた しは 自分が受 け

た神権の召 しのために娘 に与 えられて

いるチャレンジについて考え， 自分 自

身で もう一度答 えを見つ ける必要があ

ると思いました。

わた しは何年か前の 日の ことを思い

出しました。電話 を取 ると，聞き慣 れ

たスペ ンサー ・W・ キ ンボール大管長

の声が聞こえ，伝道部長 としての召 し

を注意深 くわた しに伝 えました。

電話の後，わたしは自分の不適格 さ

に心 を悩 ませ ました。妻 とわた しはま

だ30代 で，6人 の幼い子供たちがいま

し.た。わたしは自分が伝道 した当時の

伝道部長 に対 して抱いていた，深い愛

と尊敬の気持ちを思い出 しました。今

で もわた しは同 じ思い を抱 い ていま

す。キ ンボール大管長は，間違 えたの

で しょうか。わた しの状態 をほんとう

に理解 していたので しょうか。

数 日後，レックス ・D・ ビネガー長

老に会 う機会 に恵まれ ました。わた し

たちは 自分の気持 ちを説明 しま した。

ビネガー長老の言葉 は，いつ までも忘

れないで しょう。「ブラフ兄弟，預言

者 と教会の指導者が神か ら召 されたと
あかし

いう証があ りますか?」

「はい，あ ります。」 わた しはそ う

答えました。「小 さい子供のころか ら，

教会 の指導者の神聖な召 しを信 じてき

ました。わた しは心 の底か ら，スペ ン

サー ・W・ キ ンボール大管長が預言者

であると信 じてい ます。」

す るとビネガー長老が言い ました。

「では，あなた 自身の召 しの神聖 さに

ついて も証を得 る必要があ ります。あ
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なたもまた神か ら召 されていることを

知 らなければなりませ ん。」

使徒パウロは，自分 とテモテの 「聖
あかし

なる召 し」について 自分 自身の証 を得，

この ように断言 しています。 「神 はわ

た したちを救い，聖な る招 きを もって

召 して下さったので あるが，それ は，

わた したちのわざによるので はな く，

神 ご自身の計画に基 き，また，永遠の

昔にキリス ト・イエスにあってわた し

たちに賜わっていた恵、み……に よるの

である。」(2テ モテ1：9，10)

この 力強い証 はテモテに， 「神の力

にささえ られて，福音のために……苦

しみ を共 に」.するように求めたことで

しょう(2テ モテ1：8)。

わた しはカミー と一緒 にこの聖句を

読 んだ とき，彼女がほんとうに理解 し

たか ったことが分か りました。 わた し

は娘 に，わた したちに与 えられた教会

の召 しには幾 らかの 「苦 しみ」が伴 う

こ とを知 ってほ しい と思 いました。わ

た したちは家や家族か ら遠 く離れてい

るこ とについて話 しました。そ して，

娘にとって新 しい環境に慣れるのが大

変であることを理解 しました。

しか し，「なぜほかの人 じゃなくて，

わた したちが選ばれたの」 というカミ

ーの質問に
，わた しがまだ十分に答 え

てい ないのは明 らかです。 これはさら

に難 しい質問です。 これ らの召 しや責

任がほかの人でな く，その人に与 えら

れるのはなぜ で しょうか。 わた しは，

ヒンクレー長老か ら七十人に聖任 され

た ときに受け た指 示 を思 い出 しまし

た。 「ブラフ兄弟，今か ら多 くの人が

あなたにつ いて良いことをた くさん言

うで しょうが ，信 じてはい けませ ん

よ。」
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自分には教会の召 しに対 して権利が

あると考えるのは，だれにとって も危

険な ことです。 しか し各 々の会員 は，

教会での 自分の召 しが神聖 なものであ

ることを知 らなけれ ばな りません。 わ

た しは， 自分の初等協会教師の ミル ド

レッド ・ジェイ コブソン姉妹が神 から

その責任 に召 されたと，子供 なが らに

自分が信 じていたのを覚 えています。

わた しの青少年時代 にリン ・マ ッキノ

ン監督 とロス ・ジャクソ ン監督は，多

くの人の生活の中で，す ばらしい役割

を果た しました。わた しは彼 らが，パ

ウロやテモテの場合 と同 じように，啓

示 とい う過程を経て神か ら召 されたと

信 じています。

わた したちは各 々，将来与え られ る

かもしれないあ らゆる奉仕の機会 に自

らを備 え，個々の召 しの基本が個人の

願望ではなく，啓示であるという原則

を受 け入れ る必要があ ります。 『新 約

聖書』の次の話か らそれについて多 く

のことが学べ ます。

「その とき，ゼベダイの子 らの母が，

その子 らと一緒 にイエスの もとにきて

ひざまず き，何事かをお願い した。…

…彼女は言った，『わた しのこのふた
み くに

りのむす ごが，あなた御国で，ひとり

はあなたの右 に，ひ とりは左 にすわれ

るように，お言葉 をください。』」(マ

タイ20：20-21)

わ た しはカ ミーに，ゼベダイの子 と

は使徒 ヤコブ とヨハネで，後にペテロ

とともに，一人 はその右 に， もう一人

はその左に座 ることになると説明 しま

した。それか ら，イエスが献身的な母

親に どう答え られたか，一緒に読み ま

した。「わた しの右 ，左 にすわ らせ る

こ とは，わた しのする ことではな く，

わた しの父 に よって備 え られてい る

人々だけに許されることである。」(マ

タイ20：23)

使徒 たちはまた，イエスか らこう告

げ られ，大切 な召 しについて教 えられ

ました。「あなたが たが わた しを選 ん

だのではない。わた しがあなたがたを

選んだのである。そ して，あなたがた

を立てた。」(ヨ ハネ15：16)

Fわた しはカ ミーに
， 自分か ら困難 な

責任 を求めたのではないか ら，わた し

たちは確かに主か ら選 ばれたと説明 し

ました。それか ら数 日後に， この点 は

もっ とはっ きりしま した。 わた したち

夫婦 は，宣教師大会のためにイン ドに
ホ ン コ ン

行 く割 り当てを受けました。香港か ら

イン ドのニゴーデ リーへ向かう飛行機

は，夜 遅 く出発 し，午前2時 ごろ目的

;地に着 きました。深夜 にもかかわらず，

大勢の タクシーの運転手が客 を求めて

待 ってい ました。一人の運転手を雇 っ

て，ホテルまでの40キ ロの旅が始 ま り

ました。夜 中で したが，道路は家畜や

人や車で混雑 していました。ある交差

点を通過 しようとした とき， タクシー

のエ ンジンが止 まって しまいま した。

わた しは運転手がエンジンをかけよう

と焦 っている様子 を，不安 な気持 ちで

見 てい ました。ついに，い らい らした
こ い

運転手がわたしの方 を向 き，彼 の語彙

にある最上 の英語 で言 いま した。 「タ

クシー，押 して1」 時間は午前3時 で，

妻 もわた しも疲れ切 っていました。わ

た しは タクシーを降 りて，交差点の端

まで押そ うとしま したが，で きません。

そ こで運 転手 は妻 に も言 い ま した。

「タクシー，押 して1」 妻のルネ ッ ト

も外に出て，わたしと一緒 に車 を押 し

始め ました。交差点か ちタクシーを出

すのに苦労 しなが ら，わた しは妻 に言

いま した。 「召 しを受けた とき，理解

してい なかっ たこ とが幾つ かあ った

ね。」

わ た しは1993年 の6月 に， 中 国の
ペ キ ン

北京で開いた特別集会 で経験 したこと

を決 して忘れ ないで しょう。そこには，

北ベ トナムとモ ンゴルで英語を教える

予定 の夫婦宣教師た ちがい ました。2
み たま

日間の訓練 と御霊 にあふれた集会 を，

よ く知 られた次の 賛美歌 で閉 じま し

た。

山の上や，荒れ る
ゆ

海を越え行き
いくさ

また戦の場にも

主は召 した まわん

(「み旨のまま行かん」『賛美歌』172番)

歌 っでいる ときに，妻が もたれかか

って わた しの 耳 に ささや きま した。

「『山の上』か もしれない，『荒れる海』
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か もしれない，『戦の場』か もしれな

いわ。」主 は確か に，世界の この興 味

深い地域で働 く麗 しい人々を必要 とさ

れたのです。 このすば らしい夫婦宣教

師たちは，アジアの国々に来ることを

自分で選んだのではあ りません。彼 ら

の奉仕の結果 を見 るときに，彼 らはこ

の特別な召 しのために，主か ら召 され

たことが分か ります。

わた したち家族 は これ までに4度 ，

子供 に伝 道の召 しと任地を告げる手紙

を， わくわ くしなが ら開けました。そ

の度 に，伝道地での彼 らの様々な可能

性 について，胸 を躍 らせて考えました。

本人の行 きたい所が あって も，「あな

たの任地は_伝 道部です」 とい う言

葉を見た とき，例外な く，家族一人一

人がすば らしい気持 ちを感 じました。

わた したちは，預言者が主に導かれて，

4人 の子供た ちが喜んで出て行 く場所

を選んだことを知 っていました。大勢

の帰還宣教師たちも， 自分の伝道の召

しについて， この過程 と神か らの霊感
あかし

があった ことを証 してい ます。

わた しは，幼い カミーのあの晩の質

問に，満足な答 えをまだ出してい ませ

ん。何年 もの問わた したちは，幼い子

供が生活 に少 し押 しつぶ されそうにな

ったあの夜の ことを，思い出 しました。

あれ以来，ほかに聖文や多 くの物語を

読んで話 し合いました。わた したちは，

救い主に選ばれた人々へのすばらしい

約束 を受 けました。す なわ ち，「あな

たがたが わた しの名によって父 に求め

るものはなんでも，父が与 えて下さる」

のです(ヨ ハネ15：16)。

この約束は，わた したちの祈 りの答

えであ り，幼 い子供にまで導 きを与え

て くれます。最近，それ を改 めて感 じ

たの は，今 は15歳 になった カミーが，

大人の友人か らこう質問されたときの

ことで した。 「子供 の ときに香港 で生

活するなんて，君は どうしてそんなに

運がいいのかな?」 カ ミーはわた しを

見 て，友人 にこう答 えました。「そう

じゃないの，選 ばれたのよ。」

個人への預言的な啓示 は，教会での

召 しの固 い基 盤で ある ことを証 しま
み な

す 。 イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ り ，

ア ー メ ン。



　

冒
口正書と同じ効力

七十人

シェル ドン ・F・ チャイル ド

末日聖徒イエス ・キ リス ト教会の会員にとっτ，

万す。

たしはユタ州北部の小さな農場

わ で育 ちました。生計 を立 てるに
は十分 と言 えない広 さで したが，わた

しのような少年に仕事 を与 えるには十

分な広 さの土地が我が家にはあ りまし

た。両親は善良で熱心 に働 く，勤勉 な

人々で した。生計を立てるため，父 は

外 に働 きに出ていま した。父 は毎朝，

出勤前 に，その 日の晩父が戻 るまでに

済 ませ てお くわた しの仕事 のリス トを

作 っていました。あるときその リス ト

の中に，干 し草：用の くま手の壊れた箇
か じ

所 を鍛冶屋に持 って行 き修理す る， と

いう項 目があ りました。わた しはあま

り気が進み ませ んで した。父がお金を

置いていって くれ なか ったか らです。

どうした らよいので しょう。わたしは

その仕事をで きるか ぎり後回 しにしま

した。で もほかの仕事を皆や り終 えて

しまうと， もうこれ以上先延ば しで き

ないことが分か りました。父は，帰宅

r正 直ば雄一の策ノ

したらくま手が直ったか どうか聞 くで

しょうし，修理 を済 ませてお くのはわ

た しの責任で した。鍛冶屋 まで1キ ロ

半ばか りの道 をとぼとぼ と歩いたのを

今で も覚えてい ます。鍛冶屋に着いて，

溶接の様子 を見ていた ときの落ち着か

ない気持 ちまで覚えています。修理が

済むと，わたしはび くび くしなが ら言

い ました。「お金が ない んですが，父

が後で払い ます。」鍛冶屋 は心配 を察

して くれたようで，わた しの肩をたた

いて こう言い ました。「坊や，大丈夫

だよ。君のお父 さんの約束は証書 と同

じだか らね。」 わた しは， くま手が直
あん ど

った安堵感 と父が約束 を必ず守 る人 と

して知 られ てい るこ との うれ しさか

ら，家まで走って帰ったのを覚 えてい

ます。

当時子供だったわた しは，言われた

言葉が どうい う意味を持つのか完全に

は理解で きませ んで したが，それがす

ば らしい称賛であることは分かってい

ました。後年 ，「その約束は証書 と同

じ」 と言 われる人が，誠実で高潔 な，

信頼 される人 であ るこ とを知 りま し
こんにち

た。今 日，人や神 と交わ した言葉，約

束，聖約 を破 ってまった く心 にかけな

い人々がいます。信頼の置ける人 と交

際できるのは，何 という祝福で しょう。

これに関す る力強い模範は 『モルモ

ン書』の中に見いだせ ます。ニーファ

イと兄たちがエルサ レムに行 って ラバ
しんちゅう

ンか ら真鍮 の版 を手 に入れる ように，

父親の リーハイか ら責任 を与 えられた

こ とを皆 さんは覚 えてい る と思い ま

す。試みに失敗 して，兄たちは荒れ野

にい る父親 の もとに帰 りたが りま し

た。 しか しニーファイは， 自分たちに
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は果たすべ き仕事 ，成 し遂 げるべ き務

めがあ るこ とを知っていて， こう言い

ました。「わた したちは主か ら命 じら

れたことを成 し遂げるまでは，荒れ野

にいる父の ところへ は下って行 きませ

ん。」1彼らは再び試み ま したが，今度

も失敗 しました。そこでニーファイは，

「都 に忍び込み， ラバ ンの家に向か っ

て進んで行 〔きま した。〕」2ニー ファイ

はそこでぶ どう酒に酔 っているラバ ン
み たま

を見つけ，御霊 の声に従い ます。御霊

はこう言 われました。「この男 を殺 し

なさい。主 はあなたの手にこの男 を渡

された。 ……一 人の人が滅 びるの は，

一つの国民が不信仰 に陥って滅びて し

まう よりはよい。」8それか ら， ラバ ン

の服 を身に着け，宝物蔵に入って，真

鍮 の版 を手 に入れます。ニーファイは

派遣 された 目的 を成し遂げ ました。

しか しわたしたちは，ラバ ンの召使

いゾーラムの印象的な模範を見過ご し

てはな りませ ん。ニーファイは宝物蔵

を出るとき，ゾ「ラムについて来るよ

うに命 じました。ニーファイが 兄たち

を呼んだ とき，ゾー ラムは ようや く，

自分の従 って きた人がラバ ンではな く

ニーフ ァイであるのを知 りました。聖

文にはこうあ ります。 ゾーラムは 「おの

のき始め，……逃 げて……帰 ろうと」4

しました。 ところがニーファイは彼 を

捕 まえて，「恐れ るには及ばない……

もしわた したち と荒れ野へ下って行 く

な らば，……自由の身になる」5と告げ

ました。ゾーラムはそうすると約束 し，

誓い ました。ニーファイはこう述べて

います。 「ゾーラムが わた した ちに誓

ったので，彼 についての心配 はな くな

った。」6ゾー ラム は信用 に値す る人で

した。彼の誓い には拘束力があ り，彼

の約束は十分 に信用 できる ものだった

のです。

誠実 と高潔は，時代遅れの原則では

あ りません。それ らは今 日の世界でも

通用す る重要 な原則 です。わたしたち

は教会で次のように教えられています。

何 かを行 うと言った ら，それを実行

しなさい。

約束 をしたら，それを貴 びなさい。

召しを受けたら，それを果たしなさい。

何かを借 りた ら，それを返 しなさい。



負債があれば，それを返済 しなさい。

取 り決 めを結 んだら，それ を守 りな

さい。

N・ エ ル ドン ・タナー副管長は次の

よ うな経験 につ いて述 べ て い ます 。

「最近，あ る青年がやって来てこ う言

った。 『ある人に毎年何 が しかのお金

を支払 うとい う約束 をしました。で も

今，生活が苦 しくて支払いができませ

ん。支払 えば，家 を失い ます。 どうし

た らいいでしょう。』

わたしはその青年 を見て 『約束を守

りなさい』 と言 った。

『家がな くなって もですか』 と青年

が聞き返すので，

わた しはこ う答 えた。 『家の ことに

ついては何 も言ってい ませ ん。あなた

の約束につ いて話 して込るのです。あ

なたの奥さんも，家 はあって も務 めや

取 り決めや聖約を守 らない夫 と住 むよ

りは，借家 に住 むことになって も約束

を守 り，責任 を果 たし，取 り決めや聖

約 を守 る夫 を望 んでい る と思 います

よ。』」7

「正直は最善の策」 とは，だれもが

知 ってい る言葉で す。末 日聖徒 イエ

ス ・キ リス ト教 会 の会 員 に・とっ て，

「正直は唯一の策」 です。 わた したち
はらから

は同胞 に対 し誠実でなければな りませ

ん。神 に対 してもそ うです。神 と交わ

した聖約 を尊ぶ とき，わた したちは神

に対 して正直であると言えます。

わた したちは聖約を交わす民です。

わた したちはバ プテスマの水 を くぐる

ときに聖約 を交わ します。8ま た，ふ
せいさん

さわ しい状態で聖餐 を取 り，毎週その

聖約 を新たに します。わた したちは，

キ リス トの名 を受け，いつも御子を覚

え，御子の戒め を守 ることを約束 しま

す。それに対 し主は，わた したちがい
み たま

つ も主の御霊 を受けられると約束され

ました。わたしたちは神殿 に参入 して

聖約を交わ します。 その報 いと して，

わたしたちは天 よりの聖約 を守るとい

う条件の下 に永遠の命 という約束され

た祝福 を受けます。

神 と交わす聖約 を軽々 しく考えては

な りませ ん。 『教 義 と聖 約』 の中で，

主 はとうお っ しゃってい ます。「あな

たがたがふ さわ しい と認め られるよう

に，死 に至 るまで もわたしの聖約の中

にとどまるかどうか，あ らゆる点であ

なたがたを試す……。」9

『モルモ ン書 』 に登場 す るア ンタ

イ ・ニーフ ァイ ・リーハイ人は，聖約

を守 るという点で感動的な模範を示 し

ています。 アンモ ンと彼 の兄弟たちは

14年 を費や して レーマ ン人 に福音 を伝

えました。何千 もの人々が真理 の知識

へ と導かれました。主に帰依 した人々

は 「二度と道を踏み外 さなかった」の

です。10「彼 らはすべ てのこ とについ

てまった く正直でまっす ぐであ り， ま

た最後 まで確固 としてキリス トを信 じ
あわ

〔ま し〕 た。」ロ彼 らは神 の憐 れみに心

か ら感謝 していたので，主 と聖約 を交

わ し， 「同胞の血 を流す よりは 自分 の

命 を捨 て」12よ うとしました。彼 らが

武器を地 に埋 めて しまったのを，皆 さ

んは覚 えてい らっしゃる と思 い ます。

彼 らは聖約に対 して とても忠実だった

ので， レーマ ン人の軍隊が攻めて来た

ときでさえ，「出て行って彼 らに会い，

彼 らの前で地 に身 を伏せて，主の名 を

呼 び始 めた」13とあ ります。彼 らは何

の抵抗 もせ ず，多 くが殺 され ました。

これ らの人々は，主 と交わ した聖約 を

破 るよりは進 んで死 を選 んだのです。

神 と同胞 との交わ りにおいて，誠実

と高潔の模範 となろうではあ りません

か。 ジ ョセブ ・B・ ワースリン長老は

こう言 っています。 「高潔であ ること

の報いは計 り知れません。その一つは，

自分が正 しい行いをしているという自

覚か ら来る言い尽 くせない心の平安が

あ ります。また，罪 に伴 う罪悪感や心

痛か ら解放され ます。高潔さが もたら

す もう一つの報いは，高潔自体か ら生

じる神 に近づ くための 自信です。……

高潔 さの何 よ りの報いは，聖霊を常に
はんりょ

伴侶 にで きるという点です。……主が

わたしたちに寄せ て くださっている信

頼 にふ さわし く生 きようではあ りませ

んか。」14

神 や同胞 と交わ した約束や聖約 を貴

んで，わたしたち全員が 「あの人の約

束 は証書 と同 じです」 と言われる人物

になれます ように，イエス ・キリス ト
み な

の御 名 に よ り，お 祈 り し ます 。ア ー メ ン。

注

1，1ニ ー フ ァ イ3：15

2，1ニ ー フ ァイ4：5

3.1ニ ー フ ァイ4：12-13

4，1ニ ー フ ァイ4：30

5.1ニ ー フ ァイ4：33

6.1ニ ー フ ァ イ4：37

7.0θ ηfθrθ ηoθ 月θρor亡 『大 会 報 告 』

1966年10月 ，p.99， ま た は
'

1mρroレ θmθ η亡Er∂ 『イ ン プ ル ー ブ メ

ン ト ・エ ラ 』1966年12月 号 ，

P，1137

8， モ ー サ ヤ18：8-10参 照

9.教 義 と 聖 約98：14

10， ア ル マ23：5-6参 照

11， ア ル マ27：27

12， ア ル マ24：18

13.ア ル マ24：21

14.Fア ησ1η9ノ⊃θθoθ'ρOur乙1し 〆θ5『 日々

の 平 安 』pp，193-194
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七十人

デニス ・E・ シモンズ

主の平安

不安仁な ったイエスの弟子たちがrr5う 一入の慰め主ノから平安を与
こん にち

えられたように，今日の すべ τの男女ば，毎日の生活のφ♂このすば

らしω祝福'仁あずかることが びぎます。

い主は地上での働きの最後の数

救 日間に，使徒たちへの教えを終
えられ ました。 主は3年 にわたる務め

の間，使徒 たちとともにお られ ました

が，彼 らが学ぶ能力を身に付ける速 さ

に応じて，教訓 に教訓，規則に規則を加

えてきた主の教えを完了されたのです。

地上での働 きの最後が近いの を知っ

て，主は差 し迫 った別れについて こう

言われま した。 「わた しは まだ しば ら

く，あ なたがた と一緒 にいる。 ……

『あなたがた はわた しの行 く所 に来る

ことはできない。』」(ヨ ハ ネ13：33)
けんそん

恐れや失望，不安が謙遜 な弟子たち

を襲ったはずです。 イエスは彼 らの守

りであ り，助けであ り，光で した。主

の導 きや教 え，模範，慰めなしに，弟

子たちに何ができるで しょうか。

主は愛 と哀れみを込めて約束 されま

した。「わた しはあなたが たを捨てて

孤児 とは しない。……わた しは父 にお

願い しよう。そ うすれば，父は別 に助

け主 を送って，いつ まで もあなたがた

と共 にお らせて下さるであろう。それ
み たま

は真理の御霊である。 この世はそれ を

見ようともせず，知 ろうともしないの

で，それを受 けるこ とができない。あ

なたがたはそれ を知 っている。なぜ な

ら，それはあなたがたと共にお り，ま

たあなたがたのうちにいるからである。

・…聖霊は
，あなたがた にすべてのこ

とを教 え，またわた しが話 しておいた

ことを， ことごと く思い起 させ るであ

ろう。」(ヨ ハネ14：18，16-17，26)

イエ スは友である使徒 たちに， また

信 じるすべての人のために，最後 に意

義深 い祝福 を残 されま した。「わた し

は平安をあなたがたに残 して行 く。並

た しの平安 をあなたがたに与える。わ

た しが与えるのは， が 一えるよ'な

一 。あなたがたは心 を騒

がせ るな，またお じけるな。」(ヨ ハ ネ

14：27， 下 線付加)
あかし

聖文が証 しているように，時の中間
しもべ

における主の僕たちの生活の中で，こ

の約束は成就 しました。わた したちは，

この時満 ちる神権時代 においても，同

じ約束が続けて成就 している と証 しま

す。

注 目すべ きことに，イエスは世の皇

える の とは塁 なる主の平安 を約束さ

れま した。世 の人 々は，戦争や暴力，

弾圧，不正，争い，疫病，貧困か らの

解放 を叫び求めています。救い主がそ

のような世俗的な平和を考 えてお られ

たのではないことは，使徒たちに与 え

られた特別な教えの最後の言葉か ら明
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らかです。 「これ らのことをあなたが

たに話 したのは，わた しに って平安

を得 るためである。あなたがたは，こ

の世で はなやみがあ亙 。 しかし，勇気

を出 しなさい。わた しはすでに世に勝

っている。」(ヨ ハネ16：33， 下 線付加)

この世 において，悩みは続 くで しょ

う。 しか し，苦悩の さなかにあって も

主 に従 う人は，主 にある平安を得るで

しょう。言い換 えれば，周 りの世界が

崩れていっても，約束 された慰め主は，

真の弟子の報い として主の平安 を与 え

て くだ さるで しょう。究極の平安が む

た らされるのは，もちろん，主がこの

世 に打 ち勝 たれたか らです。 しか し，

た とえこの世では問題があって も， わ

た したちは主の平安 を得ることがで き

ます。主の平安 とは，わた したちが主

.に従 って主 の戒めを守 ろうと努力す る

ときに，慰め主であ る聖霊に よって，

心 と思いに告げられる平安，落ち着 き，

慰めなのです。

「わたしに学 び，わたしの言葉 を聴

きなさい。わた しの御霊の柔和 な道 を

歩みな さい。そうすれば，あなたはわ

た しによって平安 を得 るで あろ う。」

(教義 と聖約19：23)

「義 の業 を行 う者はその報いを受け

る，す なわち，この世において平和を，

また来るべ き世において永遠の命を受

ける……。」(教 義と聖約59：23)

ヒ ラマ ンが戦いの最中に自分の 「霊

に平安 を告 げ」 られたように(ア ルマ

58：11)， またオ リバー ・カウ ドリが

『モルモ ン書 』の真実性 につ いて知 り

たい と心か ら主 に願 った ときに 「心 に

・平安を告げ」 られた ように(教 義 と聖

約6：22-23参 照)， 真剣 に求める人は

皆，同 じ平安を心に告 げられます。こ

の平安 は，静かな細い声 によって告げ

られ た確信 によ り， もた らされ ます。

聖霊は霊の御方 ですか ら，一般 に，五

感 を通 してではな く，心 と思いに触れ

ることで，人に語 りかけ られ ます。言

い換 えれば，考えや印象，気持 ちを通

して穏やかに語 られるのです。

パ ッカー長老 はこう述べ ています。

「御霊 は，叫 んだ り，強い力で揺す っ

た りはしません。ささや きかけて くる

のです。そのささや き方は，非常に静



かで，ほかのことに気 を取 られている

と， まった く気 がつ きませ ん。」(「主

の ともしび」 『聖徒の道』1983年10月

号 ，P.38)

です か ら，多 くの人は 「声」 を聞 き

ませ ん。む しろ，昼塾 とさえ思っ

ていません。何で も自分で したい と考

え，決心 しているので， 自分 の力や能

力に疑問 を抱かせるようなものを拒絶
うま

し，あ ざけるのです。「生 れなが らの
み たま たまもの

人は，神の御霊の賜物 を受けいれない。

それ は彼 には愚 か な もの だか らで あ

る。また，御霊に よって判断されるべ

きであるか ら，彼はそれ を理解するこ

とがで きない。」(1コ リン ト2：14)

御 霊 は穏 やかですが，大 きな力 をも

って語 られ ます。御霊 を受けるには，

ある意味で身をゆだねる必要があ りま

す。イエス ・キリス トの降誕の数年前，
ろう

牢に閉 じ込め られたニー ファイ人の預

言者「ニーフ ァイ とリーハ イは火 のよ

うな もの に包 まれ」 ま した(ヒ ラマ ン

5：23)。 二 人 を殺 そうと した人々は，

不信仰 な群衆 を覆った暗黒の雲の上か

ら来るような声 を聞 きました(ヒ ラマ

ン5：29参 照)。 大地が揺れ動 き，その

声は悔い改め を告げ ました。・「彼 らは

この声 を聞いたが，それは雷 のような

声ではな く，大 きな騒 々しい音で もな

く，まるでささや きのような， まった

く優 しい静かな声であ り，それでいて

心の底 まで いた。

その声 は優 しか った にもかか わ ら

ず，見 よ，大;地は激 しく揺れ動」いた

のです(ヒ ラマ ン5：30-31， 下線付

加)。 人々はキ リス トを信 じて，悔 い

改め るように促 され ました。「そ して
くだ

見 よ，神の聖なる御霊が天か ら降って，

彼 らの心の中に入 られたので，彼 らは

あたかも火で満た されたかの ようにな

り，驚 くべ き言葉を語 ることがで きた。

そして彼 らに声が，すなわち，まるで

さ さや くよ うな快 い声 が 聞 こえた 。

『平安 があるよ うに。』」(ヒ ラマ ン5：

45-47)

彼 らは，従順 な人々の心 を貫 く， 目

に見えない力に身をゆだねました。

パ ウロは御霊の実，す なわち御霊が

もたらす ものについて，述べています。

「しか し，御霊 の実は，愛，喜 び，平

和，寛容，慈愛 ……であ って， これ ら

を否 定す る律 法 はない。」(ガ ラテヤ

5：22-23)言 い換 えれば，御霊 は何

でも貫 くことが できるのです。 いかな

る律法 も，御霊がキ リス トを信 じる従

順 な人々に働 きかけるのを止めること

はで きませんd聖 文が教 える ところに

よれば，御霊には次のような働 きがあ

ります。

●人の思い を照 らす(教 義 と聖約

6：15参 照)。

● 「善を行 うように導 く，すなわち，

公正に行動 し，へ りくだって歩み，義

にか なって裁 く… …。」(教 義 と聖約

11：12)

●人 の心 を喜 びで満たす(教 義 と聖

約11：3;モ ー セ4：20参 照)。

● 「すべ ての ことの真 理」 を表 す

(モロナイ10：5)。
あかし

●御父 と御子 のことを証する(教 義

と聖約20：27参 照)。

○すべての ことを知っている(教 義

と聖約42：17参 照)。

●確信 を与える(教 義 と聖約100：8

参 照)。

●知識 を与 える(教 義 と聖約121：

26参 照)。

● 「静かな細 い声」で語 る(1ニ ー

ファイ17：45)。

●祈る ように教 える(2ニ ー ファイ

・32：8参 照)。

●人に大 きな変化 を生 じさせる(モ

一サヤ5：2参 照)。

●保証 を与える(ア ルマ58：ll参

照)。

● 「希望 と完全 な愛」で満 たす(モ

ロナイ8：26)。

●自由を与 える(2コ リン ト3：17参

照)。

■慰める(ヨ ハネ14：16参 照)。

●「平安 を告 げ」る(ア ルマ58：ll)。

●求めにこたえる(教 義 と聖約6：

14参 照)。

不 安 になった イエスの弟子 た ちが

「もう一人の慰め主」か ら平安 を与 え
こんにち

られたように，今 日のすべての男女 は，

毎 日の生活の中でこのす ばらしい祝福

にあずかることがで きます。仲 間か ら

の プレッシャーに悩む青少年 も，抑え

切れそ うにない激情や感情 にかき乱さ

れている人 も，孤独や絶望 しに陥った

人 も，飢 えた人，抑圧 された人，忘れ

られた人，おびえている人，虐待 され

た人，虐待 した人， うそ をついた人，

盗 んだ人 も，すべ ての人が主に身をゆ

だねて従 い，主の業 に従 うならば，同

じ平安 を受ける資格があります。

イエスはすべての人 を招いてお られ

ます。 「すべて重荷 を負 うて苦労 して

いる者 は，わた しの もとにきなさい。

あなたがたを休ませてあげよう。」(マ

タイ11：28)こ れが真実であることを，
み な

イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ っ て 証 し

ます 。 ア ー メ ン 。
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感 謝
七 十 人

ジ ェ ラ ル ド ・L・ テ ー ラ ー

しょくさい

わた しばイユ：ス ・キ リス トとその贋罪に感謝 しτωます。主な神と し
おさな ご

τ存在しτおられた天界を御自身の意志 ざ離れ，この世に貫 し61幼子
お

と しと'降りτ来 られ ま した。

き ょ う

愛
する兄弟姉妹 の皆 さん。今Hは

感謝についてお話 ししたい と思

います。第1に 愛 する家族 に対す る感

謝，第2に 生 ける預言者に対する感謝，

そ して第3に ，主イエス ・キ リス トに

対する感謝です。

ニーファイは 「わたしニーファイは

善い両親か ら生 まれた」(1ニ ー ファイ

1：1)と 述 べています。わた しも同 じ

ことを言いたいと思います。 わた しも

善い両親か ら生 まれたか らです。わた

しの父は神権を尊ぶ忠実な末 日聖徒 で

した。愛する母 はわた しがまだ小 さい

ころに6人 の子供 を残 して亡 くな りま

した。その後父 は，9人 の子供を持つ，

夫に先立たれた女性 と再婚 しましたの

で，わた しには5人 の兄弟と9人 の姉妹

がいます。わた しの2番 目の母 はわた

しを実の子 の ように愛 して くれ ま し

た。その模範に感謝 してい ます。わた

しの兄弟 と姉妹はわた しを愛 し，支 え

て くれ ます。彼 らは主 と主の福音 を愛

しています。そのような兄弟姉妹 を授

けて くだ さった天の御父に感謝 してい

ます。 ラン トとテーラーの家族が一緒

になって もう54年 が過 ぎ，両親 も他界

しましたが，家族の一致 と深い愛 は今

も健在です。 また，祖父母やお じ，お
しんせき

ばな ど，親戚の者たちか らの愛 と支 え

にも感謝 しています。

わた しは愛 にあふれた献 身的な妻 シ

ャロ ンと6人 の子供たち，2人 の義理の

息子たち，それに5人 の孫 たちに感謝

しています。詩篇の作者はこう言いま

した。 「子 供た ちは神 か ら賜 わっ た
しぎよう

嗣業であ り……矢の満 ちた矢筒 を持つ

人 はさいわいである。」(詩 篇127：3，

5)主 か ら授 かった子供 たちに， また

彼 らの愛 と支えに感謝 しています。

わた しは生 ける預言 者 ゴー ドン ・

B・ ヒンクレー大管 長に感謝 します。

昨年11月 ，大管長はチ リを含む多数の

南アメリカの国々を訪問 しま した。時

を同 じくして，チ リで はラテンア メリ

カの国々のサ ミッ トが開かれていま し

た。16の 国から，大統領を含む政府の

高官がチ リを訪問 していたのです。彼

らの滞在先 やサ ミッ トの会場の周辺の

道路 は立 ち入 り禁止 にな ってい ま し

た。そ して，会場を行 き来す る要人の

ため に昼夜 を問わずサイ レンが鳴 り，

赤色灯が点滅 して，交通規制が行われ
けんそう

ました。その喧喋の中にヒンクレー大

管長が到着 しました。 ファンファー レ

や特別 な歓迎，特別な待遇は何 もあ り

ません。2台 のバ ンが空港か らサ ンチ

ィアゴの町へ入 って行 きました。その
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1台 に は主 の生 ける預言者がいたので

す。 ホテルで はサ ミッ ト出席者のため

に警官や警備 員が配備 されま したが，

ヒンクレー大管長は家族や同行の人々

とと もに人知 れずホ テルに 入 りまし

た。

わたしは遠い昔 の馬屋での出来事 を

思い出しました。神の御子は，羊の群

れを守 る一握 りの野の羊飼い以外 だれ

に も気づかれることな くお生 まれにな

りました。地上の神の王国は，華々し

く見 える出来事の陰で静かに発展 して

いるのです。

翌 日， ヒンク レー大管長は5万 人を

超える聖徒 たちにキ リス トにつ いて，
あかし

またキリス トの教会について証 しまし

た。集 った人々は大管長の深 い信仰 を

感 じ取 ることがで きま した。 ヒンクレ

ー大管長は出席 したすべての人々に，

「神 は生 きてお られ，イエスはキ リス

トで あ られ る， とわた しゴー ドン ・

B・ ヒンクレーが証 したことを忘れな

いで くだ さい」 と言いました。そ して

聖徒 たちに，生活を正 し，子供たちを

主の道 に従って教え，神殿 で結び固め

を受けることによって永遠の家族 を築

くようにと勧告 しました。大会の終 わ

りには，チ リの聖徒 たちは 目に涙 を浮

かべ ，地上に確かに主の預言者がいる

との証 をもって，立ち上がって白いハ

ンカチを振 り，大管長 に別れを告げま

した。 ヒンク レー大管長 もポケッ トか

らハ ンカチを取 り出 し，愛を込めて別

れ を告げ ました。 このチ リの聖徒 たち

や世界 中の大勢の聖徒たち と同じよう

に，わた しもゴー ドン ・B・ ヒンクレ

ー大管長が地上 における神の生ける預

言者であ るこ とを知ってい ます。わた

しは大管長に， またその模範 に感謝 し

ています。
しにくざい

わた しはイエス ・キリス トとその順罪

に感謝 しています。主 は神 として存在

しておられた天界を御 自身の意志で離
おさなこ お

れ，この世に貧 しい幼子 として降 りて

来 られ，マ リヤ とヨセブの もとに，馬

屋でお生 まれにな りま した。宿 には彼

らのいる余地がなかったか らです。主

は御 父のほかの子供 たちのために，御
まいしん

自身を顧みることな く奉仕の業 に遭進

なさい ました。主の願いは，「人 の不



死不滅 と永遠の命 をもた らす」(モ ー
みこころ

セ139)と い う御父の御心 を成就す

ることで した。

この世での生涯の終 わ りに，主はゲ

ッセマネの園に入 り，アダムに始 まり

この世 に生 を受 けることになる最後の

人 まで全人類の罪 をその身にお受けに

な りました。主 は 「すべての人に代 わ

って これらの苦 しみを負い，人々が悔

い改めるならば苦 しみを受けることの

ない ように」されたのです(教 義 と聖

約19：16)。 主 御 自身の言葉にその と

きの様子が描かれてい ます。「その苦

しみは，神であって， しか もすべての

中で最 も大いなる者であるわた し自身

が，苦痛のためにおののき，あ らゆる

毛穴か ら血 を流 し，体 と霊の両方 に苦

しみ を受けたほ どの ものであった。そ
さカすき

してわた しは，その苦い杯 を飲 まず に

身を引 くことができればそうしたい と

思 った。」(教 義 と聖約19'18)そ れ か

ら数時間後，主は裁判にかけ られ，人

に裁かれ，十字架 にかけ られたので し

た。大いなるエホバ，無数の世界の創

造主は，へ りくだって御 自身 を邪悪 な

者 たちの手 にゆだね，御父の御心 を成

就 されたのです。

復活 された主はアメ リカ大陸の民 に

こう教 え られ ま した。「悔 い改 めて，

わたしの名 によってバプテスマを受 け

る者 はだれであろうと，満た されるで

あろう。そして，最後 まで堪 え忍ぶ な

らは，見 よ，わた しはその者 を，わた

しが立って世 の人々を裁 くその 日に，
み まだ

わた しの父 の御前で罪のない者 としよ

う。」(3ニ ーファイ2716)悔 い改 め

に関する著作の中で，ボイ ド・K・ パ

ノカー会 長 は次の よ うに語 ってい ま

す。「人 問の心 のや むこ とのない戦 い

の中で，悪魔 はおびただ しい数の捕虜

を掌 中に収 めている。そ して，多 くの

捕虜 は逃れるすべを知 らず，悪魔の手

下 として働かされているのだ。しか し，

その罪 と罪悪感の強制収容所 にいるす

べての捕虜の手 には，外に通 じる扉 の
カき

鍵が握 られている。 それは悔 い改め と

い う名の鍵である。その使い方 を知っ

ているか ぎり，悪魔 は捕虜たちを捕 ら

えてお くことはで きない。悔 い改め と
ゆる

赦 しとい う双子の原則 は，誘惑者の恐

部会か始まる前に談笑する十二使徒定員会のテヒソトBヘ イ ト長老(左)と ニールAマ ソクスウェル長老。

う しい力を もしの ぐ強 さを持ってい る

のである。」(TheTh1ηgsof亡hesoロ1

『霊に関する事柄』pll4)

主 は イザヤ書でこう言ってお られ ま
ひ

す。「た といあなたが たの罪 は緋の よ

うであって も，雪のように白 くなるの

だ。紅の ように赤 くても，羊の毛のよ

うになるのだ。」(イ ザヤ118)主 は

また近代においてこう語ってお られま

す。「見 よ， 自分 の罪 を悔 い改めた者

は赦され，主なるわたしは もうそれを

思い起 こさない。人が罪を悔い改めた

か どうかは，これによって分か る。す

なわち，見 よ，彼はそれ を告 白し，そ

してそれ を捨て る。」(教 義 と聖約58

42-43)

イエ ス ・キ リス トは全人類 の裁 き主

です。 「門 を守る者 はイスラエ ルの聖
しもへ

者である。聖者 はここには僕 を使われ

ない。またその門を通 る意外 に，ほか

の道はない。」(2ニ ーファイ9.41)も

しわた したちが主や主の御父 とともに

生活するにふさわしくない状態であれ

ば，主は悲 しまれるで しょう。兄弟姉

妹の皆 さん，悔 い改め とい う名 の鍵の

使 い方を知 りましょう。そ して，救 い

主の前に立つ ときに 「父 に対す る弁護

者であって，父の前 で 〔わたしたち〕

のために弁 じる者 の言葉 を聴」 くこと

ができますように。主はこう言われ ま

す。 「父 よ，罪 を犯 した こ とが な く，

あなたが御心 にかな うとされた者の，

苦 しみ と死 を御覧 くだ さい。あなたの

子が流 した血，すなわち，あ なた御 自

身が栄光 を受 けるため に，あ なたがお

与えになった者の血 を御覧 ください。

そのために，父 よ，わた しの名 を信

じるこれ らわたしの兄弟たちか，わた

しの もとに来 て永遠の命を得 られるよ

うに，彼 らをお救 い くだ さい。」(教 義

と聖約453-5)

わ た しの願 いは，ふ さわ しくなって

永遠の命 を得， イエス ・キ リス トと，

そ して御父 とともに生活す るこ とで

す。わたしたちすべてが同 じ願いを持

ち，その達成に向けて努力することが

で きます ように祈っています。

イエス ・キ リス トが神の独 り子であ
あカな

り，わたしたちの主であ り蹟 い主であ
あカし

られることを証 します。主の復活に思

いをはせ るこの特別な季節に，主 と主
しょくさい

の膿罪 に心から感謝いた します。 イエ
み な

ス ・キ リス トの御名に より申し上げま

す。アーメ ン。
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「彼女は母親だからさ」

十二使徒定員会会員

ジェフ リー ・R・ ホラン ド

自分仁ざきる阪 りの最上の親になるべ く全力を尽 くすなら，皆さんば

入間としτな し得ること，神がなすように期待されることばすべτを

行えるざしょう。

ク トル ・ユ ゴ ー(フ ラ ン ス の 詩

ビ 人・小説家。1802-1885)が 書 い

た とされる次のような詩があります。

彼女はパ ンを二つにちぎ り，二つ と

も子供 たちに与 えた。

彼 女の子 供 はむ さぼ る ように食べ

た。

「自分の分 を残 さない なんて……。」

軍曹がつぶやいた。

「腹がすいてないんで しょう。」…人

の兵士が言った。

「いいや」 と軍曹、，「彼女 は母親だか

らさ。」

この1年 間，わた したちはア イオワ，

ネブラスカ，ワイオ ミングを横断する

過酷な旅 に取 り組んだ人 々の信仰 と勇

気 をたたえますが，この時期 にわた し

は開拓者の母親に匹敵す る現代の母親

たちを称賛 したい と思い ます。開拓者

の母親は乳飲み子の世話を し，子 らの

ために祈 り，にもかかわ らずあ まりに

も頻繁 に遠い道の りの途上でわが子 を

埋葬 しなければなりませんで した。 わ

た しの話 を聴 いて くださっている女性

で，.母親にな りたい と心か ら望みなが

らかなえられず にいる人々に申し上 げ

ます。 このこ とで流 した皆さんやわた

したちの涙が報 われ，神はいつの 日か

「わび しき心に も希望 を与 え」1てくだ

さるで しょう。預言者 らがこの説教壇

か ら繰 り返 し説 いて きたように，忠実

な人々には，たとえ即座 に与 えられな

いとしても，最終的に 「いかなる祝福

も差 し控 えられることはない上のです。

さらには子供を養育する召 しが実子に

限られないことに，わた したちは喜び

を感 じます。

母親について話す うえで，わたしは

父親 にあるきわめて重要 な火急の役割

をなおざりにするつ もりはあ りません。

とりわけ現代の家庭 における父親の不

在は 「この時代の中心的社会問題」3と

されています。実際，父親不在の問題

は家庭に父親がいる家庭 にさえあ り得

ます。家で食べて寝 るだけの，いわば

意思 を持たない 「リモ コン人間」の よ

うな父親の場合です。 しか しこの話題

は，別の機会 に神権者 を対象 にして話
き ょ う

しましょう。今 日わたしは，乳飲み子

を揺 りか ごの中で育 て， 自分の子供た

ちに義 を教え，主が地上の人間に定め

られた目的の中で.大.切な働 きをする母

親の手 について，特 にほめたたえたい

と思 います。

パウロはテモテの 「偽 りのない信仰」
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を称賛 し， こう語 りま した。「この信

仰 は， まずあなたの祖母 ロイス とあな

たの母ユニケ とに宿った ものであった

…。」4「〔あなたは〕幼い時か ら，聖

書 に親 し 〔んでいる。〕」5幼い ときか ら

そうした真理 を教 えて くれるすべての

母親，祖母の皆 さんに感謝 します。

母親について一般的 な話 をするに際

し，わた しはと りわけ若い母親の皆 さ

ん をたたえ，励 ましたい と思 います。

母親の務めは重 く，ほとん どの場合 目

立ちません。若い うちは，往 々に して

夫か妻あるいはその双方が まだ学生で

あった り，生計 を立てるために夫が働

き始めたばか りで蓄えもなかった りし

ます。わずかに収入が あったか と思 え

ば，す ぐに底 を突いた りします。アパ

ー トの装飾は
，普通，洗練 された二つ

の選択肢のいずれか一 …デゼレ ト産業

で購入 した中古家具を据 えるか，何 も

ないか一 一です。車 は，あった として

もタイヤの溝がす り減 り， ガソリンは

空 っぽです。 しか も，若い母親 にとっ

てはしばしば最 もつ らい深夜の授乳や

夜泣 きで疲労こんぱい します。 この時

期，母親 は，わたしの知 るか ぎりどの

年齢層のどのグループの人々より睡眠

不足が続 き，人のために働 き個 人的な

気分転換の時間が持てません。 目の下

の くまが時 にはロー ドアイラン ド州 く

らいの大 きさになって も不思議ではあ

りませ ん。

そして もちろん皮肉なことに，この

ような姉妹 に限ってわた したちはワー

ドや ステークの補助組織の責任に召 し

たい あ るいは召す必要がある

と思 う場合が しば しばあ ります。気持

ちはお分か りいただける と思 います。

ロイスやユ ニケの卵 とも言 える，この

ような模範 的な影響力 を持つ人々を責

任 に召 した い と願 わない人 はい ませ

ん、皆 さん，知恵を用い ましょう。 ま

ず家族 を何 より優先 しなければなりま

せん。子供が小 さいうちは特 にそ うで

す。 しか しそれで もなお，ほかの人々

が皆さんや皆 さんの家族に仕 え，励 ま

しを与 えて くれ るの と同 じように，若

い母親 は教会で忠実に奉仕するすば ら

しい方法を見いだせるで しょう。

この忙 しい時期に最善 を尽 くして く



ださい。何 をするにも， 自分 に託され

たほか に比べ るもののない役割 を重 ん

じて くだ さい。その役割のゆえに神 は

天使 を遣わ され，皆 さん と皆 さんの子

供たちを見守 って くださいます。教 会

の指導者やいろいろな方面での友入の

方々はもちろん，特 に夫の皆 さんは妻

によく協力 し，心を配 り，知恵 を用 い
あめ

て くだ さい。「天が下 のすべ ての事 に

は季節があ り，すべ てのわざには時が

ある」6ことを忘れないで ください。

母親の皆 さん，わたしたちは皆 さん

の 「信仰 こめて，一歩ずつ」歩む姿 に

感謝 し，尊敬め念を抱いています。 そ

の姿が これ まで も，現在 も，将来にお

いて も意味のあることを知って くだ さ

い。皆 さんが何 らかの理由でこの勇気

の要る務めを，夫の力 を借 りず独 りで

果た していると した ら，わた したちは

皆 さんのためにいっそう強 く祈 り，い

っそ う固い決意 をもって助けの手 を差

し伸べたいと思い ます。

ある若い母親か ら最近手紙を頂 きま

した。彼女の心配はほぼ3つ に集約 さ

れ ると言い ます。1つ 目は末 日聖徒 の

母親の務めにつ いて話 を聞 く度 に， 自

分がふさわ しくないか，期待 される働

きができるようにはな らない という心

配 に駆 られ ると言い ます。2つ 目は子

供が言葉 を覚え始める前か ら彼 らに読

み書 きやインテ リアデザ イン，ラテ ン

語，計算，それにインターネ ッ トにつ

いて母親が教えるよう世 間か ら期待 さ

れているように感 じることです。3つ

目は，人々の言動がほ とんどの場合そ

ういうつ もりはない に して も，時折，

恩着せがましい無益な ものと彼女 には

感 じられる ということです。なぜ なら，

彼女 が受 ける助言 や称賛 の言葉 で さ

え，その中に神が望 まれる母親になる

ため に，あるいはな りたいと思うため

に時 に必要 とされる精神 的な苦労，霊

的 ・情緒的な努力，終 日終夜力のか ぎ

り果た さなければならないものが感 じ

られないか らだ と言います。

それで も，…つの ことが彼女に頑張

り続 ける力 を与 えて くれたそうです。

「これまでの様 々な苦労や悲喜 こもご
み

もを通 して，心の奥底で 自分は神 の御
わ さセ

業に携わっている とい う自覚があ りま

した。母親の務め を果たす とき，わた

しは神 と永遠 に手 を取 り合って働いて

い るのです。 たとえ一部の神の子供 た

ちが主 を悲 しませて も，人が親 となる

ことに神は究極の 目的と意義 を見いだ

してお られるとい う点 に，わた しは深

く感動 しました。

結局，すべ てが耐え切れない ように

思 えたあ の避 け られない困難 な 日々

に，わたしが思い起こす ように努めた

の は，この点で した。 自分の力不足や

心配のせいで人は主を求めるようにな
みちから

り，主 の御力を受け られ るようになる

のか もしれません。もしかすると主 は，

わた したちが不安 になって主に助けを

求めるようになることを，ひそかに望

んでお られ るのか もしれません。だ と

す ると，主はわたしたちを通 じて，何

の妨げ も感 じずに，子供たちを直接お

教 えになることがで きると思い ます。

わた しはこの考 え方が気 に入 りま し

た。」そ して彼女は手紙を こう結 んで

います。 「そ う考 える と希望がわ きま
み まえ

す。わた しが天父の御前 に義にかなっ

た状態を保てば， きっ と何の障害 もな

く，子供 たちに導 きが与 えられるで し
み わざ

よう。 だとす る と， これが主の御業，

主の栄光の文字 どお りの意味か もしれ

ません。」7

この手紙 を読むと，若い母親たちの

目の下の くまの原 因は乳飲み子 や幼児

の世話 のためだけでな く，少な くとも，

神が望 まれるような子供 を育てる能力

を熱心に得 ようと自分 を吟味 して眠れ

ぬ夜 を過ご しているためだと分 か りま

す。その ような献身 と決意に感動 して，
み な

わた しは主 の御名 により母親の皆 さん

全体 に申し上げ ます。皆さんはす ばら

しい方 々です。すばらしい働 きを して

い らっしゃいます。皆 さんにそのよう

な責任が与 えられてい るという事実そ

の ものが，天父が皆 さんに信頼を寄せ

てお られる永遠の証拠です。皆 さんが

子供 をもうければ，それです ぐに全知

の力を得て何 もか も分かるわけではな

い ことを主は御存 じです。皆 さんが夫

とともに神 を愛 し，自ら福音 に従って

生活す る ように努 めるな ら，忠 実 な
み たま

人々に約束 された聖なる御霊の導 きと

慰めを求めるなら，神殿に参入 して男
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時になると鳴 り響き，一同が目覚め ，祈りに加わ

るための合図として用いられた。

性 も女性 もこの世で交わせる最 も貴い

聖約 を交わ して祝福 を求めるなら，自

分の子供 たちを含めた周囲の人々に，

自分 も天か ら示 してほ しい と望む よう
ゆる

な思いや り，同情，赦 しの気持ちを示

す なら， 自分にで きる限 りの最上の親

になるべ く全力 を尽 くす なら，皆 さん

は人間 としてな し得ること，神がなす

ように期待 されることはすべ てを行え

るで しょう。

時 には，子供や孫の決断に心が傷つ

けられることもあるで しょう。す ぐに

は期待 どお りにいかないか もしれ ませ

ん。 どんな母親，父親 も同じ悩み を抱

えてい ます。人々に愛 され，親として

すばら しい成功を収め たジ ョセブ ・F

ス ミス大管長でさえ，次 のように懇願

しま した。 「神 よ，願わ くばわた しの

子供 を損 なわせた もうな。」8それはす

べての親の心の叫びであ り，同時 にす

べ ての親 の恐れ てい る点 で もあ りま

す。 しか し努力 と祈 りを怠 らなければ
は たん

破綻 を来すことはあ りません。皆 さん

には励 ましを得，次の ことを知る十分

な権利があ ります。すなわち最終的に

は子供たちは皆 さんの名前 を祝福 され

た者 の中 に数 え るようにな るで しょ

う。皆 さん よ り以前 に母 親で あった

人々も，皆 さんと同 じ希望と恐れを抱

いたのです。

皆 さんには全人類の母であるエバか

ら受け継いだ立派な伝統 があ ります。

エバは， 自分 とア ダムは 「人が存在す

るため……喜びを得るため」9に堕落 し

なければならない ことを理解 していま
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した。皆さんはサラ， リベ カ，ラケル

の伝統 も受け継いでい ます。彼女 たち

がいなければ，わたしたちすべての祝

福 となる，アブラハ ム，イサ ク，ヤコ

ブに与 えられた偉大 な族長 の祝福 はな

かったで しょう。皆 さんにはロイスや

ユニケ，2，000人の若い兵士の母親の伝

統 もあ ります。創世の前か ら選ばれ予

任 されて，神 の御子 を身ごもり，育て，

生んだマ リヤの伝統 もあ ります。わた

したちは自らの母親も含め皆 さんに感
み わさ

謝 し， こう申し上げます。神の御業 と

栄光に直接携 わること，すなわち高い

所 にある日の栄 えの領域で不死不滅 と

永遠の命を受 けられるように，神 の息

子，娘 たちを死すべ き状態 に置いて彼

らに地上の命 を与える御業 に加わるこ

と，これ以上 に大切 なものはこの世に

ほかにあ りません。

柔和 な心のへ りくだった状態で主の

み もとに来て，ある母親が語 ったよう

に 「天国の ドア を ドン ドンとたた き，

この大 いなる務め を果たすため に必要

な導きと知恵 と助けを求め，嘆願 して」

ください。そうすれば ドアは大 きく開

かれ，皆 さんに永遠にわたる力 と助け

が授け られるでしょう。世の救い主が

言われた約束を求めて くだ さい。皆 さ
あカな

んや子供の抱える問題が何であれ，瞭い
いや

とい う癒 しの薬 を求めて ください。信

仰 さえあれば，皆 さんが どのような状
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態にあろ うと，いや もっ と正確 に言 え

ば，皆 さんだか らこそ物事 は必ず正 し

い方向に向かい ます。

皆 さんはあ るいはこの務め を独 りで

は果たせ ないか もしれません。しか し，

必ず助けが与 えられます。天地の主は

皆さんのそばにいて，祝福 して くださ

い ます。いな くなった羊を断固 として

探 し出し，念入 りに掃 き出 してな くし
ほっとっ

た銀貨 を捜 し出 される主は，放蕩息子

の帰 りをいつ まで も待って くだ さいま

す。皆 さんは救いの業 に携 わっていま

す。 ですか ら誠実な努力を続 けるかぎ

り，たとえ時 にはそれが頼 りなく思 え

て も，皆 さんは強められ，不足を補わ

れ，大 きく成長 し，今 まで以上にす ば

らしい人になるで しょう。

母親の務 めを果たす とき，いつ も次

の言 葉 を心 に留 め てい て くだ さい。

「もしキ リス トを信 じる確 固とした信

仰を もってキリス トの言葉に従い，人

を救 う力 を備 えておられるこの御方の

功徳 にひたす ら頼 らなかったな らば，

あなたがたは， ここまで進んで来るこ

とさえで きなか った ・…。」]。

主に頼って くだ さい。心 を込め，永

遠に頼 って ください。そ して 「キ リス

トを確固 として信 じ，完全 な希望 の輝

きを持 ち， 力 強 く進」11んで くだ

さい。皆 さんは神の御業 を行 っていま

す。 しか もす ばらしい働 きを していま
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す。主は今 も皆さんを祝福 しておられ，

これか らも祝福 して くださいます。最

も苦 しい 日々で さえ，いえ，そのよう

なときだか らこそ，祝福 して くださる

で しょう。人知れず辛抱強 く，恐 らく

はため らい とい くば くかの恥 じらいを

感 じなが らも，群衆 を押 し分けて主の

衣のふ さに触 ったあの女性 のときと同

じように，キリス トは，母親の務 めに

心 を悩 まし，思案 し，時には涙 を流 し

ている女性 の皆 さんにこう言葉 をかけ

られるで しょう。「娘 よ， しっか りし

なさい。あなたの信仰があなた を救 っ

たのです。」12その信仰 によって子供た

ちも同様 に救 われるで しょう。
み な

主 イ エ ス ・キ リ ス トの 聖 な る 御 名 に

よ り， ア ー メ ン 。
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●1997年4月5日(土)神 権部会

不変の基本原則
十=二使徒定員会会員

デ ビッド ・B・ ヘイ ト

しか

何にも増しτ従頓さを身に付けτくださω。それば撚るべき荘厳な方
み わざ

法ざ主の御業か遂行ざきるようになるためざす。

弟の皆 さん，何 とすば らしい光

兄 景で しょう。壇上 に立ち，この
タバナクルにお集 ま りの非常に多 くの

皆 さんの姿 を前に して，世界的な教会

の発展 を思 う と胸 の高 鳴 りを覚 え ま

す。い ましがた耳に した幾つかの賛美

歌は， まさ しくこの場 にふさわ しい賛

美歌だ と思います。 「平安，いず こに

て得ん」(『賛美歌』〔英文〕129番)こ の

テーマ について話そうと思えば，一晩

かけても話せ ることでしょう。 この賛

美歌の前に，心 をか き立て られ るもう

一つの賛美歌
，エバ ン ・ステイーブ ン

ス作 「山々 よ喜び呼ばわれ」 を聞 きま

した。 開拓者の到着 を祝 う150年 祭 に

思いをはせる と，初めてこの賛美歌 を

歌い耳にした開拓者が どれほ ど心 を躍

らせたことか想像で きるのではないで

しょうか。あの大平原 を徒歩で横断 し，
ほろ

幌馬車の中での生活と苦難に耐え，外

気にさらされながら地面に横たわって

夜 を明か し， はだ しで行軍 し，草原で

遺体 を埋 葬す るな どあらゆることをな

し終 え，ついにグ レー ト・ソル トレー

ク盆地 に到着 し，そこで シオンを確立

した開拓者たち，彼 らが後にどの よう

な気持 ちで 「山よ喜べ，谷よ歌え」 と

歌ったのか想像で きるのではないで し

ょうか。

あの大陸横 断の旅に加わったわた し
こんにち

たちの先祖のこと，また今 日の教会を

思い描 き，わたしたちのために道 を切

り開 くべ くあ りとあ らゆることを行っ

て くれた彼 らの信仰 を思い見 るとき，

わた したちも今 同 じ気持 ちで この賛美
き ょう

歌 を歌 うことができます。今 日の午前

の部会で教会に関する統計が読み上げ

られ るのを聞 き，教会の全体像，成長

の様子，全世界的に今 まで福 音が 閉ざ

されていた国や地域 にとどまるこ とな

く増加 し続 けるステー ク，ワー ド，会

員数について深 く思いを巡 らす とき，

高鳴る思いで 「山 よ喜べ」 と歌 うこと

がで きたのではないで しょうか。 わた

したちはついにここまでた どり着 くこ

とができたのです。福音は預言 された
しか

とお りに， また然るべ き方法で全世界

に広がっているのです。

今晩，大会 に出席でき光栄 に思いま

す。わたしも年 を取 り，あ と数年たつ

と，人生の期 間はほぼ20世 紀全体に及

ぶ ことになります。わたしは1906年 に

生 まれ たので，今世紀最初の6年 間は

人生経験 に加えることがで きませんで

したが，今世紀 の終了まで余すところ

あと3年 です。先 日，ゴー ドン ・B・ ヒ

ンクレー大管長 と西暦2000年 に催 され

る奉献式 典 につ いて話 してい た とき

に，「ヘ イ ト兄弟 にも出席 して もらう
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つ も りです」 と言われ，「わた しも出

席するつ もりでお ります」 と答えまし

た。ですか ら， もしその 日まで生 き延

びることがで きれば，最初の6年 が足

りない ものの，1世 紀の残 り3年 を終了

す ることがで き，今世紀の94パ ーセ ン

トを生 き抜 くことにな ります。

アロン神権者 の皆 さん， この20世 紀

について， またこれ までに学んだ事柄

につい ていろ いろ と思 い巡 らす うち

に， とりわけ過去1世 紀にわたって 自

分が実際 目にし，感 じたことを少 しお

話 ししたい気持ちにな りました。

皆 さんは，1906年 に教会の会員数が

36万 人だ った ことを御 存 じで しょう

か。当時のステークの数は55， 伝道部

数は22で した。わた しの計算 に間違い

がなければ，宣教師の数は1，500人 ぐら

いで した。つ ま り，各伝道部 にそれぞ

れ約70人 の宣教師がいた ということで
み わざ

す。御業が前進 しつつあったそのよう

な年に，わた しはこの世 に生 を受けま

した。

母か ら聞いた話ですが，わたしが生

まれたのは日曜 日の朝で，そのことを

父は誇 りに思っていたそ うです。アイ

ダホ州オー クリーにあるオークリー第

1ワ ー ドの監督 を務めていた父は，外

に飛び出す と，たまたまそ こを歩いて

いたスカ ンジナ ビア出身の友人ピー タ

ーセ ン兄弟 にわた しの誕生 を知 らせ，

中に入って自分の息子を見て行 くよう

にと言いました。母 は，わた しほど不

器量で小さな赤ちゃんは見た ことが な

い と語っていました。栄養不良で， し

わ くちゃで，髪 もなかったのです。そ

の ような訳 で， ピーターセ ン兄弟はわ

た しとの対面後，「ヘ イ ト姉妹， この

子は世話の しがいがあるで しょうか」

と尋 ねたそ うです。これがわたしの人

生の始 まりで した。

その後， 自動車，そ して最初の飛行

機が登場するのも見て きました。 また

小 さなエ ナメル線で波長 を合 わせ る小

さなゲルマニウムラジオか ら始 ま り現

代のエ レク トロニクス世界へ と進歩す

るの を目にする機会 にもあずか りまし

た。今で もよ く覚 えているのは，夜 も

更け てアイ ダホ電気 社 の一室 にこ も

り，小 さなラジオの波長を合わせ よう



とあの小 さなエナメル線で調節す るの

ですが，ひどい電波障害 に悩 まされた

ことです。何を話 しているのかだれ も

が まった く理解 できず，中国のラジオ

放送 を受信 したのではないか と思 った

ほ どです。

自分がまだ若かった ころの世界 を振

り返ってみます と，わた したちの問で
こんにち

今 日よ く話題になる基本原則は，その

当時もしっか り整 っていま した。 この

地上に住むようになって様 々な出来事

をこの目で見て きましたが，基本原則

を変えるようなことは何 も起 きていな

いのです。今 日， どこまで も速 く， ま

た様々な手段 を用いて コミュニケーシ

ョンを図れるまでになりま した。飛行

機や 自動車，またほかの交通手段 によ

って以前 よりも速 く移動で きるように

な りま した。 しか し基本原則，すなわ

ち永遠 の原則 は少 しも変わっていない

のです。

若人の皆 さん，わたしは，執事 の職

にあって世界の至る所で集会 に集って

いる人たちのことを考 えています。・わ

たしはアダムス監督から執事の職に聖

任 されました。 アダムス監督 は，わた

しの父が亡 くなった後，監督の職を引

き継 ぎました。父はわたしにバ プテス

マを施 して くれましたが，アロン神権

を受けるときにはこの世 にいませんで

した。今で も執事になって神権 を授 か

ったときの感動 を覚えてい ます。その

とき，組織 にあって助 けをなし， こ
み わざ

の地上における主の御業の進展 を助 け

る力が与 えられたことを分か りやすい

言葉 で簡潔 に説明 して もらい ました。

アロン神権は12歳 の ときに授与 されま

す。小神権 に属す る初期の段 階の神権

の職，すなわち執事，教師，祭司 を経

験 し，徐 々に，ここにも少 し，そ こに

も少 し，とい う具合に知識 と知恵 を増

し加 えてい くのです。最：初は小 さかっ
あかし

た証 も成長 し始 めます。そ して，その

証が 自分に理解 し得：る方法で，拡大 し，
ま

築かれてい くのを目の当た りにす るの

です。成長 して立派な大人 となるため

の準備 を開始するときに， 自分 自身で

その証の力を感 じることができます。

立派 な大人になるための準備 と言 え

ば，12歳 の ときのことを思い出 します。

わた しは家庭の中では家長の役割 を担

っていま した。12歳 になった ときには

もう大人だったのです。母がその よう

に期待 したか らです。母 は未亡人 には

見 えませ んで した。未亡人で はな く，

母親で した。わたしたちを育て，教え，

訓練 し，人生に立 ち向かうための備え

がで きるよ う力 を貸 して くれま した。

ですか らアロン神権 を持つ若い男性の

皆 さん，時の初 めか ら学 んだはずの，

聖文 に記 されている簡潔な， ごく簡潔

な基本原則 を忘れない ようにして くだ

さい。アダムの時代か ら，基本原則は

この地上に存在 してい ました。人類が

どんなに進歩 しようと，自動車や飛行

機あるいはコ ミュニケーシ ョンの速度

が どんなに早 まろ うと，福音の基本は

まった く変わっていないのです。今で

も確 固たる位 置を占めているのです。

わた したちは人生を突 き進 んでい くに

際 して， 自らを備 えなければなりませ

ん。神権 であれ，社会 的地位 であれ，

あるいは何 であれ，昇進するために必

要なことができる ようにな らなければ

なりません。 しか し簡潔で，基本 的な

福音 の規則に従えるようにならなけれ

ばな りません。

今晩，大管長会の3人 が入 って来た

ときに，「本塁打 を打 とう」 とか 「フ

ィール ドゴールを獲得 しよう」 といっ

た言葉 を口に しました。わたしはその

言葉を聞いて，数年前 にこのような集

会でフ ットボールの話 をしたことを思

い出 しました。わた しがそのフッ トボ

ー ル試 合 に出場 す る羽 目になったの

は，アイダホ州オークリーの教育委員

会が資金 を工面 して12人 分の用具を購

入 したのが きっかけで した(「 アロ ン

神権者の責任」『聖徒 の道』1981年9月

号，pp.70-71参 照)。 わた したちは

フッ トボールの経験が あ りませんで し

た。バスケ ッ トボールをしたことはあ

りました。なぜ ならバスケ ッ トボール

は容易 にで きてお金がかか らず，大 し

た用具 も必要なか ったか らです。 しか

し，教育委員会が12人 分のユ ニフォー

ムを買った結果，補欠一人を含む立派

なチームが誕生 して しまい ました。わ

た したちのコーチ は化学の教 師で，フ

ッ トボールの試合 を1度 だけ見た こと
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があ る人でした。その ような訳 で，わ

た したちはタックルの仕方， フィール

ドの走 り方， また簡単なランニ シグプ

レーの方法 をそのコーチから習いまし

たが，実際のチームプレーは一度も見

る機会があ りませんで した。

わた したちの最初の対戦相手は前年

度のアイダホ州 の高校 チャ ンピオン，

アイダホ ・ツイ ンフ ォールズで した。

わた したちは小 さなフォー ドに乗 り込

んで，ツインフォールズへ と向かいま

した。バスケッ ト.ボール ・シューズに

ユ ニフォームというかっこうで，12人

全員が競技場 に入場 しました。 しばら

く競技場を走 って回 り準備運動を した

ところで，バ ン ドの演奏が始 まり相手

チームが競技場に姿 を現 しま した。相

手チームのバ ン ド演奏者 の数たるや ，

わた したちの高校 の全生徒 を上回るほ

どで した。大 きなグ リー ン ・ベイ ・パ

ッカーのユニフォームに身を固めた相

手チームが登場 した ときに， わた した
かんぺき

ち全員が驚 きました。完壁 なユニフォ

ームに身 を包 んだ39人 もの選手が入場

して来たのです。

さて，その後の興味深い試合運びは，

皆 さんに も想 像で きる ことで しょう。

まず相手チームのキ ックオフで試合が

始 まりました。わた したちは何度かプ

レーを試みま したが，すべて失敗に終

わったので，今度はボールを追い払 う

ためにけることにしました。 ボールが

来る度 に，け りました。その度に相手

チームにボールをキ ャッチされ，点を

取 られました。それはとて も興味深 い

午後の時間で した。ゲーム も終わ りに

近づ くと，わたしたちはなぐられ，血

だらけにな り，疲れ切 ってい ました。

一方相手チームはというと
，少 し無謀

なプ レーが 目立 ち始めてい ました。そ

んな とき相手チームのパス した的外 れ

なボールが，わた しと一緒にハー フバ

ックをしていたクリフォー ド・リーの

腕の中に飛び込 んで きま した。 リーは

そのボー ルを どう して よいか分か ら

ず，そうこうしているうちに相手チー

ムの選手が追いかけて くる姿が 目に入

ると，彼 は走 り出しました。別 に得点

をね らったわけではあ りませ ん。ただ

命が惜 しかったか らで した。その結果



タノチダウ ンしたのです。

最終スコアは106対6で した。2，3年

前に，ツインフォールズ新聞は，地元

の偉大なフッ トボールチームをたたえ

る記事 を掲載 しました。その試合のリ

ス トの中にあのオークリー との試合 も

含 まれてい ま したが ，その ス コアが

106対7と なっていたのです。 わた しは

その新 聞の編集長に この ような手紙を

書い て送 りま した。「編集長殿 ，相 手

チームでプレー していた当時の選手の

声 もお聞きにな りたいのでは と思い筆

を執 りま した。」それか らわた しはあ

の試合の成 り行 きについて説明 し， こ

う付 け加 えま した。 「わた したちのチ

ームには もう1点 を取 ろうなどとい う

考えはあ りませ んで した。 その1点 を

取れ る ような選 手が いなか ったので

す。かような訳で，そちらに記録 され

ているス コアを修正 された方が よい と

思います。実際のスコアは106対6だ っ

たか らです。」

人生 にはそ の ようなこ ともあ りま

す。その ような機会のために自らを備

える必要があ ります。何かを達成す る

ためになすべ きことがある とき，学ぶ

べ きことがあるとき，わた したちは基

本 と実行するための方法 を学 ばなけれ

ばならないのです。

この福音は真実です。全世界 に広が
み わさ

る伝道の力 を考 えるとき，主の御業 を
しカ

然 るべ き方法で実行するとい うのは何

とす ば らしい機会 だ ろうか と思い ま

す。わた したちは皆 さんをその行いの

ゆえに愛 してい ます。アロン神権 を持

つ若人の皆 さん，どうぞ教会の標準 に

かなって善良な人 となって ください。

また，清 さ，正直，純粋 ，率直な態度，

そ して何に も増 して従順 さを身に付 け

て ください。それは然 るべ き荘厳な方

法で主の御業が遂行 できるようになる

ためです。
あかし

皆 さんにわた しの愛 と証をお伝え し

たい と思い ます。 この御業が真実であ

こんにち

り，今 日教会 を導 くゴー ドン ・B・ ヒ

ンクレー大管長が預言者，聖見者，啓

示者であ り， この教会を管理すべ く主

より召 された人であることを証いたし

ます。わた しは，ゴー ドン ・B・ ヒン

ク レー大管長 を20年 以上にわたってそ

ば近 くで じっ と見てきました。 この御

業 を導 くに当たって発揮 される彼 の能

力，才能，献 身， この世界にもた らし

ている霊的な影響力を 目に してきまし

た。 この御業は真実です。 この御業は

前進 し続 け，全世界を隅か ら隅まで埋

め尽 くすことで しょう。あ らゆる人が

自分の耳で，イエスがキ リス トであ り，

神 の御子であ られると宣言するのを聞

くことで しょう。 そしてわた しも同様

に宣言 します。わたしの愛 を皆さんに

お伝 えし，この御業が真実であること

証 します。わたしたちの主，救い主イ
み な

エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ っ て ， ア ー

メ ン。
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「わたしは神の力に
よって何事でも

することができる」

七十人会長会

ジ ャック ・H・ ゴーズ リン ド

神の神権を所持する特権に恵まれた普通の入が 並外れた仕事を行ω，

その神聖なカを信じる信仰によ っτ偉業を成 し遂げるよ う召されるこ

とがあ ります。

弟の皆 さん，今晩わた しは記録

兄 で十分にた どれる物語 をぜひ紹
介 したいという強い望みに駆 られてい

ます。教会ではこの物語はほとん ど知

られていませ ん。開拓時代 の数人の若

者 の勇気 と力につ いて触れ た物 語で

す。この中には，今晩 ここに集ってい

る大勢 の皆 さんと同 じように，祭司や

教師に相当する年齢の青少年たちがい

ました。そ うした若い男性が召 しを受

け， 自ら進んで大 きな犠牲 を払ったの

です、，

この物語を聞きなが ら，心 に留 めて

いただきたいことがあ ります。現代の

わた したちを…つにまとめ，わた した

ちと開拓者 とを結びつけるのが， どの

ような力か という点です。わたしたち

が受けている王国の神権 は，この物語

の中で重要な意味 を持 っています。開
こんにら

拓者の受 けていた神権 は，今 日わた し
はらから

たちが同胞へ の偉大で小 さな奉仕の業

に従事す るとき力 を与 えて くれる神権

と，同一のものです，、

神の神権を所持する特権に恵 まれた

普通の人 々，この中には若い男性 も含

まれてい ますが，いや， もしかすると

むしろ彼 らだか らこそ，並外れた働 き

をするよう召 される時があ ります。聖

なる神権の保持者は，その神聖な力 を

信 じる信仰によって，勇敢で英雄 的な

奉仕 の偉業を成 し遂 げることがで きま

す。

開拓者たちはそれを疑いませんでし
み た　

た。彼 らは主の御霊が導いて くれたと
あかし

い う証 を，繰 り返 し述べてい ます。彼

らの証 を確認する意味で，わた しは皆

さんに宣言 します。主の御霊はわたし

たち一人一人 とともにい ます。主 はわ

た したちを祝福 し，強めたい と望 んで
み な

い らっしゃいます。主は，主の御名に

よって従事す るすべての義 にかなった

務めを果たせ るように，わた したちの

能力 を増 して ください ます。主はわた

したちの生来の能力 を何度で も高めて

くださいます。主の稚霊 に一る べを
「に
τ'1さ え れ ば ， 皆 さ ん は 自 分 の

力以上の成功 を目にすることがで きる
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で しょう。

わた しが皆 さんに紹介 したい と中し

上げた物語 は，1856年10月 の 総大会の

前か ら始まるのですが，わた しは総大

会の時点 か ら話 を進め たい と思 い ま

す。 ブリガム ・ヤ ング大管長はまさに

このテ ンプルスクウェアの古い タバナ

クルの説教壇 に立 ち，呼びかけました。

「ウ ィリー隊 とマーテ ィン隊の救援 に

向かいま しょう。」2日 後，約30人 の信
あつ

仰篤い兄弟たちが馬車を連ねて，数百

キロ東で立 ち往生 している手車隊救出

のために派遣 され ま した。改宗 して5

年 足 らずの ダン ・W・ ジ ョー ンズも名

乗 り出ました。

根気 強い捜索活動の末， ようや くウ

ィリー手車隊が発見 されました。初冬

の吹雪 の中で，聖徒た.ちは飢えて凍え

死に しそうな状態で した。救助隊は事

態改 善の ため に全 力 を尽 くしま した

が，・.一部の人々にとってはただ手遅れ

で した。救助隊が到着 した翌朝 には，

手車隊の9人 が呵 じ.・つの墓 に埋葬 さ

れ ました。

救助隊の幾人かはソル トレーク盆地

まで手車隊 を誘導する責任を受 けまし

た。 しか し，ほかの救助隊員はマーテ

ィン手車隊 を捜索するため，さらに東

に行 きました。そ してついにマーテ ィ

ン手車隊 を発見 しました。彼 らはポジ
ほろ

エッ ト幌馬車隊お よびハ ン ト幌馬車隊

と一緒 に，ワイオミング州デビルズゲ

ー トの東方約60キ ロの地点で大雪に見

舞われ，動きが取れなくなっていました。

マーティン手車隊の人々は特に深刻

な状況 にあ りました。食糧 の配給量 は

1口 当た り小麦粉100グ ラム前後にまで

切 り詰め られていま した。 まともに歩

ける人は3分 の1ほ どで，毎 日死者が出

ました。

救助隊の指導者たちは賢明に も， こ

の苦難 を強いられた生存者 たちをソル

トレーク盆地 に安全 に運ぶ ためには，

どんな犠牲 も惜 しまない という決心 を

しました。幌馬車 にはスペースが少 な

かったため，手車隊の人々の所持品の

大半 をデビルズゲー トの貯蔵所 に，春

まで残 しておかなければな りませんで

した。

ダ ン ・W・ ジ ョー ンズ兄弟 と救助 隊



ほろ

のほかの二人，それに幌馬車隊の17人

の若者が，デビルズゲー トにとどまっ

て所持品を守 る召 しを受けま した。彼

らは残ってワイオ ミングの地で冬 の5

か 月間を過ごすのです。助 け手か らは

何百 キロも離れた場所で，食糧 もほと

ん どな く，極端 な窮乏生活を強い られ

ます。その犠牲 を想像 してみて くださ

い。 ソル トレー ク盆地 に向か う幌馬車

隊に加わるかどうか一人一人 に選択 の

機会が与え られ ましたが，全員が後 に

残って患実に奉仕の召 しを果 たす方 を

選びました。

そ の年 の冬 はかつ てない厳冬 で し

た。警備に就いた勇猛な彼 らは苦労 し

てデビルズゲー トの小屋 を修繕 し，残
と さつ

った牛 を屠殺 して，固い筋 だ らけの牛

肉を貯蔵 し，保護を任 された品物を修

理 し，積み重ね ました。

数頭のバ ッファローを仕留めた こと

もあ りましたが，獲物 はめったにあ り

ませ ん。程 な く動物 の皮で食 いつな ぐ

状況 に追いや られ ました。皮か ら毛 を

抜 き去 り，残 りを煮 ました。馬車の長

柄を覆 っていた なめ し革，古いモカシ

ン靴 の底 ， さらには2か 月間足 もとの

マ ッ トとして使用 してぼろぼろ になっ

たバ ッファローの毛皮 まで食べ まし

た。 ダン ・ジ ョー ンズは，あるときな

ど馬の くらを食べようとしました。

そんな極寒 の2月 ， イ ンディアンの

スネーク族の一人が彼 らを訪れ，助 け

て くれました。 さらにその晩，彼 と偵

察に来たほかめ二人のイ ンディァ ンは

良質のバ ッファローの肉 をどっさり持

って，もう一度キ ャンプに来 て くれま

した。

冬が終わ り5月 の初 めになると， よ

うや く救 援の幌馬車隊が到 着 し始め，

ジョーンズ兄弟 は様 々な書簡 を受け取

りました。 しか し，肝心のブ リガム ・

ヤ ングか らの書簡だけは届 きません。

それがない以上，積 み荷や発送 を始め

るわけにはい きませ ん。

何 日も待つうちに，不安が募って き

ました。 とうとうジ ョー ンズ兄弟は ど

うした らよいか知るため に，主 に祈 り

を通 して尋ねました。彼は，次の よう
あかし

な証 を記 してい ます。「翌朝 ，指示 の

ない ことについては一切 口にせず，わ

た したちは作業 に取 りかかった。間 も

な くだれかが尋ねた。『どの馬車か ら

積み込み を始め ますか。』 そこでわた

しは段取 りを口述で書記役 に書 き取 ら

せ た。 こうして作業 を続けていった。

書記役が書 き取 ると，す ぐにその指示

が伝 え られ，次 々と積み込みが進め ら

れ て，それ を4日 間続 けた。 ……すべ

ての馬車 に積み荷が完了 し，隊が編成

され， 〔ソル トレー ク盆地 に向 けて〕

旅立った。」(ダ ニエル ・W・ ジ ョー ン

ズ，For亡yylearsamOη9亡he血dfaηS

『イ ンデ ィアンの間で過 ご した40年 』

P.107)

17人 の若者たちは最後の幌馬車に乗

って，家族 をは じめ愛す る人々の待つ

ソル トレーク盆地へ向かいました。

後にジ ョー ンズ兄弟 は到着 してか ら

ヤング大管長に報告を しましたが， 自

分が どんな処遇 を受けるかについて何

の心配 もしませ んで した。彼 はヤ ング

大管長の指示を待つべ きだったので し

ょうか。事の次第が明 らかになるうち

に，実はヤ ング大管長が指示の手紙を

出していた にもかかわ らず届かなかっ

た ことが分か りました。ジ ョー ンズ兄

弟は詳細 な報告書 を大管長に慎重に提

示 しま した。す ると彼がワイオミング

で受けた霊感は，預言者の手紙の内容

と越 .同 じであることが判明 しま

した。これは彼にとって証にな りました。

ダン ・ジョーンズの率いた若者たち

は，自分 にで きると想像 していた以上

の働 きをしました。

●彼 らは幌馬車や手車で大平原を横

断 した。 しか も大半は徒歩。

●道中，友人や血縁者が何人 も死ん
ま

でい くのを目の当た りに した。

●帰還地か ら500キ ロほ ども離 れた

場所で冬 を過ごす ことを， 自らの意思

で求めた。

■食べ物 も必需品 もほとんどない状

態で過酷な冬を生 き抜いた。
はらから

●同胞である聖徒たちに仕 えるとい

う，預言者の召 しに聞き従った。

●最後 まで気高 く堪 え忍び，その努

力に対する祝福 を受けた。

兄弟 たちに繰 り返 し申 し上げます。

神の神権 を所持す る特権に恵まれた普

通の人が，並外れた仕事 を行い，その神
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聖 な力 を信 じる信仰 によって偉業を成

し遂 げ るよ う召 され る ことが あ りま

す。

『モルモ ン書』に登場するわた しの

ヒーローの一人であ り，モーサヤ王の

偉大な息子であるア ンモ ンは，主が と

もにお られれば人はいかに大 きな業を

成 し遂 げ られ るか証 明 してい ます 。

「まことに，わた しは 自分が何 の価値

もない者であることを知っている。わ

た しは力の弱い者である。だから，わ

た しは 自分 の ことを誇 るつ も りはな

い。 しかし，わた しは神の ことを誇ろ

う。わたしは神の力によって何事で も

す ることがで きるか らであ る。 まこと

に見 よ，わた したちはこの地で多 くの

偉大な奇跡 を行 って きた。だか ら， と
み な

こ しえに神の御名 をほめたたえよう。」

(アルマ26：12)

ア ロ ン神権 を有する若い男性 の皆 さ

ん，そ してメルキゼデク神権を保持す
あかし

る兄弟の皆 さんに証 します。ア ンモ ン

やダン ・ジ ョー ンズが証 して くれたよ

うに，わたしたちは 「多 くの偉大 な奇

跡」 を丘 えまi。 彼 らは主 を導 き手 と
み たま

し，聖なる御霊に聞き従い， 自分 に想

像 さえで きなかった偉大 な奇跡が確か

に行えることを知 ったのです。
こんにち

今 日，わたしたちの前 には様々な大

きな問題が横たわっています。またわ

た したちは大切 な必要 を抱 えてい ま

す。わた したちは，140年 以 上前のあ

の若者たちに劣 らぬ勇敢 な忠誠を，偉

大な福音の真理のために示 さなければ

なりませ ん。
しもべ

兄弟の皆 さん，主を，そ して主の僕で
み こと ば

あ る預 言者 を通 じて示 された御 言葉

を，生 きる指針 とす る決意 をわた した

ち一人一人が今晩できるよう，お祈 り

します。すべ ての人が，行うべ き奇跡，

踏破すべ き旅路，成 し遂げなければな

らない驚 くべ き使命 を持 っています。

天父の恵みが注がれて，皆 さんが祝

福 された王族 の世代 に属す る神の選 ば

れた息子の一人であ り，行 うべ き偉大

な奇跡 を神が皆 さんのために備えてお

られることを悟れ ます ように。神の力

と御霊 の導 きがあれば，皆 さん も，何

事で も行 うことがで きます。 イエス ・

キリス トの御名 によって，アーメ ン。

神権の力

第二副管長

ジェームズ ・E・ ファウス ト

スをのにかけることば，神権の責任の最 も本賃的な部分 さす。神権と
いや

ば，祝福し，癒 し，福彦の救ωの儀式を魏 り行うためのカだからさす。

愛羅雛1篤 磐蒲
をす るという，身に余る責任 を果 たす

に当たって，わた しは皆 さんの信仰 を

心か ら祈 り求めています。 まず，皆 さ

んの患実さ，誠実さ，そ して献身に対

して，心 からの感謝 を表 したい と思い
み わざ

ます。わた したちの父である神の御業

は， この聖 なる御業 に寄せ る皆さんの

決意 と献身のゆえに，いまだかつ てな

いほど前進を続けています。

兄弟の皆 さん。わた したちは，神か

らゆだね られた聖なる神権の偉大 な力

を，自分の中で眠 らせてお くようなこ

とが あってはなりません。わた したち

は，全世界で最 も大いなる大義 と最 も

神聖 な御業とにかかわって，固 く結び

合ってい ます。 この偉大な力 を行使す

るためには，思いにおいても行いにお

いて も清 くなければな りません。 この

かけが えのないカを完全 に行使す るこ

とがで きな くなるようなことは，どん

なことで もしてはなりませ ん。

神権 はこの地上で最大の力です。 も

ろもろの世界は，神権によ り，神権 を

通 して創造 されま した。この神聖 な力

を守るため に，あらゆる神権者たちは
かぎ

神権の鍵 を持つ人々の指示の下に行動

します。こうした鍵 は，わたしたちの

生活 にも教会の組織 にも秩序 をもたら

します。わたしたちにとって神権の力

とは，神 の子供たちに救いをもた らす
み な

ために，神の御 名によって行動で きる

よう，神 か ら委任 された権威 であ り，

力 です。人 を心にか けることは，神権

の責任の最 も本質的 な部分 です。神権
いや

とは，祝福 し，癒 し，福音 の救 いの儀

式 を執 り行 うための力だからです。義

にかなった神権 の力 は，わたしたち自

身の家庭 という囲いの中で最 も必要 と

されている ものです。それは偉大な愛

の精神 をもって 行使する必要があ りま

す。 これはあらゆる神権者 に共通す る

教えです。皆 さんが執事であれ教師で

あれ，また祭司，長老，大祭司であれ，

あるい はまた祝福 師であれ七十人であ

れ使徒 であれ，同 じなのです。

人を心にかける という神権の原則 を

わた しが初 めて学んだのは，わた し自

身の父 と祖父を通 じてで した。しか し，

わた しは同時 に何 千 ものふ さわ しい

人々がその原則 を実践する様子 も見て

きま した。神権によ り人を心 にかける

ということについて，わた しはアロ ン

神権の教師のときに，偉大な教訓を数

多 く学び ました。当時わた しは，スウ

ェーデンのマルモ出身のアルゴッ ト・

ジョンソンとい う名前の偉大 なスカ ン

ジナ ビア人移住 者の後輩同僚 として，
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ホームティーチ ングをす る割 り当て を

受けていました。わた しは，このジョ

ンソン兄弟 につ いては何 もか も好 きに

な りました。彼 の強いス ウェーデンな

ま りの英語 もい としい もので した。彼

は，主が教師たちに与 えられた指示の

ほん とうの意味 をわた しに教えて くれ

た人物です。

「教 師の義務 は，常 に教会員 を見守

り，彼 らとともにいて彼 らを強めるこ

とであ り，

教会 の中に罪悪がない ように，互 い

にかた くなに なる ことのない ように，

偽 り，陰口，悪 口のない ように取 り計

らうことであ り， また教会員が しば し

ば会合する ように取 り計 らい， またす

べての会員が自分の義務 を果たす よう

に取 り計 らうことである。」1

ジ ョンソン兄弟は，愛する祖国のス

ウェーデ ンを離れて合衆国に移住す る

に当たって，大 きな代価を払 っていま

した。そして実に献身的な人物で した。

わた したちは，年齢 の差はあ りました

が，生涯の友人 とな りました。彼が ワ

ー ドの 日曜学校 の会 長になった とき
，

わた しは彼 の願いで副会長に召 されま

した。当時わた しはまだ17歳 で した。

彼 は建築の請負業者 として成功 してい

て，わた しが第二次世界大戦か ら帰還

したときには，わたしの最初の家 を建

てて くれま した。その後，わた しが法

律 学校 を卒業 して弁護士 を始 めた と

き，彼のために法律業務を請け負 った

ことがあ りました。そ して，わた しの

業務の請求 に対 して，彼は請求以上の

金額 を支払 って くれたのです。 しか し

そのようなことが度 々あったわけでは

あ りません。わた しがこの経験 を皆 さ

んに紹介す るのは，アロ ン神権者 にと

って，信仰深いメルキゼデク神権者の

後輩同僚 として奉仕する機会が与 えら

れることが どれほど大切か とい うこと

を強調 したかったか らです。

ホー ムテ ィーチ ャー と しての義 務

は，月に1回 の訪問で満足 して しまえ

るような ものではあ りません。家族の

ことを絶 えず心 にかけ，必要に応 じて

喜 んで奉仕 をする必要があ ります。わ

た しは，あ る大祭司グルー プの会員の

中に，ホームティーチ ングに出かける

春の降雪は今大会を特徴づけた。

度に，大工道具 を持 って行 く人がいる

ことを知っています。 もちろんホーム

テ ィーチ ャーが コンピュー ターやその

ほかのハイテク機器 まで，あらゆるも

の を修理で きると期待 しているわけで

はあ りません。 しか し，ホームティー

チ ャーたちは， 自分の知恵 と経験 を活

用 して， 自分 たちに割 り当てられた家

族がどんな助 けを必要 としているかを

見つけ出し，援助す ることはで きます。

思いや りに満 ちたホームティーチャー

たちは，で きることなら前 もって訪問

の約束 を作 ります。 アロン神権者 のホ

ームティーチ ャーたちは
，信仰深 いメ

ルキゼデク神権者 の先輩同僚 とともに

奉仕 をすることに よって，生涯心 に残

る教訓を学ぶことがで きます し，また，

大 きな祝福 を受けることもで きるので

す。ロバー ト・F・ ジェックス兄弟が，

何年 も前にホームティーチ ングの後輩

同僚 として働いた とき信仰の強められ

る体験 をしたことを紹介 して くれたこ

とがあ ります。

「わた したちがその家 に近づ くにつ

れて，わた しの足 は震え，緊張のため

に胃が きりきり痛 んで きました。もし，

〔ホーム テ ィーチ ングの〕 同僚 か ら，

今度あいさつするのはわた しの番 だと

言 われた ら， きっ と気 を失 っていたこ

とだろうと思います。

ホームティーチャーといって も，当

時は まだ15歳 で した。そのわた しが，

(ユ タ州)バ ウ ンティフル第1ワ ー ド

に住 むライス姉妹 という夫に先立 たれ

た女性のアパー トへ通 じる階段 を上っ

ているのです。同僚の ドン ・ギャボッ

ト兄弟はその晩，教会の活動にほとん

ど参加で きず にいる病弱な人々を心に

かけるという点で神権者はどのような

役割 を担 っているか について，偉大な

教訓 をして くれ ました。

わたしはギ ャボ ット兄弟か ら，5つ

の担 当家族 にレッスンをす る際のテー

マをあ らか じめ もらっていました。わ

た しは緊張で震えてい ました。……わ

た しは……メモを用意 しておいたので

すが，実際に大祭司が前 にいた ら， と

て も自分から進んでレッスンをす るな

どとい うことは，で きそ うにあ りませ

んで した。

扉 をノ ックしま したが，なかなか返

事 が返って きませ ん。 …… わた しは，

家 の中にはだれ もいないのでは， と言

おうとしました。その とき，ひ弱そ う

な老齢の姉妹が，玄関口に小柄 な姿を

現 しました。玄関で 自分が出て くるの

を待 っているのは一体 だれだ ろうと，

いぶか しげな様子で した。 しか しギャ

ボ ット兄弟の顔を見つけた途端，彼女

の表情が明るくな りました。わた した
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訪問者センター北館に据えられた像 「クリスタス」バーテル ・トルバルセン作。

ちは居間に招 き入れ られて，いす に座

るよう勧め られました。

短いあいさつの後で，ギャボ ット兄

弟がわたしの方を見 ました。いか にも，

『ロバ ー ト， レッスンを始める時間だ

よ』 と言わんばか りの表情で した。 し

ゃべ り始めると，またわたしの胃が緊

張のために痛み ます。わたしは，今で

はどんなことを話 したのかまった く覚

えていませんが，それはあま り重要 な

ことではあ りません。その ときわた し

は，アロン神権の義務 と責任 について

学ぶ生徒 としてその場にいたのです。

レッス ンを終えて 自分の メモか ら目を

上げる と，わた しの 目は，あの優 しく
ほお くぎ

感受性豊かな姉妹の頬を伝 う涙に釘づ

けにな りました。姉妹 は，神権者が彼

女のつましい家に来て くれたことに心

か らの感謝を表 しました。

わた しには， 返 す言葉 があ りませ

んで した。……そんなに彼女の心 を動

かす ようなことを自分は言 ったのだろ

うか。一体何ができたというのだろ う。

幸 いなことに，ギャボ ッ ト兄弟が助け
あかし

舟を出 して くれま した。証 を述べ，彼

女の家で何か必要 なものはないかどう

か尋ねて くれたのです。確かに必要な

ものはあ りました。

帰 る前に祈 ろうとす ると， ライス姉

妹か らこう頼 まれま した。，「最近体調

が優 れないんだけ ど，そのことについ

も祈って くだ さらないか しら。」そ し
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てわた しの方 に向 き直る と，わた しに

その祈 りを してほ しい と言 ったので

す。そのころまでに，わた しはその場

の雰囲気に圧倒 されてい ました。……

〔そ して〕 わた しより年齢 も経験 も信

頼度 も上の人がそばにいるのに，自分

が祈 りを依頼 された とい うことに驚 い

て しまったのです。わた しは反射的に

その申し出 を受 け入れ，ホームテ ィー

チ ングの閉会の祈 りの中で，健康 と体

力の特別 な祝福が この忠実な姉妹の う

えに注がれるよう願い求め ました。訪

問する前 にはほ とん ど知 らなかった こ

の姉妹 のことを，わた しはそのときに

はもう愛 し，尊敬す るようになってい

たのです。

ライス姉妹の家 を初めてホームテ ィ

ーチ ングで訪れたとぎか ら
， もう25年

の歳月が流れ ました。彼女が亡 くなっ

てか らも随分 たっています。 しか し，

わた しはバ ウンティフルの大通 りに面

したオレンジ色 をしたれんが造 りのあ

のアパー トの前 を通 り過 ぎる度に，ギ

ャボ ット兄弟 とあの信仰深 い姉妹が与

えて くれた経験のこ とを思い起 こして

い ます。あの姉妹こそ，従順 な大祭司

と，不安で恐れおのの くアロ ン神権 の

教師 とに託された天の力 と，それに頼

ることの大切 さを知っていた人物で し

た。」2

ここでわた しは，信仰深い献身的な

監督の皆 さんに少 しお話 ししたい と思

います。最近わた しは，『メルキゼデ

ク神権指導者手引 き』の中の監督の責

任 について改めて読んでみ ました。監

督の責任 は重 く，非常につ らく思われ

ることも度々です。監督の義務の中に

は委任 で きない もの もあ りますが，副

監督や父親 ホームテ ィーチ ャー，定

員会指導者 などに委任で きる，あるい

は委任 しなければならない義務 もあ り

ます。何年 も前のことですが，わたし

たち はハ ロル ド ・B・ リー大管長 か

ら，主が言われた次の言葉の持つ非常

に深い意味 について教わった ことがあ

ります。 「それ ゆえ，各人 をそれぞれ

の職 に就かせ，それぞれの召 しにおい

て働 かせな さい。」3大管長は こう言い

ました。「あ らゆる人がその義務 につ

いて学ぶ ことがで きるよう，機会を与



え，ゆだね，活用 させ ることは，指導

を託 されて いるわ た した ちの責任 で

す。……本 来その人にゆだね られてい

るはずの特権 をわた したちが奪 うよう

なことをしたら，それ は助 けることに

は ならない。」4この言葉 をさらに深 く

理解 する と，教 会の管理役員 たちは，

指導者 として召 されている人々の責任

や義務 を奪 うことのないように注意 し

なければならないとい う意味 もあるこ

とが分か ります。

監督の皆 さん，皆 さんが この偉大な

召 しにあって奉仕 をするときには，皆

さんの生涯のほかの どんなときにも勝

って多 くの人々の生活 に良い影響 を及

ぼす ことが で きるか も しれ ないの で

す。皆 さんが監督 また管理大祭司 とい
がいとう

う外套 を喜んで身にまとっているとき

には，皆 さんにゆだねられた人々の福

利に関 して，知恵 と洞察力 と霊感 とを
たまもの

受けることので きる特別な霊的賜物が

与えられます。アロン神権の長 として，

また祭司定員会の会長 として，皆 さん

には，青少年 には男女 を問わず特別の

興味 と関心 を払っていただきたいので

す。

わた しはこれ まで，家族や定員会，

ワー ドやステークの ことを心にかける

とい う，神権 指導者や神権者の義務に

ついてお話 ししてきました。次に，神

権の責任 について別の面か らお話 しし

てみたいと思います。 それは，わた し

たちを管理する力 を持つ人々を支持す

るという，わたしたちに与え られた特

権 についてです。 ウィルフォー ド ・ウ

ッ ドラフ大管長は，この責任 の重要性

について偉大な説教 を残 しています。

教会 の まだ初 期の 時代 の こ とです

が，ブリガム ・ヤ ング大管長が ウィル

フォー ド ・ウッ ドラフ長老に，家族 を

連れてボス トンへ行 き，ニューイ ング

ランド地方とカナダの聖徒 たちを集め

てシオンへ連れ戻 るようにと依頼 した

ことが あ ります 。 ウッ ドラフ長老 は

100人 ほ どの一行 を率い て日没時 にピ

ッッバーグに到着 しました。 ウッドラ

フ兄弟はその ときの ことを次のように

記録 しています。
F「わた したちはそ こに長 く滞在 した

くなかったので，間 もな く出港す る汽

船 に乗 りたい と思い，わた しが船長に

会 って，わた したちの乗船を頼み込ん

だ。 ところがその手続 きを終 えた とき
み たま

に，御霊がわたしにささやいた。……

『あの汽船 に乗 ってはな らない。だれ

も乗せてはな らない。』無論，わた し

は船長の ところへ取 って返 し，次 の船

にす ることに した と告げた。

やがてその汽船が出港 した。 ところ

が川を8キ ロほど下 った ところで，そ

の船は火災を起こ し，300人 の乗客が，

ある者は焼 け死に，ある者は水 におぼ

れて死 んだ。」5もし聖徒 たちがウ ィル

フォー ド・ウッ ドラフの勧告に従 って

いなかったとしたら， どうだったで し

ょうか。すべての聖徒たちが賢明にも，

従順に従 うことを選んだのです。 もし

そうしていなかった ら， この聖徒 たち

も同 じように命 を失っていたことで し

ょう。

わた しの生涯 を考えて も， わた しは
かぎ

鍵 となる神権指導者 の与えて くれる知

恵や霊感に疑い を差 し挟んだことはま

ずあ りませんで した。個人的 にそうし

た勧 告に同意で きようとで きまいと，

常に彼 らの勧告に従お うと努力 してき

ました。そ して多 くの場合，御霊 と一

致 していたのはその指導者の方で，わ

た しの方ではなかった ということにも

気づいて きました。安全 な道 とは， 自

分 たちの神権指導者 を支持 し，彼 らの

行い につ いては神 に裁 きをゆだね るこ

となのです。

教会の初期の時代に， ジョセブ ・ス

ミス を主の油注がれた者 として支持す

ることがで きず に教会 を去って行った

人々が数多 くいました。実際，預言者

ジ ョセブ ・ス ミスは，カー トラン ドの

指導者 について次の ように言 っていま

す。「わた しに対 して歯 向かわなか っ

た人は二人 しかいなかった。その二人

とは，ブ リガム ・ヤ ングとビーバー ・

C・ キ ンボールであ る。」6この二人が

信仰 深 く忠実 であったために，主 は，

教会 を西部に導 くためにブリガム ・ヤ

ングを召 され，そ して大管長会が再組

織 された ときには， ヒーバー ・C・ キ

ンボールが ブリガム ・ヤ ングの第一副

管長 として召 されたのでした。

わた しは皆 さんに盲従 を説いている

聖徒の道/1997年7月 号

51

わけではあ りません。む しろ，信仰に

よる従順，つ まり，霊感を受けて自信

をもって下された決断 を支持 し，行動

に移す従順 さを求めているのです。わ

た したちがもっと御霊 と調和の取れた

生活がで きたら，わた したちが神権指

導者か ら受 けている指導が決 して間違
あかし

っていないとい うと とを，強い証 とし

て感 じることができるで しょう。わた

したちの神権指導者の下す決断を支持

できれば，大いなる安全 と平安が与 え

られるのです。

この教会の神権者には，全世界で義

の業を前進 させ る手助 けをするという

責任が与 えられています。神権による

奉仕をす るときには，利己的な興味や

希望については， まずわ きに追いや っ

てお くよう求め られます。兄弟の皆 さ

ん，わた したちは，神権の召 しが来た

ときには喜 んでそれを受け入れること

ができるよう， 自らを備えてお く必要

があ ります。個 人の生活 にお いて も，

将来を見通 した生活がで きるよう努め

る必要があ ります。将来を見通 した生

活 とは，収入の範囲内で生活 し，将来

の必要 と機会のために十分 に備 えてお

くとい うことです。衝動買いや不要な

負債 による重荷 を避けるべ きだとい う

ことです。やがて来る雨の 日にぬれず

に済む ように，幾 らかでも貯蓄 をする

よう努めるべ きだということでもあ り

ます。要約すれば，今来 るかもしれな

い，あるいは将来来るか もしれ ない召

しを， もっ と良い状態で受け入れるこ

とがで きる よう， 日々の雑事 を整えて

い く必 要が ある とい うことにな りま

す。

若い男性 の皆 さんに理解 していただ

きたいことは，あ らゆる力 の中で最大

の力 であるこの神権の力は， この世の

権力 を行使す るときと同 じ方法では決

して機能 し得 ない とい うことです。神

権 の力は，買 うことも売ることもで き

ません。使徒行伝 を読む と， シモンと

い う人物が，手を置いて聖霊を授ける

という使徒の持つ神権の力 を買お うと

思 ったこ とが記 され てい ます。「そこ

で，ペ テロが彼 に言 った，『お まえの

金 は，お まえもろとも，うせてしまえ。
たまもの

神の賜物が，金で得 られるな どと思っ



ているのか。』」7皆さんの中には，フ ッ

トボールの試合 を見 て， ライ ンバ ック

や力あふれ るフォワー ドやセ ンターの

選手にあこがれる人 も数多 くいること

で しょう。 また同様に，富や名声，政

治権力や軍隊での権力にあ こがれを抱

く人 もいることでしょう。 この世の権

力 とい うものは，冷酷な使い方をされ

ることが よくあ ります。しか しなが ら，

神権の力は，神権 を治める義の原則 に

従ってのみ行使 され るものです。主 は

次のように言われました。

「いかなる力 も影響力 も，神権 によ

って維持することはできない，あるい

は維持すべ きで はない。ただ，説得 に

より，寛容 によ り，温厚 と柔和によ り，

また偽 りのない愛により，

優 しさと純粋 な知識 による。 これ ら

は，偽善 もな く，偽 りもな しに，心 を

大いに広げるものである。……

またあなたの心が，すべての人に対

して，また信仰 の家族 に対 して，慈愛

で満た され るようにしなさい。絶えず

徳であなたの思いを飾るように しなさ

い。そ うす るときに，神の前において

あなたの 自信は増 し，神権の教義 は天

か らの露：のようにあなたの心に滴 るで

あろう。」8

わ た したちは，「召 され る者は多い

が，選 ばれる者 は少ないのである」9と

教 えられてい ます。選 ばれる人 とは，

神の恩恵の対象 となる人のことを指 し

てい ます♂o兄 弟の皆 さん，わた した

ちはどうした ら選ばれる者 となること

ができるので しょうか。わた したちは，

神か ら選ばれたときに初めて選ばれた

者 となることがで きるのです。「あな

たがたがわた しを選んだのではない。

わた しが あなたが たを選 んだので あ

る。そ して，あなたがたを立てた。そ

れは，あなたがたが行って実をむすび，

その実がいつ まで も残 るためであ り，

また，あなたがたがわた しの名 によっ

て父 に求め るものはなんで も，父が与

えて下 さるためである。」11こう した こ

とは，心 も霊 も変 わったとき，つ まり，

心 と，勢力 と，思 いを尽 くし，そして

全 身全霊を込めて，神のあ らゆる戒め

を守るよう努力 したときに，初めて起

きるこ とです。 また， わた したちが

「神権 に伴 う誓詞 と聖約」12を守 った と

きに，初めて起 きることです。そうす

るこ とに よ り，わ た した ちは初 めて

「モーセの息子 たち， またアロ ンの息

子たち とな り， アブラハムの子孫 とな

り，神の教会 となり，神 の王国とな り，

神 の選民 となる」13ことがで きるの で

す。

かつて大管長会で副管長 を務めたこ

とのあるステ ィーブ ン ・L・ リチ ャー

ズ長老 はこう言 ってい ます。「わた し

は自分 自身の心 の中で一つの結論 に到

達 しました。それは，知的 な能力がい

かに高 くとも，また奉仕の経験がいか

に広範 で多様 な もので あった と して

も，聖 なる神権 を授け られていなけれ

ば，いかなる人 も主が望んでお られ る

ような完全 な意 味での神 の子 ら しさ，

聖徒の道/1997年7月 号

52

神の人 らしさに到達することはない と

いうことです。 さて，兄弟の皆 ざん。

この ことを念頭 に置いて，わた しは今

自分に授 けられてい るこの大いなる祝

福 に対 して，生涯，主に感謝 をささげ

てきました。 この祝福 こそ，わた しの

先祖 の一 部が授 かっ ていた祝福 であ

り， また，どの ような受け継 ぎに も増

して，わた しが 自分 の息子や孫やひ孫

たちに享受 してほ しいと願う祝福 なの

です。」14

兄 弟の皆 さん，わたしたちが これか

らも神権 の誓詞 と聖約 を守る努力を続

け，神がその忠実な息子たちのために

用意 して くださっている無上 の祝福 を

ことご と く頂 くにふ さわ しい者 とな

り，また，実際 に頂 くことができます
み な

よ う に ， イ エ ス ・キ リ幽ス トの 御 名 に よ

っ て お祈 り し ます 。 ア ー メ ン 。
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彼らはやって来る

第一副管長

トーマス ・S・ モンソン

揺 るぎな ω信仰と借 しみなω愛をもっZ「，わた したちが働きかける

入々ののに瘡を架けましょう。

年前 に，変わった映画が この国

数 やほかの国々の劇場 で公開 され
て評判 にな りました。 タイ トルは 『フ

ィール ド ・オブ ・ドリームズ』で，主

人公の青年は若い ころに知っていた野

球選手 を敬愛 し，これを出発 点にして，

自分の とうもろこし畑 の広い場所 を切

り開 き，そ こにフルサイズの野球場 を

造 ろうとしました。人々は彼 の愚か さ
けいべつ

をあざ笑い，常識のなさを軽蔑 しまし

た。映画では， この計画 を実行 して野

球場 を公開す る準備 を整 えるまでの，

多 くのチ ャレンジが映 し出 され ます。

これは簡単な仕事ではあ りませ ん。夢

が実現す る可能性について疑問がわい

て くる とき，彼 は不安 を吹 き飛 ばす次

の言葉 に励 まされ ました。「君 が造 り

上 げたら，彼 らはや って来 る。」そ し

て来たのです。大勢の旅行者た ちが，

野球にまつわるた くさんの思い出が詰 ま

ったこのユニークな場所 を訪れました。

最近わた しは，人の心に橋 を架ける

ことの大切 さについて考え ました。わ

た したちの教会の5万5，000人 近 くの専

任宣教 師が ，神 か らの使命 を携 えて

世界 の ほ とん どの国 に派遣 され，教
あかし

え，証 し，バプテスマを施 しています。

人 々の心 に触 れる彼 らの務めは，見る

にすば らしく，考 えるに幾 らか圧倒さ

れ る思いが します。神 の命令 をいつ も

念頭 に置 き，主の教 えを心に抱 いて，

宣教師は気高い召 しのうちに前進 しま
み こと ば

す。そ して次の主の御言葉を忘れ ませ

ん。「人の価値 が神 の 目に大 いなる も

のであることを覚 えてお きなさい。」1

「それゆえに，あなたがたは行って，

すべての国民を弟子 として，父 と子 と

聖霊 との名に よって，彼 らにバ プテス

マ を施 し，あなたがたに命 じておいた

いっさいの ことを守 るように教え よ。

見 よ，わたしは世の終 りまで，いつ も

あなたがたと共にいるのである。」2

昨 年 はユ タ州立100年 祭 を祝い，外

国か らも多 くの大使がユ タ州庁舎や教

会の執務 ビル を訪れ ました。また大勢

の人が，ユ タ州プロボにあ る宣教師訓

練セ ンターを見学 しました。彼 らは教

室 を訪れ，任地へ赴 く宣教師たちの証

を聞きました。そ して宣教師が示 した

信仰 と愛 と，言語の上達ぶ りに驚嘆 し

ま した。 ある大使 はこう言い ました。

「わた しは宣教師一人一人の中に， 目

的意識，'準備 と奉仕のための決意，そ

して喜びにあふれる心 を見ました。」

これ らの宣教師は，信仰 をもって進

んでい きます。 自分の務め を知ってい

ます。すなわち彼 らは，宣教師 として

出会 う人々と，福音の真理 を学ぶとき

に経験するレッス ンや証 との間の，重
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要な橋渡 しをす るのです。

宣教師はよ り多 くの人に教 えたいと

願ってい ます。 また，改宗の過程で各

会員がで きる重要な助けを祈 り求めて

います。

生活 を変えてキ リス トのみ もとに来

るという決意 は，恐 らくこの世で最 も

大切な決断でしょう。そのような劇的な

変化が，世界中で毎日起こっています。

アルマ書第5章13節 に は，この個人

的 な奇跡が記 されてい ます。 「そ して

見 よ……彼 らの心の中にも大 きな変化

が生 じた。そ して，彼 らはへ りくだり，

まことの生ける神に信頼を寄せた。」

アルマ によって語 られたバ プテスマ

の聖約 を読む と，人の心の深遠 さを探

りたい気持ち にな ります。「あなたが

たは神の羊の群れに入 って，神の民 と

呼ばれたい と願 ってお り，重荷が軽 く

なる ように，互いに重荷 を負 い合 うこ

とを望み，

また，悲 しむ者 とともに悲 しみ，慰

めの要 る者を慰めることを望み……い

つで も， どの ようなことについて も，

どの ような所にいて も……神 の証人に

なることを望んでいる。

まことに，わたしはあ なたがたに言

うと あなたがたが心か らこれを望んで

いるのであれば，主か らます ます豊か
み たま

に御霊 を注いでいただけるように，主

に仕えて主の戒 めを守るとい う聖約 を
み な

主 と交わ した証拠 として，主の御名に

よってバ プテスマを受けるのに何の差

し支えがあろうか。」3

わ た したちの調査か ら明 らかなよう

に，宣教師のメ ッセージを受け入れる

人のほ とんどは，それ以前に末日聖徒

イエス ・キリス ト教会について何 らか

の接触を持つ機会があ りました。 タバ

ナクル合唱団のす ばらしい公演 を聴い

たか もしれません。 ゴー ドン ・B・ ヒ

ンク レー大管長 の旅 行 に関す る報 道

や， インタビュー番組での広範囲 にわ

たる質問への巧 みな応対 を見た り聞い

だ りしたかもしれません。あるい は教

会員 をだれか知っていて，尊敬 してい

るか もしれません。わた したち会員は

最善の模範 を示すべ きです。わた した

ちの生活 は福音の教 えを反映 し，心 と

声 は真理を分かち合 うためにいつ も備



えているべ きです。

求道者の フェローシ ップは，バプテ

スマのか なり前か ら始め ます。宣教 師
あかし

の レッス ンでは，新 しい改宗 者の証

を付け加 える必要が よくあ ります。こ

れはわたしの体験ですが，大 きな変化

をすでに経験 した人が心か ら述べる証

は，決意や決心 をもた らします。わた

しが カナダ東部で伝道部長 として働 い

ていた とき， トロン トだけでな く，オ

ンタリオやケベ ックのほとん どの市で

も，会員か らの積極的な援助 に事欠 く

ことはあ りませ んで した。彼 らは宣教

師 と一緒 に伝 道 し，求道者 をフェロー

シップ し，集会で歓迎 し， ワー ドや支

部の役員と会員に紹介 しました。 フェ

ローシップ，フ レン ドシップ，再活発

化 は，末日聖徒 の日常生活で行 われて

います。

各々の新会員は，教会での召 しを与

え られるべ きです。それにより関心や

安定，成長が もたらされます。責任の

内容は，ヤ コブ ・デ ィヤガー長老が ト

ロントで家族 と一緒に改宗 したときの

ように，何か簡単 なものが よいで しょ

う。彼は会社で重要な役職 にいました

が，教会で最初に受けた召 しは，賛美

歌を礼拝堂の席に配ってお くこ とで し

た。そ して，この割 り当て を真剣に果

た しました。この最初の召 しを思い出

して，ディヤガー長老はこう語 りまし

た。「わたしは毎週出席 しました。そ

うしない と賛美歌が配 られ ないか らで

す。」御存 じの ように，デ ィヤガー長

老は後に，七十人第一定員会の会員 と

して何年 も仕えました。 また，中央幹

部 として多 くの大変な責任 を果 たして

きましたが，教会で受けた最初 の召 し

を決 して忘れませんで した。
み つで

主の見えない御腕は，福音の真理を

学んで従お うと努力する人 々の働 きを

導 きます。 わた しは伝道部長 として，

一人一人の宣教師か ら毎週手紙 を受け

取 りました。わたしをとて も喜 ばせた

のは，ハ ミル トンで伝 道 している若い

長老か らの もので した。彼 と同僚 は，

すてきな家族を教 えていま した。子供

が二人いる若い夫婦で した。この夫婦

はメ ッセージが真実だ と感 じて，バプ

テスマへの願いを否定できませ んで し

た。 しか し奥 さんは，カナダ西部に住

む自分の両親 について心配 してい まし

た。教会 に入れば，両親か ら勘当 され

るおそれがあったのです。彼女はペ ン

を取 り，バ ンクーバ ーの両親 に短い手

紙 を書 きました。それは次のような内

容で した。

愛する両親へ

お父さん とお母 さんの これまでの優

しさと思いや りに，また若いときに与

えて くれた教 えに心 から感謝 したいと

思い ます。夫 のジョンとわた しは，す

ばらしい真理 に出会いました。末 日聖

徒イエス ・キ リス ト教会です。わたし

たちは一緒に勉強 しま した。そ して今

度の土曜 日の夜 に，バ プテスマ を受 け

ます。 どうか分かって ください。そ し

て，わたしたちが したように，家に宣教

師を招いて くれるように願っています。

彼女 は涙 しなが ら手紙 に封 をし，切

手 をはると，バ ンクーバーに送 りまし

た。それがバ ≧クーバー に着 いたその

日に，ハ ミル トンの夫婦 は奥 さんの両

親か らの手紙 を受け取 りました。 こう

書いてあ りました。

わた したちは遠 く離れ てい ますが，

直接 に会 って話すつ もりで した。伝 え

たい ことが あ ります 。末 日聖徒 イエ

ス ・キ リス ト教会の宣教師が我が家 を

訪ねて来て，わた したちは彼 らのメ ッ

セー ジの正当さを否定で きませんで し

た。そ して来週バプテスマを受けるこ

とにな りました。わた したちの決意を

理解 して，厳 しい批判 をしないように

願 っています。 この福音 にはすば らし

い価値があ り，わた したちの生活に多

くの幸せ を運んで くれました。いつの

日か，福音を学んで くれ るように祈 っ

ています。

奥 さんの両親か らの手紙を受け取 っ

たとき，ハ ミル トンの夫婦が どうした

か，想像で きますか。二人は両親に電

話 をして，互いに喜びの涙を流 しまし

た。電話を通 して抱擁 したと思います。

両方の家族が教会の会員 になったか ら

です。

天父はわた したちが何者か御存 じで

す。神 の息子 ，娘です。天父はわた し
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たちに，ふ さわしい祝福 を与 えたい と

願い，実際にそ うされます。神は何で

もおで きになります。'

フ ェロー シップの 目に見える優 しい

行為が，古代都市ローマで 目撃 されま

した。数年前 にモ ンソン姉妹 とわた し

は，500人 以 上の会員 とともに地方部

大会に出席 しま した。その ときの管理

役員は，立派なイタリア人の レオポル

ド ・ラーチ ャ兄弟で した。彼の兄 は，

二人の宣教師か ら福 音 を聞いた とき，

ドイツの 自動 車工場 の臨時工 員で し

た。その後イタリアに帰 って，弟に福

音を教 えました。 レオポル ドはそれを

受け入れ，後 にイタリア ・ローマ伝道

部の，それか らイタリア ・カタニア伝

道部の部長 を務め ました。

集会 中にわた しは，群衆の中に白い

カ「ネーションを付 けた人が大勢いる

のに気がつ きま した。そ こで レオポル

ドに聞 きました。「白いカーネーシ ョ

ンは何ですか。」

彼 は答 えました。「新会 員です。前

回の地方部大会以降にバ プテスマ を受

けた会員 に，白いカーネーシ ョンを付

けて もらい ました。 これで会員 と宣教

師 は， フェロー シ ップが特 に必要 な

人々を見分 けることがで きます。」

わた しはそれ らの新会員が取 り囲 ま

れ，あいさつを受け，話 しかけられる

の を見 ました。彼 らは 「もはや異国人

で も宿 り人で もな く，聖徒たちと同 じ

国籍の者であ.り，神の家族なので」す。4

教会 の新 しい改宗者以外に も高 きに

至る道から迷い出て，何 らかの理由に

よ り，数か月間，時には数年間，教会

に来ない人がいます。彼 らはフェロー

シップを受けず，友達 も離れてしまっ

たのか もしれません。理由はどうあれ，

結果は残 ります。わた したちは彼 らが

必要であ り，彼 らもわたしたちが必要

です。宣教師はこうした人々の家 を効

果的に訪問で きます。宣教師が訪れる

と，家庭 とい う避難所 にい る彼 らは，

初めて福音の原則 を聞いた ときに感 じ

た，すばらしい気持 ちを思い出せるで

しょう。宣教師はその ような人を教 え，

教会の活動に戻 るときに生活にもた ら
あかし

される変化 について証で きます。

彼 らには，証のある友人が必要です。



ほろ

「イスラエルの野営」シ ョンBフ ェア八ンクス画。ブリカム ヤンクの派遣した先発の調査隊は 西部を旅する間 幾晩も幌馬車て円陣を作った。

わたしたちが心か ら心配 していること

を知ってもらう必要があ ります。

アロン神権定員会のア ドバイザーと

若い女性 の教師は戦いの最前線にいる

人々で，奇跡は彼 らの手の中にあ りま

す。皆 さんが よく覚 えている青少年の

ときの教師はだれで しょうか。それ は

恐 らく，皆 さんの名前 を知 っていて，

クラス に歓迎 し，個人的な関心 と真の

思いや りを示 して くれた人で しょう。

指導者がかけがえのない青少年 と一緒

にこの世の小道 を歩 むとき，互いの決

意は強 まって，青少年は罪 とい う誘惑

か ら守 られ，永遠の命 に至 る道 を着実

に進んでいけるのです。青少年一人一

人の心に橋 を架けて ください。

今晩， この会場や海外で大会 に参加

しているすべ ての人は，預言者 ゴー ド

ン ・B・ ヒンクレー大管長の呼 びかけ

にこたえなけれ ばな りません。すなわ

ち，わたしたちの助 けや働 きかけや証

を必要 としている人々に対 し，フェロ

ーシソプや再活発化 の努力を惜 しんで

はな りませ ん。

わた しが二つ のステーク大会 を訪問

した ときに目に した奇跡 を紹介 しまし

ょう。これ は開拓者の賛美歌 「世は よ

く働 く人を求む」5の精神 を実践す ると

きに起 こる ものです。

最初の例 は，数年前に訪問 したソル

トレーク ・シテ ィーの ミルクリークス

テー クです 。そ こでは過去1年 間に，

100人 以 上の長老見込み会員が長老 に

聖任 され ました。わ た しは ジェーム
ひ けつ

ズ ・クレソグ会長に成功の秘訣を尋ね

ました。彼 はとて も謙虚で， 自分 では

話 しません。副会長か ら明か して もら

った話 によれば，このチ ャレンジを認

識 したクレ ノグ会長は，一人一人の長

老見込み会員 に電話 して，個人的に会

う約束 を作 りました。そ して会ったと

きに，主の神殿 について話 し，救 いの

儀式 と聖約を強調 し， この ように質問

しました。「あなたの愛す る奥 さんと

子供 たちを主の宮 に連れて行 き，永遠

の家族 にな りたい と思 い ませ んか。」

相手がそれ を認め，再活発化の過程が

踏 まれ，そして目標が達成 されました。

もう一つの例 は，何年 も前 に訪れた

ユ タ州 プライスの ノースカーボンステ

ークです。わた しは訪 問中に知 ったの

ですが，1年 間に86人 の 長老 見込み会
はんりょ

員が長老 に聖任 され，伴侶 を連れてマ

ンタイ神殿 に参入 しま した。わたしは，

セシル ・ブロー ドベ ン ト会長に尋ね ま

した。 「一体 どの ように したのですか

会長?」

彼 は答 え ました。 「分 か りませ ん。

副会長のジャッ ド兄弟が したのです。」

ジャソ ド兄弟は，大柄で血色 のよい

ウェールズ人の炭坑夫で した。わた し

は言い ました。 「ジャソ ド兄弟， どの

ように して1年 問で86人 の 兄弟 を救 っ

たのか，話 していただけますか。」

座 って答 えを待つわた しに，彼 は言

いました。「話せ ません。」

わたしはあ然 としました。 こんなに

はっき りと拒絶されたのは，初 めてで

した。「どうして話せ ないのですか。」

「話 したことが， ほかのステークに

紹介 された ら，わたしたちが再活発化

で一番 で な くなって しまい ます か ら

ね。」彼 はほほえんでい たので， まだ

見込みがあると思いました。彼は言い

ました。「取 り引 きを しま しょう，モ

ンソン兄弟。1年 で86人 を救 った方法

を話 した ら，総大会のチケ ソ トを2枚

頂けますか。」

「差 し上げ ましょう。」 こう して彼

は話 して くれました。彼が話 さなかっ

たことは，それか ら10年 間，大会のチ

ケッ トをもらうつ もりだということで

した。彼 は半年 ごとに忠実 に，2枚 の

チケ ットを取 りに来ました。

ミルクリークとノースカーボンの両

ステーク，それにこの業 において成功

を収めているほかのステークには，共

通する次の4つ の原則があ ります。

第1に ，再活発化の働 きは，ワー ド

レベルで行う。

第2に ， ワー ドの監督が参画する。

第3に ，有能で霊感 にあふれた教 師

が，割 り当てられる。

第4に ，一人一人に注意を向ける。

求道者や新会員，あ まり活発でない

会員 との問に橋を架ける とき，わた し
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たちがすべ きことを行 えば，主 もその

分 を果たして くだ さいます。 これが真
あかし

実であることを証 します。

わた しが監督 をしていた とき，ある

日曜 日の朝，祭司の一人が神権会に来

ていないことに気づ きました。わた し

はア ドバ イザーに定員会 を任せて，リ

チャー ドの家を訪問 しました。母親 は，

彼が ウェス トテンプルの修理工場 で働

いていると言いました。

車で工場へ行 って，リチャー ドを捜

しましたが，どこにもいません。突然，

わた しは霊感 を受けて，修理台の横 に

ある作業用の くぼみの中をのぞ き込み
やみ

ました。闇の中に，輝 く二つ のひ とみ

が見えました。そ してリチャー ドの声

が聞こえました。「見つ かったね，監

督。今行 きます よ。」 それ以 降，彼 は

神権会 をほとんど休み ませんでした。

彼の家族は近 くのステークに引っ越

しました。時が過 ぎて， リチャー ドが

メキ シコの伝道部に召 されたことを電

話で知 らされました。わた しは家族 に

招かれて，彼の歓送会で話 をしました。

リチ ャー ドはその会で，彼 の転換期 ，

す なわち伝道に出る決意 をした日曜 日

の朝について話 しました。それは，礼

拝堂ではなく，暗い作業用の くぼみの

底で，自分に差 し伸べ られた定員会会

長の手 を見上げた ときのことでした。

リチ ャー ドはその後 も手紙 を くれ

て，彼の証や家族について，また後 に

彼が受けた監督の召 しを含む教会での

奉仕について，知 らせて くれました。

愛する兄弟 の皆 さん，揺 るぎない信

仰 と惜 しみない愛をもって， わた した

ちが働 きかける人々の心に橋 を架けま

しょう。映画 「フィール ド・オブ ・ド

リー ムズ』にある ように，「造 り上げ

たら，彼 らはやって来 る」 のです。そ

れが真実であることを， イエス ・キリ
み な

ス トの御名によって証 します。アーメ

ン。

注

1.教 義 と 聖 約18：10

2.マ タ イ28：19，20

3.モ ー サ ヤ18：8-10

4.エ ペ ソ2：19

5.「 賛 美 寄欠』161番

改宗者と
若い男性について

大管長

ゴー ドン ・B・ ヒンクレー

どの改宗者も黄 ωス 々ざす。 すべ τの改宗者が 神の息子，娘 ざあ り，

わた したちば一スー入の改宗者仁対 しτ大きな，重ω責任を貴 っτω

ます。

▼ よい語 られたことを，わた しもL

心 か ら支持いた します譜 さん

もよ く耳を傾け，メモを取 られたこと

と思い ます。

モ ンソン副管長は改宗後 の定着 につ

いて話 しました。モ ンソ ン長老の話 を

支持す るとともに，同 じテーマでもう

少 し話 をさせていただ きたいと思い ま

す。わた しはこれを非常に大 きなテー

マであると感 じています。

毎年，相 当な数の人々が教会員 にな

ります。大部分は宣教師の働 きを通 し

ての改宗です。昨年 は男女子供合わせ

て32万1，385人 の改宗者が出ました。 こ

れは1年 間で シオ ンのステー クが新 た

に100か 所 で きるのと同 じ数 に当た り

ます。1年 で100の 新 ステークです。す

こいですね。 これは，新 しく教会に入

った人 々をフェローシップす る緊急の

重要な務めが わた したちに求め られて

いる， ということでもあ ります。

当教会の会員 になるのは，たやすい

ことではあ りません。たいていそれは，

古い習慣を捨 て去 り，昔か らの友人や

知人 とも別れ， これ まで と異 なった，

多少要求の厳 しい新 たな社会 に足 を踏

み入れることでもあ ります。

改宗者のます ますの増加 に伴い，わ

た したちは，改宗者が道を見いだせ る

ように助けるため，これまで以上に大

きな努力 を傾 けなければな りませ ん。

改宗者 のだれ もが3つ の もの を必要 と

してい ます。それは友人 と責任 と 「神

の善い言葉」。(モロナ イ6：4)に よ る

養 いです。これ らを提供す るのはわた

したちの務 めであ り，わた したちに与

え られた機会です。

具体例 として，わた しの失敗談 を一

つご紹介 しましょう。わた しはこれま

で失敗な どした ことがないと思ってい

る方が い らっ しゃるか もしれ ませ ん。

しかし，あ ります。一例 をお話 ししま

しょう。

63年 前，イギ リスで伝道 していたと

きのことです。同僚 とわたしはある若

者 を教え，うれ しいことにわた しがバ

プテスマを施 しま した。彼 は教養のあ

る洗練 された人で，勉 強家で もあ りま

した.わ たしはこの才能豊かな若者が

教会に入 って くれたことをとて も誇 り

に思っていました。彼には将来教会の
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指導者になるすべての資質がそろって

いる と，わたしは感 じていました。

彼は改宗 して会員になるための順応

期間にあ りました。わた しの伝道が終

わるほんの少 し前 に，わた したちは友

達にな りました。やがてわた しは解任

とな り，帰国 しました。彼はロン ドン

の その支部 で小 さな責 任 を受 け ま し

た。彼 には自分 に何 が期待 されている

か まった く分か らず，あ る失敗 をしま

した。彼の属 した組織の長は，いわば

愛 の少 し足 りない批判 好 きな入で し

た。どちらか とい うと無慈悲な口調で，

わた しの友人の ちょっとした失敗を責

めま した。

その夜，若者は彼 の上に立つ役員 の

言葉にひどく傷つ き，支部の借 りてい

た建物 を後 にしました。彼 は心の中で

言い ました。「あれが教会員 という も

のなら，もう戻る気はない。」

こうして彼 は不活発になって しまい
ぽっばつ

ました。月 日は流 れて大戦 が勃発 し，

彼 はイギ リス軍に入隊 しました。最初

の奥 さんを亡 くした彼は，終戦後， プ

ロテス タントの牧師の娘 と再婚 しま し

た。 しか し，それも彼の信仰心をよみ

がえらせは しませ んで した。

イギ リスに行 った とき， わた しは必

死 になって彼を捜そ うとしました。会

員記録には現住所が記されていなか っ

たのです。帰 国後，長い調査 の末 に，

ようや く彼の居場所 を突 き止めること

がで きました。

わた しは手紙 を書 き，返事が届 きま

した。 しか し，福音については何 も触

れていませ ん。

次にロン ドンに行ったとき，わた し

はもう一度彼を捜 し，帰国当 日になっ

てや っと見つ けました。電話 をかけ，

地下鉄 の駅で落 ち合いま した。二人 と

も抱 き合 って再会 を喜 びました。飛行

機 に乗 り遅れないためにはほ とんど時

間があ りませんで したが，手短 に話を

し，互 いに心か らの尊敬 を込めて語 り

合 った と思います。別れ際に，彼は も

う一度わた しを抱 き締 めました。わた

しは，「もう二度 と彼 との音信 を途絶

えさせ ない」 と決心 しました。以来，

教会に戻る ように彼 を励 まし， きっか

けを与 える ような手紙 を長年にわたっ

て書 きました。彼 はしか し教会のこと

は一切触れず に返事を くれました。

歳月が過 ぎ，二人 とも年 を取 りまし

た。彼は退職 し，スイスに移 り住み ま

した。スイスに行 く機会があったので，

彼の住む村 を訪ねてみることに しまし

た。彼 と奥 さん， わた しと妻 とで楽 し

く時 を過 ごしました。すば らしいひと

ときで した。 しか し，信仰の炎が消え

て久 しいことは明 らかでした。知 り得

る限 りの手 を尽 くしましたが，信仰の

炎 を再 び ともすすべ は見 いだせ ませ

ん。それで も連絡 を取 り続け ました。

教会の書籍や機 関誌，タバナクル合唱

団の レコー ドなどを贈 り，彼 はいつ も

感謝を伝 えて くれ ました。

ところが数か月前，彼 は亡 くな りま

した。奥 さんが手紙で知 らせて くれた

ので す。 こ う書 かれ て あ りま した。

「あなたは主人の最良の友で した。」
ほお

手紙を読んでいて，涙が頬をとめ ど

な く流れました。わた しは失敗 したの

です。彼が最初 につ まず いた とき，わ

たしがそばにいてあげ られた ら， きっ

と彼 を励 ます ことがで きたで しょう。

彼 はもっと違 う人生 を歩 めたかもしれ

ません。 わた しなら彼の力になれたと
いや

思い ます。彼の傷 を癒 してあげられた

と思 うのです。せめて もの慰 めは，自

分 は努めた ということですが，失敗 し

たという悲 しみはぬ ぐい切れません。

現在 のチ ャレンジはこれ までにない
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規模です。改宗者数が前例がないまで

に増大 しているか らです。改宗者 を定

着 させ強めるためのプログラムが，簡

もな く教会全体で行われるようにな り

ます。兄弟の皆 さん，一人一人に心か

らお願い します。 どうかこの大切 な活

動 に協力 して くだ さい。 どの改宗者 も

貴い人 々です。すべての改宗者が神の

息子，娘であ り，わた したちは一人一

人の改宗者に対 して大 きな，重い責任

を負 っています。

モロナイは昔， この時代 にわた した

ちが接する人々の ことを，次の ように

述べました。

「彼 らは，打ち砕かれた心 と悔 いる

霊 をもって進 み出て， 自分 のすべ ての

罪 を心か ら悔 い改めたことを教会員に

証明 した者でなければ，だれにもバ プ

テスマ を認めなかった。

また，最後までキ リス トに仕 える決

心 をしてキ リス トの名 を受けた者でな

ければ，だれ もバプテスマを認め られ

なかった。」(モ ロナ：イ6：2-3)

兄弟 の皆 さん， これ らの改宗者たち
あかし

は福音に対する証 を持 っているはずで

す。主イエス ・キリス トを信 じる信仰

を持ち，主の実在 につ いて知 っている

はずです。心か ら罪を悔い改め，主に

仕 える決心 をしているはずです。わた

しはそう信 じています。

モ ロナイは，，バ プテスマ を受けた後

の人 々 につ いて こ う続 けて い ます 。

「そ して人々はバプテスマを認め られ，

聖霊の力が働いて清め られると，キ リ

ス トの教会の民の中に数えられ，その

名が記録 された。それは，彼 らが覚え

られ，神 の善い言葉で養 われ，そ して

彼 らを正 しい道にとどめるため， また

絶えず祈 りを心に留め させ，彼 らの信

仰の創始者であ り完成者 であるキリス

トの功徳 にだけ頼 らせるためである。」

(モロナイ6：4)
こんにち

今 日も当時 と同様，改 宗者 たちは

「教会の民の中に数え られ」 ます。「そ

れは，彼 らが覚え られ，神の善い言葉

で養 われ，そ して彼 らを正 しい道 にと

どめるため， また絶 えず祈 りを心 に留

め させ」 るためです。兄弟 の皆 さん，

改宗者が会員 としての一歩 を踏み出す

とき，彼 らの力 にな りましょう。

これはすべ ての人のための業 です。

ホームテ ィーチ ャーと訪問教師のため

の業です。監督会，神権定員会，扶助

協会 ，若い男性 と若 い女性，そ して初

等協会のための業でもあ ります。

先週の 日曜 日，わたしは断食証会 に

出席 しました。15，6歳 くらいの若者

が会衆の前に立ち，「バ プテスマ を受

ける決心 をした」 と告 げました。

続いて，教師定員会の青少年たちが

一人一人マ イクの前 に立ち
，彼への愛

を伝 え，彼の しようとしていることは

正 しい と言い，いつ もそばにいて力 に

なると約束 しました。若い男性 たちが

友達 に感謝 と励 ましの言葉 を伝 えるの

を聞けて，ほん とうによか った と思い

ます。先週バプテスマを受 けた若者 を

含 め，わた しは これ らの少年たち全員

が伝道 に出ようとしていることをうれ

しく思います，

最近の記者会見 でこう尋 ねられまし

た。「今 日の教会活動の中で最 も喜び

を覚えるのは，どういった事柄ですか」

と。

こう答えま した。 「最 も満 ち足 りた
ま

経験 は福音が人々に与える影響 を目の

当た りにすることです。福音 を知ると

人生観が変 わ り，それ までに感 じたこ

ともない ような視野が開けます。気高

く神聖 な事柄 に 目を向け るよ うに な

り， 目を見張 るような奇跡が起 こりま

す。彼 らはキリス トを仰 ぎ見て，いき

い きとします。」

さて兄弟 たち，わたしは皆 さん一人

一人にお願 いします
。 どうかこの業 に

力を貸 して くだ さい。皆 さんの親 しみ
』のある態度や

，責任感が必要 とされて
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います。全人類の救 い主は99人 を残 し

て，迷い出た1人 を捜 しに出かけ られ

ました。迷い出た1人 は，行方不 明に

ならな くて もよかったはずです。 しか
やみ

し彼が外の闇の中 にいるのであれば，

それが99人 を残 して行 くことになる と

して も，わた したちは彼 を捜 しに出な

けれ ばな りませ ん(ル カ15：3-7参

照)。

以上が今晩， この件 についてお話 し

したかったすべてですが，あえて一言

言い添 えれば，わた しの考えでは，現

在 これ以上 に重要 な もの はあ りませ

ん。

では次の話題 に移 ります。

若い男性 の皆 さんに，お話 ししたい

と思います。パ ウロが若い友人，そ し

て同僚 でもあったテモテ にあてた手紙

をテキス トに用いて話 します。 この手

紙か ら引用 して宣教 師た ちに語 ったこ

とがあ りますが，今 回はこれか ら宣教

師になろうとす る皆 さんにお話 しした

い と思います。

わたしが思い描 くパ ウロは年老いて

やつれた，真理の教 師です。パ ウロは

大 きな信頼を寄せ，心か ら愛す る若い

友人に手紙 を書いてい ます。.

パ ウロは，様 々なことを語 り， こう

言 ってい ます。「わた したちは，この

ために労 し苦 しんでいる。それ は，す
すくいぬし

べての人の救 主，特 に信 じる者 たちの

救主なる生ける神に，望みを置いて き

たか らである。」(1テ モテ4：10)

パ ウ ロは迫害 され，追放され，憎 ま

れ，軽 んじられました。最終的に彼 は
あがな あかし

全人類 の蹟い主 について証を恐れず述

べたため命 を奪 われました。

わた したち も同様 の覚悟を しなけれ

ばな りません。

ニ ー フ ァイは こ う宣 言 しま した。

「わたしたちはキ リス トのことを話 し，

キリス トの ことを喜 び，キ リス トの こ

とを説教 し，キリス トのことを預言 し，
ゆる

また，どこに罪の赦 しを求めればよい

か を，わた したちの子孫 に知 らせ るた

めに，自分たちの預言 した ことを書 き

記すのである。」(2ニ ーファイ25：26)

パ ウ ロはテモテに さらにこう書いて

います。 「あなたは，年が若いために

人に軽ん じられてはならない。むしろ，

言葉に も，行状 にも，愛に も，信仰 に

も，純潔 にも，信者の模範にな りなさ

い。」・(1テモテ4：12)

言葉 にも，行状 にも，愛にも，信仰

にも，純潔に も，わた したちがキ リス
み たま

トの御霊 を反映させるなら，わた した

ちの教 える人々は，若 さゆえのわた し

たちの至 らなさを大 目に見て くれるで

しょう。わた した ちは悪い言葉 を使っ

てはいけません。不敬 の罪に陥 っては

な りません。汚れた思 いや言葉，行い

を遠 ざけ，主の御霊 とともにあって く

ださい。

パ ウ ロは続 け て こう言 い ま した 。
あんしゅ

「長老の按手 を受けた時，預 言によっ

てあなたに与え られて内に持っている
たまもの

恵みの賜物 を，軽視 してはな らない。」

(1テ モテ4：14)

こ こで言 う長老 とは，教会で長老の

職 を有す る人々の ことです。執事，教

師，祭 司のいずれかの職 にある皆 さん

は，正 当な権 能を持つ人，たいていは

父親か監督か ら聖任 された ことで しょ

う。皆 さんには偉大で尊い賜物が与え

られています。・だか らこそ皆さんは真

理 を語 ることがで きます し，語 らなけ

れ ばな りません。福音 の偉大さ，すば

らしさにつ いて証 する こ ともで きま

す。 これは皆さんの賜物です。それを

軽視 してはなりません。

パ ウロの言葉 は続 きます。「自分の
おしえ

ことと教の こととに気 をつけ，それ ら

を常に努め なさい。そ うすれば，あな

たは， 自分 自身 とあなたの教を聞 く者

たち とを，救：うことにな る。」(1テ モ

テ4：16)

友 人 の信仰が強 まる ように働 きかけ

るとき，皆 さんは彼 らだけでな く， 自

分 自身をも救 うことになるで しょう。

パ ウロはテモテに再びこう勧告 して

います。 「自分 をきよく守 りなさい。」

(1テ モテ5：22)

これ らは簡潔な言葉です。 しか しと

て も重要な教えです。パ ウロは要する

に，皆 さんを霊的に堕落させ，破滅 さ

せ る事柄か ら遠ざか るように言ってい

るのです。汚れた思いや言葉を誘発す

るテレビ番組を遠 ざけて くだ さい。邪

悪 な思いを誘発す るビデオを遠 ざけて

ください。それ らは何 の助 けに もな り
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ませ ん。皆 さん を傷つけるだけです。

記事 や写真が低俗でみだ らな本や雑誌

を遠ざけて ください。 自分自身を清 く

保ってください

パ ウロの言葉は続 きます。「金銭 を

愛す る ことは，すべ ての悪 の根 であ

る。」(1テ モテ6：10)金 銭 を愛 し，金

銭であが なえる物を愛す ることは滅び

につなが ります。必要 を満たすために

は，確か にお金が要 ります。 しか しお

金 を愛す ると， 自分を傷つけることに

な ります。それが価値観 をゆがめ，霊

的な事 柄か ら心 を遠 ざけ，利 己心 と
どんよく

貧欲 をあおるからです。

パウロは次 のようなすば らしい言葉

を残 しました。「とい うのは，神がわ
おく

たしたちに下 さったのは，臆する霊で

はな く，力 と愛 と慎 みとの霊 なのであ

る。

だか ら，あなたは，わた したちの主

のあか しをすること…… を，決 して恥

ずか し く思 ってはな らない。」(2テ モ

テ1：7-8)

臆 す る霊 を与 えたの は神 ではな く，

悪魔です。非常 に多 くの人が仲間に何

と言われるかを恐れています。正 しい
けいべつ

ことを守 ると，軽蔑され，批判 されて

しまうと考 えるのです。 しか し，「悪

事 は決 して幸福 を生 じた ことがない」

(ア ルマ41：10)と い う事実 を思 い起

こして ください。邪悪は決 して幸福 を

生 じませ ん。罪 も同様です。幸福はイ

エス ・キリス トの簡潔で麗 しい教 えと

その力 と愛か らもた らされるのです。

わた したちは取 り澄ました り， こそ

こそ した りする必要はあ りませ ん。恥

ずか しが る必要 もあ りません。わた し

たちには世界で最 も偉大 なもの， よみ

が えられた主の福音があ ります。パウ

ロはわた したちにこう命 じてい ます。

「だか ら，あ なたは，わた したちの主

をあか しす ること……を，決 して恥ず

か しく思 ってはならない。」(2テ モテ

1：8)

執 事 ，教師，祭司 として，聖なる神

権 に聖任 されたわたしたちは，まっす

ぐに立ち，イエス ・キ リス トに対する

証 を，恐 れず，あいまいな態度をとら

ずに宣言で きます。

パ ウロは言 いま した。 「恥 じる とこ



テンプルスクウェアで奉仕中の姉妹寅教師と語る七十人の菊地良彦長老。右は登志子夫人。

ろのない錬達 した働 き人にな」 りなさ

い(2テ モテ2：15)。
み まえ

もしわた したちが神の御前 に立って

自分の生涯について報告するように求

められたら，恥 じ入 ることな く報告で

きるで しょうか。 これ はパウロか ら若

い友人への切 なる願いです。皆 さん一

人一人にも向けられてい ます。彼 はこ

う続 けてい ます。「俗悪 なむだ話 を避

けなさい。それによって人々は， ます

ます不信心に落ちてい 〔く。〕」(2テ モ

テ2：16)

パ ウ ロは単にふ らつ き回 り，時間を

浪費 し，無益 な事柄 に話 し興 じること

を警告 しているのです。怠惰 は害悪 と

結 びついてい ます。

さらにこう言 ってい ます。「あなた

は若い時の情欲を避けなさい。そ して，

きよい心 をもって主を呼び求める人々

と共に，義 と信仰 と愛 と平和 とを追い

求めなさい。」(2テ モテ2：22)

ギ ャ ラバ ッド卿 はこう言い ました。

「わたしの強 さは十人力 。それは心 に

汚れがないか らだ。」(ア ル フレッ ド ・

テニソ ン，Sfrσalahad『 ギ ャラバ ッ ド

卿』)

この言葉 は何度繰 り返 して も言いす

ぎることはあ りません。若い ときの情

欲を遠 ざけて ください。麻薬に手 を出

さないで くだ さい。それらは確実 に皆

さんを滅ぼ します。それらを恐 ろしい

病気 に対 する ように避 けて くだ さい。

事実その ようになるか らです。汚れた

下品な話を避けて くだ さい。そのよう

な話 も破滅 に・っなが ります。 どんなと

きも誠実であって ください。不誠実 は

人を堕落 させ滅ぼ します。知恵の言葉

を守 って ください。喫煙 を してはな り

ませ ん。かみたばこもいけません。飲

酒 もしてはな りませ ん。皆 さんは神の

神権 を有 してい ます。皆 さんを誘惑す

るこれ らの ものを超越 して ください。

祈 りを忘れないで ください。信仰を込

めて主 に尋 ね求めれば，主は皆 さんの

祈 りを聞 き届 けて くださいます。主 は

皆 さんを愛 し，祝福 したい と願ってい

らっ しゃいます。主の祝福 にふ さわ し

く生活 してください。

皆 さんの前途 には大 きなチ ャレンジ

が横 たわっています。皆 さんは激 しい

競争の世界に足 を踏み入れようとして

います。で きるか ぎりあ らゆる教育 を

受けて ください。主は教育の大切 さに

ついて指示を与 えられました。教育 に

よって さらに大 きな機 会が開け ます 。

将来，や りがいのある仕事に就 く備 え

にな ります。大学に行 くことを望むの

であれば，ぜひそ うして ください。大

学 に行 きたい という気持 ちがないので

した ら，専門学校や ビジネススクール

に通って技術を磨 き，能力を向上 させ

て ください。
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また，今か ら準備 して伝 道に出て く

だ さい。伝道は重荷 に も時間の浪費に

もなりません。伝道はすば らしい機会

で ある と同時 に大 きなチ ャ レンジで

す。ほかでは得 られないすば らしい も

のが得 られ ます。皆 さんの持つ技術や
あかし

指導力 を高めて くれ ます。証 と確信を

深めて くれ ます。人々の生活 とともに

自分の生活 にも祝福 をもたらす ことが

できます。主について証を述べ るとき，

神の御子 を身近に感 じられ るようにな

ります。福音の知識が強固にな り，深
はらから

め られます。 同胞へ の愛が増 します。

真理 を雄 々 しく証す るとき，恐 れは消

えうせ ます。

わた したちはこの偉大な業に携 わる

若 い友 である皆 さ.んを愛 しています。

皆 さんが信仰深 く，真実でい られるよ

う祈 っています。 わた したちは神の王

国を発展させ るという偉大 な業に携わ

ってい ます。 この業 をわた したちに代

わって担 う備 えをしてくださっている

皆 さんに，わた したちは心か らの信頼

を寄せてい ます。ひざまずいて，毎 日，

朝に晩 に祈 って ください。 ご両親の勧

めによ く従 って ください。監督や副監

督に信頼を寄せて ください。彼 らは皆

さん を行 くべ き所 に導いて くれます。

「神 に頼 って生 きる ように」(ア ルマ

37：47)し て くだ さい。

皆 さんは主の業の中で も大い なる時

期に， この世 に生を受 けました。皆 さ

んが現在受け，そ してこれか ら受ける

機会 とまった く同等の機会に恵 まれた

世代 は， これ まであ りませんで した。

幸福 になる 目標 を今から立てて くださ

い。例 えば，何であれ自分で選んだ技

術や学習分野 について教 育 を受ける。

伝道に出て，主 に完全 に従い，主の業

を行 う。将来 ，主 の宮 です ば らしい
はんりよ

伴侶 と結婚するためにふ さわ しく生活

す る， などです。

主の祝福 が皆 さんのうえにあ ります

ように。主が皆 さんを見守 り，導いて

くだ さいますように。主 は皆さんが行

うべ き偉大な業 を用意 してい らっしゃ

い ます。主 を失望 させないで くだ さい。
み な

イエス ・キ リス トの御名 により，わた

しの愛 と祝福 を皆 さんに残 します。ア

ーメン。



●1997年4月6日(日)午 前の部会

道を示してくれた人々

第一副管長

トーマス ・S・ モンソン

世の救ω主 ざあるイ.エス ・キ リス トば， ……昔 右今も究趣の開拓者ざ

す。イエスかス 々に先立 っτ行かれ，あらゆるス 々仁徒うべき道を示

されたからざす。

△ 年1997年 は ，ブリガム ・ヤ ング

フ の霊感あふれる指導の下 に隔

者たちが グレー ト ・ソル トレーク盆地

に到 着 し， 「ま さにこの土地で ある。

さあ，前進 しよ う」1と宣言 して か ら

150年 が たった ことを祝 う記念の年で

す。本大会では， この歴 史的な出来事

について壇上か ら多 くが語 られること

で しょうし，また，神が絶 えず見守 り，

導いてくださったことに対 し，感謝が

ささげ られることで しょう。

この美 しい安息 日の朝 ，わた しは，

さらに昔にそ うした苦難の道 を歩んだ

「そのほかの開拓者」 につ いて，少 し

お話 ししたいと思います。そのために

まず，「開拓者」 という言葉 の辞書の

中での定義について しばらく考 えてみ

ま し ょう。 そ の定 義 とはす なわ ち，

「先立 って行 き，ほかの人々に従 うべ

き道を示す人」2です。

時計 の針 を少 し戻 して，ほかの場所

へ旅立 ってみ まし ょう。そ うすれば，

「開拓者」 とい う言葉の高い標準 に合

うと思われ る，様 々な人々に出会 える

かもしれません。

その ような人物の一人にモーセがい

ます。パロの宮廷で育て られ，エ ジプ

ト人のあ らゆる知恵 を学んだこのモー

セは，言葉 にも行 いにも力 ある者 とな

りま した。偉大な律法を伝 えた このモ

ーセこそ，十戒が刻 まれたあの石の板

を神か ら託 された人物であった という

ことを知 らない人はいないで しょう。

この・.卜戒の教 えは，当時 も今 も，等 し

く拘束力を持っています。

信頼 していた民の中には，かつての

生活に戻 ろうとする者たちがお り，モ

ーセはその ことで絶えず悩 まされてい

ました。モーセはそ うした人々の行動

に失意を抱 きなが らも，彼 ら，つ まり

イス ラエルの民 を愛 し，エジプ トの束

縛か ら導 き出したので した。確かにモ

ーセは開拓者 と呼ぶ にふ さわ しい入物

です。

次 に開拓者 と呼ばれるにふ さわしい

人物 は，ルツです。ルッはしゅうとめ

のナオミに同行するために， 自分の民

や親族や故国を捨てた人物です。そ し

てエホバの地でエホバ を礼拝 し，エ ホ
なら

バの民 に倣って生活 したのです。ナオ

ミに従順であることは，実に重要な意

味を持っていま した。その従順の結果，

ルツはボアズ と結婚 し，ルツ自身は異

国人でモ アブ人の改 宗者で あ りなが
そう そ ぽ

ら， ダビデの曾祖母 とな り， したがっ

てイエス ・キ リス トの先祖の一人 とな

ったのです。 『聖書』にはルツの名前
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を冠 した書があ りますが，その表現 は

詩的で，ルッの決意 と勇気が うかがえ

る文体 で書か れています。「ルッは言

った，『あ なた を捨て，あなたを離れ

て帰 ることをわた しに勧 めないで くだ

さい。わた しはあなたの行かれる所へ

行 き， またあ なたの宿 られる所 に宿 り

ます。あなたの民 はわた しの民，あな

たの神はわた しの神です。あなたの死

なれる所でわたしも死んで，そのかた

わ らに葬 られます。 もし死 に別れでな

く，わた しがあなた と別れるな らば，

主 よ，どうぞわた しをい くえにも罰 し

て ください。」3

確 かにこのルツも， この気高いルツ

も，開拓者の一人で した。

ほかにも開拓者 と呼 ばれるにふ さわ

しい信仰深い女性たちがい ます。例 え

ば，イエスの母のマ リヤ，マグダラの

マ リヤ，エステル，エ リサベッといっ

た女性 たちです。 また， アブ ラハム，

イサ ク，ヤコブ といった人たちも見落

とすわけにはい きません。 さらに，イ

ザヤやエ レミヤ，エゼキエル，そ して

後代の預言者たち も忘れるわけにはい

かないでしょう。

バ プテスマの ヨハネも忘れてはなら

ない人物です。ヨハ ネの衣服 は質素で，

その生活は簡素で，そのメ ッセージは

簡潔で した。すなわち，信仰 と悔 い改

め と水 に沈めるバプテスマ，それに，

ヨハネ自身が授かっている権能 よりも

さらに偉大な権能 を持つ御方 によって

聖霊を授け られることでした。 ヨハネ

はこう宣言 してい ます。「わた しはキ

リス トではな く，そのかた よりも先に

つ かわされた者 である。」4「わた しは

水でお まえたちにバプテスマを授ける

が，わた しよりも力のあるかたが，お

いでになる。……このかたは，聖霊 と

火 とによってお まえたちにバプテスマ

をお授 けになるであろ う。」5

ヨルダン川は，イエスが ヨハネか ら

バプテスマを受けるためにガリラヤか

ら下って来 られたこ とで，歴史に残 る

出会いの場所 となりました。最初， ヨ

ハ ネは主 にこう嘆願 しました。「わた

しこそあなたか らバプテスマを受ける

はずですのに，あなたがわた しの とこ

ろにお いで になるのです か。」6それ に



対 して主はこうお答 えにな りました。

「『すべての正 しい こ とを成就す るの

は， われわれ にふ さわ しい ことであ

る。』 ……イエス はバ プテスマ を受け

るとす ぐ，水か ら上が られた。す ると，
み たま

見 よ，天が開け，神の御霊がは とのよ

うに自分の上 に下 って くるの を，ごら

んになった。 また天か ら声があって言

った，『これはわた しの愛す る子，わ

た しの心 にかなう者である。』」7

ヨハ ネは大胆に宣言 し，こう教 えま

した。「見 よ，世の罪 を取 り除 く神の

小羊。」8

このヨハネについて，主は次の よう

に言われ ました。「女の産 んだ者の中

で，バ プテスマの ヨハネ より大 きい人
おこ

物 は起 らなかった。」9長い歴史 を通 じ

て数多 く生 まれた ほかの開拓者 と同

様，この ヨハ ネも殉教者の冠 をかぶっ

たのでした。

霊的な面で も行動の面で も開拓者で

あった数多 くの人々が，イエスに よっ

て召され，主 の使徒 となりました。 こ

の使徒 たちについては，一人一人に関

して数多 くの物語が残 されています。

イエス に最初 に召 された弟子の一人

にペテロがいます。漁師であったペ テ

ロは，主の神聖な呼びかけにこたえ，
み こえ

網 をわ きに置 いて，救い主の御声 に従

いました。「わた しについて きなさい。

あなたがたを，人間をとる漁 師に して

あげよう。」10わた しはペ テロのこ とを

考 えるとき，主 について 「あなたこそ，

生 ける神 の子 キ リス トです」Uと 言 っ
あかし

たペテロの証 にいつ も感嘆の念 を覚 え.

ます。
まな で し

愛弟子 ヨハ ネは，キリス トが十字架

におかか りになった とき，その場 にい

た と記録 されている唯一の使徒 です。

残酷な十字架につけ られたまま，イエ

スはヨハ ネにすば らしい責任 をお伝 え

になりました。御 自分の母であるマリ

ヤについて，「ごらんなさい。 これは

あなたの母 です」12と言われ， さ らに

マリヤに 「ごらんなさい。これはあな

たの子です」T3と言われたのです。

使徒 たちも人に先立 って行 き，ほか

の人々に従 うべ き道を示 しました。 こ

の使徒たちもやは り開拓者です。

しか しなが ら，歴史 を見るか ぎり，

大部分の人 はキ リス トのみ もとに来 る

こともな く，キ リス トのお教えになっ

た道 に従 うこ ともあ りませ んで した。

主は十字架 につけ られ，大部分の使徒

たちは殺 され，真理は拒 まれたのです。

真理の光はその明るい輝 きを失い，漆

黒の夜 の長い影が大地を覆いました。

これに先立つ こと何世代 も前に，イ

ザヤは こう預言 していま した。 「暗 き

は地 をおおい，やみ はもろもろの民 を
き きん

おお う。」14また，アモスは地が飢謹 に

見舞 われることを， こう預言 してい ま

した。「それはパ ンの ききんではない，

水にかわ くので もない，主の言葉 を聞

くことの ききんであ る。」15暗黒時代の

歴史に終止符が打 たれることはあ り得

ないように思 えました。天の使 いが姿

を現すことはないので しょうか。

やがて時が来て，熱意にあふれた正

直な人々が， 自らの生命 を危険にさら

しなが らも，真実の道を見つけ出そ う

と，新 しい判断基準の確立 を企図 した

のです。宗教改革 の 日の夜 明けです。

しか し，その前途は多難で した。迫害

も厳 しく，個人の犠牲 も甚だ しく，代

償 も計 り知れない ものだったの です。

この宗教 改革者 たち も開拓者で した。

道な き道に失われた判断基準 を求めて

必死 に分 け行 った宗教改革者 たちは，

それが見つか りさえすれば，人類 をイ

エスが教え られた真理の もとへ連れ戻

すことがで きると考 えたのです。

ジ ョン ・ウィクリフ，マルチ ン ・ル

ター， ジョン ・フス，ツ ビング リ， ノ

ックス，カルビン，そ して，テ ィンダ

ル といった人々も皆，宗教改革の時代

の開拓者で した。ティンダルが彼 を批

判す る人々に向かって宣言 した言葉 に

は，大 きな意 味が あ ります。 「す きを

引いて畑を耕 している農家の子供 でさ

え，あなたがた よりもはるかに 『聖書』

に精通させてみせよう。」16

そ れが偉大 な宗教改革者たちの教 え

であ り， また人生で した。彼 らの行為

は英雄的であ り，その貢献 も多大で，

犠牲 も並 々な らぬ ものが あ りま した。

しか し， この宗教 改革者 た ちが イエ

ス ・キリス トの福音 を回復す るこ とは

あ りませ んで した。

この宗教改革者たちについて，人 は
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こう尋 ねるか もしれませ ん。 「彼 らの

犠牲 は無駄 だったのだろ うか。彼 らの

戦 いは意味 のない ものだったのだろう

か。」わた しは熟慮の うえで，「そうで

はない」 と答 えます。彼 らの働 きの結

果，人々は 『聖書 』を手にする ことが

で きるようになりました。一人一人が，

自分で容易 に道 を見いだせ るようにな

りま した。 しか し，あ らゆる人が 『聖

書』 を読み，理解す ることがで きたな

ら，どんなにすば らしかったことで し

ょう。ただ，読める人 もいれば，聞け

る人 もいました。そ して，だれでも祈 り

を通 じて神に近づ くことがで きました。

長 く待 ち望んだ回復の 日が，現実 に

到来 しました。 しか し，世界の歴史の

中であの劇的な出来事が どのような意

味を持つかを考えるに当たって，まず，

一人の農家 の少年の証 を読み返 してみ

ましょう。 この少年 こそ，やがて預言

者 となった回復の証人，ジ ョセ ブ ・ス

ミスです。

自分 自身の経験をジ ョセブは次のよ

うに記録 してい ます。「ある 日のこと，

わた しは，ヤコブの手紙第1章5節 を読

んでいた。『あ なたがたの うち，知恵

に不足 している者があれば，その人は，

とがめ もせずに惜 しみな くすべ ての人

に与 える神 に，願 い求めるが よい。そ

うすれば，与えられるであろう。』」17
くらやみ

「とうとうわた しは，暗 闇と混乱の

中にとどまるか，それ ともヤコブが指

示 している とお りに行 うか，すなわち

神 に願い求めるか，どちらか にしなけ

ればならないとい う結論を出すに至 っ

た。……

わた しはこれ を実行するために人 目

を避 けて森 に入 って行 った。 それ は

1820年 の早春，美 しい晴れた日の朝の

ことであった。……

わた しは……ひざまずいて，心の願

いを神 に告げ始めた。……

わた しは自分の真上 に，太陽の輝 き

に も勝 って輝 いている光 の柱 を見 た。

そ して，その光の柱 は次第に降 りて来

て，光はついにわた しに降 り注 いだ。

そ して，その光がわた しの上にとど

まった とき，わた しは筆紙 に尽 くし難

い輝 きと栄光 を持つ二人の御方がわた



しの上の空中に立 ってお られるのを見

た。する と，そのうちの御一方がわた

しに語 りか け，わた しの名 を呼び，別

の御方 を指 して，『これはわた しの愛

す る子であ る。彼に聞きなさい』と言

われた。」18

御 父 と御子 イエス ・キ リス トが， ジ
みすがた

ヨセブ ・ス ミスの前 にその御姿を現 さ

れたのです。時満 ちる神権時代 の夜明

けが到来 しました。幾世代 も続いた霊
やみ

的な夜 の闇が払われたのです。

ジ ョセブ ・ス ミスの生涯 と業績につ

いては， これまで無数の書物 に著され
き ょ っ

て きました。 しか し，今 日ここでわた

しの話の 目的を達成するためには，恐

らく2，3の 中心的な出来事 を紹介すれ

ば十分で しょう。ジ ョセ ブ ・ス ミスは

天使モロナイの訪れを受けま した。 ま

た， 主の指示 の ままに貴重 な版か ら

「モル モ ン書 』 を翻 訳 し，全 世界 の
あかし

人々に対するキリス トの新 しい証 とし
み て

ました。神の御手に使われる者 とな り，

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の設立

に関する数々の力強い啓示を受 けまし
み わざ

た。 またジョセブは，御業を進めてい

たとき，バ プテスマの ヨハネやモーセ，

エ リヤ，ペテロ，ヤ コブ， ヨハ ネの訪

れを受けました。万物の回復 を成 し遂

けるためです。 さらに，迫害に耐え，

深い苦 しみ を味わい ました。彼 に従っ

た者たちも同様 でした。 また，神 を信

頼 し，その預言者 としての召 しに忠実

で した。全世界 に向けて驚 くべ き伝道

活動 を開始 し，それ により今なお，人

類 に光 と真理が もた らされ てい ます。

最終的には，ジ ョセ ブ ・スミスは，兄

のハ イラムとともに，殉教者 として世

を去 りました。

ジ ョセブ ・ス ミス もほんとうの意味

で開拓者で した。

聖文の歴 史を最初か ら最後 まで読み

通す と，究極の開拓者，す なわち， イ

エス ・キ リス トにつ いて学ぶ ことがで

きます。イエスの誕生は古代の預言者

たちによって預言されていま した。 こ

の世 の生涯を始め られることは，一人

の天使に よって告 げ知 らされま した。

イエスの生涯と働 きは世界を変えてき

ました。

ベツ レヘムにみ どり子が誕生すると

たまもの

同時に，大いなる賜物が もたらされま

した。武器 よりもはるかに力あ る権能

が， また，カエサルの硬貨 よりもはる

か に永 続す る宝が もた らされたので
おさなこ

す。 この幼子は，王の王，主の主，約

束のメシヤ，すなわちイエス ・キ リス

トであ り，神の御子 となる御方で した。

馬屋に生 まれ，かいばおけに寝か され

たこの幼子 は，肉体を持つ人間として

この地上で生活す るために天か ら降臨

され，神の王国を設立 されたので した。

この地上 で教導 の業 を進 め られ る間

に，人に高度な律法 をお授けにな りま

した。その栄光に満ちた福音は，世界

の人々の考 え方に新 しい命 を吹 き込み

ました。病気の人を祝福 し，歩 けない

人を歩けるように し， 目の見えない人

を見 えるように し，耳の聞こえない人

を聞こえるように しました。 また，死

者をよみがえらせることす らな さった

のです。

使徒行伝 の中の一文が，万巻の書物

に代 えて主の働 きをよ く表 してい ま

す。「このイエスは，神が共にお られる

ので，よい働 きを ・…されました。」19

イエスはわた したちに祈 ることを教

えられ ました。「天にいます われ らの
み な

父 よ，御名があがめ られ ます ように。
み くに

御国が きますように。み こころが天 に

行われるとお り，地 にも行われます よ

うに。」20

また，ゲッセマネと呼ばれ る園の中

で，苦 しみのあ まりその毛穴か ら血 を

流 されたイエスは，その祈 りの中で こ

う訴 えられ ました。「父 よ，み こころ
さカずき

ならば， どうぞ， この杯 をわた しか ら

取 りのけて ください。 しか し，わたし

の思いで はな く，みこころが成るよう

にして ください。」21

また，仕 えることも教 えられ ました。

「わた しの兄弟 であるこれ らの最 も小

さい者のひとりにしたのは，す なわち，

わた しにしたのである。」22
ゆる

また，わた したちに赦す ことも教 え

られま した。 「主な るわた しは，わた

しが赦 そう と思 う者 を赦す。 しか し，

あなたがたには，すべての人を赦すこ

とが求め られ る。」23

また，わた したちに愛す ることを教

え られ ました。「『心 をつ くし，精神を

つ くし，思い をつ くして，主なるあな

たの神 を愛せ よ。』 これがいちばん大

切 な，第一のい ましめである。第二 も

これ と同様 である，『自分 を愛す るよ

うにあ なたの隣 り人 を愛せ よ。』」24真

の開拓者であった主は，「わた しに従

って きなさい」25と言 われ，人々 を招

き寄せ られたので した。
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ここで 目をカペナウムに向けてみま
かいどうつかさ

しょう。そこで，会堂司の一人であっ

たヤイロとい う者が主の もとに来て，

こう言 ってい ます。「わた しの幼 い娘

が死にかかってい ます。 どうぞ，その

子がなおって助か ります ように，おい

でになって，手 をおいてやって くださ

い。」26すると，会堂司の家か ら知 らせ

が来ま した。「あなたの娘 はな くな・り

ました。」27

キ リス トはそれ に対 して，こうお答

えにな りました。「恐れることはない。

ただ信 じなさい。」28主は，会堂司の家

に着かれると，泣 き叫ぶ者たちの間を

通 り過 ぎ，彼 らに向かって こう言われ

ました。 「『なぜ泣 き騒いでい るのか。

子供は死 んだのではない。眠っている

だけである。』人 々はイエスをあざ笑

った。」29それは，その娘がすで に死ん

でいるこ とを知 っていたか らで した。

「イエス はみんなの者 を外に出 し，…

…そして子供の手 を取 って，…… 『少

女 よ， さあ，起 きなさい』〔と言 われ

た。〕……彼 らはたちまち非常な驚 きに

打たれた。」30

救 い主が十字架 につけ られるまでの

出来事 を思い起こす とき，わた しの心

はどうして も感情 的になって，涙 を禁

じ得 ません。わた しは， 「十字架につ

けよ。……十字架 につ けよ」31と叫ぶ

群衆にこたえた ピラ トの言葉 を読 むと

き，身のす くむ思いが します。 ピラ ト

は，「水 を取 り，群衆の前で手 を洗っ

て言った，『この人の血 について，わ

た しには責任がない。おまえたちが 自

分で始末 をす るが よい。』」32イエスは

あざけられ，顔につ ばきを吐 きか けら

れ，その頭 にはいばらの冠 をかぶせ ら

れま した。 また，イエスに飲 ませ よう

と，酢いぶ どう酒 が与 え られま した。

こうして，彼 らは主 を十字架にかけた

のです。

主 の遺骸 は，借 りた墓 の中 に横 たえ

られました。 しか し，主の肉体 をとど

めてお くことので きる墓などは存在 し

なかったのです。3日 目の朝，マ グダ

ラのマ リヤ とヤ コブの母マリヤ とこの

二人に同行 して来た女たちに，喜 びの

メッセー ジが もた らされ ました。女た

ちが墓 に来ると，入 り口の大 きな石が

転がされていて，墓 はすでに空になっ
み つか

ていたのです。二人の御使 いが，泣い

てい る女たち にこう言 いま した。 「あ

なたがたは，なぜ生 きた方を死人の中

にたずねているのか。そのかたは，こ

こにはお られない。よみがえ られたの

だ。」33

確 かに，主はよみがえられたのです。

主 はマ リヤ に現れ，ケパ，すなわち，

ペテロにも現 れ， さらに，十二使徒の
みすがた

兄弟たちにも御姿 を現 されま した。ま

た， ジョセブ ・ス ミスにも御姿 を現 さ

れました。ジ ョセ ブはこう宣言 してい

ます。「小 羊についてな されて きた多
あかし

くの証の後，わた したちが最後 に小羊

についてなす証 はこれである。すなわ

ち，『小羊は生 きてお られる。』わた し

たちはまことに神の右 に小羊 を見たか

らである。」34
あがな

わた したちの仲保者であ り，順い主

であ り，長兄 であ り，御父へ の代弁者

である主は，わたしたちの罪のために，

そして全人類 の罪のために亡 くなられ

ま した。 イエス ・キリス トの蹟 いは，

予任 されてはいた ものの，神 の独 り子

の自らの意志で行われた行為 です。イ

エス は，わた したちすべての者のため

に，その贈いの代価 として， 自らの命

を差 し出 されたので した。

主の伝道，人々の聞で行われた教導

の業，真理 の教 え，慈悲に満ちた行い，

わたしたちに対す る不変 の愛について

考えるとき，わたしたちの心 は感謝の

念で満たされ，心が熱 くな ります。世

の救 い主 であるイエス ・キ リス トは，
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神 の御子であ り，昔 も今 も，究極の開

拓者です。 イエスが人々に先立って行

かれ，ほかのすべ ての人たちに従 うべ

き道を示 されたか らです。 わた したち

がこれか らも主に従 って歩 むことがで
み な

き ま す よ う ， イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名

に よ っ て 祈 りま す 。 ア ー メ ン。
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あ が な

順 い主 イエス・キ リスト

十二使徒定員会会員

リチ ャー ド ・G・ スコッ ト

贋ω主ば皆さんを愛 しτおられ，今と永遠にわたる幸福を右たらす重

要な事柄を達成ざきるよ うに助けτくださωます。

き よ つ

△ 日は4月6日 です。現代の聖典に

フ は， この 日にイェス ・キl/ス ト

が誕生 された と記録 されています。1わ

たしはへ りくだって，各自が計 り知れ

ない恩 を受けて小る，この栄光 ある御

方 につ いてお話 しします。聖文が主に

ついて教 えていることは真実です。わ

たしは個人的な気持ちを表すためにそ

の幾つかを引用 しましょう。
あかし

パ ウロはこう証 しました。 「彼は…

・全 き者 とされたので，彼 に従順であ
すくい

るすべ ての人に対 して，永遠の救の源

とな」2られたのである。

永遠の救 い は とて も貴重 な もので

す。 しか し，それを得 るには主に従わ

なければな りません。

イエ スは言 われま した。 「わた しは

よみがえ りであ り，命である。わた し

を信 じる者は，たとい死んで も生 きる。

また，生 きていて，わたしを信 じる

者は，いつまで も死なない。」3

「わた しの戒めを守 り，最後 まで堪

え忍ぶならば，あなたは永遠の命を得

るであろう。」4

いつ まで も死 なずに永遠の命 を得 る

には，主 に従 って最後 まで堪 え忍ばな

ければな りません。

わた しは，主が 「神の声に聞き従 う

すべ ての 人を救 うために，この世に来

られ」，「すべ ての入の苦痛」 を受け ら

れた ことを証 します。 また，「復活が

すべての人に及び，大 いなる裁 きの 日
み まえ

に，すべての人が神 の御前に立つ よう

にするため」 に，十字架におかか りに

なったことを証 します。主が 「すべ て

の人 に， 〔主〕に対 して完全 な信仰 を
み な

抱 きなが ら，悔い改めて，神 の御名に

よってバ プテスマ を受 け」るように命

じてお られ，「そ うでなければ，人は

神の王国に救われない」5ことを証 しま

す。悔い改め，主を完全に信 じること，

これ らは救いに不可欠な条件です。
あがな

「イエス ・キ リス トの蹟いの血 によ

ってのみ人は救 われるのであ り，ほか

には一切道 も手段 もない」 ことを証 し
あわ

ます。6イ エス ・キ リス トは 「憐れみ

の計画を成 し遂げるため，正義の要求

を満たすため，また御 自分が完全で公

正 な神，憐れみ深い神 であ り続 けるた

めに，御 自分で世の罪の瞳いを」7され
しょくざい

ま した。聖なる瞭い主の騰 罪がなけれ

ば，地上 に生 を受 けたすべての人 は，

正義の要求により，神 のみ もとに戻っ

てその栄光 と昇栄 を受けることはで き

ませ ん。8だれ もが過ちを犯 し，それに

対す る正義の要求を自分では満たせ な

いか らです。キリス トの 「無限の蹟罪」

がなければ，わた したちは死んだとき

に神のみ もとに帰 ることがで きず，ヤ
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コブが厳粛 に警告 したように，「わた

したちの霊 は……悪魔……に従 うよう

にな り， もはや起 き上がることは」な

く，「あの天使の ようになって……悪

魔の使いである悪霊 となって，神の御

前か ら締め出され，偽 りの父 とともに

一惨めな状態 にとどまっていた」9で

しょう。

「蹟いは聖 なるメシヤによって， ま

た メシヤを通 じて もた らされ」 ます。

それは，「 ち砕かれ た心 と佑いる霊

を持 つす べ ての 人 のた めに」 あ り，

「このような人々のためにしか，律法

の 目的 は達せ られない」 か らです♂D

「打 ち砕 かれた心 と悔 いる霊」 とい う

絶対必要条件 は，従順で，求めに容易
けんそん

に応 じ，謙遜す なわち教えを受けるこ

とができ，進 んで従 うことの必要性 を

定めてい ます。最 後に，「これ らの こ

とを地 に住む者 に知 らせて，聖なるメ

シヤの工徳 と憐れみ と恵みによらなけ

れば，だれ も神の御前 に住める者がい

ない ことに気づ かせる」11のが， どん

なに大切なこ とであるか証 します。 イ

エス ・キリス トは，天父のほかの子供

が持ち得 ない 「功徳」 を有 してお られ

ま した。ベ ツレヘムに誕生する前 に，

神，エホバであられました。イエスは，

愛にあふれる御父か ら霊の体 を受けた

だけでな く，肉における神の独 り子 と

なられま した。 わた したちの主は，罪

のない完全な生活 を送 られたので，正

義の要求か らまった く自由で した。主
ゆる

は愛，思 いや り，忍耐，従順，赦 し，

謙遜な ど，あ らゆる属性 において完全

な御方で した。今 もそうです。主の憐

れみは， わた したちが悔い改めて主に

従 うとき，正義の求める負債 を払って

くれ ます。わた したちは，た とえ全力

を尽 く して も， 自分 を救 え ませ ん 。

「わた した ちが最善 を尽 くした後……

救 われる」のは，神の恵みに よるので

す。12

わた したちは前世での記憶 をな くし

ていますが， この地上に来 る前 に，永

遠の父なる神 とその御子 イエス ・キ リ

ス トのみ もとで生活 していました。そ

して，肉体 を受けるために， 地上に

来る特権 が与 えられたとき，喜びの声

を…ヒげました。わたしたちは，ここで



試 されることを知ってい ました。従順

な生活 を選べ ば，天父のみ もとに帰 っ

て永遠 にともに住むことができるので

す。その試 しの中には，地上での大切

な目的を忘れさせるような，うわべ は

とて も魅力的なことが たくさんあ りま

す。サタンは，その 目的 をくじくため

に，懸命に働 きかけています。

この計画は，本質について考 えると，

きわめて単純です。主が告げ られたよ

うに， わた した ちが ここにいるのは，

主の教 えに対 して雄々 しく，従順でい

られるか どうか，試 され るためです。

皆 さんは地上のだれ よりも，それ を行

う可能性に恵 まれています。なぜな ら，

回復 された完全 な福音 と救い主 の教え

を手 にしているか らです。人生 につい

て静かに考 えてみ ると，何がこの世で

きわめて大切で，何がそうでないかが

はっき り分か ります。賢 くあって，良

い もの と必要不可欠な ものの優先順位

を混同 しないで ください。

何が必要不可欠で しょうか。教義に

かかわる ものです。様 々な儀式 の中心

に置かれ，重大な聖約 を含む ものです。

この儀式には，主 の教会 と地上 の王国
あんしゅ

に入 るためのバプテスマと按手があ り

ます。男性であれば，ふさわ しい状態

でメルキゼデク神権 に聖任 されること

や，その神権 を尊 んで人のために行使

することが含 まれます。成人の男女で

あれば，自身のエンダウメ ントを含め，

神殿のすべ ての儀式が入 ります。その

中には，神殿の結 び固めの儀式があ っ

て，夫婦は従順であれば， この世か ら

永遠の世にわたってともに生活できる

と約束 され ます。夫婦が忠実であれば，

神殿結婚を通 して生 まれた子供や，後

に両親 に結 び固め られた子供は，永遠

に愛の輪 に加 わ り，喜びを共 にします。
あがな

主の蹟いの犠牲の祝福 をすべて受ける

ために，わたしたちが求め られている

のは，主の戒め に従 うことと， これ ら

の必要 な儀式 をすべ て受けることだけ
しょくざい

です。順罪 は，自分の犯 した背 きや過

ちを克服で きるように助けるだけでな

く，人生のあ らゆる不公平，すなわち，

自分の決断の結果でな く，環境やほか

の人の行為 の結果 として生 じた不当な

事柄をすべて，主の時 において，解消

するで しょう。

理解や賛成 をしない人がいるか もし

れ ませ んが，わた しは，バプテスマを

受け，大 きな罪 を避 けなが ら容認でき

る生 活 を送 るだ けで は，十分 で ない
あかし

と証 します。昇栄 と永遠の命 に至るに

は，今述べた追加の儀式 と聖約 を受け

なければならない と，主は定 められま

した。神殿の儀式 にふ さわ しい とは，

世の多 くの人が進んでや りたが らない

ことを選ぶ ことを意味 します。安息 日
きよ じゅうぶん

を聖 く保ち，信仰 をもって什 分の一と

断食献金 を納 め，教会の礼拝行事にい

つ も参加 し，奉仕 を行 い，家族一人一

人を助けて愛 と感謝を表 します。神殿

の儀式をすべ て受けた人 は，自分が交

わ した聖約 を守 って，忠実に 「最後ま

で堪 え忍 」13ぶことによって，引 き続

き成長 してい きます。

「打 ち砕 かれた心 と悔 いる霊」14を

もって，進んで行 うな ら，聖約 を守る

のは難 しいことで はあ りません。聖約

に従 うな ら，聖約 はわたしたちに幸福

と喜びを もた らし，人生 に目的を与え

て くれます。 しか し，選択の 自由を使

って，聖約 と相反する選 びをしてしま

ったときは困難が伴います。 自分の 自

由になる時間に行 っていることをよく

吟味 して くだ さい。最 も優先順位が高

くて重要 な事柄が，中心 になっている

で しょうか。それとも，無意識の うち

に，永続す る価値のないものや，地上

に来た 目的の達成 に役立 たないつ まら

ない活動 で，時間を埋 めていないで し
きょ う

ようか。今 日や明 日に起 こることだけ

でな く，永遠の見地か ら人生 を考 えて

ください。今欲 しいと思 う何かのため

に，人生に最 も必要な ものをあ きらめ

ないで ください。

地上での試 しの期間に達成すべ き非

常に重要なことは，最優先 しなければ

な りません。た とえ達成す る価値のあ

る良いことであっても，重要性 におい

て劣 るものは，優先すべ きではあ りま

せん。 この世の生涯の後 に，皆さんは

現世 で自分が なろうとしたものに回復

されるで しょう。

わたしは，皆 さんが家族 とともにす

べての救いの儀式 をふ さわ しい状態で

受け，関連す る聖約 を正 しく守ってき
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た ことを知って，心 の平安 と晴れやか

さを感 じるこ とが で きれ ば と思い ま

す。わたしは力の限 りを尽 くして皆さ

んにお勧め します。救いの儀式 をすべ

て受け，皆 さんの家族全員がこの世を

去る前 にそれ らの儀 式を受け られる よ

うにできることをすべ て行って くだ さ

い。善悪 に囲まれ，死すべ き肉体 を持

った この地上では，霊界で霊の状態で

生活するときよりも，はるかに速 く成

長す るこ とがで きます♂5普 通の生活

の長 さを考 えれば，救 いに不可欠な儀

式 をすべ て受 けるため に必要なのは，

たくさんの時間ではあ りません。必要

なのは，勤勉 と理解 と従順です。皆 さ

んに求められるのは，これ らの儀式に

対するふさわ しさを身に付け，できる

だけ多 くの儀式 を受け.るために，能力

の範囲内で全力 を尽 くす ことです。 も

し自分ではコン トロールできない理由

によ り，すべての儀式を受け られない

人は，ふさわしい生活を して，決 して

自分 を不適格 と考 えないで くだ さい。
みこころ

主 は，御心 にかなう時 と場所 において，

約束 されたすべ ての祝福 を受け られ る

ようにして くださるで しょう。

意図的であるな しを問わず，救い主

とその教 えが生活の中で優先すべ き多

くの ものの一つにす ぎないと考えて生

活す る人は，明 らか に落胆への道 を歩

むことになるで しょう。一部の条件だ

けを満たす ことによ り，永遠の幸福 を

失って しまう.のは，ほん とうに賢い こ

とで しょうか。皆 さんが必要な変化 を

今起 こそ うとい う気持ちになれるよう

に祈っています。

もし背 きの中に とどまっている人が

いれ ば，戻 って来て ください。 もしこ

の世の ことに惑わされて神の ことを忘

れているならば，優先順位 を正 してく

ださい。 もし救 いの儀式 をまだすべて

受けていなければ，そのために必要 な

ことを行 うと，今決意 して くだ さい。

わた したちは，蹟い主イエス ・キリ

ス トによって行われた蹟罪 にどれほど

感謝すべ きで しょうか。以下の聖句 に

描 かれた模範 に従 って生活す る とき，

生活 に豊 か さと喜 びが もた らされ ま

す。

「彼 らは， しば しば断食 して祈 り，



けんそん

ます ます謙遜にな り， ます ますキ リス

トを信 じる信仰を確固 としたものにし

たので，喜び と慰めで満 たされ，まこ
きよ

とに清め られ，心の聖めを受けた。 こ

の聖めは，彼 らが"・を にハわせ たた

め に 受 け た の で あ る 。」16
あがな ゆる

「〔順い を通 して得 られ る〕罪の赦

しは柔和で心のへ りくだった状態 を生

じ，柔和で心のへ りくだった状態 であ

れば聖霊 の訪れが」あ り， 「この慰め

主 は，希望 と完全 な愛を人の心に満た
あかし

される」17こ とを証 します。永 遠の父

なる神が皆 さんを愛 してお られ，祈 り

を聞いてこたえて くださることを証 し

ます♂8贈 い主 は皆 さんを愛 してお ら

れ，今 と永遠にわたる幸福 をもたらす

重要な事柄を達成で きるように助 けて

くだ さいます。 イエス ・キリス トの証

人の一人 として，わた しは，主が生 き

てお られ るこ とを知ってい ます。 イエ
み な

ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ り，ア ー メ ン。

注

1， 教 義 と 聖 約20：1

2.ヘ プ ル5：8-9

3.ヨ ハ ネ11：25-26

4， 教 義 と 聖 約14：7

5.2ニ ー フ ァ イ9：21-24参 照

6.ヒ ラ マ ン5：9

7.ア ル マ42：15

8.ジ ョ ン ・テ ー ラ ー ， τわθMθ σ1θ亡わ η

θηd亡 わθA亡0η θmθ η亡 『仲 保 と 賄 い 」

pp.179-183。 黙 示3：21;21：

7も 参 照

9.2ニ ー フ ァ イ9：7-9

10，2ニ ー フ ァイ2：6-7， 下 線 付 加

11，2ニ ー フ ァイ2：8， 下 線 付 加

12，2ニ ー フ ァイ25：23

13， オ ム ナ イ1：26

14，3ニ ー フ ァイ12：19

15.Mθ 八/1η」 θθ〃∂rdL一 一〇rα5θ(ゴθrプbr

月1gわ 亡θoαsη θss『 メ ル ビ ン ・J・ バ

ラ ー ドー 義 の 戦 士 』pp.212-213

16.ヒ ラ マ ン3：35， 下 線 付 力0

17， モ ロ ナ イ8：26

18， τわθ7一 θθoり1ηgsofSρ θηoθrレ1/，

κ1mわ θ〃 『ス ペ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー

ル の 教 え 』p.252参 照
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旅について
何も恐れる必要はない

十二使徒定員会会員

M・ ラッセル ・バラー ド

這がと物 なに険 しく……～「r5，わた した ちば先入力沃 を仰ω1『……ス

生の最右過酷な該練，悲惨仁堪え忍んだことを知ると，慰められます。

過轡携禦療編
地 で，教会 員の思い は末 日聖徒 イエ

ス ・キリス ト教会の確立にまつわるた

ぐい まれ な出来事に向け られて きまし

た。 ワー ドやステークが1年 間に及ぶ

この開拓 者150年 記 念祭 を活用 して，

1847年 にユ タに入植 した開拓者 や ，

「信仰 こめて，一歩ずつ」道 を切 り開

いた世界各地 の開拓者の卓越 した働 き

をたたえる機会 にできるのは，すばら

しいことです。

シベ リアで作 られた手車は，現在 ロ

シアやウクライナの各伝道部 を横 断中

ですが， これは開拓者 をたたえる世界

的規模の活動の好例です。この手車 は，

旅の最後の行程であるエ ミグ レー ショ

ンキャニ オンを通って，7月22日 に デ

ィス ・イズ ・ザ ・プ レース州立公園に

到着する予定です。

この1年 を通 じて，わた した ちは教

会歴史 を振 り返 り，過去の課題に立 ち

向かって克服 した人々の模範的な信仰

と勇気か ら，現代の諸問題 に立ち向か

う力 を くみ取 ります。 わた したち は

様 々な国の偉大な開拓者たちをたたえ

る過程 で， しば しば 目を涙でぬ らし，

心 か ら感謝 する史実 を知 るで しょう。

音楽， ドラマ，感動的な追体験 を通 じ

て，わた したちは開拓者 のたどった，

この世的に も霊的にも驚 くべ き旅 に思

いをはせ るでしょう。

しか し現在の神権時代の基 を据 えた

人々の霊的な支 えを理解 しなければ，

彼 らの成 し遂げた旅の意義 を理解す る
ひとたび

ことはで きません。一度そのかかわ り

が理解で きれば，開拓者の旅 とわた し

たちの信仰 の旅が似通っていることに

気づ くで しょう。彼 らの残 した足跡の

・一歩…歩に
，数々の教訓が含 まれてい

ます。愛，勇気，決意，献身，忍耐，そ

して何よりも信仰についての教訓です。

1847年 にユ タに入植 した開拓者の信

仰は，福音 の諸原則 に根ざ していま し

た。彼 らは迫害の恐れな しに礼拝でき

る避け所を求めて，家，神殿，時には

家族さえも後 にしま した。配給品や家

財の面では，彼 らが持ち出せた ものは
ほろ

微々たるもので した。 しか しどの幌馬

車や手車に も，彼 らの信仰が ぎっ しり

積 まれてい ました。神への信仰，預言

者 ジョセブ ・ス ミスを通 して教会が 回

復 されたことへの信仰，神 は自分たち

の 目的地 を御存 じであ り，必ず成功 に

導いて くださるという信仰です。
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1847年 に モルモ ン街道 を旅 したある

人は，その道 のことを 「希望の道」 と

呼んでい ました。わた しは この 「希望

の道」 とい う呼び名が好 きです。安息

の地 を見いだそうとす る各人の普遍的

な希求が感 じられ るか らです。そこは

人々の心が一一つ に結ばれ，希望が支配

する聖徒 たちの共同体です。

150年 記 念祭を通 じてわた したちが

特別 な賛辞をささげるこの19世 紀の開

拓者 たちは，決 して英雄 になろうとし

たわけではあ りません。に もかかわ ら

ず，成 し遂げた事柄は英雄的偉業で し

た。彼 らはそれによって聖徒 となった

のです。彼 らは正 しい理由によって正

しいことを行お うと努 めた信者の一団

であ り，非凡 な務めを果たすように求

め られた普通 の男女で した。時 には落

ち込んでつぶやいた り，不平 を言った

りしたこともあ りましたが，最終的に

は神への信仰 と，彼 らが預言者，指導

者 として支持す る人へ の信頼が勝利を

収めま した。 こケして彼 らは幌馬車の

進路 を修正す ると同時に， 自分 たちの

ビジョンや姿勢 を正 しました。旅の苦

難 と試練のただ中 にあって，喜 びを見

いだ していました。

開拓者たちのユ タ山中への移住に先

立つほぼ7年 前 ，ウ ィリアム ・ク レイ

トンはイギ リスにいる仲間の聖徒に手

紙 を書 き，シオンに集合するように勧

め ました。当時 はまだ， シオ ンがやが

て幌馬車 と手車 を連ねて，西部 に移動

することになろうとは，思ってもいま

せんで した。彼 はこう記 してい ます。

「わた したちは……距離 的には隔たっ

ていますが，わた しは決 してあなたが

た を忘れ ませ ん。……神 をたたえるた

めに，少 し述べ させて くだ さい。わた

しがそのために堪 え忍 んだすべての事

柄は決 してわたしを傷つけた り，落胆

させた りは しませんで した。む しろ良

い結果 をもたらしました。……時には

熱暑 で息 も止 ま りそうにな り……，時

には寒 さで凍 えます。 わた しは羽毛の

代わ りに板 の上で眠 らなければな りま

せんで した。 ……ぬれた服を乾か した

り着替 えた りす ることもで きず……厳

しい天候の下 ，……戸外で眠 らなけれ

ばな りませんでした。 さらにあなたが



たが想像 もで きない ような目に遭 いま

した。・ 〔で も〕わた したちは健康

で元気です。 もし忠実な らば，麹

いて ロ 恐れ る・'・は せん。主

は聖徒の面倒を見てくださいます。」1

ウ ィリアム ・クレイ トンは後に，ア

イオワ横断の旅の途中で 「恐れず来た

れ，聖徒」(『賛美歌』17・番)の 詞 を書

きました。 クレイ トンをは じめほかの

大勢の聖徒たちは，ユ タに移住す る約

2，000キロに及ぶ行程の中で，絶えず信

仰 を抱いていれば 「旅について何 も恐

れる必要 は 〔ない〕」 ことを親 し く知

るようにな ります。
こんにち

開拓者 の経験 の中 に，今 日のわたし

たち に益 となる教 訓が あるで しょう

か。あ ります。1847年 の 開拓者たちや

ほかの国の開拓者 たちに力 を与えた信

仰 は，回復 された福音の基本的教義 を

中心 とした純粋 な信仰で した。彼 らは

それが真実 である と知 っていま した。

彼 らにとって大事 だったのはそれだけ

で した。 わた したちとっても事情 は同

じだ と思います。わた したちの信仰 も，

神が生 きてお られ， 自分 たちが神の子

供であ り，イエス ・キ リス トが神 の独

り子であって救 い主であ られ るという

基本的な真理に，中心 を置 く必要があ

ります。神が預言者 ジョセブ ・ス ミス

を通 じて地上に完全 な形 で教会を回復

された ことを知る必要があ ります。真

実な信仰 をもって研究 し受 け入れるな

ら， わた したちはイエス ・キリス トの

回復 された福音を通 して，御父が子供

たちの幸福のために備え られた計画が
めいりよっ

明瞭で，きわめて簡潔なものであるこ

とが分か ります。

1847年 に あったノーブーか らグ レー

ト・ソル トレーク盆地へ の旅 は，アイ

ダホ出身のあ る若い宣教 師が1993年 末

にシベ リアの地で最初に働 く宣教 師団

に交 じって赴任するのとよく似ていま

す。教会の宣教師たちは，ほぼ毎 日の

ように様々な国に上陸 しています。彼

らはその国の言語知識 に乏 しく，食糧

も文化 も生活事情 もそれ まで慣れ親 し

んだ もの とまった く違い ます。それで

も彼 らは現代の開拓者 として，旅を恐

れず信仰 を込めて一歩ずつ， イエス ・

キリス トの回復 された福 音 というよき

ii難
灘

購
灘 麹

、亭1・壌馨

灘}1
・ 轡

1懸l
il

お とずれ を全地の人々に携 えて行 くた

め，雄々 しく進んで行 きます。

わたしたちも信仰があればそれぞれ

の旅を，同 じように雄 々しく恐れずに

進む ことがで きます。た とえそれが，

問題 を抱 えた子 供 と歩 む親 であ ろう

と，子供たちを立派 に育てようと努 め

るひ とり親であ ろうと，邪悪で混乱す

る世界 に自分の場所 を見つけようとも

が く若人であろうと，独 りで人生を生

き抜 こうとしている独身者であ ろうと

同 じです。道が どんなに険 しく荷が ど

んなに重 くて も，わたしたちは先人が

天を仰 いで平安，慰 め，希望 に満ちた

確信を求めなが ら人生の最 も過酷な試

練，悲惨 に堪 え忍んだ ことを知る と，

慰め られ ます。わた したち も彼 らと同

じように，神が御父であ り，個人 とし

て も全体 としても主はいつ も見守 りを

与えて くだ さり，わたしたちが主に対

する信仰 を行使 し信頼 を寄せ続 けるか

ぎり，旅 について何 も恐れる必要がな

い ことを知るで しょう。1847年 の 開拓

者たちはプラット川やスイー トウォー

ター川などの，生命維持 に欠かせない

新鮮な水 を提供 して くれ る川筋 に沿っ

雛
磯轡

1轟

蝶 響

ト熱 』譲

、・ 麟鞭
，

灘馨懸繕羅灘

灘欝
齢射

蝉

融㌔
'欝

て西を 目指 しま した。 同じようにわた

したち も現世の旅 を続 けるとき，信仰

を新た にし努力 を維持で きる ように，

キリス トの生ける水に沿 って歩み，そ

の恵み にあずかる必要があ ります。
へいたん

人生 は平坦 な道ばか りとは限 りませ

ん。わたしたちは旅の途中，アイオワ

を横 断 した開拓者たちのように，ひざ

まで泥 につかるような思い をし，夢 を

葬 り去 らなければならないか もしれま

せん。だれもが向かい風 を受けなが ら，

冬 を間近 に控 え， ロソキー山脈の尾根

に立 ち向かい ます。時 には目を刺 し，

視界を曇 らせる砂ぼ こりが際限なく続

くように思えます。絶望や落胆 という
カけ

切 り立 った崖のせいで，旅が停滞する

こともあ ります。その近 くで開拓者が

苦 しんだデ ビルズゲー トは，いつで も

大 きく口を開けてわた したちを誘い込

も うとしてい ます。 賢明 で信仰 深い

人 々はその ような誘惑 からで きるだけ

遠 くに進路 を取 ります。しか し一方で，

わた したちの身近 にい る最 も親 しい

人 々が時 として，楽で便利で快適で安

心であるとい う誘惑に負けて しまいま

す。開拓者かそうであった ように，時
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折，わた したちは人生 とい う山の一つ

の頂上にたどり着 きますが，行 く手に

は今越 えて来たばか りの 山よりさらに

高 く，険 しい山々が見 えることがあ り

ます。信仰 と忍耐 という目に見 えない

力の蓄えを使ってわた したちは先人た

ちの ように少 しずつ前進 し，信仰を も

って堪え忍んだ開拓者の仲間入 りをし
よ

て， ともに 「すべ は善 し」(『賛美歌 』

17番)と 歌 える 日を待ち望みます。

わた したちは旅 を終 え，教会歴史土

の偉大な開拓者 たち と肩 を並べて立つ

とき，どんな気持ちがするで しょうか。

開拓者たちはわたしたちにどんな思い

を持つで しょうか。わた したちの残 し

た足跡に信仰を読み取 って くれるで し

ょうか。 もちろんです。 とりわけ永遠

の見地に立ってわた したちの生涯 と経

験 を見て くれれば，分かるはずです 。

今 日，わた したちの旅 は150年 前 の開

拓者の旅 に比べれば物理的には苦労が

少ない と言えます。 しか しチャレンジ

の大 きさは同 じです。確かに大陸を徒

歩で横断 し，西部の砂漠に新 しいふる

さとを築 くの は大変だったで しょう。
こんにち

ですが今 日のような罪 に満ちた混乱 の

世 にあって信仰深 く，義 にかなった生

活 を送るより開拓者の受けたチ ャレン

ジの方が難 しか った と，だれが言える

で しょう。そこでは人々の生 き方が絶

えず変わ り，政治的要求や道徳的退廃

が神の定め られた善悪の標準 に取って

替わろうとしてい ます。わた したちが

今日通う道は危険に満 ちています。聖

文はそれが終わ りまで続 くと教えてい

ます。 しか しわたしたちの報いは，主

イエス ・キ リス トの教えを忠実に守 り，

正 しい選択 をし，地上 の神の王 国建 設

のためにすべをささげたあ らゆる時代

のふさわしい開拓者の報いと同 じです。

わた したちは膨大な遺産 を受 け継 い

でい ます。そ して今，回復 という現在

も続 く ドラマの一翼を担 うのはわた し

たちの特権であ り責任 です。そ して偉

大 な英雄的物語が この時代に もつづ ら

れてい ます。立 ちはだか る障害 を克服

す るにはすべての力 と知恵 と精力 を注

ぎ込む必要があ ります。 しか しそれで

も十分ではあ りません。先祖 の開拓者

がそ うであったように，わた したち も

次の ような事実 を知るようになるで し

ょう。す なわち信仰，それ も真実の信

仰，全 身全霊 を傾け，試練によって練

り上げ られた信仰に よってのみ，わた

したちは危険に満ちた人生の小道 を歩

く自信 と安全を見いだせるのです。

わた したちは19世 紀，20世 紀 ，そ し

て未来の開拓者 として， またイエス ・
あがな

キリス トに従い主の蹟 いの犠牲 によっ

て生活 の中に奇跡を受 けるという偉大

な旅において，皆一つ に結ばれていま

す。わたしたちは皆，ジ ョセブ ・ス ミ

スと彼 に従 う人 々がパ ルマイラか らカ

ーセージの監獄
， さらには大平原を越

えて残 した信仰の足跡 に感謝で きます

し，同時に主が歩 まれた道について思
い けい

い をはせる と深い畏敬の念に包 まれま

す。主がゲツセマネ とカルバ リに向け
あつ

て残された信仰篤い足跡に よって，わ

た したちは皆救われ，天の家に帰る道

が開かれました。

救 い主は道であ り，真理 であ り，命

であ られ ることを心 に留 め ましょう。

また忠実，真実であるなら，いつか主
み うで

の愛の御腕 の中に無事抱かれる日が来

るのが分か ります(教 義 と聖約6：20

参 照)。 それ より偉大 な約束 はない と

い うことも銘記 しま しょう。主はいつ
ゆる

もそばにいて くださって，励 まし，赦

し，助けて くだ さい ます 。ですか ら，

わた したちが信仰を行使 し戒め を熱心

に守るなら，旅 について何 も恐れる必

要はあ りません。

去年の夏，わた しは3人 の孫 ととも

に，エ ミネ ンス と呼ばれる丘の頂に立

ちました。ウィリー手車隊が立ち往生

し寒さと飢 えに苦 しんだあのスイー ト

聖徒の道/]997年7月 号

70

ウォー ター川 を見下 ろしなが ら，わた

したちは彼 らの 日記か ら救助の喜 びを

っつった箇所 を読 みました。 ジョン;

キ ス レッ トはこ う記 しています。 「太

陽が遠 くの丘 に美 し く沈 みか けた こ
ほろ

う，……何台かの幌馬車が……わたし

たちの方にや って来 るのが見 えた。そ
りようげん

の知 らせ は僚 原の火 さなが らにキャン

プ中に伝 わった。 ……叫ぶ ような喜び

の声が上が り，屈強 な男 たち も泣 き，
ほお

日焼け して しわの刻 まれた頬に涙が と

めどな く流れた。 ……その晩，ほんと

うに久 しぶ りにシオンの歌がキ ャンプ

に響いた。……飢えは満たされ，神 とこ

のすばらしい兄弟たちへの感謝で心はい

っぱいになり，わた したちは皆一つにな

って祈 りをささげ，眠 りに就いた。」2

わ た しはその とき，ウィリー手車隊

が救助隊を最初に 目撃 した同じ丘 にた

たずん で， こう考 えま した。主 イエ

ス ・キ リス トによる神の家族の救 いと

いう，最大の救助活動が持つ永遠 の意

義 を完全 に理解 できた ら， どれほど大

きな喜びに満たされ るだろう。わたし

たちに永遠の命を約束 され たのは，ほ

か ならぬ主です。主イエス ・キ リス ト

を信 じる信仰は，皆 さんにとってもわ

たしに とって も，旅について何 も恐れ

る必要はない という確信 を与えて くれ

る霊的な力の源です。わた しは主 イエ

ス ・キ リス トが生 きてお られることを

知 っています。主 に対す る揺るがぬ信

仰 を持つ なら.生 涯にわた って安全な

旅 を続 けることがで きます。イエス ・
み な

キリス トの御 名によ りへ りくだって こ
あかし

の こ と を証 し ます 。 ア ー メ ン 。

注

1.

2，

コ マー ス か らの 書 簡 ，1840年12月

10日 付 け。 末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス

ト教 会文 書保 管課 ウ ィリアム ・ク レイ

トン ・コ レクシ ョン ，下線 付加

リロイ ・ヘ ー フェ ン ，アン ・ヘー フ ェ

ン共 著 ，H∂ ηdo∂rτs亡ozroρ!刀)θ

S亡oryof∂ σρ1(7σeレ γθS亡θrη

Mlgrθ 亡10η，ア856一 ア860『 シ オン に

向 か う手 車 隊一 比 類 なぎ 西部 移民 の

物語 ，1856-1860年 」pp.106-

107よ り引用



信仰こめて，
一歩ずつ

開拓者の大いなる旅路
ビデオによるプレゼンテーション。大筥長会力もか所の教会史跡を訪ね，

末臼聖徒の嗣拓者の信仰をたたえる。

騨慮

コー トンBヒ ンク レー大 管長 。イ リノイ 州 ノーブ ーに て。

ナ レ ー タ ー ゴ ー ド ン ・B・ ヒ ン ク

レー 大 管 長

末 日聖徒 の 開拓 者の大 い なる旅 路

は， ミシシ ソピ河畔か ら始 ま ります。

彼 らはここノーブーを，沼地か ら商業

と友好の活気ある社会へ と一変 させ て

しまいました。 しか し，ノー ブーは定

住の地ではな く，ほんのひとときの休

息の場にす ぎませんで した。聖徒たち

をミズー リから追放 したあの過酷な迫

害が，彼 らの生命 とノーブーの町を再

び脅か していたのです。預言者 ジョセ

ブ ・ス ミス と兄 のハ イラムが1844年6
しゅルしん

月27日 に殉教 し，ノーブーの町も終 焉

を迎 えようとしていました。

1846年2月1日 ， 日曜日，聖徒たちは

鵡 　

噌lll醐 瞬臨 離1解 轡糠
寧鑛譲 嚢撚

護灘 譲
、葬

「ジ ョセブの町」 と呼 ばれ たノーブー

で ともに礼拝行事を しました。その翌

日，ブ リガム ・ヤ ングは彼 らに，4時

間後には町を脱出するので準備 をす る

ようにという指示を山 しました。

身を切る ような寒さの中で脱出か始

まりま した。聖徒たちの多 くは家財 を

まとめて住んでいた家 に別れを告けま

した。そ して，川のか なたの西部を 目

指 したので した。

今のノーブーは静かな町です。家や

店舗が美 しく修復 されてい ます。勤勉

さと献 身の町です。神 の町を建てた聖

徒たちの勇気 と優れた技巧がそこか し

こに表れています。

これだけの もの を残 して ここを去 ら

なけれはならなかった聖徒たちの気持
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ちは どんなだったで しょうか。耕 した

土地，植 えた樹木，そして，苦労 して

建て た神殿 を後に したのです。男性，

女性 ，そ して子供たちが 自分 たちの美
ほろ

しい家 を出て幌馬車に乗 り込み，川の

方 に向かい ました。そ して川を渡 り，

ゆっくりとアイオワの土 を踏 むと，も

と来た方 を振 り返 りま した。 これが見

納めになるだろうと思いなが ら。

ノーフー を去 ることは偉大 な信仰の

表れで した。大 きな苦難が待 ち受けて

いたに もかかわ らず，聖徒たちは指導

者 と主 とその恵み を信 じてい ました。

主が再びその民 を約束の地に導かれる

との信仰， 自分 たちは決 して力尽 きて

倒れた りはしないとい う信仰です。こ

う して彼 らは荒れ野に歩み を進め まし

た。その旅路 を 「信仰こめて，一歩ず

つ」歩んだのです。

ナレーター

ン第一副管長

トー マ ス ・S・ モ ン ソ

西部への旅 は，遅々たる歩みでした。

多 くは過酷 な旅へ の備えか十分ではな

く，凍 りつ くような気温と降 りしきる

雨，そ してひざまでのぬかるみは，実

につ らい もので した。アイオワを越え

るだけで131日 か かったのです。

古代 のイスラエルの軍勢 のように，

昼は雲が，夜 は火の柱が彼 らを守 りま

した。 このアイオワでの苦難か ら生 ま

れた賛美の歌 は，世代 を超 えて歌 い継

がれてい ます。「恐 れず来たれ，聖徒
ゆ

進み行けよ。」(『賛美歌』17番)

ガ ーデ ングローブとマウ ントピスガ

で後続の人々のために休息地 を設置 し

た忠実 な開拓者たちは， ミズー リ河畔

に進み，そこで越冬 しました。

ここウィンタークォー タースは荒れ

野におけるシオンで した。ブリガム ・

ヤ ング大管長は人々を組織 し，乏 しい

食糧 を共有 しました。 しか し，人々が

で きる限 りのことをしたに もかかわら

ず，病気 と死か野営地 を襲いました。

この記念碑は，名 もない1人 の子供

と7人 の開拓者 の墓 のす ぐ近 くに建て

られています。家 を捨 てて西へ向かう

ように との預言者の呼びかけに従った

気 高い聖徒 た ちの大 きな犠牲 を思 う



アバー ド ・フ ェア バン クス作 の像 「ウ ィン ター クォー ター ズの 悲劇 」の 前 に立つ トー マ ス ・S・ モ ンソン副 管

長。ネ ブラ ス力州 ウ ィンター ク ォーター ズ にて。

と，胸がいっぱいにな ります。

多 くのものを失 った苦難の旅。確か

に， これらの気高い開拓者の旅 は，苦

痛 と涙の旅で した。彼 らの旅 は終わ り

ま した。 しか し，彼 らの名前 は真理に
あかし

対する愛 と主への信仰 の証 として生き

続 けるのです。

ナレーター ジェームズ ・E・ ファ

ウス ト第二副管長

春の訪れ を迎えた1847年4月 ，十二

使徒定員会はブリガム ・ヤ ングの指示

の下に先発隊を選び， ウィンタークォ

ーターズを出発 しました。男性143人
，

セほ ろ

女性3人 ，少年2人 ，幌馬車72台 で構成

され，馬93頭 ，雄牛66頭 ，ろば52頭 ，

乳牛19頭 ，犬17匹 ，鶏数羽を伴い まし

た。

ウィンタークォーターズ と約束のシ

オンとの間には，大平原 と，西部への

旅路の生命線 であるプラッ ト川が横 た

わっていました。ネブラスカを越 えた

彼 らは，旅程 を記録 しなが ら，大平原

に突 き出たチムニーロックを通過 して

いきました。
さ じん

山よもぎが点在する地に来 ると砂塵

が舞い，牛の歩みは遅 くな り，幌馬車

の車輪はきしみました。時折おおかみ

の遠ぼえが聞こえました。 しか し，勇

敢 なこれ らの男女は骨 を折って進みま

した。今で も，彼 らのわだちの跡 が残

っています。開拓者 たちはノースプラ

ットを離れ，ス イー トウォーター川を

何度か渡 ります。そ して，イ ンデ ィペ

ンデ ンス ・ロ ックと呼 ばれる丸い岩の

所で野営 をしたこの19世 紀の旅人たち

は，.その岩 に名前を刻んでいます。

イ ンデ.イペ ンデ ンス ・ロックを過 ぎ

た幌馬車隊は，デ ビルズゲー トと呼ば

れる，丘のふ もとにできた大 きな切 れ

目を巻 くように進んで行 きます。ここ

は，彼 らの 日記 によく登場す る場所 で

す。道 は傾斜 を増 し，岩が多 くなって

います。

ここロッキー リッジは聖地です。西

部へ の街道の中の最高地点に数え られ

ます。 ここにたどり着いた開拓者たち

は，険しい登 りに意気 をそがれ，命 を

落 とす者 もいました。わた しが持って
くぎ

いるのは，幌馬車か手車か ら落ちた釘

と金具です。 この急坂 を幌馬車で上 る

姿，手車 を引いて登 る姿を想像 してみ

て ください。

ある人々にとって， このロッキーリ

ッジの登 りは死 を意味 しました。1856

年 ，マーティン手車隊 とウィリー手車

隊が この峠付近 で初冬 の吹雪 に襲わ

れ，約200人 が ソル トレークか らの救

援隊を待ち切れずに，深 く冷たい雪の

中で命を落 としたので した。

マーテ ィンズ ・コープは悲 しみに打

ちひ しがれた多 くの人々にとって安 ら

ぎの場所で した。ロッククリークの記
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み ぞ う

念碑は，未曾有 の逆境 の中で信仰 を貫

き， この地 に埋葬 された人 々をたたえ

るものです。

わた したちは手車の開拓者の英雄的

な働 きか ら偉大 な真理を学 びます。だ

れもが精錬者の火で焼かれ ることによ

り，人生の中の取 るに足 りない ものは

不純物 のように溶 けてな くな ります。

そ して，損 なわれず に残 った信仰が，

強 さを増 して輝 き出すのです。 だれ も

が苦痛 や悲 しみ，胸が張 り裂けるよう

な思いを味わいます。熱心 に義 を求め

る忠実な人 々でさえ例外で はあ りませ

ん。 しか し，これは神 を知 るための清

めのプロセスなのです。

ナ レーター モンソン副管長

ウイ ンドリバ ーの頂を北 に見 て，街

道 はサウスパスを越えます。ここが山

脈の問の唯一の大 きな切れ 目で，グ レ

ー トベース ンへ の直通ルー トとなって

います。北東部か らユタに入った彼 ら
がけ

.は， 覆いかぶさるような赤茶けた崖に

挟 まれた狭いエ コーキャニオ ンを，ゆ

っくりと進んで行 きました。

この最後の一歩は，余力のない彼 ら

にとっては試練で した。行 く手 には丘

が連な り， どちらを見 ても山また山で

す。旅路の終わ りを願い，はやる心 に，

登って越 える しかない道が重 くの しか

か りました。

ビッグマウ.ンテ ンという名のこの高

い頂で，開拓者たちは初めて地平線 に

きらめ く山あいの盆地 を目に します。

その喜 びは どれ ほど大 きかったことで

しょう。 これまでの無数の犠牲 と苦難

が終 わるのです。そこにはソル トレー

ク盆地が広 がっていました。苦難はそ

れか らも続 くものの，彼 らは耐 えま し

た。疲労のため身をす り減 らしなが ら

も，彼 らの信仰が歩みを進めたのです。

この ビッグマウ ンテンはわた しにと

って特別な場所です。わた しの先祖の

ギブソン ・コンディーが，立ち往生 し

た手車隊を救 うためにこの頂 を越 えて

行 きました。彼 は預言者 の命 によ り，

1856年 の厳冬 にここを通ったのです。

5メ ー トルの雪で した。心地 よい家 を

離 れ，身の危険を顧みずに救出に向か



ったこの先祖に，わたしは感謝 します。

ナ レーター ファウス ト副管長

ブ リガム ・ヤングがこの盆地に到着

したのは，1847年7月24日 で す。犠牲

をもの ともせず歩 き続けた開拓者たち

は，安息 日には働 きを休 んで主を礼拝

し，到着で きたことへ の感謝をささげ

ました。

彼 らは 「町からひとり，氏族か らふ

た り」(エ レミヤ3：14)選 ば れて，荒

れ野での新たな生活のために大陸 を越

えて来ま した。神の回復の業以外 にそ

の努力 と犠牲 を可能に したものがある

でしょうか。彼 らは神が生 きてお られ，

目的地に連れて行 って くださるとの信

仰の下に歩 き続 けたので した。

新たな地で，彼 らは新たな仕事 に取

り組 むことにな りました。家 を建て，

開墾 し，作物 を植 え付 け，そ して神殿

を建設するのです。

ナ レーター ヒンクレー大管長

ソル トレーク盆地には ドームの形を

した山があ ります。ブリガム ・ヤ ング

はこの山を，聖徒たちが ノーブー をた

つ前に示現で見 ました。一つの旗がそ

の山の頂上 に降 りて来 ると， ジ ョセ

ブ ・ス ミスの声が して，「この地 点の

下 に築 きなさい。……そうすれば繁栄

し，平安が得 られ るで しょう」 と言っ

たのです。

ソル トレーク盆地に到着 したブリガ

ム ・ヤ ングは，この山の存在 にす ぐに

ジ ェーム ズ ・E・ ファウ ス ト副 管長 。ワイ オミ ング州 ロ ッキー リッジにて 。

気づ きま した。そ して1847年7月26日 ，

後の大管長会を構成する人々が十二使

徒 を数名伴 い，この頂 に登 りました。

神権 指導者たちは下界 を見下 ろしま

した。ブリガム ・ヤ ングは言いました。

「わたした ちはここに腰 を落ち着け ま

す 。 ここで主 は，主の民 の中 に主 の
み な

御名を置かれるでしょう。」

今 こうしてエ ンサイ ンピークに立っ

て眺めてみ ると，当時の神権指導者の

先見の明に驚 きます。長旅で擦 り切れ

た洋服 と1，600キロ もの問履いて きたブ

ーツを身に着けた預言者 たちが
，福千

年の夢を語 り合 ったのです。 まことに

大胆で，信 じられない出来事ではない

でしょうか。

ここは最 も近い定住地か らほぼ1，600

キ ロ，西海岸か ら1，300キロの地点 にあ
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りま した。未開拓の不毛の地で した。

建物は何 もあ りませんで した。

彼 らは ミシシ ッピ河畔の美 しい町を

追われ，西部の荒れ野 にやって来た流

浪の民 でした。で も，彼 らには聖文と

啓示の言葉か ら得た ビジ ョンがあ りま

した。「主は国 々のために旗 をあげて，

イスラエ ルの追いや られた者 を集め，

ユ ダの散 らされた者を地の四方か ら集

められる。」(イ ザヤ11：12)

こ の1世 紀以上 も前の開拓者 の物語

は，末 日の開拓者 にも受 け継がれてい

ます。西部 を 目指 した開拓者の血 が，

わたしたちにも脈 々と流れているので

す。それはわた したちに，現代の山々
み わざ

を越える勇気 と御業の達成へ の決意を

与 えて くれ ます。初期 の開拓者の信仰

は今 も燃 え続けてい ます。国々は，主

の業についての明確なビジョンを持つ末

日の開拓者により祝福 を受けています。

アメ リカの大地 に残 された開拓者の

消 える ことのない足跡が，今や世界各

地 に記 されつつあ ります。北京か らブ

ラジル，フランスか らフィリピンまで。

わた したちは「信仰 こめて，一歩ずつ」，

地上 における神 の王国の建設 という栄

えある行 く末に向かって歩みを続けま

す。そ して，世界 中の人々の思 いと心
あがな

を，蹟い主であ り世の救い主であるキ

リス トのみ もとに来 るよう備えるので

す。
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信仰に忠実に

大管長

ゴー ドン ・B・ ヒンウ レー

わた した ちにばこのようにすばらしω受'：燃 ぎが あるのざす：から，必ず

最善を尽くすことが ざぎます。先入たちもわた した ちにそれを期待しτ

ωるのざす。わた したちにぱ主から命じられτωることかあ ります。

△ の ビデオを背景 に，当教会の誕

フ 生 日にっいてわた したちが見 聞

きしてきたこ とを要約 し， もう少 しお

話 ししたい と思い ます。 これまで何度

も聞いてきたように， 今年 は大 いな

る記念すべ き年です。先人たちが成 し

遂 げたことの偉大 さとその意義 につい

て皆 さんにお話 ししたい と思い ます。

多 くの方 々が よ く御存 じの話ですが，

繰 り返す価値のある ものです。

それはスケールが非常 に大 きく，人

間の苦 しみや信仰 による行いに満 ち満

ちたものであ り，決 して古 くさくなっ

た りすることはあ りません。

開拓者の子孫であるか，昨 日バ プテ

スマを受けたばか りの会 員であるかに

かかわらず，皆さん一人一人が，彼 ら

の偉大な働 きの恩恵 を受けています。

偉大で高潔 な先達がいるとい うこと

は，とて もす ばらしい ことです。主の

み て み こえ

導 きの御手，また主の御声に耳 を傾 け

る預言者の存在， 自分 の命 よりもこの

大義 を愛 した無数の聖徒の絶対的献身

などを今に伝える大いなる受け継 ぎに

あずかれるとい うのは実 にすば らしい

こ とです。 この7月 には何 百万 人 もの

教会員が，彼 らに深 く思いをはせ，そ

のすば らしい業績 をたたえ，彼 らが築

いた土台の上に成 し遂げ られて きた奇

跡 的な成長 を祝 うことになると思い ま

すが，それは少 しも不思議 なことで は

あ りません。

ウオー レス ・ステグナーの言葉 を引

用 したい と思い ます。彼はこの教会の

会員で はあ りませんが，わたしとはユ

タ大学の同期生で，後にスタンフォー

ド大学の創作文学教授 とな り， ピュー

リッツアー賞 を受けた人です。彼 は鋭

い観察眼の持 ち主であ り，注意深 い学

生で もあ りました。彼はわたしたちの

先祖 について， このように書いていま

す。

「彼 らは一つの共 同体，彼 らが言 う

ところの 『王国』を築いた。 しか し彼

らの移住の物語 は，ユ タ州の基礎を据

えた とい うに とどま らな い もので あ

る。彼 らはその大移住の過程において，

ローカス ト ・クリークか らミズー リ州

に至るアイオワ南部に最初の道 を切 り

開き，また最初の橋 ，最初の共 同体 を

築いた。彼 らは交易所， インディア ン

の保護区域で しかなかった ミズーリ州
ぜんしょう

カウンシルブラッフスを文明の前 哨地

に変 え， ミズー リ川両岸 に幾つ もの定

住地 を築 き，ウ ィンタークォーターズ

後 にはケイ ンズ ビルを……インデ

ィペ ンデ ンス，ウエス トポー ト，セ ン
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トジ ョセ ブに匹敵する物資の供給地に
へんばつ

変貌させた。……彼 らが作ったガイ1ド

ブ ック，道路標識，橋，渡 し場 などは，

後か ら来 るこ とになっていた聖徒たち

のため を考 えた ものであったが，『異

邦人』たちの役 にも立った。」

彼 はさらにこう続けてい ます。「モ

ルモ ンは西部開拓 を推進 した主要勢力

の一つであった。彼 らの主力はアイオ

ワ南部， ミズーリの辺境地帯，ネブラ

ス カ，ワイオミング，ユ タを開拓 した。

サ ミュエ ル ・ブラナ ンに率い られ，ブ

ルック リン号でホー ン岬経由の海路 を

取 った東部の聖徒のグルー プと， フォ

ー ト ・レベ ンワースか らサ ンデ ィエ ゴ

まで3200キ ロの陸路を行軍 したモルモ

ン大隊は，モルモ ンの移動の支流 であ

った。その間 にあって，.彼らは南西部

とカ リフォルニアの開拓 に貢献 した。

サ ッターの水車場 の水路の底か ら光 を

放つ金が見つかったとき，大隊の隊員

た ちはカ ローマにい た。… …ブ リガ

ム ・ヤ ングが率 いるモルモ ンたちは，

わずかな休 止の後，再 び移住 を始 め，

ソル トレーク盆地，ユ タ盆地， ウィー

バー盆地か ら四方に広が り，アリゾナ

北部か らアイダホのリムハイ川，ワイ

オ ミングのフォー トブリッジャーか ら

カーソン盆地の ジェノア，そして南西

部ではセ ン トジ ョージ， ラスベ ガスを

経てサ ンバーナデ ィーノに至 るまでの

地域 に入植地を築いた。」1

これは開拓者たちのすば らしい業績

を要約 して述べた ものです。

ミズーリ州のボッグズ知事が 出した
ぽくめつ

撲滅令 を逃れた聖徒たちは，イリノイ

州へ来て， わずか7年 の問に，当時の

イリノイ州で最大の町を築 き上 げまし

た。その町は大 きく蛇行する ミシシッ

ピ川の岸辺近 くに作 られました。彼 ら

は ここで れんが造 りの家や 学校 を建

て，大学 を作 る認可を得て，集会用の

ホールを造 り，当時のイリノイ州内で

最 も壮麗 な建築物 と言われた神殿 を築

きました。 しか し，再 び彼 らに対する

憎 しみの炎が燃 え上が りました。そ し

てその憎 しみはやがて，彼 らの指導者

ジ ョセブ ・ス ミスと兄ハイラムを死 に

至 らしめることにな りました。二人は

1844年6月27日 に ，カーセージの監獄



で銃撃 され命を奪われたのです。

ブリガム ・ヤングは，聖徒 たちがそ

こにとどまれない ことを知 っていまし

た。聖徒たちは， ジョセブ ・ス ミスが

「悪魔 の 目の届 か ない」2所 と言 った，

はるかか なた西部の地へ移住する決意

をしました。1846年2月4日 ，何台 もの
ほろ

幌馬車がパー リース トリー トを通 り，

ミシシ ッピ川の方へ進 みました。彼 ら

はミシシッピ川 を渡 し船で越え，ア イ

オワの地へ入 りました。そ して，その

後 にや って来たの は厳 しい寒 さで し

た。川 は氷結 し，彼 らはその上 を渡っ

て行 きました。 ノーブーに別れを告げ

た彼 らは自然の猛威にさらされ，神の
あわ

憐れみ に自らをゆだね ました。

凍結 した地面が解けると，深 いぬか

るみとな り，彼 らの歩みを妨げました。

幌馬車 は車軸まで泥の中に沈んでしま

い，それ を引 く牛を2倍 に も3倍 にも増

や さなければな りませ んで した。彼 ら

は道な き所 を切 り開 きなが ら進 んで行

きました。

やがて ミズーリ川近 くの 「大宿営地」

に着いた彼 らは，そこで雨風 を しの ぐ

ために何百 もの小屋 を建て ました。非

常 に粗末な もの もあれば，比較的快 適

なもの もあ り，様々で した。厳 しい天

候 をしのげ さえすれば，何 で もよかっ

たのです。

1846年 の冬 の間中，この辺境の宿営

地 には幌馬車 を作 るため のふい ご と
かなとこ

鉄床の音が絶えませんで した。 わた し

の祖父 はようや く10代 を過 ぎたばか り
か じ

の ころで したが，鍛冶 と幌馬車作 りの

熟練 した職人 にな りました。当時 は，

鍛冶の仕事ほ ど重宝 された仕事 はほか

にあ りませんで した。後 に彼は自分用

の幌馬車 を作 り，年若 い妻 と生 まれて

間もない子供 と義理の弟 とともに西部

へ向かいました。長い旅路の途 中，彼

の妻は病 に倒 れて死に，義理の弟 も同

じ日に亡 くな りました。彼は二人 を埋

葬 し，涙 なが らに別れを告げる と，子

供 を優 しく抱 き上げ，再 びグレー ト ・

ソル トレーク盆地への旅 を続 けました。

1847年 の 春，最初の幌馬車がウィン

ターク ォー ターズ を後 に して，西へ向

がい ました。大体において，彼 らはプ

ラヅ ト川の北側 に道を取 りました。 カ

リフォルニアやオ レゴンに向か う人た

ちは南側 の道 を進 みました。モルモ ン

が進んだ道は後に，ユニオンパシフィ

ック鉄道の線路や大陸横断道路の用地

とな りました。

そ して皆 さん御存 じの ように，ll1

日後 の1847年7月24日 に ，彼 らは山峡

地帯 を抜 けソル トレー ク盆地へ と入 っ

たのです。その ときブ リガム ・ヤング

は 「まさにこの地である」3と宣言 しま

した。
い ふ

わた しはこの言葉 に畏怖の念を覚 え

ます。 聖徒 たちは土地 も水利 もよ く，

より気候の安定 したカリフォルニアや

オ レゴ ンに行 くこ ともで きたはずで

す。 ジム ・ブリ ッジャー 〔訳注 ア

メ リカの著名 な探検家〕はソル トレー

ク盆地で作物 を育てるのは無理だ と警

告 していま した、サ ミュエ ル ・ブラナ

ンもカリフォルニアへ行 くようブリガ

ム ・ヤ ングを説得 してい ました。 しか

し今や聖徒たちはその不毛の盆地 を見

渡 してい ました。西の方に目を向ける

と，塩水 の湖 が7月 の太陽の光 を受け

て きらめいてい ました。炎熱 に焼かれ
くわ

たその大地は，かつ てだれも鍬を入れ

たことのない地で した。46歳 のブ リガ

ム ・ヤ ングはその地 に立って，まさに

この地である，と人々に告げたのです。

彼 らは種 をまいたことも，収穫を した

こともあ りませんで した。季節につい

ての知識 も皆無で した。 しか し彼 らの

後には何千，何万 という聖徒たちが続

いて来ていま した。彼 らはブリガム ・

ヤ ングの預言 の言葉 を受 け入 れ まし

た。

砂漠の土の上に家々が建 ち始め樹木

が植 えられま した。 そしてそれ らの木
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が育 ったこと自体が奇跡で した。新 し

い神殿の建設が始 ま りました。その工

事はその後40年 間休みな く続 くことに

な ります。 この1847年 か ら始 めて，

1869年 に鉄道が開通す るまで，何万 も

の聖徒たちが ロッキー山中の シオンに

やって来 ました。ノーブーに聖徒 たち

はいな くな りました。神殿 は放火によ
あらし

って炎上 し，後にその壁は嵐で崩 れま

した。

伝道活動はすでにイギ リスで1837年

か ら始め られてい ました。伝道はやが

てイギリスか らス カンジナビアへ広 ま

り，次第 に ドイツやほかの国々へ も及

んでい きました。改宗 した人々は皆 シ

オンへ行 くことを望み ました。

聖徒 たちの集合は，無計画 に進め ら

れたのではあ りません。教会の代理人

たちが詳細な点にまで責任 を持 って進

めたのです。移住者たちをニューオー

リンズ，ニューヨーク，ボス トンへ運

ぶための船が用意 されました。移住者

たちの最終 目的地 はいつ も同 じ，グ レ

ー ト・ソル トレーク盆地で した。そ し

て多 くの聖徒が ロッキー山中の350以

上 の地域 に新 しい町や入植地を築 くた

めに，そこか らさらに四方八方 の地へ

広がってい きました。

長い旅の途中で多 くの人々が亡 くな
え そ

りました。死因はコレラ，壊疽，極度

の疲労，飢 え，厳 しい寒 さな ど様 々で

した。

痛 ましい犠牲 となった中で最 もよく

知 られているのが，1856年 に手車で進

んだ ウ ィリー隊 とマー テ ィン隊 で し

た。

イギリスや西 ヨーロッパで改宗 した
ほろ

すべ ての人を運ぶだけの幌馬車はあ り

ませんでした。シオンへ行 くためには，

小さな手車 を引 き，徒歩で進む以外 に

方法があ りませんでした。大勢の人が

その方法で，牛に引かせた幌馬車 よ り

も早 く旅を しました。 しかし1856年 の

この二つの隊 は，文字 どお り死の悲劇

に見舞われて しまいました。出発 した

時期が遅 く，だれ も彼 らが西へ向かっ

ていることを知 りませんで した。手車

の用意が整っていなかったので，幌馬

車の都合のつ く人が数人，援助 を与 え

るために同行す るように割 り当て られ

ました。彼 らは歌いなが ら西への旅 を

始め ました。前途に何が待 ち受けてい

るかを知 る人はだれもいませんで した。

彼 らはプラ ット川に沿 って西 に向か

いました。フ ォー トララミーの近 くで

問題にぶつか りました。雪が 降ってき

たのです。そ して食糧 も少な くなって
は

きました。ワイオ ミングの高地 を這 う

ように して進みなが ら，彼 らは自分た

ちが絶望的な状況にあることを悟 りま

した。 この恐ろ しい悲劇的な行進 によ

り，約200人 が非業の死を遂げました。

この悲惨 な状 況を体験 した人，死ぬ

ほ どの苦 しみ を味わった人，恐 ろ しい

体 験による傷 を一生負い続 けた人につ

いて実 に多 くの物語が語 られて きま し

た。聖徒たちの西部移住史における最

大の悲劇で した。

事の次第をすべて説明 された として

も，彼 らの状況が どれほ ど悲惨 だった

かは，だれ も想像 できないで しょうし，

理解で きないで しょう。ワイオミング

州のリバー トン ステークの皆 さんに賛

辞を呈 したいと思います。彼 らは死の

行進 と悲惨 な苦 しみを経験 した人々に

ついて情報 を集め，神殿の儀式 を行い，

記念式典 を開きました。昔の開拓者 に

ついては数々の逸話があ りますが，そ

の中の一つだけについて手短 に話 した

い と思います。

現在 では教会の所有 となっているロ

ック ・クリーク ・ホロー には，ある夜

に亡 くなった13人 の共同墓地があ りま

す。その中には，別の家族に同行 しな

が ら一人で旅 をしていたデ ンマーク人

の9歳 の少女 がい ました。 その名 をボ

ー デ ィル ・モー テ ンセ ン といい ま し

た。

1856年10月 ， ジェームズ ・G・ ウ ィ

リーの隊はひどい嵐 を避 ける場所 を見
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つけようとしていましたが，激 しい風

に吹 きつけられる雪はす でに数十セ ン

チ もの深 さに降 り積 もってい ま した。

ボーデ ィルは火 をお こす ための小枝 を

集めていました。薪 を抱 えて 自分の手

車へ戻 りました。 しか し，彼女 はそ こ

で息絶 えました。凍死で した。彼女は

生 きるため に懸命に戦 いましたが，飢

えと厳 しい寒さはそのやせ衰えた肉体

か ら命 を奪い取 って しまったのです。
こんにち

わた したちは今 日，これ らすべての

ことが，すでに1世 紀半 も過去 の出来

事となったことを主に感謝 しています。

今 日，わた したちは彼 らが尽 くした

大いなる働 きの恩恵に浴 しています。

皆さんとともに，彼 らに感謝 したい と

思います。彼 らがわたしたちのために

して くれたすべてのことに対 し，心か

らの感謝の念 を持 ちたいと思い ます。

1997年 の今 日，わた したちの前途 に

は未来が待 ち受けてい ます。昔の開拓

者 たちには大 きな期待が寄せ られてい

ましたが，今の時代のわたしたちにも

同 じ く大 きな期待 がか け られ てい ま

す。わた したちは開拓者 たちが持て る

力 を尽 くして成 し遂げたことを知 って

います。わた したちは彼 らよりもはる

か に多 くの ものを持ρてい ます。そ し

て神の王国の建設 を続 けてい くとい う

非常に重い責任 も受けてい ます。なす

べ きこ とは実に多 くあ ります。すべ て

の国民，部族，国語の民，民族 に福音

を伝 える とい う神聖 な使命 があ りま
み な

す。また，主 イエス ・キリス トの御名

によって，教 え，バ プテスマを施す と

い う責任があるのです。復活 された主

は こう言われ ました。「全世界 に出て

行って，すべての造 られた もの に福音
の

を宣べ伝 えよ。」4

わた したちは真理 と義を守 るための

偉大 な業に携わってい ます。人の心 を

引 きつけて離 さないすば らしい業に携

わっています。恵 まれて，わた したち

は今，世の人々から好意の視線を浴 び

ています。教会員 は尊敬 と誉れの受 け

継 ぎを得 てい ます。わた したちはたい

まつ をしっか りと握 り，走 り抜 かなけ

ればな りません。

多 くの教会員が全世界で責任 ある立

場 に就 いています。その人たちが博 し

み わざ

ている良い評判が，主の御業の進展 を

さらに力強いものとしています。 どこ

にいようとも，またどのような環境の

中で生 きていようとも 「どの ような こ

とで も，徳 高いこ と，好 ましい こと，

あるいは誉れあることや称賛に値する

こ とがあれ ば，わたしたちはこれ らの

ことを尋ね求めるものである。」5

ダニエルが話 した小 さな石は，威厳

とカを もって転が り進 んでいます。あ

ざける人々は今で もいます。それに心

をとらわれずに生 きて くだ さい。わた

したちを一風変 わった人間 と見 る人々

も相変 わらず存在 します。それは称賛

として受け止 め，生活その もの を通 し

て， 自分たちが信 じるすば らしい教 え

が もた らすカ と徳を示 しましょう。

家族の崩壊が全世界的な もの となっ

ている今， 自らの家族 の一致 を図 り，

強めま しょう。家族 を正義 と真理の中

では ぐくみ ましょう。

わた したちにはこの ようにすば らし

い受 け継 ぎがあるのですか ら，必ず最

善を尽 くすことができます。先人たち

もわた したちにそれを期待 しているの

です。わた したちには主か ら命 じられ

ていることがあ ります。わた したちは

自らの理想 と目的について明確 な未来

像 を持っています。

救いのメッセージに耳を傾ける世の

義人 を探 しましょう。現実 に幻滅 して

ほかの もの に 目を向 けが ちな人々 に，

光 と真理 と理解を伝 えましょう。

主はわたしたちが生 ける真理 を教え

るためにすば らしい施設 を与 えて くだ

さっています。全世界 に集会所があ り

ます。それ らを活用 して，「神 の善 い

言葉」6で人々を養いましょう。

教会 は全世 界 にあ まね く神殿 を持

ち，死者 を救 うための偉大な業 を絶 え

ず力強 く前進 させるために，さらに多

くの神殿 を建設中です。

わたしたちの先祖 は，堅固なすば ら

しい土台 を据 えて くれました。現代の

わた したちには，キリス トを隅のか し

ら石 としてすべてが適切に組み立てら

れた建物 を築 くというすば らしい機会

が与 えられています。

愛す る兄弟姉妹 の皆 さん，わた した

ち は何 と恵 まれてい るこ とで しょう
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か。何 というすば らしい受け継 ぎを得

ていることで しょうか。その中 には，

永 遠の父 な る神 とその御子 であ るよ

みが え られた主 イエス ・キ リス トの

犠牲 ，苦 しみ，死 ，示現 ，信 仰，知
あかし

識，証 も含まれ ます。
ほろ

空 を行 く飛行機が遠い昔の幌馬車 に

取 って代 わ り，バイウェイを走 るエア

コンの付いた 自動車が軽装の馬車に取

って代 わ りました。わた したちは教育

のためのすば らしい施設 も持 っていま

す。家族の歴史 について も膨大な量の

財産があ ります。何千 という礼拝堂 も

あ ります。様 々な国の政府 関係の方々

もわたしたちに敬意と好意を示 して く

れています。 メデ ィアの扱 い方 も好意

的です。 この ように今 わた したちは，

好機 に恵 まれたすばらしい時期にいる

のです。

わたしたちは真理の大義の中でよく

奉仕することにより，先 人たちに最高

の誉れ を与 えることがで きます。神の
み こころ

御心 を行 い，「選ばれた種族，王国の

神権者，聖なる国民 ，特異な民」7とし

て前進するときに，神が わた したちに

ほほえんで くださるようにと願 ってい

ます。

この記念すべ き年 に，過去 と将来に

思い を向けなが ら， これ らのことをへ

りくだ りお祈 りす るとともに，わた し

の証 と祝福 を皆 さんに残 したいと思い

ます。我 らが主，すなわち主イエス ・

キリス トの御名 により，アーメ ン。
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●1997年4月6日(日)午 後の部会

善をそラうよ
み

御

うに導く

十二使徒定員会会員

L・ トム ・ペ リー

た ま

師
亜

み こころ

もしわた した ちが 天父の微)1に 徒 うならば 聖霊ば常にわた したちの
ぱん りよ

伴侶とな っτ くだ さ'ωま す。

ル トレーク盆地 に着いたモルモ

ソ ンの開拓者は，砂漠に定住地を
築 くことが大変な難事業であることに

気づ きました。試練 と苦難に絶 え間な

く見舞われた彼 らは，この新 しい生活

はかつて自分たちが慣 れ親 しんで きた

生活 とは懸 け離れたものであることを

思い知 らされたので した。彼 らを待ち

受けていたのは，家 を建 て，土地 を開
かんがい

墾 し，灌概用の水路 を掘 り，果樹 を植

え，材木を切 り出 し，家畜 を育 てる仕

事で した。移民団が次々 とユ タへ到着

していたこ とに加 えて，干 ばつに見舞

われ，バ ッタが大発生す るに及 んで，

この新 しい準州の経済 は大 きく傾 いて

いました。家族 を養 うために非常 な努

力が必要 とされたため，初期の開拓者

の中には霊 的な力を失 って しまった入

もいま した。初期の教会指導者はこの

事態 を憂慮 していました。教会の指導

者たちは，このような苦難の幾 らかは，

聖徒が戒めをなおざ りに していること

への目に見える報いであると考えました。

1856年 ，大管長会 は事態の改善 に着

手 しました。教会の指導者 は準州全域

を巡 って悔い改めを叫びました。また，

ブロ ックティーチャー を各家族に派遣

して，質問の リス トを配 りました。そ

の 中には次 のよ うな質 問 もあ りまし

た。

あなたは兄弟姉妹 を裏切 るようなこ

とを していませんか。
かんいん

あなたは姦淫 を行 ってい ませんか。
み な

あなたは神 の御名 をみだ りに口に し

ていませ んか。

あなた は強い飲み物で酔ってい ませ

んか。

あなたは負債 を返済 しましたか。

あなたは家族 に救 いの福音 を教えて

いますか。

あなたは朝晩，家族 とともに祈って

いますか。

あなたはワー ドの集会 に出席 してい

ます か 。(C加rchHfs亡orア1η 亡he

Fα11nessof77mes『 時 満ちる時代の教

会歴 史』p.366に 記 され たリス トを基

に編集した質問)

主 に仕 え，主の戒めを守る よう自分

自身 を再奉献するようにとのチャレン

ジを指導者か ら受 けた聖徒たちは，指

導者の勧告に従い，悔い改め ました。
こんにち

1997年 の今 日，環境は大 きく変わ り

ましたが，わた したちが抱いている懸

念の多 くは当時 と変わ りません。 これ

らの質問は皆，今 日で も十分に通用す
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るものです。初期の時代の開拓者が想

像 もしなかった新たな誘惑が生 まれて

いる現在では，この質問リス トには さ

らに多 くの項 目が加 わ るこ とで しょ

う。世 にあ って世の ものにならない よ

うにすることが次第に難 しくなってい

ます。出版物，ラジオ，テレビ， イン

ターネ ッ トが こぞって俗世的な もの を

わたしたちの周 囲に運んできます。あ

るテレビ局の番組編成が きっかけとな

って，世論 の反対 を招 き，そ の結果，

番組 を格付 けして，視聴者が番組の内

容 を判断できる ようにする制度(レ ー

ティングシステム)が で きました。確

かに人々は，周 囲に避けなければなら

ないものが たくさんあることに気がつ

きました。 しか し，問題は格付 けす る

人々を信頼で きるか どうかです。わた

したちは幸 いにも善悪について大切 な

判断を下す場合に，導 きとなる特別 な

力に恵 まれてい ます。

救 い主は地上での務めが終 わりに近

づいたことを悟 ってお られたその特別
ばんさん

で神聖 な時間，いわゆる最後の晩餐 に

十二使徒 を招かれ ました。主は使徒 た

ちに，御 自分が去っても彼 らは孤立無

援の状態に置かれるのではないとい う

希望をお与えになりました。 この よう

な言葉で慰めを与えてお られます。

「あなたがたは，心 を騒がせ ないが

よい。神 を信 じ， またわた しを信 じな

さい。

わた しの父の家には，すまいがた く

さんある。 もしなかったならば，わた

しはそう言っておいたであろ う。あな

たがたのために，場所 を用意 しに行 く

のだか ら。

そ して，行って，場所の用意がで き

たならば， また きて，あなたが たをわ

た しの ところに迎 え よう。」(ヨ ハ ネ

14：1-3)

この ように祝福が待 っていることを

確認 された後に， イスカリオテでない

方 のユ ダが尋ね ま した。「主 よ，あな

たご自身をわた したちにあらわそうと

して，世 にあ らわそ うとされないのは

なぜですか。」(ヨ ハネ14：22)

イ エ ス は この よ うに答 え られ ま し

た。 「もしだれで もわた しを愛するな

らば，わた しの言葉 を守 るであ ろう。



そ して，わた しの父はその人を愛 し，

また，わた したちはその人の ところに

行って，その人 と一緒 に住 むであろう。

しか し，助け主，すなわち，父がわ

た しの名 に よってつか わ され る聖霊

は，あなたがたにすべてのことを教え，

またわ た した ちが話 して おいた こ と

を， ことごとく思い起 こさせるであろ

う。」(ヨ ハネ14：23，26)

救 い主が復活 された後 に，水 による

バプテスマを受け，主の聖徒 に数え ら

れる人々に約束 されたとお り，慰め主

が与 えられま した。十二使徒 はペ ンテ

コステの 日に大 きな現れを受 け，聖霊

に満 たされました。ペテロは集 まった

人々に対 して，悔 い改めてバ プテスマ

を受けるように勧め，そ うすれば聖霊
たまもの

の賜 物 を受け るであ ろう と言 いま し

た。

救い主がニーファイ人 を訪れ られた

ときに も，同 じようなことが起 こ りま

した。

救 い主の教会が設立 された後 に，教

会の会員たちの問に背教が入 り込んだ

ために，暗黒 の日々がやって来 ました。

人々の不義が原因 となって，地上から

神権の権能が取 り去 られました。

ジ ョセブ ・ス ミスを通 して光が再 び

世にもた らされたのは1820年 の ことで

す。 この年 にジョセ ブは最初の示現 を

受 けました。預言者 ジョセブ ・ス ミス

は神の教会 を再 び設立す るために10年

間にわた って十分 な訓練 を受 けま し

た。ジ ョセ ブ ボス ミスは神権の権能 を

受け ました。最初にバ プテスマのヨハ

ネか らアロン神権 を，次 にペテロ，ヤ

コブ，ヨハネか らメルキゼデク神権 を

受けました。 ジ ョセブは また啓示を与

えられました。神 の声が天から語 られ

ることにな りました。 こうして神 と神

の預言者 を結 ぶ道が 回復 され たので

す。

1830年4月6日 ，教会を組織するため

に少数の会衆が集 ま りま した。預言者

ジ ョセブ ・ス ミス は出席者 に対 して，

彼 とオ リバー ・カウ ドリを彼 らの教師

として，特別な助言者 と して心か ら受

け入れるか どうか を尋 ねました。出席

者 は挙手 によって彼 らを支持す ること

を表明 しました。

使用できる状態に保つのに役立った。

ジ ョセブとオ リバーはすでにメルキ

ゼデク神権 を受けていま したが，ここ

でお互 いを長老 の職 に聖任 しました。

このようにしたのは二人が新たに組織

された教会の長老であることを明 らか
ばんさん

にするためで した。次 に主の晩餐であ
せいさん

る聖餐式が執 り行われました。 ジョセ

ブとオ リ、バーはすでにバプテスマを受

けていた人々をイエス ・キ リス トの教

会の会員 として確 認 し，彼 らに聖霊の
たまもの

賜物 を授け ました(『 時満 ちる時代の

教会歴史』pp.67-68参 照)。

神の神権 によって，水 によるバ プテ
あんしゅ

スマを受け，その後 に按手 によって聖

霊 を受けるとい う特別な人 々の中に数

え られることは，何 とすばらしい特権

で しょうか。

リグラ ンド ・リチ ャーズ長老 は聖霊

の賜物 を次の ように説明 しています。

「聖霊の賜物 は，植物に太陽や水が

欠かせ ない ように，わたしたちにとっ

て不可欠な ものである。太 陽や水 を取

り去れば，植物は枯 れて しまう。それ

と同様 に，この教 会か ら聖霊の存在 を

取 り去 って しまえば，ほかの教会 と何

ら変わ らな くなって しまう。それは教

会員の信仰生活か らもうかが ううこと

がで きる。」(「聖霊の賜物」『聖徒の道』

1980年3月 号，p.106参 照)

賜 物は使わなければ さほど価値のな

いものになって しまい ます。 しか しも

しわた したちが天父を常に覚え，天父

の戒めを守ることによって，天父の御

心 に従 うならば，聖霊 は常 にわたした
はんりよ

ちの伴侶 となって くださいます。

わた しは人生で重大 な局面を迎えた

ときに，静かな細い声によって導かれ，

大切 な決断 を下す ことがで きました。

その ときにどれほ ど感謝 したか を今で

も覚えています。わたしは小売 を業種

とする会社 で長年働 いていました。わ

た したちの会社は とて も成功 していま

した。業務を拡大 したかったのですが，
ワ ばくだい

その ため には莫 大 な資金 が必要 で し

た。そ こで資金を調達するために，わ

た したちが知 るか ぎり最 も優秀 な財務

コ ンサル タン トに相談 しました。彼 ら

は大 きな会社 との合併 を勧 め ました。

合併の話 はとんとん拍子 に進んで，経

営 陣の継続性 を図 るため にわた しは5

年 契約の契約書 にサイ ンをするように

求め られ ました。 ところが数か月 もた

たぬ うちにわたしは大変難 しい局面 に

立たされて しまい ました。新 しいオー

ナーたちが，信頼を裏切るような行為

をす るように求めてきたのです。 わた

しにはとて もで きないことで した。お

互いの主張を譲 らず に，長い間話 し合

いを続け ました。難局を打開する道が

ないと感 じたわた しは，会社を辞める

ことを了承 しました。わたしにとって

この タイ ミングは最悪で した。妻は重

病で，多額の医療費が必要で した。娘

は家 を離れて大学 に通ってお り，息子

は伝道 中で した。それか らの1年 間と

いうものは，コンサルティングの仕事
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か ら得る収入だけで，あ らゆる費用 を

支払わなければな りませんでした。

約1年 間苦労 した末 に， カリフォル

ニアのある会社か ら，仕事の件 で話 し

合いたいのでカリフォルニアまで来 る

ようにとの電話連絡 を受けました。わ

たしは早速その会社へ行って交渉 した

結果，非常に良い条件で契約で きるこ

とにな りました。わたしはこの機会 を

とて も喜んでいました。いったん家 に

帰 って家族 と相談 してか ら返事 をした

いと言いました。わたしは家 に戻ると，

家族 とともに注意深 く検 討 した結果，

これは正 しいこ とであって実行すべ き

だとい う結論に達 しました。 ところが

仕事 を引 き受けることを会社に連絡 し

ようとしている と，わた しはかつて聞

いたこともないほど力強 く告げる声 を

聞いたのです。それは 「その仕事 を断

りなさい」 とい うもので した。この声

を無視で きなかったわた しは仕事 を断

りましたが，残念 な気持ちをぬ ぐい去

れ ませ んで した。なぜそのように言 わ

れたのか訳が分か りませ んで した。2

階の寝室へ行 くと，ベ ッ ドに腰 を下 ろ

して，聖典を開きま した。何げな く開

いた箇所が教義 と聖約第111章 で した。

この章は当時わた したち家族が住んで

いたマサチ ューセッツ州 で与え られた

啓示 で唯一，『教義 と聖約』 に収 め ら

れている もので した。とれらの聖句が

文字 どお りペ ージか ら飛 び出 して き

て，わたしの目に留 まりました。

「あなたがたの負債について心配す

ることはない。わたしはそれ を返済す

る力 をあなたがたに与える……。

この地 と周 りの地域 にとどまりなさ

い。」(教 義 と聖約111：5，7)

心 に大 きな平安が生 まれました。そ

れか ら数 日もたたぬうちに，わた しは

ボス トンで申 し分のない条件 の仕事 を

見つけることがで きま した。 そして数

か月後に，当時大管長会の第一副管長

であったハ ロル ド ・B・ リー副管長を

迎 えて開 く大会 を主催す るという特権

にあずか りました。大会 は大成功で し

た。わた したちはリー副管長の言葉に

感 動 しま した。翌 年 の7月 にジ ョセ

ブ ・フィールデ ィング ・ス ミス大管長

が亡 くな り， リー副管長が大管長 に召

され ました。それか ら3か 月後 に，わ

た しはソル トレークへ来るようにとの

連絡 を受けました。そ してソル トレー

クへ 向か うと，仕事 を辞めて中央幹部
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になるようにとの召 しを受けたのです。

もしあの とき，ボス トンを離れては
み たま

ならないと勧告す る聖なる御霊 に耳を

傾 けなかった とした ら，どうなってい

ただろ うか と考 えることが よくあ りま

す。

パー リー ・P・ プラッ トはわた した
たまもの

ちにとって聖霊 の賜物は どの ような意

味を持つか とい うことにつ いて，次の

ように述べてい ます。

「聖霊の賜物は，……あらゆる知的

な能力 を活発 にし，生 まれなが らのあ

らゆる情感や愛情を豊かにし，伸 ばし，

拡大 し，清 め，知恵 の賜物 によって正

し く使 え るよ うにそれ らを順応 させ

る。また，同情心や喜 び，好み，親近

感，情愛な どを刺激 し，は ぐくみ，高

め，十分 に発達 させる。 さらに，徳 や

親切，善行，思いや り，寛大さなどを
ようほう

喚起する。人の美 しさや外観 容貌を

磨 く。健康，活力，生気，社交性 を育

成する。心身両面のあ らゆる能力 を活

気づける。体力 や精力を強め，活力 を

与 える。要するに聖霊の賜物は，昔 も

今 も，骨に髄 を，心 に喜 びを， 目に光

を，耳に音楽 を，すべての人に命 を与

えるのである。」(Key亡o亡heScfe刀ce
かぎ

ofTheology『 神 学を解 く鍵』p.101)

聖 霊 の賜物 はふ さわ し く生活 す る
あかし

人々に力 と慰め を与 えることを証 しま

す。天父の永遠の祝福 にあずかるため

の道 を一人で探すのでな く，助け主が

お られること.を知ってい るわたしたち

はどれほど大 きな慰 めを得ていること

で しょうか。わたしたちは何 を読むべ

きか，何 を見るべ きか，何を聴 くべ き

か， どの ように生活すべ きかを判断す

るために，人によって格付けされた基

準 に頼る必要はあ りませ ん。わた した
はんりよ

ちに必要 なのは，聖霊を常に伴侶 とす

るためにふ さわ しい生活 を送 り，生活

の中で もたらされる聖霊 の励 ましに従

う勇気を持つ ことです。願わ くは，主

の祝福 によ り，わた したちが聖霊の賜

物 とい うこの偉大 にして貴重 な賜物 を

常 に心 に留め る ことが で きます よう

に。 これ らの ことをへ りくだ って，わ

た したちの主であ り救い主であるイエ
み な

ス ・キリス トの御名 によりお祈 りしま

す。 アーメン。



堪え忍び
高く上げられる

十二使徒定員会会員

ラ ッセル ・M・ ネルソン

堪え忍ぶ責任ぱ皆さん自身に与えられた ものさす。ざも，皆ざんば決

しτ独 りさなあ りません。主が皆さんを高 く上げτくださるからさす。

結搬聖簾霧鷺儒
午後，時間がで きたので，2歳 になる

娘 と遊ぶこ とにしました。 わた したち

は ミネソタのある美 しい湖 を訪れ，小

さなボー トを借 りま した。そ して岸か

らかな り離れた所 まで こいで行 き，オ

ールを置いて穏やかな景色 を楽 しんで

いま した。す ると突然，娘が片足 をボ

ー トか ら出 してこう言 うのです
。 「パ

パ，降 りる時間だよ。」

わた した ちは とっ さに娘 をつ か ま

え，説 明 しま した。 「あのね， まだ降

りる時間 じゃないんだ よ。無事 に岸に

着 くまでは降 りちゃいけないんだよ。」

娘 は，岸 に着 く前 に降 りれば大変 なこ

とになると何度 も言われて，ようや く

納得 しました。

子供たちがその ような危険を冒すの

は，単 に親が持っている知恵 を身に付

けていないか らです。天の御父の子供

であるわた したち も同 じように，御父

が望 んでおられる終着点に到着す る前

に，愚かにも 「ボー トから出 よう」 と

考える ことがあ ります。主は最後1ま

で堪 え忍 ぶ2よ うに と何度 も繰 り返 し

教 えてお られ ます し，これは聖文 を貫

くテーマでもあ ります。 このメッセー

ジを伝 える聖句 はた くさんあ ります

が，次の一つを例 に出せ ば十分理解 で

きるでしょう。

「わた しの シオンを起 こそ うと努め
たまもの

る者は幸いである。彼 らは聖霊の賜物

と力を受 けるであろ う。 また，彼 らは

最後 まで堪え忍ぶな らば，終 わ りの 日

に高 く上げ られて，小羊の永遠の王国

に救 われるであろう。」3

神 からの祝福が得 られるか どうかは

常に，その祝福がかかわる律法に従順

か どうか に左右 され ます。4先 ほ どの

我が家の話に当てはめてみま しょう。

わた したちはまず，主 とともに 「ボー

トに乗る」必要があ ります。それか ら，

主 と一緒にボー トにとどまらなければ

なりません。 こうして，決め られた時

が来 るまで 「ボー トか ら降 りる」 こと

をしなければ，主の王国に着 き，高 く

上げられて永遠の命 を得 ることがで き

ます。

「高 く上げられる」という言葉は一つ

の物理的法則 にかかわるものですが5，

ち ょっとした実験 によってそれを説明

することにしましょう。 ここに糸巻 き

があ ります。 この糸巻 きの穴に息 を吹

き込みます。すると，息の力 によって
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テ ィッシュペ ーパー が飛んで行 きま

す。次 に，ご く普通 のメモ用紙 とピン

を取 り出 します。そ して，ピンをカー

ドに通 します。そのピンを糸巻 きの穴

に入 れ， カー ドを糸巻 きに付けるよう

にして持ちます。それか ら，同 じよう

に息 を吹 き込み，それ と同時にカー ド

を持 っていた手 を放 して，カー ドが物

理的 な力 にどう反応す るか見 てみ ま

す。実験す る前に どうなるか予想 して

みて ください。 この カー ドは吹き飛ば

されてわたしか ら離れて行 くで しょう

か。それ とも，落ちないでそのままと

どまっているで しょうか。いいですか。

(ネルソン長老，実験 をす る。糸巻 きの

穴に息を吹 き込むと，カー ドは落ちな

いで糸巻 きに吸いついた ようになる。)

見 えま したか。息を吹 き込んでいる

か ぎりカー ドは落 ちませんね。で も，

息が続 かなくなるとカー ドは落 ちて し

まい ます。息が続かな くなると，重力

とい う反対の力 に負 けて しまうか らで

す。絶 えず息を吹 き続 けるエネルギー

がわた しにあれば，カー ドはいつまで

も落ちなか ったはずですね。6

このように，反対 の力に打 ち勝って

落ちないようにするには，常 にエネル

ギーを注がなければな りません。この

法則はわた したちの生活にも当てはま

ります。何 かを行 うときには必ず，エ

ネルギー と堪 える意志の両方が必要で

す。5，000メ ー トル競走の勝者 は5，000

メー トルを走 り切 った時点で勝者とな

るのであって，1，000メ ー トルや2，000

メ ー トルの時点 で は勝 負はつ きませ

ん。 ボス トンに行 きた くてボス トン行

きのバスに乗 った人が途中のバーリン

トンで降 りるこ とはあ りませ んよね。

教育 を受けたいのに中途で退学す るこ

とは しませ んし，一流 レス トランでの

フルコースでサラダだけ食べて店 を出

ることもしないでしょう。

どの ような仕事で も，忍耐を もって

始 め，途中では反対の力 に耐え，そ し

て最後 まで堪え忍ばなければな りませ

ん。仕事か ら得 られる成果 を味 わうに

は， まず仕事を完成する必要があ りま

す。ある詩人がこう書いています。

仕事 が くっつ いて くるまで，仕事 に



くっついていろ

始める者は多いが，終える者は少ない

誉れ，力，地位，称賛は

あきらめなかった者にだけ与えられる

仕事が くっついて くるまで，仕事 に

くっついていろ

骨惜しみせず 汗を流 し，笑顔で働け

努力 と汗 と笑顔から

やがて人生の勝利が訪れるのだか ら7

わた したちは肉体的な問題に直面 し

たとき，忍耐することを求め られ ます。

重病や年齢か ら来 る肉体的 な弱 さで苦

しんでいる人々は，その試練を最後 ま

で堪 え忍びたい と願 います。8そ して，

厳 しい肉体 的な試練 には霊 的な試練が

伴 うことが しばしばです。

初期の開拓者のことを考 えてみて く

ださい。彼 らが西部への入植の試練 に

最後 まで堪え忍ばなかった らどうなっ

てい たで しょう。今 年の150年 記 念祭

はあ り得 ませんで した。彼 らは確固 と

して耐 えました。迫害9， 追放10， 政府
ぽくめつ

に よる撲 滅令11， 財産 の収 用12な ど，

た くさんの試練 に耐えたのです。主に

対す る彼 らの不退転の信仰が，彼 らを

高 く上げたのです。皆さんもわたしも

同 じ経験を味わ うことが できるでしょ

う。

主が最 も心 にかけてお られるの は，

わた したち一人一人が救 いと昇栄を得

ることです。使徒パ ウロの改宗が最後

まで堪 え忍ぶ ような改宗 で なかった

ら， どうなっていたでしょうか。彼が
あかし

伝道の終わ りに述べ たあの証 はとうて

い聞かれ なかったで しょう。 こうあ り

ます。「わた しは戦いを りっぱに戦 い

ぬき，走 るべ き行程を走 りつ くし，信

仰 を守 りとお した。」13
みこころ

もしイエスが御父の御心を行 うとい

う決意を鈍 らせ てお られたら，どうな
しょくざい

らていたで しょうか。14瞭 罪 は行われ

なかったはずです。死者 の復活 もあ り

得 ませんで した。不死不滅 と永遠の命

の祝福 もあ りませ ん♂5し か し， イエ

スは確かに耐 えられました。その最期

のときに，イエスは御父にこう祈 られ

ま した。「わた しは，わた しにさせ る

ためにお授けになったわ ざを瞳

エ，地上であなたの栄光 をあ らわしま

した。」16

地 上での教導 の業が始 まった ころ，

イエスは御 自身に従って来 る人々の信

仰の持ち方 に心を痛めるようにな られ

ました。 イエスは5，000人に食物を与 え

た後で17王 国の教義 を教 えられたので

すが，中には 「これは，ひどい言葉だ。

だれがそんなことを聞いてお られ よう

か」18と不平 を言 う人々がいたのです。

主か ら食物を頂いた後で さえ，主 とと

もに耐える信仰 を持てない人が大勢 い

ました。主は十二弟子 にこう言われま

した。 「あ なたがた も去 ろ うとす るの

か。」

する と，シモ ン ・ペテロが答 えまし
ことば

た。「主 よ，……永遠の命の言を もっ

ているのはあなたです。

わた したちは，あなたが神の聖者で

あることを信 じ，また知っています。」19

このペテロの答 えこそ， わた したち

の福音への決意の真の核心 を成す もの

です。 イエスがキ リス トであられるこ

とを疑いな く理解 するとき，わた した

ちはイエス とともにあ りたいと願 うも

のです。そ して，心か ら改宗 した人々

には堪 え忍ぶ力が授 けられます。

この堪 え忍 ぶ力 は，わた した ちの人

生の中で最 も大切 な二つの関係 におい

て欠かすことのできないものです。一

つ は結婚， もう一つは主の教会 の会員

としての資格です。 この二つに共通す

るのは，単 なる契約関係で はな く，聖

約 によって結ばれている関係だ とい う

ことです。

結婚，特 に神殿結婚 とそれに伴 う家

族の きずなは，聖約 を基 とした関係で

す。 したがって，決 して軽視 してよい

ものではあ りません。世界 的に離婚率
こんにち

が急上昇 してい る今 日，多 くの人々が
はんりよ

伴侶への愛情を最後まで持続できない

でいることは明白です。また，自分の

最 も重要で優先度の高い神権の義務

力㍉ 妻を敬い支持することであるのを
は

忘れる夫がいるために，神殿結婚が破
たん

綻 してい ます。20父 親が子供たちにで

きる最良のことは，子供たちの母親を

愛することです。21

最 近 ゴー ドン ・B・ ヒンクレー大管

長は，すべ ての末 日聖徒 の夫が守 るべ
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きこ とと して次の ように語 りました。

「〔奥 さん〕 を尊んで大いなる ものとし

て くだ さい。そ うすれば，神権 を尊ん

で大 いなる もの とす るこ とにな りま

す。」22こ の大管長の賢明な勧告に，時

を超 えたパ ウロの助言 を付 け加えまし

ょう。「あなたが たは，そ れぞれ， 自

分の妻 を自分 自身の ように愛 しな さ

い。妻 もまた夫 を敬いなさい。」23こ の

永続す る愛は，人生の試練に遭っても

わた した ちを常 に高めて くれます。 ま

た，永続する愛 とは，夫 と妻 の両方が

二人の一致を最 も重要な二つの約束の

一つ と位置づけた結果 として生 まれる

ものなのです。

永遠にまで影響 を与えるもう一つの

約束 は，主に対す るものです。24残 念

なが ら，主 とともに最後 まで堪え忍ぶ

との心か らの約束をせずに，バプテス

マ とい う神聖 な儀式 を通 して神 と聖約

を結 んでいる人がいます。バ プテスマ

は非常 に重要 な儀式 ですが， ほんの始

まりにす ぎません。教会員 としての最

高の祝福 は，神殿での昇栄の儀式を受

けて初めて実現するのです。神殿 での

祝福 はわた したちに， 日の栄 えの王国

において 「王位，王国，公国，お よび

力」25を 受 け継 ぐ資格 を与 えて くれま

す。

主は，うわべ だけ活動 に参加 してい

る人 としっか りした信仰 に根 ざしてい

る人 を簡単 に識別 され ます。イエスは

この ことを種 まきのた とえで教 えてお

られます。「自分の中に根 がないので，

しば らく続 くだけである。 その のち，
みことば おこ

御言 のために困難や迫害が起 って くる

と，す ぐつまずいてしまう。」26

主 に忠誠を尽 くすとい うことは，主

か ら召 された教会の指導者にも忠誠 を

尽 くさなければな らない ということを

意味 します。主は人に力を与 え，主の
み な

御名 に よ り語 る ように聖任 され ま し

た。27そ のような彼 らが主の決 して沈

むことのない船 を，救 いという岸に向

けて操縦 しているのですか ら，彼 らと

と もにそ の船 にと どまる方 が賢 明で

す。28「 この船 は沈め得 ず，天地の主

がいます を。」29

そ れにもかかわ らず，あ る人々は船

が岸 に着 くの を待 ち切れず，海に飛び



込んで しまいます。また悲 しいことに，

人生の危 険な旅路 については自分 の方

が預言者よ りもよく知っている と主張

する仲間にそそのか されて，船を離れ

る人 々もいます。人生で生 じるいろい

ろな問題の中には，他 人が原因のもの

もあ ります し，信頼 していた人から裏

切 られることもあ ります。 しか し，た
あがな

とえそうであっても，わた したちは順い

主か ら見捨て られることは決 してあ り

ませ ん。主 はこう言 われ ました。「あ

なたがたがわた しの言 うことを行 うと

き，主なるわた しはそれに対 して義務

を負 う。」3。

主に対 して強い忠誠心 を持っていな
はんりょ

い人は，伴侶 に対する忠誠心 も弱 くな

る傾向にあ ります。そ して，永遠の聖

約への患誠心が薄れる と.永 遠 にまで

影響 を及 ぼす過 ちへ と発展 す るので

す。そのような人 々の人生 を嘆 き悲 し

む心は後悔で満 ちています。次の詩に

それがよく表れています。

舌が語 りペ ンがつづ る悲 しい言葉の

中で

最 も悲 しい言葉は こうだ。「こ うで

あった らよかったのに。」31

今 ， わた した ちが話 してい るのは，

あらゆる祝福 の中で最 も大切 なものに

つ いてです。主 は言われ ました。「わ

たしの戒め を守 り，最後 まで堪 え忍ぶ

ならば，あなたは永遠 の命 を得 るであ
た ま も の 　

ろう。この賜物 は，神 のあ らゆる賜物

の中で最 も大いなる ものである。」32

天 の御父が予見 された栄光の終着点

を目指 して心 から堪え忍びたいと望む

皆 さんは，個 人としての優先順位 をし

っか りと決める必要が あ ります。皆さ

んの心を奪お うとた くさんの興味ある

ことがひしめ き合 っている中で， まず

第 一に気 をつけ なけれ ばな らな いの

は，「船か ら決 して離 れない」 とい う

ことです。だれも二人の主人に兼ね仕

えることはできません。33皆 さんが も

しサ タンの誘惑 によって，最後 まで堪

え忍ぶ と聖約 を交わ した伴侶 や主 をな

いが しろにして，ほかの もの，つ まり

娯楽や浮気，名声，財産な どを愛する
ほんろう

ようになると，サ タンに翻弄 されて し

まいます。そのような誘惑に遭 った と

きに分かるのは，十分前 もって決心を

しておけば力が得 られるとい うことで

す。主 は言 われま した。「わた しがあ

なたがたに教え，戒めることを行 うよ

うに心 に決めなさい。」34ま た主は，預

言者エ レミヤを通 してこう宣言 されま

した。 「わた しは，わた しの律 法を彼

らの うちに置 き，その心 にしるす。わ

た しは彼 らの神 となり，彼 らはわた し

の民 となる……。」35

優 先順位が正 しければ耐える力 も増

し加 えられ ます。そ して，その優先順

位が心に深 く刻 まれ ると，船 から足 を

踏み外す ことがな くな ります。結婚や

教会や人生にあって欺 きがないように

守 って くれるのです。

もし皆 さんが，ほかのいかなる人や

物 をも差 し置いて主のようにな りたい

と望 むのであれ ば，「イエスへ の賛美

は，イエスの模範 に従 うとい うわた し

たちの行動に最 もよく表 される」 こと

を覚 えておかなければな りません。そ

れか ら，いかなる愛 も皆 さんの伴侶 や

家族，そ して創造主へ の愛を超 えるこ

とがあってはな りません。皆 さん を治

めるのは啓示 された真理の原則 です。

他人が決めた規則 に左右 されない よう

にしましょう。

堪え忍ぶ責任 は皆 さん自身に与え ら

れた ものです。 でも，皆 さんは決 して
あかし

独 りではあ りません。わた しは証 しま

す。 「キ リス トの もとに来て，キ リス

トによって完全 に」なろうと努力すれ

ば，皆さんは主 によって高 く上げ られ

るで しょう。そ して皆 さんは，「神の
みこころ

御心に添わないものをすべて拒み，勢

力 と思い と力を尽 くして神 を愛する」36

よ うになるのです。

主の生ける預言者は声高 らか にこう

呼 びか けてい ます。「この教会 の会員

はどこにい ようとも，力強 く自分め足

で立ち，心に歌 を忘れずに前進 し，福

音 に生 き，主を愛 し，王国の建設に歩

むようにお勧 め します。 ともにこの道

を歩み続 け，信仰 を幽 一〕_ではあ

りませんか。」37

わ た したち一人一人が堪 え忍ぶこと

によって終わ りの 日に高 く上 げられる
み な

よ う ， イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ り

祈 り ま す 。 ア ー メ ン。

注

1， マ タイ24：13;マ ル コ13：13;2

ニ ー フ ァ イ33：4;オ ム ナ イ1：

26;3ニ ー フ ァイ15：9;教 義 と聖

約14：7;18：22;20：29参 照 。

この 約束 は天 の御 父 と主 イエ ス ・キ リ

ス トの双 方 か ら確 認 を得 てい る。わ た

したち は偉大 な 工ロ ヒム か ら次 の宣 言

を 頂 いて い る 。 「ま こと に ，わた しの

愛 する者 の言 葉 は真実 で あ り，確 かで

あ る 。 最 後 ま で 堪 え 忍 ぶ 者 は 救 わ れ

る 。」(2ニ ー フ ァイ31：15)ま た ，

救 い主 か らは次 の 約束 を受 け て いる 。

「悔 い改 め て ，わ た しの名 によ って バ

プ テ ス マ を 受 け る 者 は だ れ で あ ろ う

と ，満 たさ れる であ ろ う。そ して ，最

後 まで堪 え 忍ぶ な らば… …わ た しが立

って世の 人 々を裁 くその 日に ，わた し

聖徒の道/1997年7月 号

83



2.

み まえ

の 父 の 御 前 で 罪 の な い 者 と しよ う。」

(3二ニー フ ァイ27：16)

「堪 える(endure)」 は ラテ ン語の 二

つの 言 葉 を語 源 に持 つ 複合 語 で あ る 。

接 頭辞 のenは 「内」 の意 味。 残 りは

動 詞durareか らの 派 生で ，「確 固 と

す る ，硬 くな る」 の意 味で ある 。 した

が ってendureは 「心 の 内 が確 固 と

なる」 とい う意味 とな る。 この 意味 は

endureに 当 たる 『聖 書』 の原 語 にも

見 られ る 。

『旧 約 聖 書 』 の ヘ ブ ラ イ 語 で ，

amanと い う語 幹 は 「確 固 と す る」

また は 「忠実 にな る ，信頼 する 」の 意

味 で あ る 。 こ の言 葉 は よ く 「忠 実 な

(faithfuD」 と翻訳 さ れる が ，「信 仰

(faith)」 とだ け訳 さ れる こ とはな い 。

amanは 信 仰 以上 の もの なの で ある 。

こ れ は受動 態 で は な い。 「忠実 にな る

よ う に と の 固 い 決 心 」 の 意 で あ る 。

amanは ま た ， 「確 か め られ た 」 「信

じる」 「長 く持 続 す る」 「確 信」 「確 立

(され た)」 「確 か 」 「信頼 」 「確 固 と し

た」 「確 固 と して 立 つ」 な どの 関連 語

の語 源 とな ってい る。

『新 約 聖 書 』 の ギ リ シ ャ 語 で は ，

hupomenoと い う動詞 が 用い られて

い る 。 これ は 「残 る(remaln)」 「と

ど まる(stay)」 「続 く(continue)」

の 意 味 で あ る 。hupo(hvpo)は

3.

4，

5.

6.

「下」の意 味で ，「皮下(hypodermic)」

「低体 温(hypothermia)」 に通 じる。

つ ま り ， 「堪 え忍 ぶ(endure)」 は 内

(皮 膚 の下 つ ま り内部)な る決 意 を 表

した言 葉な ので ある 。

1ニ ー フ ァ イ13：37。 モ ー サ ヤ

23：22;ア ル マ13：29;36：

3;3フ ：37;38：5;3ニ ー フ ァイ

27：21-22;エ テ ル4：19;教 義

と 聖約5：35;9：14;17：8;

75：16も 参照 。強 調の た め ，聖 文 で

はこの 戒め に従 わ なか った とぎの 否定

的な結 果 につ いて も教 えて いる 。例 え

ば次 の 聖句 で あ る 。 「も し彼 らが ，悔
み な

い改めて神の御名を信 じることをせ

ず，またその御名によってバプテスマ

を受けることなく，最後まで堪え忍ぶ

ことをしなければ，彼らは罰の定めを

受ける。イスラエルの聖者である主な

る神が，そう言われたからである。」

(2ニ ーファイ9：24。2ニ ーファイ

31：16;モ ルモン9：29も 参照)

教義と聖約130：20-21参 照

この物理のベルヌーイの原理のデモン

ス トレーションは，1996年8月17

日，当時力リフォルニア州サクラメン

ト在住の教会地域幹部ノーマン ・C・

ポエム長老が著者に見せてくれたもの

である。

揚力の法則は航空機が飛ぶときにはい
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7.

8，

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16，

つ も 作用 す る 。 「翼 や 航 空機 全 体 ， ま

た は翼 のあ る ミサイ ル に作用 す る空気

力学 上 の分 力で ，相 対す る空 気の 流れ

と は垂 直に ，通 常は 重力 に逆 らう形で

上方 に働 く。」(，4mθrloθ η θθr1亡θgθ

D1α10η θry，5訊71fビ 『ア メ リ カ

ン ・ヘ リテ ッジ英英辞 典 』"lift"の 項)

著 者 不 詳"$tioktoYourTask"

θθεか∠0レθdノ⊃0θノη50プ 亡わθ 乙∠)θ

Pθoρ1θ 「仕 事 をや り遂 げよ」 『末 日聖

徒 愛唱 詩集 』 ジ ャック ・M・ リオン他

による 共同編 集 ，pp.255-256

ジ ョセ フ ・フ ィール デ ィン グ ・スミ ス

大 管長 は95歳 の と き ，「この世 での生

活 を最 後 まで堪 え忍 び たい」 との希 望

を 公 に述べ た(Ooηrθ め ησθ 月θρoπ

『大 会報 告 』1970年10月 、p.92;

ノmρ幻 レθ1ηθη亡εrθ'『イ ン プル ーブ メ

ン ト ・エラ 』1970年12月 号 ，p.27)。

ジ ョ セ ブ ・ス ミ ス ー 歴 史1：20，

22-24，27，58，60-61，74

参 照

開 拓者 はオ ハ イオ か らミズ ー リ，イ リ

ノイへ と追 わ れ ，最 後 にグ レー ト ・ソ

ル トレー ク盆地 に着 い た。

初 期の 開拓 者 たち はミ ズー リ州 知事 が

発 行 した 「モ ル モ ン は 敵 と 見 な し ，
ぼくめつ

撲滅するかまたは州外に追放しなけれ

ばならない」との署名入りの命令によ

り，ミズーリを追われた(伊 ε亡o膨θf

亡わθ0わαroh『教会歴史』3：175)。

アメリ力合衆国議会は1887年 ，教会

に対する法人認可を取b消 すことによ

り教会の宗教法人としての存在を
まっしょう
抹 消 す る と い う前 例 の な い 行 動 に 出

た 。そ して ，礼 拝 の家(ロ ーガ ン ，マ

ンタ イ ，セ ン トジ ョー ジ ，ソル トレー

クの各 神殿)を 含 む教 会の 事実 上す べ

て の資 産 を没 収す る権 限を 連邦 管財 人

に 与 え た の で あ る(τ んθ と∂亡θ

0σrρor∂ 亡10η0プ 亡々 θ0わ σroわof

L/e5亡ノSOノ つr/S亡of∠_θ 亡亡θr-0θy

S∂ノη亡5肱 σηノ亡eσS亡 ∂亡θs『 近年 の

法 人で あ る末 日聖徒 イ エス ・キ リス ト

教 会 』136U.S.1)。

2テ モ テ4： フ

3ニ ー ファイ27：13参 照

モー セ1：39参 照

ヨ八 ネ17：4， 下 線付力口。 ヨ八 ネ4：

34も 参 照



17.マ タ イ14：21;16：9;マ ル コ

6：44;8：19;ル カ9：14;ヨ ハ

ネ6：10参 照

18， ヨ八ネ6：60

19.ヨ ハネ6：67-69

20.教 義 と聖約42：22参 照

21.こ の言 葉 は多 くの教 会指 導 者が語 って

いる。 例え ば 、八 ワー ド ・W・ 八 ンタ

ー 「義 に かな う夫
，父親 」 『聖 徒の 道』

1995年1月 号 ，p，57;デ ビ ッ ド ・

0・ マ ッケ イ ，ゴー ドン ・B・ ヒン ク

レーに よる 引用 「愛 と親 切の 手 を差 し

伸 べ よ う」 『聖 徒 の 道 』1983年1月

号 ，p.137参 照

22.1996年11月9日 に行 わ れ た ペル ー

の リマ市 で の教会 員 のた めの フ ァイヤ

サ イ ドの 最初 のセ ッシ ョン

23.エ ペ ソ5：33

24.力 口え て ，ふ さわ しい男 性 は神権 の誓 詞

と聖 約 にあず かる 特権 を授 か る。 これ

は彼 らが 仕 える す べて の 男 性 ，女 性 ，

子 供 を祝 福す るた めの もの で ある(教

義 と聖約84：33-48参 照)。

25.教 義 と聖約132：19

26.マ ル コ4：17

27.教 義 と聖 約1：38;21：5;68：4

参 照

28， 使 徒27：30-31;1ニ ー フ ァ イ

18：21-23参 照
あらし

29.「 主 よ ，嵐 す さび」 『賛美 歌』59番

30.教 義 と聖約82：10

31.ジ ョン ・グ リー ン リー フ ・ウ ィッテ ィ

ア"MaudMu「ler"7「 わθOomρ1θ 亡θ

Poθ 亡10θ1臨orksofレ γわ1亡亡1θr「モ ウ

ド ・ミ ュラ ー」 『ウ ィ ッテ ィ アー 詩作

金集 」P.48

32.教 義 と聖 約14：7。 預 言 者 ジ ョセ フ

は この堪 え忍 ぶ とい う概念 を 信仰箇 条

第13節 にこ う含め て いる 。「わた した

ち はすで に多 くの こ とを堪 え 忍ん でき

てお り，また すべ ての ことを堪 え忍 べ

る よ うにと望 んで いる 。」

33， マ タイ6：24参 照

34， ジ ョセフ ・ス ミス訳 ル カ14：28

35.エ レミヤ31：33

36.モ ロ ナイ10：32

37.「 この 道 を 歩 み続 け ，信 仰 を 保 つ 」

『聖徒 の 道 』1996年1月 号 ，p.78，

下 線付 力口

「小さな石」

前中央扶助協会会長(今 大会で解任)

イ レイン ・L・ ジャッウ

この福音を単仁信℃：ζだけωればよωとωう時代ば週ぎ去 り，今や慨勲
きぜん

をもっτイエス ・ヰクス1・とその計画を信 じ，毅然としτ実行に移すと

ぎτす。

た しはカナダのカー ドス トンに

わ あ るアルバータ神殿か らす ぐ近
い所で育ちました。 カナディア ンロッ

キーのふ もとにあるこの小 さなモルモ

ン教徒の町で，神殿はイエス ・キリス

トの福音 の持つ力 と壮麗 さの象徴 にな

っていま した。 この神殿の中でわた し

は最 も大切 な聖約 を交わ しました。

この建物はわたしに とって特別な意

味 を持 っています。スコッ トラン ドの

アバディー ン出身で腕の良い石工だっ

た祖 父の ジ ョン ・F・ ア ンダー ソ ン

が，この聖なる神殿 のために白いかこ

う岩を磨いて仕上げるとい う召 しを受

けたからです。1915年 に隅石が据えら

れた とき，祖父 は使徒デ ビッド ・0・

マ ッケイ長老の管理 の下，石工頭 とし

て働 く光栄にあずか りま した。1923年 ，

神殿が奉献され る前 に，祖父が最後の

石を置 きました。彼の 日記 には次のよ

うに記録 され てい ます。「それはか さ

石ではなく，表 門の小 さな石だった。」
き ょう

今 日わた しは扶助協会の表門にわた

しの小 さな石を置 きます。

『モルモ ン書』の中にあってそれ自

体一つの小 さな石である 「オムナイ書」

で，アマ レカイは次 のように記 してい

ます。「わた しはあなたが たが イス ラ

エルの聖者 であ るキリス トのもとに来
あがな

て，キリス トの救い と，キリス トの順い

の力 にあずかるように望んでいる。 ま

ことに，……自分自身をキリス トへの

ささげ物 として ささげ，断食 と祈 りを

続 け，最後 まで堪 え忍びなさい。そ う

すれば，主が生 きてお られるように確

か に， あなたが た は救 われるで あろ

う。」(オ ムナイ1：26)

預 言 者ジ ョセブ ・ス ミスは 「自分 自

身をキ リス トへ のささげ物 としてささ

げ」 るとは 「心 と，勢力 と，思い と，

力 を尽 く」す(教 義 と聖約4：2)こ と

だと表現 しました。それは神の祭壇 に
たまもの

自らの時間と才能，賜物や祝福，そ し

て喜んで奉仕 し主のすべての求めに応

じる心 をささげることです。祖父は心

を込めて石 を置 き，その石 を主 にささ

げました。今 日わた しは，中央扶助協

会にこれまでの奉仕 をささげます。

1991年 に ヒンクレー長老の招 きによ

り，生 まれ故郷のカナダに帰 り，アル

バ ー タ神殿 の再奉献式 に出席 しまし

た。式が終わ り，閉会 に当た り全員で

立ち上がって 「主のみた まは火のごと

燃え」 を歌 った とき，部屋 に満ちた力

を忘れ ることはで きません。聞 き慣れ

た歌詞ですが 「天の群れ と共 にうたわ
み こ

ん ホザナ，ホザナ ，神 と御子」(「主
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のみたまは火の こ'と燃 え」 『賛美歌』3

番)と いう言葉 に感動 しました。ホザ

ナとは歓喜あふれ るときの義 にかなっ

た叫びであ り，確かにそれは喜びの瞬

間で した。

わた したちの合唱に加 えて，聖歌隊

も 「ホザナ斉唱」 をしま した。あの壮

麗な神殿 の壁 を仕上げた祖父のことを

思 うとき，「主の宮 は完成 した。主が

この ささげ物 をお受 けになるように」

(TheChofrbook「 合 唱曲集』pp.69-

76)と い うこの歌の歌詞は，わた しに

は感慨 深 い ものが あ ります 。 また ，
こんにち

今 日主 に完成 した 「宮」をささげ よう

としているわたしには，特 に含蓄のあ

る言葉です。

神殿 を建てることと召 しを果 たす こ

とには共通点がた くさんあ ります。 ま

ず何 もない土地か ら始め，地を測量 し，

霊感 を求めて祈 り，深 い考慮のうえで

設計図 を作 り，批評 を求 め，改良 し，

さらに設計 します。土台を造 り，さら

には壁 ，屋根 ，そ して庭 を造 ります。

それぞれの管理役 員は前任者の築 いた

堅固な土台の上 に建ててい きます。

この扶助協会会長会 も過去7年 間築

き続けてきました。教育 を重 んじる従

来の姿勢 に加えて，教会全体 を通 して

学習能力 を向上 させる努力 をして きま

した。家庭訪問によって託 された姉妹

たちを見守 り，養 うという原則 を強調

し，引 き続 き家庭 と家族 をわた したち

の関心の中心に据 え，は ぐくみ，犠牲

を払い，教 え，霊感 を与 えるという神

聖な特質を授かった女性 をたたえまし

た。教会の女性 たちが子供 たちの世話

をし，助け合い，自立を教 え，救い主

について教 えた ことによって，すばら

しい結果が生まれました。

主に心 をささげている教会の女性 た

ちと密接 に働 くことはほん とうにす ば

らしいことで した。彼女たちが置いた

石の上にわた しの石 を載せ，それが受

け入れられるように祈 っています。

過去数年 間の中で特 に思い出深い出

来事 は，1992年 に 開催された，世界で

最 も歴 史が長 く，最大 の規模 を持ち，

恐 らく最 も成功 している女性組織 扶

助協会の創立150年 祭 で した。今で も

胸が ときめ くのは，世界 の全大陸を結

んで，台湾，ジンバ ブエ， ドイッ， メ

キシコ，韓国，オース トラリア，アメ

リカなどの姉妹たちに同時放送ができ

たことです。

扶助協会の初代会長であったエマ ・

ス ミスは，姉妹 たちに向かって 「これ

から驚 くべ きことをしてい きます」 と

述 べ ま した(女 性 扶助 協会 議事 録 ，

1842年3月17日 。末 日聖徒イエス ・キ

リス ト教会記録保管課蔵)。150年 祭 は

確かに 「驚 くべ きこと」で した。1842

年 に イリノイ州ノーブーで20人 の姉妹

たちによって始 まった扶助協会は，今

や全大陸，そ して世界中のほとん どす

べての国々に住 む400万 人 近 い姉妹た

ちの組織 とな るまでに成長 しま した。

しか し， この組織はマー ガレット・ク

ックという一人の女性が，ノーブー神

殿建築に携わっている兄弟たちのため

にシャツを縫おうとしたことか ら始ま

ったのです。 ここに重要 な意味がある

のです。彼女は布地を買 うことさえで

きませんでしたが，サラ ・キ ンボール

の寄付 を受 け，数週間後 に主か らの霊

感によ り預言者ジ ョセ ブ ・ス ミスによ

って扶助協会が組織 されま した。最初

は一 表門の一 小 さなささげ物で始 ま

ったのが，一つずつの石の積み重 ねに

よって，世に善 をもたらす大 きな力あ

る組織へ と成長 しました。

わた しが気づいたことの一つは，人

は従順で，忠実で，熱心であれば，主

の助けによってささげ物 を準備で きる

とい うことです。 これは主がニー ファ

イに次のように命 じられた ことか らも

分 か ります。 「わた しが これか ら示す

方法に従 って，一隻の船を造 りなさい。

この大海を越 えて，わた しがあなたの

民を連れて行けるようにす るためであ

る。」(1ニ ーフ ァイ17：8)ニ ー ファイ

は海の近 くで育ったことが なかったの

で，船造 りの経験 はあ りませんで した。

しか し，信仰 と責任感 をもって こう答

えたのです。「主よ，お示 しくださっ

た方法 に従って船 を造 るための道具を

造 るには， どこへ行ってあ らがねを見

つ けた らよろ しいで しょうか。」(1ニ

ーフ ァイ17：9)た め らい も疑 い もな

く，ニーファイは主に船 というささげ

物 をす る準備 に取 りかか りました。
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わた しが この責任 に召 された とき

も，ニー ファイと同 じように主 に助 け

を求めました。わた しに与え られた道

具 は，チエ コ ・岡崎，アイ リーン ・ク

ライ ドとい う二人の強力で有能 な副会

長で した。 これに加えて，12人 の高潔

な姉妹 か ら成る献身的で経験豊富 な管

理会，そ してオフィスで惜 しみな くま

た忍耐強 く仕事 を して くださる人々の

働 きがあったことは，会長会 としてほ

んとうに恵 まれていました。おかげで
きよ

ともに 「聖い心 でこの務 めを果 たせ」

ました(モ ーサ ヤ18：12)。 ま た 「善

を行 うことに疲 れ果ててはな らない」

(教義 と聖約64：33)と い う主 の勧告

を真剣 に受け止めている世界各地の姉

妹たちの祈 りや善い行い に，幾度 とな

く支えられました。

わた したちに勧告や導 きを与 えて く

ださった多 くの神権指導者に感謝 して

います。彼 らに とってわたしたちの支

持 と信頼が必要だった ように，わた し

たちにとっても彼 らの理解 と神権の力

が必要で した。主はこの教会の指導者

として雄々 しく，知恵に満 ち，愛 にあ

ふれる人々を召 されました。わた しは

この ような指 導者が神 か ら霊感 を受
あわ

け，信念 と憐れみの心 を持 ち，細心の

注意 をもって行動す る姿 を問近に見 て

きました。わたしは彼 らを信頼 してい

ます し，彼 らもわた したちに信頼 を寄

せて きて くれま した。

わた しは教 会の姉 妹全体 を代表 し

て， ヒンクレー大管長，モ ンソン，フ

ァウス ト両副管長，そ して十二使徒定

員会 にお伝 えしたい と思 います。わた

したちは皆 さんを支持 してい ます。皆

さんの助 け手にな りたい と願ってい ま
かぎ

す。皆 さんが神の王国の鍵 を持つ末 日

の預言者であることを知 ってい ます。

またその堅実 さ，ユーモアのセンス，

正 しい判断，義にかなった腕でわたし

を助 けて くれた夫のジ ョーにも感謝 し

たい と思い ます。4人 の息子 たちも夫

の模範 に従い，頼 もしい支え となって

くれました。息子の一人が 「今 まで長

い間扶助協会の会長 になれ るように，

お母 さんを訓練 して きたけど，そのか

いあってきちんとやれたね」 と言って

くれたのは，最高の褒め言葉で した。



わた したちのささげ物には，わた し

たちの働 きだけでな く，その働 きに伴

う心 も含 まれます。主 はこれを 「打 ち

砕かれた心 と悔いる霊」(3ニ ー ファイ

9.20)と 呼 ばれ ました。 この二つが

一つ となってわた したちの魂 になって

い ます。オムナイは 「自分 自身 をキ リ

ス トへの ささげ物 としてささげ」るよ

うにと語 りました。兄弟姉妹の皆さん，

この福音を単 に信 じてだけいれば よい

という時代 は過 ぎ去 り，今 や情熱をも

ってイエス ・キリス トとその計画を信
き せん

じ，毅 然 として実行 に移 す ときです。

主がわた したちとともにいて導 きを与

えて くだ さることを，一点 の曇 りもな

く知 らなければな りません。わた した
み な

ちは主の御名 によって ささげ物 を形成

します。この数年間，わた しは教会の

姉妹た ちを代表するとい う， とてつ も

な く大 きな責任があ りました。主はわ

た しの努力 を，わたしの心 と霊によっ

て測 られると，わた しは信 じています。

それは皆 さんの場合 も同じです

現在，扶助協会 は今世紀初めに会長

を務めたエメリン ・B・ ウエルズ姉妹

の語 った希望 を象徴 しています。彼女

の指導に助 けられて扶助協会は尊 い伝

統 を固 く守 る一方 で，.神への信仰 と未

来への希望 を胸 に抱 きつつ前進 しまし

た。その50年 後，ベル ・スパ ッフオー

ド会長 はこ う語 りま した。 「神か ら与

え られた扶助協会 の使命 は，今緒 に就

いたばか りです。」(Hls亡oryofRellef

Socle亡y，1842-1966『 扶 助 協 会 史 ，
こんにち

1842-1966年 』p140)今 日，わた し

たちは さらに歩みを進めて，霊性 と光

の新たな段階に入 る体 制が整っていま

す。完全 な希望の輝 きを持 って，来る

べ き新世紀 における扶助協会の姉妹た

ちが何をささげるか，楽 しみに してい

ます。わたしたちがイエス ・キ リス ト

の福音か ら喜びを得，主の計画におけ

る 自らの立 場 を理解 して行 動す る と

き，周囲の人々が引 き寄せ られ，生活

に変化がもた らされ ます。わた したち

は善 に飢 え渇 く世の人々を高め，霊感

を与 えます。新 しい会長会はさ らに大

きな目標 を指 し示 し，さらに大 きな貢

献をするでしょう。神 の王国を築 くた

めに新 しい石 を加 えてい く新会長のス

テンプルスクウェアに立つショセフ スミス像。

ムー ト姉妹 と副会長のお二人 を，心か

ら支持 します。確 かに現在 ある力 は，

新 しい姉妹たちが築 くための土台 にな

るで しょう。

黙 々と責任 を果 たし， 日々のチ ャレ
けんそん

ンジと苦 闘し，謙遜で忍耐強 く寛容な

会員たちのたゆまぬ努力 によって，こ

の教会は築 き上げ られ，成長 し続 ける

で しょう。自分のささけ物 をささげて，

「主は聖徒たちの理解力 を高めた もう」

(『賛美歌』〔英文〕2番)と 歌 うとき，わ

たしたちの心は喜 びで満たされます。

わた しの心は感謝の大 きな喜 びでい
あかし

っぱいです。救 い主への証 を述べて，

ともに喜 びま しょう。「ホザナ，ホザ
み こ

ナ ， 神 と 御 子 。」 イ エ ス ・キ リ ス トの
み な

御 名 に よ り， ア ー メ ン。
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「あなたも行って

同じようにしなさい」

管理監督

H・ デビッド ・バー トン

(わた した ちばク財産への勃着を打ち捨ττ，飢え τωる入や乏 しω入，

奮る物のなω入，病入の僕ぎを周くことが さぎるびしょうか。

た したちは皆，ジャック姉妹 な

わ らびに副会長 を務めた姉妹 たち
のすばらしい奉仕を通 して祝福 を受 け

てきました。わた しの感謝 の言葉は皆

さん一人一人の思いでもあると確信 し

ています。

救い主に従 う忠実な弟子たちは，た

とえとして知 られる，深 く考えさせ る

短い話を通 して，福音の原則を教え ら

れました。多 くのた とえを聞いた後で，

「弟子 たちが イエス に近寄って きて言
たとえ

った，『なぜ，彼 らに讐でお話 しにな

るのです か。』」(マ タイ13：10)そ れ

に対 して救い 主は こう答 え られま し

た。「だか ら，彼 らには讐で語 るので

ある。それは彼 らが，見ても見ず，聞

いて も聞かず， また悟 らないか らであ

る。」(マ タイ13：13)

あ る律法学者が救い主 を試みようと

して，教義の一点 について問いかけま

した。イエスをわなにかけようとして，

彼 はこ う尋 ねたのです。 「先生，何 を

したら永遠の生命が受け られ ましょう

か。」(ル カ10：25)イ エ スは彼に聞き

返 され ました。「律法 にはなんと書い

てあるか。あなたはどう読 むか。」(ル

カ10：26)こ の律法学者が律法か ら引
かんぺき

用 して出 した答 えは完壁 な もので し

た。「『心 をつ くし，精神をつ くし，力

をつ くし，思いをつ くして，主なるあ

なたの神 を愛せ よ。』 また，『自分 を愛

す るように，あなたの隣 り人を愛せ よ』

とあ ります。」(ル カ10：27)イ エ スは

その答えを認めたうえで，彼 にお答え

にな りま した。 「その とお り行いな さ

い。そ うすれば，いのちが得 られ る。」

(ルカ10：28)

主 を論破 しようとして失敗 した律法

学者 は，その答えに当惑 しました。彼

は 自分 を正当化 しようとして， さらに

こう尋ね ました。「では， わた しの隣

り人 とはだ れのこ とです か。」(ル カ

10：29)わ た したちはこの律法学者の

2番 目の質問に大いに感謝 しなければ

な りません。彼のその質問に対 して，

救い主の語 られた中で も非常 に深い洞

察 に満 ちたた とえが与 え られたの で

す。

皆 さんもそのたとえの設定を覚えて

お られるこ とで しょう。 「ある人がエ
ゆ

ルサ レムか らエ リコに下 って行 く途
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中，強盗 どもが彼を襲 い，その着物 を

はぎ取 り，傷 を負わせ，半殺 しにした

まま，逃げ去 った。」(ル カ10：30)こ

の 「ある人」については，わた したち

は初等協会のころか ら聞か されてきま

した。わたしたちは，その祭司 とレビ

人がなぜ助 けようとしなか ったのか納

得 で きず，こ う言 います。 「わた しだ

ったら，絶対助 けてあげたのに。」「わ

た しだ った ら，何があってもそ こで足

を止めたのに。」「わたしだった ら，決

して向 こう側へは行かなかったのに。」

この た と えは こ う続 いて い ます。

「ところが，あるサマ リヤ人が旅 を し

てこの人の ところを通 りかか り，彼 を

見て気の毒 に」思った(ル カ10：33)。

預 言者 モロナイはある示現の中で，わ

た したちの時代 を見 ま した。『モルモ

ン書 』 には こ う記 録 され て い ます 。

「見 よ， あなたがた は，貧 しい人 と乏

しい人，病人 と苦 しんでいる人を愛す

る以上に，金銭 や財産，華やかな衣服

を愛 し 〔ている。〕……

なぜあなたがたは，命のない もので

自分 自身 を飾 りなが ら，飢 えている人

や乏 しい人，着る物 のない人，病人 ，

苦 しんでいる人 を見過 ごしに し，彼 ら

に注 意 を払 わないのか。」(モ ルモ ン

8：37，39)

モ ロ ナイは自分が見たことで心 を悩

ませ ました。わたしたちも，財産へ の

執着 を打 ち捨てて，飢 えている人や乏

しい人，着る物 のない人，病 人の嘆 き

を聞いて自分の心 を悩ませているで し

ょうか。 「助け を必要 としている人を

見たら，このサマリヤ人 と同 じように

します」 と言 うこ とがで きるで しょう

か。

このた とえはさらにこう続いていま

す。「近寄 って きてその傷 にオリブ油

とぶ どう酒 とを注いでほ うたいを して

や り，自分の家畜に乗せ，宿屋に連れ

て行 って介抱 した。」(ル カ10：34)救

い 主はこのた とえを終 えてか ら，律法

学者 にお聞 きにな りました。「この三

人の うち，だれが強盗に襲われた人の

隣 り人になったと思うか。」(ル カ10：

36)
あわ

彼 はす ぐに，憐れみを示 した人，す

なわち優 しく愛に満ちたサマ リヤ人の



旅人を挙げました。す るとイエスは彼

に 「 カた だって 百じよ'に しな

い」 と勧告 されま した(ル カ10：37，

下線付加)。

世界 中で困窮 している人々の苦 しみ

を和 らげるために 「オリブ油 とぶ どう

酒 とを注いで」 いる現代のサマ リヤ人

が数多 くい ますが，その中の幾つかの

例 を紹介 したい と思います。

1996年 の3月 ，一人の放射 線技 師，

二人の専門家，一人の医師によって構

成され るボランティアチームが，ボー
にゅうがん

ランドのある病 院に乳 癌検診用の レン

トゲ ン装置 と現像機 を設置 しま した。

その機器類 は，人道的援助 のために惜

しみな くささげ られた基金を用いて教

会が購入 した もので した。周辺の病院

か ら医師や技 師たちが集 まり，設置 さ

れた機器の使い方 を学びました。ポー

ラン ド政府 はその機器の有効性 を認め

て， さらに45台 を購入 しました。癌の

早期発見によって，多 くの人命が救 わ

れ，多 くの苦 しみが未然に防止 される

ことで しょう。

カ ンボ ジアは約30年 にわたる戦争 で

苦難を経験 してきました。無数の人々

が命を奪われ，生 き残 った人・々 も苦 し

み と貧困 にあえいで炉 ます。1994年 に

教会は緊急の食糧援助 に続 き，カンボ

ジアの人々が基本的な食糧の生産 と加

工 においてさらに自立を果たせるよう

援助 を申 し出 ました。そ して専門的な

技術 を持った何組かの夫婦 のボランテ

ィア活動 によって，小 さな缶詰工場 と，

鶏の飼料 の製造 工場 が建 て られ ま し

た。技術指導 のクラスも設け られ，多

くの人が学んでい ます。現代 の良いサ

マリヤ人の無私の働 きを通 して， カン

ボジア農業の新 たな時代が開かれよう

としてい ます。

余分な衣類 をデゼ レ ト産業 に送 ると

い う行為 を通 して，多 くの教会員が定

期的に 「行 って同 じように」行ってい

ます。1996年 には，約4，000ト ンの衣類

が仕分 けされ，必要 としている人々に

送 られました。凍 りつ くような寒 さか

ら身を守 るための コー ト， しもやけを

防 ぐ手袋，ほかにもワ ンピース， シャ

ッ，セーターなど数多 くの衣類が ロシ

ァあ人々に届け られ ました。ロシア政

府の職員の方か らは 「ロシア国民 のた

めになされた大 きな援助につ いて，神

と皆様一人一人 に感謝 してお ります」

という手紙が届いています。

預言者 アルマは，彼が生 きていた時

代 を説明す る中で，次のように書いて

います。 「彼 らは，各々 自分の持 って

いる分に応 じて，貧 しい者や乏 しい者，

病気の者，苦 しんでいる者 に自分 の持

ち物 を分 け与 えた。」(ア ルマ1：27)

彼 らは裕福 な暮 らしをしているときで

も 「着 る物のない者 や飢 えている者，

渇いている者 …… を追い払 うことがな

か った。……また教会員であるなしの

区別な く，助 けの必要 な人々について

は人を偏 り見ることな く，すべての人

に物 を惜 しまなか った。」(ア ルマ1：

30)

良い サマ リヤ人の精神 は人か ら人へ

と伝 わっていきます。主の道にかなっ
けんそん

た援助 を行 えば，富め る人は謙遜 にな

り，貧 しい人は高め られ，両者 ともに
きよ

聖め られ ます(教 義 と聖約104：15-

18参 照)。 与 える人は 自分 が受 けてい

るものを分かち合 うことによって困っ

ている人を助け，受ける人は感謝 をも

ってその ささげ物 を受 け入 れ るの で

す。受ける人は十分なヵ を得る と，今

度はほかの人々に手 を差 し伸べ ること

ができます。

良いサマ リヤ人の精神は，親が模範

と言葉 によって子供 に教える家庭 の中

で生まれ ます。家族 の中で見 られる助

け合い，親切，思いや りが 「行 って同

じように」 したい という望みを強めて

い くのです。

ユ タ州東部のユ インタ盆地には小 さ

な町が幾つかあ ります。エデデアは善

意に満ちた多 くの人 々が いるそれらの

町の一つに住んでい ます。11歳 の彼 は

ハ ンサムな金髪の少年です。エデデア

は勉強 も好 きですが，スポー ツは特 に

大好 きです。彼 はもうす ぐアロン神権

を受けちれる年齢 を迎 えるのを楽 しみ

にしてい ます。彼 は肉体上の原因で，

自分が したい と思 っていることの多 く

が ままなりません。肺の病気のために，

呼吸が苦 しくなるのです。

エデデアには16歳 になるアマ ンダと

いう姉がいますが，彼女 はいろいろな
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方法で弟 に愛 を示 しています。何か問

題があると，弟 を優 しく慰めます。弟

のために学校 との連絡役 を務め，毎日，

勉強の割 り当て箇所 を伝 えます。隣…の

家の人は 「アマ ンダはほんとうにすば

らしい子 」 と褒 めて い ます。彼女 は

「行 って同 じようにす る」 とい う言葉

の意味 を理解 しているのです。エデデ

アがソル トレーク ・シティーに来るの

は，通院の ときだけです。彼 は今，特

別 な理由があって，10月 の総大会 を心

待 ちに してい ます。男 の子は12歳 にな

るとお じいさんにソル トレークの総大

会 に連れて行 って もらうのが家族の伝

統 になってい るのです。エデデアはそ

の 日が来るのが待 ち遠 しくてた まりま

せん。 またお じいさん も同様です。

最近93歳 になるすばらしい姉妹が こ

の世 を去 って，幕 のかなた の永 遠の
はんりょ

伴侶 のもとへ行 きました。二人は献身

的 な4人 の子供 に恵 まれてい ました。

二人は実 に多 くの機会に自分たちの音

楽 の才能 を分か ち合 い ま した。 この

「良 いサマ リヤ人」が歌 う希望 と励 ま

しの歌は，悲嘆に暮れた多 くの人を元

気づ けました。 この心優 しい姉妹が作

った初等協会の歌を通 して， これか ら

も多 くの子供たちが救い主の愛 を感 じ

ることで しょう。彼女の健康が思わし

くなくなった とき，優 しい子供たちは

時間 と労力 と心 を注いで，その世話 を

しましたb立 派 な娘が母親のために一

生懸命尽 くしました。彼 らはこれか ら

も 「行って同じように」 し続けること

でしょう。



ある山間地の小 さな町 に修道院があ

ります。そ こには高齢の修道士たちが

いますが，その数は年 々減ってきてい

ます。あるステークの扶助協会の会長

が，ほかの多 くの慈善奉仕 の責任 に加

えて，定期的にその修道士 たちの健康

診断を しています。面会 日に何かおい

しい もの を持 って真 っ先に訪れるのは

彼女です。彼女はステークの会員 だけ

でな く，その修道士 たちに も思いや り

を示 しているのです。

教会の監督たちは，監督の倉 を満た

すために，そ こに納めるべ き物を増や

し，適切 に処理するための自発 的な労

働奉仕 を定期的に求めています。倉が

常に満たされ，必要 に応 じて監督が活

用で きる ようにす るため，昨年度は，

のべ約27万 日分の奉仕が費や され まし

た。多 くの教会員が福祉活動 で楽 しい

労働奉仕 の時間を経験 しています。福

祉農場の責任者が，何ヘ クタール もの

てんさい畑の損害 を目にして上げた嘆

きの声 を，わたしは今で も忘れ られま

せ ん。わた したちが，はえてきたばか

りのてんさいの苗 を雑草 と間違えて抜

き取ってしまったのです。その ときの

奉仕への祝福 としてわた したちに与 え
しっせき

られたのは 「大いなる叱責」で した。

モ ンソン副管長は次の ように話 して

います。「わた したちには国の 内外 を

問わず，空腹 な人，家のない人，踏み

にじられた人々に援助 と希望 をもたら

す責任 があ ります。」(「新 たな時代 を

迎えて」『聖徒の道』1990年7月 号，p.

4)

家 族6人 が住 む小 さな1部 屋のアパー

トを想像 してみて くだ さい。その部屋

は汚れて，散 らかっています。その家

族 は もう何 年 も教 会か ら離れ てい ま

す。

ワー ド福祉委員会でその家族 の必要

について話 し合 いましたが， どうも意

気が上が りませんで した。その理由は，

何年 にもわたって歴代 の監督たちがそ

の家 族 を何 度 も援助 して いたか らで

す。 しか し，その話 し合いの中で新 し

いアイデアが提案 されました。それは

委員会が主の倉の財 産，すなわちワー

ドの会員の才能や技術 を活用 すれば，

この難 しい状況の解決の一助 になるの

ではないか という考えで した。

委員会は まず，当面必要とされるこ

とだけでな く，将来的な可能性 にも気

持ちを向けるように しました。それ ら

の可能性が実現する度に，希望 と楽観

的な考 えが暗 く陰うつな気持ちに取 っ

て代 わ りま した。その家族 自身 も希望

に満た され， 自らの状況を改善 しよう

という決心 をしました。そして委員会

も引き続 き働 きかけました。理容師 を

している教会員が，その家族の髪 をき

れいにしま した。歯科 医の教会員の 自

発 的な申 し出によって， しば らくぶ り

に治療 を受けた母親の口もとに明 るい

笑みが戻 りました。この母親は新 しい

眼鏡のおかげで， また子供たちのため

に本を読んであげられるようになりま

した。会計職 を専門 とす る教 会員 が，

家計管理の仕方 を教 えました。そ して

理学療法が必要だった3歳 の子供 にも，

その治療がなされ ました。

この家族 は，次第に自分 たちの生活

を変えることがで きると信 じ始めるよ

うにな りました。汚れて散 らかったま
せいとん

まだった部屋 もだんだん と整頓 され き

れいになってい きました。窓にはカー

テ ンもかけ られるよ うにな りま した。

それか らわずか1年 後 に， この家 族か

ら3つ のベ ッ ドルームがあ る家 を披露

する招待状が届 きました。

傷 を負 っていたこの家族は，イエス
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の時代 におけるあのエ ルサ レムか らの

旅人 と同 じように，道端で苦 しんでい

ました。この家族の嘆 きを聞 く人々が

いて，傷の手当てがなされました。現

代 の 「良いサマ リヤ人たち」が 「行 っ

て同 じようにしなさい」 という神の教

えに従いま した。霊の命 も救われまし

た。今，この家族 は教会 に活発に集い，

神 殿の祝福 を受 け る備 えを してい ま

す。

監督は倉だけでは満たせ ない必要に

こたえるために神聖な断食献金 を使い

ます。 ヒンクレー大管長はわた したち

に次の こ とを考 える ように促 しま し

た。「世界 中で断食 日と断食 献金 が守

られた らどのようなことが起 きるで し

ょうか。飢えた人々が食物 を得，裸の

人々が衣類 を身に着けヅ家のない人々

に住 む場所が与 えられるで しょう。…

…与える者は苦 しまず に少 しの辛抱 で

祝福 されるで しょう。思いや りと無私

の精神が至る所で人々の心 にわき上が

るで しょう。」(「教会の現状」 『聖徒の

道』1991年7月 号，pp.56-57)

苦 しみ を和 らげ るよ う助 ける こと

は，キ リス トの属性 を自分の中に養 う

ことです。わたしたちは2，000年前 に救

い主の足 もとでその教えに耳を傾 けた

人々 と同 じように， 「行 って同 じよう

に しなさい」と求め られているのです。

預言者ジ ョセ ブ ・ス ミスは 「助 けを必

要 とする人 に気づいた ら，相手が当教

会の会員 であれ，あるいはほかの教会

に集 う人や どの教会に も属 さない人で

あれ， どの ような場所 においても，飢

えている人には食べ物 を与え，裸の人

には服 を着せ ，や もめを助け，孤児の

涙 をぬ ぐい，悲 しむ人 に慰めを与える

こと」 はわた したちの責任であると教

えています(Tfmesandseasoηs「 タ

イムズ ・ア ンド ・シーズ ンズ』1842年

3月15日 付 け，p.732)。

皆 さんが苦 しむ人 々のために惜 しみ

な く時間を用い，自発的にささげ物 を

なされる ように，また 「良いサマリヤ

人の精神」 の原則 に従 い， 「行って同

じようにす る」必要 をいつ も心に留め

られ るように，イエス ・キリス トの聖
み な

なる御名 によってお祈 りします。 アー

メン。



「わたしの名によって

常に父に祈らなければ
ならない」

七十人

L・ エ ドワー ド・ブラウン

み な

わた したちばrイ エス ・キ グス トの御名仁よっτノとωう被聖な言葉

を使ωますが ……それを□仁するとぎ，わた した ちば非常に神聖な

場1ご身を置ωτωるのざす。

た したちの主であるイエス ・キ

わ リス トは， ガリラヤの海の岸で
弟子たちを集め られた ときに，祈 りの

一・つの形 をお教えにな りました。主の

祈 りとして知 られるその祈 りは，深 く

考 えるに値 す るすば らしい ものです

(マ タイ6：9-13;3ニ ー フ ァイ13：

9-13参 照)。

主は次の ように勧告 され ました。戒

め と同列の もの と考 えて よいで しょ

う。「だか ら，あなたがたは こう祈 り

なさい。」(マ タイ6：9)さ て ここで皆

さんの思 いと心 を，主が この貴い祈 り

を どの ような言葉で始め られたかに集

中 していただ きたい と思 います。 「天

にい ますわれ らの父 よ。」(9節)そ れ

はまさに至福の時で した.何 とすば ら

しい啓示で しょうか。救い主 は 「われ

らの父」 と宣言されたのです。

救い主 は祈 りを始め る言葉 として，

「全能の天地の造 り主」「遍在に して全

知全能の力の神」 など，実 に様 々な選

択肢 をお持 ちで した。これ らの崇高な

称号 には，威厳に満ちた気高い真理が

含まれてい ます。しか し救い主は 「父」

とい う簡 潔 な言 葉で教 え られ たので

す。それ を知っていれば十分 であ り，

わた したちがほん とうに知 りたい と願

っていることで もあ ります。神はわた

したちの御父であ り，わた したちは神

の子供 なのです。

神の預'言者たちは こう宣言 してい ま

す 。「すべ ての人 は，男性 も女性 も，

神 の形 に創造 され てい ます。入 は皆，

天の両親の大切 な霊の息子，娘です。

したがって，人は皆，神 の属性 と神 に

なる可能性 とを備 えています。」(「家

族一 世界へ の宣言」『聖徒 の道』1996

年6月 号，pp.10-11)

子供 が父親 との喜びに満ちた確固と

した 関係 を享受す るの と同 じように，

人は皆，天の御父 と自然 な交 わ りを持

つ ことがで きるのです。子供 は自分が

神の子供 であ り，神が 自分の父親であ

られ ることを理解 します。それはごく

当た り前 のことであ り，正 しい理解で

すdな ぜな らそれは正 しくその とお り
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の ことだか らです。わた したちはこう

宣言 してい ます。「前世で，霊の息子，

娘たちは神 を知 っていて，永遠の御父

として神 を礼拝 し……ました。」(同上，

p.10)前 世 において，霊の子供たちは

御 父を知 っていたのです。ですか ら，

彼 らは現世 において， 自然 に，また直

観的に御父を理解す るのです。罪のな

い子供が虐待 を受けて，天の御父を求

めることがで きな くなって しまうとい

うのは大変な悲劇です。

何年か前に，親 しくしている友達か

ら，アイダホ州 アイラ ンドパークの山

小屋 を貸 して も らった こ とがあ りま
かぎ

す。そこへ到着 して，借 りて きた鍵で

ドアを開けようとしましたが，どうし

て も開きません。懸命に ドアを開けた

り，窓を外 そ うとした りしま したが，

何をしてもうまくいきませんで した。

その とき突然，当時7歳 くらいだっ

た息子のステ ィーブンが，玄関の ドア

を開けたと大 きな声で叫びました。ス

テ ィーブンは満面の笑み を浮かべ して

や った りとい う態度で ドアの向こう側

に立っていました。わたしはびっくり

しました。 どうして開けたのかと聞 き

ま した。

ス テ ィー ブ ンはいか に も子供 らし

い，すば らしい答 えを しま した。「頭

を下 げて，お祈 りしたんだよ。 目を開

くと，玄関のわきに大 きな石があるの

が見えたんだ。それで 『この石の下 に

鍵がある』って思ったの。そ した ら確

か にここにあ ったんだ。」子供 の祈 り

が聞 き届け られたのです。わた しは困

った ときになすべ き大切 なことを息子

に教えた妻がいることに感謝しています、

愛する兄弟姉妹，そ して友人の皆 さ

ん。主はわたしたち一人一人に語 りか

けて くだ さるということを心か ら，厳
あかし

粛に証 したいと思います。主はわたし

たちを心に留めてはいない とか，わた

したちを知っているはず もない などと

い う憎 むべ き考 えの とりこになること

が ない ようにして ください。それはサ

タンの偽 りです。皆 さんを滅ぼそ うと

す るた くらみです。

2週 間ほど前に， 日本の東京 にある

アパー トのパー ソナルコンピューター

を使 って，中国のおい，アイダホ州ポ



カテロにいる息子， ワシン トン州のロ

ングビューにいるもう一人のおいに電

子メールを送 りました。電子 メールで

メ ッセージを送ろうとしていたまさに

そのときに，一つの奇跡が起 こ りまし

た。 ソル トレーク ・シティーにいるi義

理の息子か らの電子メールのメッセー

ジが突然画面 に表れたのです。彼 は簡

単 に 「今，そこにいるの」 と聞いてき

ました。わた しはす ぐに 「ここにいる」

と答えました。そ して，電子 メールの

奇跡 を通 して 「語 り」合 ったのです。

言 うまで もなく，神 もわたしたちと

語 り合 うことがおで きにな ります し，

実際にそ うしてい らっしゃい ます。教

義 と聖約第88章6節 か ら13節 に よると，

「広大 な空 間を満たすために神 の前か

ら発 している」光があ ります。「万 物

の中に」光があ ります。それは 「万物

に命 を与 える」光です。それは 「万物

が治め られる律法，すなわち……神 の

力」です。 この 「光を与 える光 は，あ

なたがたの 目を明 らかにする者 によっ

て来る ものであ り，これはあなたがた

の理解 を活気づ ける光 と同じである。」

わた したちの御父はすば らしい通信

手段 をお持ちであ り，それを介 してメ
みこころ

ッセー ジや御 心をお伝 えにな ります。
くだ

「まことに見 よ，あなたに降ってあ な

たの心の中に とどまる聖霊 によって，

わた しはあなたの思 いとあなたの心 に

告 げ よう。… … これ は啓 示の霊 であ

る。」(教 義 と聖約8：2-3)御 父 は御

自分 の羊を御存 じであ り，言葉 をおか
み

けにな ります。そ して羊 たち もその御
こえ

声に聞き従 うのです(ヨ ハネ10：14-16

参 照)。

主イエス ・キ リス トは祈るようにわ

た したちに教え， さらに，答えが与え

られ ると約束 してお られ ます。「だか

らあなたがたは，わた しの名によって

常 に父に祈 らなければな らない。」(3

ニ ー ファイ18：19)「 あ なたが たの妻

子が祝福 を受 けるように，あなたが た

の家族の中で，、わた しの名 によって常

に父 に祈 りな さい。」(3ニ ー フ ァイ

18：21)

主の はっ きりとした教えを心に留め

て ください。「わ たしめ名 によって常

に父 に祈 りなさい。」 「全能の主であ る
み な

キリス トの御名 のほか，またその御名

を通 じてでなければ， どの ような名 も

道 も方法 も，人の子 らに救いを もた ら

す ことはできない。」(モ ーサヤ3：17)

モ ー セ書第1章 に も次の ように力 強

く述べ られ てい ます。3節 で，主 はモ

ーセに こう宣 言 され ま した
。 「見 よ，

わた しは全 能の主なる神であ り，無窮

とはわたしの名である。わた しは， 日

の初めもな く年の終 わ りもないか らで

あ る。 これは無窮ではないか。」モー
み こと ば

セはこの御言葉 を聞いて圧倒 されたこ

とで しょう。同 じ章の4節 に記録 され

ている次の宣言を聞いてモーセがどの

ように感 じたか想 像 してみて くだ さ

い。主は 「また見 よ，あなたはわた し

の子である」 と言 われ ました。 この御

方 こそ主 なる全能の神であ り 「無窮」

という名の御方です。主御 自身が宣言

されたのです。主 はモーセに 「あなた

はわたしの子である」と語 られました。

何 とすばらしいことで しょうか。主が
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み すがた

皆 さんにその御姿 を示 された らやは り

同じようにおっ しゃることで しょう噛。

主の現れに続いて，サ タンがモーセ

に現れ， こう命 じました。「人 の子 モ

ーセよ
，わた しを拝みなさい。」(モ ー

セ1：12)モ ーセはサタンを見据える

と，主か ら受 けたばか りの啓示への確
しっせき

信 をもって，サ タンを叱責 し， こう言

い ま した。「お まえはだれ だ。見 よ，

わた しは，神の独 り子 にかたどられて

いる神の子 だ。おまえの栄光が どこに

あるので， わた しがお まえを拝 まなけ

ればな らないのか。」(モ ーセ1：13)

モ ー セは自分 自身について も大切な

ことを学 びました。 自分 自身が神の子

だったのです。この真理 をわた したち

の子供 に理解させ ることは，非常に大

切 なことです。モーセはサ タンに離れ

去 るように命 じましたが，サタンは従

い ませ んで した。サ タンは怒 り狂って

い ました。モーセは再 びサ タンに離れ

去れ と命 じました。サ タンは大声で叫

び，地上でわめき立 て， また して もそ

こを去 ろうとしませんで した(モ ーセ

1：19参 照)。

モーセはここに至 って，自分が大 き

な困難 に直面 していることに気づ きま

した。サタンは尋常の相手ではあ りま

せ んで した。彼 は怒 りに満 ちた恐 ろし

い，そして大 きな力を持つ存在 でした。

モーセはサ タンに屈 した くあ りません

でした。そして力 を込めて命 じました。・

「『サ タンよ，わた しか ら離れ去れ。わ

たしは栄光の神であ られるこの唯一の

神のみ を礼拝す るか らである。』 する

と，サタンはおのの き始め，地が揺 れ

動いた。」(モ ーセ1：20-21)

そ こ には暗 く憎 しみ に満ちた力があ

りました。モーセはどの ようにしてそ

れ に耐 え るこ とがで きたので しょう

か。 この大変 な危機 の ときに， 「モー

セは力 を与 えられ，神に呼び求めて言

った。 『独 り子 の御名 に よって言 う。

サタンよ，立ち去れ。』」(モ ーセ1：21)

今 や モーセは 自分 にはない力に訴 えま

した。そ して，主 イエス ・キ リス トを

通 して，力 と権威の源から助けを得た

のです。それはサ タンもあ らがうこと

ので きない力で した。「する とサ タン

は，涙を流 し，泣 きわめ き，歯 ぎしり



をしなが ら，大戸で叫んだ。そ してそ

こか ら，す なわちモーセの前か ら立 ち

去って，姿が見えな くなった。」(モ ー

セ1：22)

何 年 も前 に，わた したちの同僚の一

人が，心和 む次の ような話を して くれ

たこ とがあ ります。彼の幼 い娘のキム

が数を数えることができるようにな り

ました。実際彼女 は1か ら10ま でのす

べてを数えることができました。彼 ら

はとても喜んで，おばあ さんに電話を

しました。「おばあちゃん，こんにち

は。わた し，数 を数えられるの。聞き

たい?」 そ して彼女 は数え始めました。

「1，2，3，4，5，6，7，8，9，10。 イ
み な

エス ・キリス トの御名 によって，アー

メン。」救い主 もほほえまれたのでは

ないで し ょうか。そ してキムが1か ら

10ま で数 えられたことを喜んで くださ

った と思います。

わた したちは 「イエス ・キ リス トの

御名によって」 とい う神聖な言葉 を使
あかし

いますが， これには，祈 りや証，話を

終わ るときの約束事 という以上の意味

があ ります。兄弟姉妹，それを口にす

るとき，わた したちは非常に神聖 な場

に身 を置 いているのです。わ.たしたち

は最 も崇高，神聖 なす ばら しい名前，

神 の御子 の御名 を用い てい るのです。

わたしたちは愛す る御子 を通 して御父

のみ もとへ行 くことがで きるようにな

りま した。その御名 によって心か ら祈

る ときに，何 と大 きな力，確信，安 ら

ぎが与え られ るこ とで しょうか。祈 り

の最後に用い るこの言葉は，多 くの点

において，祈 りの中で最 も重要な部分

であると言うことがで きます。わたし

たちは，必ず聞 き届 けられるとい う確

信を もって，勝利を収め られた御子 を

通 して，御父 に祈 り求めることができ

ます。求めれば与え られ ます。熱心 に

求めれば，それ を見 いだ し，さらには

ドアが開かれるのです。

神聖な御名，す なわちイエス ・キ リ

ス トの御名によって，神がわたしたちの

御父であられることを皆 さんに証 しま

す。イエス ・キリス トは肉における御父

の独 り子です。 またわたしたちの最愛の
あがな

救 い 主 ，頃 い 主 で あ ら れ ま す 。 イ エ ス ・

キ リ ス トの 御 名 に よ っ て ，ア ー メ ン。

「あなたが立ち直った
ときには，兄弟たちを

力づけてやりなさい」

十二使徒定員会会員

ロバ ー ト・D・ ヘイルズ

あつ

新会員力塑 徒の群れと一つになる仁ば，信仰驚ω教会員が腕を大ぎく

広げτ彼らを温か く迎えなければなりません。

い主は思いや りに満 ちた友と し

救 て，ペテロにこう言われま した。
「シモ ン， シモ ン，見 よ，サ タ ンはあ

なたが たを麦の ようにふるいにかける

ことを願って許 された。

しか し，わた しはあなたの信仰が な

くな らない ように，あなたのために祈

った。 それで，あなたが立ち直 った と

きには，兄弟たちを力づけてや りなさ

い。」(ル カ22：31-32)神 の息子，娘

たちを助 けて彼 らが神のみ もとに帰れ

るように しようとする場合，彼 らは ど

のような改宗の過程 を経 なければな ら

ないでしょうか。

改宗の最初の種 はイエ ス ・キリス ト

の福音について知 り，回復 された主の

教会についてさらに知 りたいとい う望

み を持つ ことです。「その望 みを育て

てゆけ」 とアルマは言 っています(ア

ルマ32：27)。 真 理 を知 りたい という

望みは，信仰 ，忍耐，勤勉，寛容 とい
ひ よく

う肥沃な土地に育つ種 のようです(ア

ルマ32：27-41参 照)。 聖文には幾つ

か の奇跡 的な改宗 が記録 されてい ま

す。サウロの奇跡的な改宗 もその一例

です。それはサウロの尋ねた次の二つ

の質問 によ く表れ てい ます。 「主 よ，

あなたは，どなたですか。……あ なた

は，わた しに何を してほ しい と，望ん

でお られるので しょうか。」(欽 定訳使

徒9：5-6)個 人が その ような経験を

す ることも時 にはあ りますが，たいて

いの場合改宗 は研究，祈 り，体験，信
あかし

仰 を通 じて証 を培 ううちに，時間を経

て起 こります。

アビナダイが邪悪 なノ、ア王 と祭司た

ちにイエス ・キリス トの福音 を大胆に

説いたとき，アルマだけが真理を認め

ました。アルマは しか し，大 きな心の

変化 を遂げるには，アビナダイの言葉
あつ

に篤い信仰を示 さなければな りません

で した。教会員個々の改宗 もアルマの

場合 と異な りません(モ ーサヤ!7章 参

照)。

わた した ちはこの世か ら抜 け出 し，

神の王国に入 りました。その改宗の過

程 でわた したちは悔い改め を経験 し，
けんそん

それに より謙遜 になって打ち砕かれた
ゆる

心 と悔 いる霊を持 ち，罪の赦 しを与え
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るバプテスマに備 え，聖霊 を受けま し

た。そ して長年にわた り忠実 さによっ

て，試練 と苦難 を克服 し，最後 まで堪

え忍 びます。

わた しは初期の教会員が残 して くれ

たものについて思い起 こします。多 く

の人々が家族や友，母国を後 にし，慣

れ親 しんだ生活 を捨て ました。彼 らは

シオ ンに来て聖徒 の交わ りに加わるた

め，大海を渡 り大陸を横断 しました。
こんにち

それは今 日も変わ りませ ん。新会員

が この世か ら抜け出て神の王国に入 る

とき，多 くの ものを後 に しています。

彼 らもまた しばしば友人や家族 さえ も

後 にし，教会の標準 と相いれない社会

的な関係や生活様式 をあ きらめなけれ

ばな りません。

バプテスマの後，新会員 は研究，祈

り，会員か らの模範 ，養 いを通 して，

神の王国で聖徒たちと同 じ国籍の者 と

なる方法を学ぶ必要があ ります。教会

員一人一人が家族のために働 き，教会

の召 しを果たしなが ら， 日々，個人的
あかし

な決意 と証を真剣 に強め，改心 してい

ます。

神の王国に入る と，バプテスマを受

けたばか りの会 員で あるわ た した ち

は，回復 された神権 を貴ぶようにな り

ます。神権 を貴び従順 に戒 めを守るこ

とは，改心の過程 において重要な要素

です。成人男性であれば，バプテスマ

の後す ぐにアロン神権 を受 けます。 さ

らにある期間が過 ぎ，ふ さわしければ，

彼 らはメルキゼデク神権を受け，家族

の一人一人が家庭 で神権の祝福を分か

ち合 うようにな ります。女性は扶助協

会で歓迎 され，姉妹たちの輪に加 わっ

て祝福 を受けます。青少年 は，若 い男

性や若 い女性 の組織で友情 を培 い ま

す。子供たちは初等協会で学び，思い

や りに満ちた教師の愛 を受 けて，祝福

されます。

1戒め に従 ってい くうち
， わた したち

は神権定員会や補助組織 で召 しを受け

入れ，奉仕 し，犠牲 を払 うようにな り

ます。

バプテスマの後，少 な くと も1年 以
あつ

上信仰篤 く生活 し成長 を遂 げる と，わ

た したちは主の神殿 に参入する備 えを

します。聖なる神殿 において，わたし

たち は神 聖なエ ンダウメ ン トを受 け，

父なる神 とその御子 イエス ・キリス ト

のみ もとに帰 るためには， どの ように

生活 しなけ れば ならないか を学 び ま

す。

やがてわた したちは， この世か ら永

遠にわたって結び固めを受けます。わ

た したちが夫婦 として交わ した永遠の

聖約 の下で，子供たちは保護 されてこ

の世界 に生を受けます。子供たちが成

長 した後にわたしたちがバ プテスマの

水 をくぐった場合でも，子供たちは両

親 と結 び固め られ，あたかも聖約 の下

に生 まれたかのようにな ります。
あかし

この全過程を通 してわたしたちの証は

成長を続け，その証 はわた したちを守

る盾 とな ります。「そ うすれ ば，悪魔

が大風 を……送る ときに も」わた した

ちに何の力 も及ぼす ことはで きません

(ヒラマ ン5：12)。

真 理 を知 り証を得 るな ら，わた した

ちは強め られ，永遠の命に至 るまっす

ぐで狭 い道 にと どまるこ とが で きま

す。証が大 き くなると，わた したちは

さらにいっそ うイエス ・キリス トの福

音に帰依 します。主 に従 うとき，わた

したちは人々に仕 える』こ とによって，

主に仕えようと決心 します。

兄弟姉妹の皆さん，宣教師たちが世

界各地の聞 く耳を備 えた人々に福音 を

伝 えるにつれ，教会 は急速 に成長 して

います。備 えられた人々は大 きな信仰，

イエス ・キリス トへの証 ，心には愛 を
みこころ

もって教会 に加わ り，主の御心 に添 う

ように生活 を改めるとい う現実に直面

します。 しか も，福音の光 をもた らし

て くれた宣教師 との親 しい交わ りはな

くな ります。

彼 らは，まるで自分たちが よそ者で

で もあるかの ように感 じなが ら， ワー

ドや支部 に集 います。 「そ こであなた

がたは， もはや異国人で も宿 り人で も

な く，聖徒 たち と同 じ国籍の者であ り，

神の家族 なのである。」(エ ペソ2：19)

聖文 の中には種 ，そ して種 まきのた と

えがあ ります(マ タイ13章;ア ルマ32

章 参 照)。 種 は育 ち，樹 木 となって，

実をならせ るとわた したちは教 わって

います。 しか し良い種 をまくには良い

土壌 も用意 しなければな りませ ん。こ
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れは末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会 に

お けるわ た した ちの役 割の一 つです

が，種が育って実を結ぶ ように養いを

与える土壌 を提供 し，その実が残るよ

うに します(ヨ ハ ネ15：16参 照)。 多

くの人 々は，終わ りまで堪 え忍ぶ十分

な強さを備 えてい ます。 しか し，中に

はフェロー シップの温かい手 を差 し伸

べ られない まま落胆 し，かつて 自分 を
み たま

バ プテスマ の水 に導 いて くれた御霊

を，残念なことに失 って しまう人々 も

います。かつては生存の中心 にあった

ものが，彼 らにとってもっ と切迫 した

つまず きと思 える事柄のためにわ きに

追いや られるか，慌 ただ しい日常の中

で失 われて しまい ます。 自分 と人の改

宗のために働 くのは気高 く，楽 しい務

めです。

「あなたがたはこの民に悔い改めを

叫ぶことに生涯力を尽 くし，一人でも

わた しの もとに導 くならば，わた しの

父の王国で彼 とともに受けるあ なたが

たの喜びはいか に大 きいことか。

さて，あなたがたがわた しの もとに

導いてわた しの父の王国に入れ るよう

に した，一人の人 とともに受けるあな

たがたの喜 びが大 きいな らば， もし多

くの人 をわたしの もとに導 くとすれば

その喜びはいかに大 きいことか。」(教

義と聖糸勺18：15-16)

皆 さんはこれ まで，一人を失 うつ ら

さについて， また大勢 を失 う悲 しみが

いかに大 きいか について，考えたこと

があるで しょうか。それはまさに主が

感 じてお られる ものであ り，わた した

ちの預言者が感 じていることです。願

わ くはわた しも皆 さん も同 じ気持 ちを

抱 けますように。 またかつ て御霊 を感

じ，バプテスマを受 け，証 を得 る喜び

を経験 していた人々，今 は試練 や苦難

を克服 し，永続す る改宗達成の過程 に

ある人々を，養 う決意をわた したちが

示せ ます ように。

この慌 ただ しい現代 にあって， また

個人や家族で達成 しようと努めている

事柄に心 を奪われて，わた したちは時

折，王国に加わったばか りの新会員の

必要 を見落 としてしまうことがあ りま

す。かつて個々の新会員の傍 らで決意

したように，わたしたちは神殿 に向か



うまっす ぐで狭 い道 を彼 らとともに歩

み，永遠の命 に向か って歩み なが ら友

情のうちに喜び と楽 しみを分かち合 う

ため，一緒 に神殿 に参入できないで し

ょうか。

「に もかかわ らず，教会 の人々は，

レーマ ン人が改宗 したことと， レーマ

ン人の中に神の教会が設立されたこ と

で大 きな喜 びを得た。そ して両者は互

い に親 し く交わ り， また ともに喜 び，

大 きな幸せ を得た。」(ヒ ラマ ン6：3)

少 しの問，羊飼いが羊の番 をする姿

を，心 に描いてみて くだ さい。羊飼 い

は神を身近に感 じようと，熱心 に勉強

し，祈 っています。羊飼いが神 との個

人的な関係 を築 くことに心を向けてい

るうちに，時間の経過 も周 りの状況 も

忘れて しまいま した。 自分の羊が さま

よい出たことも，盗人に略奪 された こ

とにも気づ きません。羊飼いは自分の

世界か ら目覚め，何 匹かの羊がいな く

なっていて，捜 しに出て連れ戻 さなけ

ればならない現実 に気づ きます。

わた したち十分 に改心 してい る者

は，迷い出ている人々に手 を差 し伸べ

なければな りませ ん。そ うす るとき，

主の羊を集めることに大 きな喜びを見

いだすでしょう。

ニーフ ァイ人の宣教師 ア ンモ ンは，

わた したちに一つの模範 を示 して くれ

ました。彼 はレーマ ン人の王 に仕 える

道を選び，ラモーナイ王の羊の群 れの

番をする ように遣わされ ました。邪悪

な者 たちが羊 たちを襲 い，散 らす と，
しもベ

アンモ ンの同僚である僕 たちは恐れて

泣 き始め ました。このとき， アンモン

はどう言ったで しょうか。 「元気 を出

して くだ さい，群れを捜 しに行 きまし

ょう。群れを集めて水のある場所へ連

れ戻 しましょう。」(ア ルマ17：31)

さて，わた したちはこの話 を単に失

われた羊 を集めようと努める羊飼いの

話 としてとらえることもで きます。 し

かし，そ こにはもっ と力強 く意義深 い

メッセージが含 まれています。宣教 師

のアンモンには， もっ と気高い意図が

あ りました。す なわち，王 と王の国の

人々を正義の群 れ，生ける水 の泉 に連

れ戻す という目的です。 アンモンの受

けたチ ャレンジは，物事 をこの世的に

大会の部会に入場する際，十二使徒定員会会員とあいさつするゴー ドン ・B・ ヒンクレー大管長(中 央)。

しか解 さない人にとっては， しりごみ

した くなる状況 に見 えたこ とで しょ

う。羊の群れは山腹にまで散 らされて

お り，全部 を連れ戻すには十分 な人数

が いませ んで した。彼 らは落胆 し，羊

を失ったことを王 に気づかれるのを恐

れました。

しか しアンモ ンは，同僚たちを導い

て羊の群 れを再 び集 めた だけで な く，

この問題の張本人である悪人たちを追

い払い ました。彼 の英雄的な行動 に感

服 した王はアンモ ンに従い，救 い主 に

従 うようにな ります。ア ンモ ンはわた

したち に，「状況 はどうあれ，わた し

たちは模範 とな り，人 を高め，彼 らが

義 を探 し求めるよう鼓舞 し，イエス ・
あかし

キ リス トの力 についてすべ ての人に証

を述べ ることがで きる」 と教 えていま

す。

新会員が聖徒の群れと一つ になるに
あつ

は，信仰篤い教会員が腕 を大 き く広 げ

て彼 らを温か く迎えなければな りませ

ん。同様 に新会員の側 にも，教会に集

いほかの教会員 と交わる真剣 な努力が

求め られます。 わた したちは年齢，性

別，既婚 ・独 身の別，経済状態 などを

超 えて，一つになることがで きます。

改宗には，助 けを必要 とする人々に
たまもの

仕 え， 自分の賜物や才能を分かち合 う

ことに生活 をささげ ることが求められ

ます。主は 「都合の良いときだけ羊 を

養iいなさい」 とも 「忙 しくないときに

羊の番 を しなさい」 とも言われ ません

でした。主は 「わた しの羊や子羊を養

いなさい」 と言 われま した。彼 らが世

に打ち勝 てる ように助 け，そば近 くで

見守 りなさい と言われたのです。彼 ら

を安全な場所，す なわち永遠の命 を受

け られるように備 えて くれる義 にかな

った選択に，導いて くだ さい。

イエスの弟子や使徒たちは 「わた し

に従 ってきなさい」(ル カ18：22)と

い う主 の真 剣 な招 きにこた えた後 に

数々の教 訓を学びましたが，教会員が

受けるチ ャレンジはそれ らの教訓 と似

通ってい ます。先任使徒ペテ ロが学ん

だ多 くの教 えは 『新約聖書』の中でわ

た したち も知 ることがで きます。 なぜ

な ら，わた したち も改心の過程でそれ

らの教えを学ぶ必要があるか らです。

主が十字架上で亡 くなられた後，ペ

テロはほかの弟子たちとともに漁に出

かけま した。 当時彼 はすでに先任使徒

で したが， 自分 に何が期待されている

か 自覚 していませんで した。舟の中に

いた漁師の一人が，岸辺におられる復

活 された主 を見つけま した。ペテロは

主会お うと海に飛び込み，岸 に上が り

ました。そ こで彼 は自分の改心の深 さ

を測る率直な質問を受けました。わた

したちが学び続 けなければな らないの

と同様に，ペテロもまだ学習の途上だ
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ったのです。「わた しを愛するか。」救

い主は，そ う3度 お尋ねに な りました

(ヨハネ2115-17)。 ペ テロは心 を痛

めてこ う返答 しま した。 「わた しがあ

なたを愛 していることは，おわか りに

なっています。」(ヨ ハ ネ21.17)す る

と主はこう勧告 され ま した。 「わた し

の小羊 を養いなさい。 ・ わた しの羊

を養いなさい。」(ヨ ハ ネ21.15-17)

ペ テ ロのように，多 くの人々は改心

し，この世の事柄 を後に して主 に従っ

ています。ペテロの ように，わたした

ちは天父の子供 たちをすなどる漁師に

召 され たのに，「漁 に行 く」(ヨ ハ ネ

213)と 言 って，主の子羊や羊を養

うのを忘れて しまうで しょうか。ペテ

ロのように，周 りの人々が苦 しみ，恐

れを感 じ， フェロー シップを必要 とし

ているときに，わたしたちは園の入 り

口で眠 りこけて しまうので し ょうか

(マ タイ2636-46参 照)。

ペテロのように，わた したちも個人

的な学習経験 を積んでい くにつれて，

主から次の質問を受けたとき，彼 と同

じように答え られ るで しょうか。「『そ

れでは，あなたがたはわたしをだれ と

言 うか。』 シモ ン ・ペテロが答 えて言

った，『あ なた こそ，生 ける神 の子 キ

リス トです。』」(マ タイ16：15-16)

兄 弟姉妹の皆 さん，わた したちは救

い主の次の教 えをほん とうに理解 して

いるで しょうか。 「あなたが立ち直っ

たときには，兄弟たちを力づけてや り

なさい。」(ル カ2232)「 わ た しの小

羊 を養いなさい ・・わたしの羊 を養い

なさい。」(ヨ ハネ2115-17)「 小 羊

を養 う」 とは，ハプテスマを受けたば

か りの会員たちに働 きか ける伝道活動

を指 している とも言えます。彼 らは養

いを必要 としてお り，聖徒たちの群 れ

の中で温かい思いや りや フェロー シッ

プを受 けなければ な りません。「羊 を

養 う」 とは，成熟 した教会員 について

も言えるで しょう。活発 な人々もいれ

ばあ まり活発 でない人々もいます。後

者は世話 を必要 としてお り，群れに連

れ戻 さなければなりませ ん。

一人の預言者が語った次のメッセー
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ジをわた したちはよ く知 ってい ます。

「す べ て の 会 員 は宣 教 師 で あ る。」

(Coη血reηceRepor亡 『大会報告』1959

年4月 号，pl22)願 わ くはわたしたち

が，同 じように急 を要する務め，つ ま

り 「すべての会員は友達 であ り，フェ

ロー シソパ ーである」 という務 めにこ

たえられます ように。そ してすべての

兄弟姉妹 完全に活発 な会員，新会

員，あ まり活発でない会員たちすべて

を養い，彼 らに思 いや りを示せます よ

うに。

昨晩，わたしたちは神権部会でヒン

クレー大管長か ら新会員 に関する 「お

願い」を受 けました。大管長はわた し

たちに，新会員を心 にかけるよう強 く

要請 し， こう語 りました。

「わた しは皆 さん一人一人にお願い

します。この偉大 な活動 に加わって く

ださい。 … 教 会 の指導者の皆 さん，

彼 らが会員 としての第一歩 を踏みだす

のを助 けましょう。

これはホームティーチャーや訪問教

師の務めです。これは監督会，神権定

員会，扶助協会，若い男性 と若い女性，

初等協会の務めです。・・…皆 さんの親

しみある態度が必要なのです。 一・か

つて迷い出た人は行方不明にな らなく

てもよかったはずです。 しか しその人

が どこか 日の当たらない場所にいると

した ら， しか もそれが99人 を残 してい

か なければならない ことを意味す るの

であれば，わた したちはその人を捜 し

出すためにそ うする必要があります。」

預言者の要請 にこたえるわた したち

の願いが次の ようであ ります ように。

友を助くため われ強めたまえ
やみ

闇は深 くとも みたまは照 らす

な

汝が羊の群れ 養い努めん

主よ，支えたまえ われ連れたまえ

(「主 よ霊感 もて」「賛美歌』182番)

わたしたちが預言者の要請に従い，

改心し，兄弟姉妹を力づけられますよ
み な

う ， イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ り お

祈 り し ます 。 ア ー メ ン。



あ か し

世界に宣言する証
大管長

ゴー ドン ・B・ ヒンク レー

神が導 ぎ手ざす。わた した ちば主の導きを求め，啓示の静かな紐 ω声

に耳を傾けます。そしτ，主に導かれ乙進むざしょう。

み オ

ば らしい大会で した。主の御霊

す がここにあ りました。音楽 も霊
感に満ちてお り，祈 りや話は心 を打ち，

自分を改善 したい という気持 ちを高め

て くれ ま した。話 を して くだ さった

方々に感謝す るとともに，すべての中

央幹部 と地域幹部および中央役員か ら

話 を聞 くことがで きた らと思い ます。

それには1週 間ほどかか るで しょう。

わたしたちには偉大 な受け継 ぎがあ

るこ とに，注意が喚起 されま した。 し

か し過去のことは後 にして，未来に関

心を向けなければな りません。わた し

たちの前には大いなる機会 と大いなる

チ ャレンジがあ ります。国の内外の批

判家がわた したちに注 目してい ます。

誤 りを見つけようと努力 し，わた した

ちの話す言葉 を細 大漏 らさず聞いて，

わなにかけ ようとしてい ます。わた し

たちは時 々つ まず くか もしれ ませ ん。
み わざ

しか し，主の御業は実質的に妨げ られ

ることはあ りません。 わた したちはつ

まずいても，立 ち上が り，前進するで

しょう。

わた した ちには恐れる ものはな く，

得る ものばか りです。神が導 き手です。

わた したちは主の導 きを求め，啓示の

静かな細い声に耳 を傾けます。そ して，

主に導かれて進 むで しょう。

主の教会が誤 って導かれることはな

いで しょう。その恐れは決 してあ りま

せん。 もし教会の指導者 にそのような

傾向が少 しで もあれば，主はその人を

除かれ るで しょう。わた したちは皆 ，

主 のおか げで命や声 や力 を得 て いま

す。

自分が住んでい る国の良い市民にな

りましょう。地域社会で良い隣人にな

りましょう。わた したちの社会 に多様

性のあることを認め，すべての人々の

内 に善良さを認め ましょう。わた した

ちは教会の教えにおいていかなる妥協

も必要 あ りませ ん。 しか し，疑いや偏

狭 さを もた らす要素は除 くことがで き

ます。

「わた したちは，永遠 の父なる神 と，

その御子 イエス ・キリス トと，聖霊 と

を信 じる。」(信 仰箇条1：1)こ れ はわ

たしたちの信仰の第一の宣言です。わ

たしたちは，イエス ・キリス トが生 き

てお られ ると公言 します。また，全人
あがな

類 を瞭 う業が事実であると明確に宣言

します。 この行為が万 人の復活 を確か

なものにし，天父の王国での昇栄に至

る道を開いたのです。

これ は世界へ の宣 言の強調 点であ

り，わた したちの宗教の要点です。信

仰の泉です。 わた したちがクリスチャ

ンではない と，だれにも言わせないよ

うに しましょう。

今大会で解任 された方 々には，皆 さ

んの これ までの働 きに心か らの感謝 を

お伝 え します。皆 さんはほん とうに，

ほん とうにすばらしい働 きを して くだ

さい ました。あ りが とうござい ます。

また，新たに支持 を受 けられた方々に

は，皆 さんが これか ら従事す る業に大

きな喜 びと満足 を見いだ されます よう

に願 ってい ます。だれ もがいつかは，

何 らかの責任 から解任 されます。この

偉大な業 にあっては どこで奉仕するか

は問題で はあ りません。 どのように奉

仕するかが大切 なのです。

ブ リガム ・ヤングやそのほかの一握

りの人々は開拓史上にその名 を残 しま

した。しか しだれか らもたたえられず，

知 られず に福音 に従った生活 をし，主
い

を愛 し，喝采 もファンファー レもな く

日々務め を果 た した人々は， どうなる

ので しょうか。彼 らの永遠の報いは多

少 とも劣 るのでしょうか。そうではあ

りません。

同 じことはわ た した ちに も言 えま
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す。一人一人がそれぞれ貢献 していま

す，，それ らの働 きが合わ されて大義が

打ち建て られ るのです。皆 さんの働 き

もわたしたちの働 きも受け入れ られま

す。 イエスは こう言われ ました。 「だ

れで も一ば ん先 になろ うと思 うな ら

ば，一 ばんあとにな り，みんなに仕 え

る者 とな らね ばな らない■(マ ル コ

9：35)

兄弟姉妹の皆 さん，わた したちはこ

の偉大な家族 の一員です、，それぞれに

務めがあ り，それぞれに果たすべ き使

命があ ります。わた したちがこの地を

去 るとき，「わた しは戦 いを りっぱに

戦いぬき，走るべ き行租を走 りつ くし，

信仰 を守 りとお した」(2テ モテ4：7)

と愛 する主 に報告で きれば，それ 自体

すばらしい報酬ではないで しょうか。

皆 さんが安全 に帰 宅で きます よ う

に。愛 と感謝 のうちにともに生活 し，

尊敬 し合えますように。皆 さんの生活

の うえに天の笑みが注がれ てい ます。

それを知 ることがで きますように。

わたしたちの愛 も皆 さんに向け られ

ています。わた したちは皆 さんを深 く

愛 してい ます。皆 さんにわた したちの　な み な

祝福 を残 します。聖 なる頃い主の御名
しもべ

により，生ける神の僕 として，そのよ

うに します。 また会える目まで，神が

皆 さん とともにいて くださるように。

この大い なる，すば らしい大会を終 え

るに当た り，イエ ス ・キ リス トの御名

によ り，へ りくだってお祈 りします。

アーメン。

碁

い

●1997年3月29日(土)中 央若い女性集会

信仰こめて，一歩 ずつ

中央若い女性第二副会長

ポニ ー ・D・ パーキン

遠ω将来，皆さ'んの孫た ちが 彼らのス生を変えたあなたた ちの選択

の物語を感の しながら語 り継 ぐことざしょう。

趨 繊覇げお ド

ゆ聯 讃 囁難
囁 囁，、囁P囁 ，

縛

伽

悔 、

80年 代 ， ス ウ ェ ー デ ン に ア ン

18 ナ ・マテ ィルダ ・ア ンダー ソ
ンという少女が住んでい ました、，彼女

が家族 と教会に入ったとき，人 々はそ

の信仰 の ために彼 らをあ ざけ りまし

た。アンナの母親は，ア メリカに移住

してユ タの聖徒たち と合流す る決心 を

しました。姉の アイダとア ンナが家族

を呼び寄せるお金を稼 ぐために先にア

メ リカに送 られたのは，ア ンナが11歳

のときで した。二人はアメリカまで船

で渡 り，それからユ タの オグデンまで

汽車で旅 を続けました。そこでア イダ

は働 き先のア イダホ州の身.元引 き受け
ほろ

人の もとへ幌馬車で出発 しました。そ

こか らソル トレーク ・シティーへ向か

う汽車の中で，アンナはまった くの独

りぼっちでした。英語は.・言 も話せ ま

せ んし，知 っている人 もだれ もい ませ

ん。汽車 の中の彼女の心細 さと恐怖感

を想像で きますか。

汽車が暗い リオ ・グランデ駅 に着い

たのは真夜中少 し前で した。迎 えに来

て いるはず の親類の姿が あ りませ ん。

駅か らゆっ くりと人影が消 えてい くの

を見なが ら，ア ンナは恐ろ しくて，た

だ立 ち尽 くしていま し.た。 とうとう，

同 じように出迎えのない ドイツ人一.一家

とアンナだけが残 され ました。重苦 し
くらやみ

く悪意に満 ちた暗闇が彼女 を包み込 も

うとしています。後に彼女 は次のよう

に思い返 してい ます。「わた しは泣 き

ながら母の最後の言葉 を思い出してい

ました。'母は，『言葉 の分 か らない所

に行 って も，天のお父様は分か って く

だ さるのだから，お祈 りするの を忘 れ

てはいけません よ』 と言ったのです。」

ア ンナはスーツケー スの横にひざまず

いて，神様の助け を願い求め ました。

きっ と皆 さんにもそんなお祈 りの経験

があるはずです。

ドイツ人・一家がア ンナに一緒 に来る

ように手招 きしました。ほかになすす

べ もな く，ア ンナは泣 きなが ら彼 らの

後 につ いて行 きました。テ ンプルスク

ウェアに着いたとき，小走 りに寄って

来 る足音が聞こえて きま した，，女性 が

.…人
，や り過ごす人の顔を確かめなが

ら足ilしにこち らに近づいて来 ます。そ

の女性 は ドイツ人一家に 目をや り， さ

らにだれか を捜 しています。次 に彼女

の視線 はアンナに注がれました。 女性

は立ち止 ま り，信 じられない ように彼

女 を見浩めました。少女 に見覚えがあ

ったか らです。 アンナ もその女性 を思

い出 して息 をのみ ま した。/年 前に ス

ウェーデ ンを離 れた被女の日曜学校の

教 師ではあ りませ んか。アンナを固 く

抱 き締めなが ら，教師は彼女の恐怖の
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涙 をふいてや りま した。そ してアンナ

にこう言 ったの です。 「何 度 も何度 も

起 こされてね。 ……到着 して来る移住

者 たちの姿が頭 を駆け巡って眠れな く

なって しまったの。 ここにだれか知 っ
み

ている人がいないか来て見 るように御
たま

霊 に促 されたのよ。」(ア ンナ ・マティ

ルダ ・ア ンダーソンの 日記，ポニー ・

D・ パーキ ン所蔵)

信 じられ ますか。真っ暗 な夜 に， 日

曜学校 の教師がまるで光の天使 のよう

に遣わ されたのです。ア ンナはこう思

い返 して い ます。 「お分 か りですか。

天のお父様 は単にわた しの祈 りにこた

え、られただけではあ りませ ん。わた し

はただわた しの言葉 を理解 して くれ る

人をお願い したのに，神様 はわた しが

知 っている人を遣わ して くださったの

です。」

何年 もたってから，ア ンナは どうし

てあの驚 くべ き一人旅ができたのか説

明しました。それは，主を信 じる信仰

によ り，す ばらしい ことがす ぐ近 くに

待 っていると確信で きたからです。そ

のおかげで，母親 なしで大西洋を渡 り，

独 りぼっちの ときも主に祈 って，神殿

という安全 な避難所 まで歩いて行 く勇 .

気 を持てたのです。ア ンナは未知の世

界 に踏み入 って，後 に続 く人たちのた

めに道 を切 り開 きました。 アンナの信

仰 に満ちた足跡 に従 った人の中に，わ

た しの夫が います。 それ というの も，

アンナは彼 の祖母 に当たるからです。

アンナの経験 はたとえ ようもないほ

ど恐ろ しいものだったで しょう。彼女

自身 にそ の 自覚 は なか ったで しょう

が，彼女 は後 に続 く人 たちの ため に

雄 々しく道 を切 り開いたのです。アン

ナは開拓者で した。開拓者 とは，正義

のために立 ち上が り，敵対す るもの に

負 けず に，勇気 をもって福音 を分か ち
あかし

合 い，行動 を通 してキ リス トを証す る

人のことで曳 ちょうどアンナのように。

アンナの物語に皆 さんは自分 自身の

姿が見 えないで しょうか。福音に対す

る熱意や，見知 らぬ ものへ の恐れ とい

う点で，ア ンナに似ているところが あ

るかもしれません。人は皆，信仰 の旅

をしなけれ.ばな りません。 それが福音

の計画 なのです。わた;したちの道は大

海を渡 った り，空っぽの駅か ら独 りで

歩 いた りすることではないか もしれま

せ ん。 しか しどんな道であれ，一足 ご

とに信仰が必要 とされ るこ とに変わ り

ないで しょう。遠 い将来，皆 さんの孫

たちが，彼 らの人生 を変えた皆 さんの

選択の物語を，感心 しなが ら語 り継い

でい くで しょう。皆 さん 自身が彼 らの

開拓者 と呼ばれる ようになるのです。

皆 さんがア ンナの ように未知の世界 に

足 を踏み入れるとき， 自分 はほかの人

たちのために道 を切 り開いているのだ

と考えた ことがあるで しょうか。 それ

ではここで，初期の開拓者 の経験 に新

たな光 を当てて くれる，ほかの若 い女

性 たちの生活 もご紹介 しましょう。

ルース ・メイ ・フォックスは こう言

い ました。「イギ リスを出発す る日が

来た とき，わたしはまるで天 にも昇 る

心地で した。 ……わたしたちは近所の

人たちの好奇 の目を避 けるために夜の
やみ

闇 に 紛 れ て 家 を 出 ま した 。 こ ん な ス リ

ル の あ る こ と っ て ， ほ か に あ る で し ょ

う か 。」(ス ー ザ ン ，ア リ ン トン ・マ ド

セ ン"πalkθd亡oZ10η'TrαeS亡orfes

OfyOロ ηgPfOηeerSOη 亡heMOrmOη

Trafズ 『徒 歩 で た ど っ た シ オ ン へ の

道 モ ル モ ン街 道 の 若 き 開 拓 者 た ち

の 実 話 』p.30)開 拓 者 精 神 は 冒 険 で い

っぱいで した。

マーガ レッ ト・ゲイ ・ジヤッ ド・ク

ロー ソンはこ う言 っています。 「わた

しの隊には何 人か好青年が いま した。

特 に一人が，わた しにとても優 しいこ

とを言って くれた ものです。 きれいだ

とか，頭がよい とか，それにわた しが

それまで言われたことがなかったけれ

ど，気立てが よい とまで言 って くれ ま

した。」(『徒歩 でた どったシオンへの

道』p.144)皆 さんは今 まで気 立てが

よいとか，愛想がよいとか言われたこ

とが あ りますか。何 とすばらしい褒め

言葉で しょう。

マーガレット ・マクニール ・バ ラー

ドは次 の ように思い 出を語 ってい ま

す。「わた'しは大草原 を歩 き通 しまし

た。牛 を追いなが ら，ほ とんどいつ も

弟のジェームズ を背負 って歩いたので

す。」(『徒歩でた どったシオ ンへの道』

p.126)皆 さんの中 にも，兄弟姉妹の

世話 とい う責任 を愛 と強 さをもって担

っている人が，た くさんいます。
ヒ
スーザ ン ・ノーブル ・グラン トの次

の意見 はいかが で し ょうか。「ああ，

子供 たち，いちばん厳 しい試練で苦 し

み抜 いた 日々にも，わた したちは どれ

ほど楽 しかったことか。あなたたちに

は想像 もで きないで しょうね。年若い
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わたしで さえ，福音が回復 されたこと

を知 っていました。一度な らず，ジ ョ

セブ ・ス ミスが天父 と復活 された救い

主，御子イエ スが現れて話 をされたと

言明す るのを聞いたことがあったか ら
あかし

です。……この証 を失ったことは一度

もあ りません。そ して，わたしが亡 く

なっても，あなたたちの子供や孫たち

にこれ を語 り継 いで ほ しいのです。」

(『徒歩でたどったシオンへの道』p98)

何 とすば らしい財産で しょう。で も，

わた したちも預言者の言葉を聞いたこ

とがあるはずです。

これ らの話 は，今わたしたちが 日記

に書 き記 していることとそんなに懸け

離れているで しょうか。わた したちの

中に，アンナ と同 じこ とので きる人が

どれほ どいるで しょうか。わた しは皆

が できると思い ます。なぜで しょう。

わたしたちは毎 日勇気 をもって選択す

るこ とで信仰 を表 してい るか らです。

ハロル ド・B・ リー大管長は現代の開

拓者たちのためにすば らしい助言 を残

してい ます。「光の端 まで歩いて行 き，
くらやみ

暗闇に2，3歩 足 を踏み入れてみなさい。

そ うすれば，光が現れてあ なたの行 く

先を照 らして くれることが分かるで し

ょう。」(ボ イ ド ・K・ パ ッカーによる

引用。ル シール ・L・ テ イ ト"Boyd

K，Pac1(er∫ 〆112「a亡chma120η 亡he

Tower"『 ボ イ ド ・K・ パ ッカー

塔の見張 り人』p.138)。 わ た したちは

信仰 に よっ て歩 まなければ な りませ

ん。天父がアンナの目曜学校の教 師の

ように腕を広 げてわた したちを待 って

お られることを信 じて，暗 い未知の世

界に足を踏み入れるのです。

わた したち一人一人が開拓者精神か

ら力を得 られるように，こよい，お祈

りします。今夜鏡を見て ください。世

界 に二 人といない，強 くて，勇気ある

人が見えるはずです。開拓者の顔です。

その思い を決 して忘 れ ない で くだ さ

い。ア ンナやほかの何千 もの人たちの

ように，皆 さんも愛す る入たちに従 う

べ き道を雄々 しく示 しなが ら歩んでい

るのです。いつ も信仰 こめて，一歩ず

つ，歩みを進めることがで きます よう
み な

に ， イ エ ス ・キ リス トの 御 名 に よ り お

祈 り し ま す 。 ア ー メ ン。

時間をかけて歩き続ける

中央若い女性第一副会長

バージニア ・H・ ピアス

わた したちの昌標，目的地，シオンば天父ととも仁生活 することざす。

その目的惣に着 くためにば，ただひたすら歩き続けな くτばな りません。

験 毒

灘

麹 嵐
螺

製 ，

拓者 の子供歩いてい く，長い

「開 長い旅 を歌歌 って」1わた しは
開拓者のことについて考えると，悲劇

的な光景が頭 に浮か んで きます。吹雪

の中を進む手車，病気 ，凍 りついた足 ，

空腹，遺体を浅 く埋めた墓。

しか し，あの記念すべ き旅 について

学べ ば学ぶほど，あの とても生々 しい

劇的な光景ばか りではな く， ほとんど

の人にとって旅の大部分は，決 まりき

った 日常の連続だったことが分か りま

す。 たいていは，ただひたす ら歩 き続

けたのです。

開拓 者た ちは毎朝 キ ャンプを畳む

と，家畜 にえさと水 をや り，火 をおこ

して朝食 を作 り，昼食の用意 をして詰
ほろ

め，修理 をし，牛馬をつな ぎ，幌馬車

に荷物 を積み込み ました。毎 日，同 じ

繰 り返 しで した。それか ら，6マ イル

ほど歩 くと，家畜 にえ さと水をや り，

昼食 を食べ，再び隊 を組んで，午後6

時 ご ろまで歩 きました。そ して，牛

馬 を放 し，家畜 に水 をや り，修 理 を
たきぎ

し，薪 を集めて火をおこし，夕食を作

り，暗 くなる前に1行 か2行 ，日誌をつ

け，時には少 し音楽 を楽 しみ，祈 り，

午後9時 に眠 りに就 きました。

進 む速 さは重要ではあ りませんで し

た。 なぜな ら，ゆっ くりと進 む牛にペ

ースを合わせ な くてはならなか ったか

らです。幌馬車 に追いつ くため に走る

必要はあ りませ為で した。お天気が よ

く，何 も問題の ない 日(そ んな日はあ

るで しょうか)に は，15マ イ ルほど進

むこ とがで きました。たいてい は，10

マ イル以下で した。 目的地まで1，300マ

イル とい う距離 に比べ たら，それは何

と少ない距離だったことでしょう。

ウィンタークォー ターズの墓地の青

銅の彫刻2に は， ソル トレーク盆地へ

向か う道 を歩 きなが ら，手を幌馬車の

中へ差 し伸べ ている母親の姿が刻 まれ

ています。幼 い子供 が母親の手が見え

ない と，幌馬車の中で じっとしていな

か ったか らです。歩 きなが らです ら，

開拓者 たちは互いに助 け合 う方法 を知

っていたのです。

これらの ことはすべ て，現在 のわた

したちの世界において，わた したちと

どの ような関係があるで しょうか。わ

た したちの生活 のほ とんどは，直ちに

英雄的行為や勇気 を要す るような劇的

な瞬問の連続ではあ りませ ん。むしろ，

わた したちの生活の大部分は，日々の

決 まりきった単調な仕事か ら成 り立っ

てい ます。そのためにわたしたちは疲

れ，気落 ちすることもあ ります。 もち

ろん，わた したちは どこへ向かってい

るのかを知 ってお り， もしで きること
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なら，ベ ッドか ら飛び起 き，懸命 に働

き， 日暮れ までには目的地 に到着 した

いと思ってい ます。で も， わた したち

の目標 ， 目的地， シオ ンは天父 ととも

に生活することです。その目的地に着

くためには，ひたす ら歩 き続けな くて

はなりませ ん。

この毎週歩 き続 けることは，決 して

小 さな業績ではあ りません。開拓者た

ちの着実な歩み，単調で在 りきた りの，

しかもつ らい仕事，約束された地に向

かって一歩一歩進 む意志は， もっ と目

立つ勇気ある行為 と同 じように，わた

しを励 まして くれます。そのようなゆ

っ くりとしたペースで歩いてい るとき

に，自分が前進 していると信 じること，

すなわち1日 に進 む距離が あま りに も

少ない ときに，未来 を信.じ続 けるこ と

は，とても難 しい ものです。

毎朝起 きて髪 をとか し，時聞どお り

に学校へ行 くか らといって，皆 さんは

自分 を英 雄的 な開拓者 だ と思 い ます

か。毎 日宿題 をすることの意義が分 か

り，与 えられた課題 を理解 で きない と

きに助 けを求め る勇気が必要であるこ

とが分か りますか。毎週 日曜 日に教会

へ行 き， クラス に出席 し，ほかの人 と

親 しく交わることが英雄的な行為だ と

思いますか。毎 日毎 日お皿を洗 うこと

や， ピアノの練習 をす ること，子供 た

ちの世話 をすることが偉大なことだ と

思い ますか。毎 日祈 り，聖文を読み続

けるために必要 な不屈 な精神 と，目的

地 に到達す るという信念が大切 なこと

が分か りますか。時問をかけて問題 を

少 しずつ解決 してい くこ との偉大 さが

分か りますか。

ハ ワー ド・W・ ハ ンター大管長はこ

のよ うに述べ てい ます。 「真の偉大 さ

を身 に付 けるには，……いつの場合 に

も，規則正 しく，小 さなことや，時 に

は当た り前 なことを，長 い問 こつこつ

と行 うことが要求されるのです。」3

1日 の働 きと引 き換 えに，す ぐに大

きな成果を求めることは何 とたやす い

ことで しょう。一定の着実な進歩の歩

調に合わせ ，在 りきた りの生活に幸せ

と喜 びを見 いだすこ とを学ぶ人は，何

ど幸福 で しょう。

がっか りしないで くだ さい。皆 さん

若い女性の大会にて。中央若い女性会長会のバージニア ・H・ ピアス第一副会長(左)と カーリー ・ニールソ

ン姉妹。

ほろ

に勇気 を与 えるために，幌馬車 の中に

手 を差 し伸べて くれる人々のこ とを考

えて ください。わた したちは皆一緒に

進んでいるのです。ほかの人に手 を差

し伸べ る人になって ください。

夜，寝床 に入ったら，その 日に成 し

遂 げたこ とを思 い起 こ して ください。

たとえ一部分で も仕事をや り終 えた と

いう満足感 を味わうように して くださ

い。

あのすばらしい開拓者たちは前進 し

続 けたばか りでな く，歩 きなが ら歌 っ

たのです。 わた したちは毎 日楽 しく仕

事 をするように期待 されているので し

ょうか。毎 日いつもいつ もそ うとは限

りません。時には，悲 しんだ り怒った

りす ることもあ ります。 しか し，悲 し

みや怒 りに身を任せ るのをやめ ようと

決心す ることがで きます。 ある若い女

性 がわた したちの事務所へ この ような

ことを書いて きました。 「わた しは14

歳 である ことが とて もうれ しいので

す。この ままずっ と14歳 であった らよ

いのにと思います。14歳 はす ご一 く楽

しいです。」 この短い手紙 を読ん で，

その 日1日 が楽 しくなりました。「心 の

楽 しみは良い薬である」(箴 言17：22)

と書 かれています。

皆さん御存 じの ように，エノクの民

はとて も信 じられないほど善良な民で

あったので，彼 らの町全体が天 に取 り

上げ られました。 しか し，聖文 を注意

深 く読 む と，シオ ンの町は，「時がた

って」(モ ーセ7：21)天 へ 取 り上げ ら

れた と書かれています。開拓者たちや，

皆 さんやわた したちと同 じように， き

っとそれは，長い時間をかけて一歩一

歩前進す る 「過程」だったので しょう。

イン ドラ ・キアゲハち ょうは 自然界

の最 も見事 な標本 の一つです。実験科

学者 たちはその生活環(訳 注 個体

が特定段 階か ら成長 して子 を産み，次

代の同一段 階に至 る までの形態変化)

を注意深 く記録 しました。卵 は食物 と

なる植物のち ょうど良い場所 に産み落

とされ ます。5日 以 内にふ化 し，だい
はんてん

だい色の斑点のある黒い幼虫 にな りま
まゆ

す。成育する と，幼虫は繭 を作 ります。

大部分は2年 後 に成 虫 となって外部へ

出てきますが，興味深い ことに，中に

は7年 間繭 の中に とどまるものもあ り

ます。そ して，突然，数時問以内に，

それまで斑点の付いた幼虫だった もの

が，美 しい黒 いちょうになって飛び立

つのです。4こ の幼虫 は数時 間 してち

ょうになったのでしょうか，それとも7

年 たってちょうになったのでしょうか。

イ ン ドラ ・キアゲハ の成長を理解 し

ている観察者は，忍耐強 く仕事 を続 け，

時間をかける ことをい とい ませ ん。ま

た， 自分 自身の成長を理解 してい る人

は，忍耐強 く祈 り，毎 日働 き続 け，時

間をかけます。

その ような人 々には，「くじけず ，
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頑張る」 という言葉が ぴった りくるか

もしれません。

わた しが カーリーに最初に会 ったの

は，彼女が12歳 の ときでした。 まだビ

ーハ イブにな りたてのカー リーの世界

には一次的 な動揺があ りました。彼女

が自分の気持ちを語る声 を聞いてくだ

さい。(短 い ビデオが上映 される。)

「変化はわた しにとっていつ も大変

で した。わた しの問題はそれほ ど悪い

ものではあ りませんが，問題を持 って

いるときは，それが世界で最悪のもの

のように思 えるんです。だれだって 自

分のことが心配です ものね。わた しは

いつ も独 りぼっちで した。学校へ行 き

たい と思ったことは一度 もあ りませ ん

でした。わたしの悲 しみなど，天父 は

気 に も留め てお られ ない と思 い ま し

た。 わた しが うろたえているこ とも，

友達がいないことも。天父はお られな

いのだと思いました。だれ もわた しこ

とな ど気 にかけてい ない と思 い ま し

た。」5

こち らはカーリーです。今，16歳 に

な ります。

「12歳の ときの 自分の話 を聞 くと，

当時はその問題がいかに大 きく，今は

いかに小 さいかが分か ります。 わた し

は魔法のような解決法 を切に求めてい

ま した。すべての問題 を解決する方法

は一つだけではない と，今は考えてい

ます。12歳 の ときにわた しが確か に知

っていたのは，善い人にな りたいとい

うことです。その望みがあったために，

わたしは聖文 を読み，教会へ行 き，お

祈 りを しま した。今 ，4年 た って，お

もにこれ らのこ とを続 けて きたため

に，わた しは自分が随分変 わったと思

い ます。聖文か ら答 えを受 け，祈 りを

通 して主に近づ き，教会でのレッスン
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がず っとよ く理解で きる ようにな りま

した。

わた しの父は，壁 にこのような言葉

をはってい ます。『ほかの人が あき ら

めて しまうときにあ きらめない人が成

功する。〔ウィリアム ・フェザー〕』わ

た しはあ きらめ なかった ことをとて も

うれ しく思います。 自分の中に残って

いる ものは何 もない というようなとき

が，わたしたちには必要であるとさえ

思います。そ ういうときこそ，主 を信

頼 し，主に頼るか らです。

ほんとうに大切 なもの は何 もない，

すべては一時的なものだか ら，あきら

めて しまう方がいい と，流行歌 や映画

は教 えています。で もわた したちは，

そうではない と知 っています。わたし

たちには福音があ ります。それは一時

的なものではあ りません。永遠の もの

です。やめた り，あきらめた りするこ

とはで きません。今 はすべ てを理解 で

きないか もしれ ませ んが，わたしたち

のすべての行い，毎 日の生活 には 目的

があ ります。 またわたしたちには，励

まし，元気づ けて くださる天父がいつ

もい らっ しゃるのです。」

ともに道を歩 むわた したちは，お互

いの ことをとて も心 にかけてい ます。

わた したちが祈 り，一生懸命働 き，時

聞をかけて前進す るとき，天父 はわた

したち一人一人を必ず祝福 して くだ さ
み な

い ま す 。 イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ ・

っ て ， ア ー メ ン。

注

1，

2.

3，

4，

5.

「開 拓 者 の 子 供 」(『 子 供 の 歌 集 』

P、137)

ア バル ド ・フ エアバ ン クス作

「真 の 偉大 さ」 『聖徒 の 道 』1982年

7月 号 ，p.34

トッ ド ・ス タ ウ ト"TheFourUtah

VarietiesofPaplbIndra"し ノ亡aわ

Lθρldoρ亡θrls亡「ユ タ に生 息 す る4種

の パ ピ ロ ・イ ン ドラ ・キ ア ゲ 八 ち ょ
りんしるい

う」 『ユ タ鱗 翅 類 研究 家 」1997年2

月号 ，P.6

1993年 に収 録 され たユ タ1・1・1ケイ ズ ビ

ル ・ク レス ウ ッ ドス テー ク ，ケイ ズ ビ

ル第18ワ ー ドの カー リー ・ニ ー ル ソ

ン との イン タ ビュー よ り抜 粋 。



友人としてともに立つ

ユタ州センタービルステーウ，パ リッシュ ・キ ャニオンワー ド所属

クリステ ィン ・ハナー

ワー ドや学校さ末日聖徒の若ω女倥が あなた一入だ としτも，何ヂ入

とωう若ω女倥があなたのすぐそばに立 っτωることをのに留めτく

ださ'ω。

穿嶽

灘 幾　、
撫后

た しも皆 さんと同 じように，こ

わ れまでの人生の中で開拓者 とし
て信仰 を行使 しなければならなか った

ことかあ ります。初 めてその ような経

験 をしたのは小学校2年 生の ときで し

た。先生が教室 に来 られて， もうす ぐ

「特別な女 の子 」が新 し くみんなの仲

間にな ります と話 されま した。わた し

は， どんな女の子が来るのだろ うと思

い巡 らしたの を覚 えてい ます。

ジェニーが初めて クラスにやって来

たとき，わた しは一 目でいい友達にな

れそ うだ と思いま した。シェニーが障

告を持っていたこ とで， もっと彼女の

こ とを知 りたい と思 うようにな りまし

た。それ まで障害を持 った子 とあ まり

接 したことが なかったので，不安 もた

くさんあ りま した。で も，彼女の友達

にな らな ければい けない と患 い ま し

た。 どんなこ とになるかは分か りませ

んで したが，わたしはそのチャ レンシ

を受け入れました。

ある 口の放課後， わた しは決心 し，

シェニーの家 に行 くことにしました。

少 し緊張 しましたが，これ は正 しい行

いだと感 じたのを覚 えています。 ジェ

ニーのお母 さんはとて もいい人で， ジ

ェニー につ いて もっとた くさんのこと

を教 えて くれました。

やかて，わた しはいつ もシェニーと

過こす ようにな り， シェニーはわた し

の大切な親友の一人にな りま した。 わ

た したちはお店 に行 った り，シェニー

の トランポ リンで遊 んだ り，お互いの

家に泊ま りに行 った りす るのか大好 き

で した。わた しがシェニーの肉体的な

面での弱 さを助 ける一方で，ジェニー

はわた しの霊的な面での至 らなさを補

って くれました。 シェニーはキリス ト
ゆる

のような愛 と赦 しの精神 を持ったすは

らしい模範です。わた したちはお互い

に助け合うことによってそれぞれの足

りない部分 を克服で きた と，わたしは

心か ら信 じてい ます。

成長するにつれて，わたしは開拓者

として もう一つの試 しに遭 いま した。

わた しには大勢 の友達 がいま したか，

その多 くはシェニーのことをよく知 り

ませ んで した。彼女 たちがシェニーに

対 して失礼な態度を とったことは 一度

もあ りませんでしたが，わた しはいつ

もジェニー とほかの友達 との問に挟 ま

れて身動 きが取れないように感 じてい

ました。 とて も難 しく，大 きな決心が

要 ることで したが，わた しは友達 にシ

ェニーのことを知 って もらえるように

働 きかけようと決め ました。やがて友
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達 も，気 まずい思いをせすに もっと気

楽 にシェニー とつ きあえるようにな り

ました。

今で もジェニーとわた しはいい友達

てす。一緒の高校 に通い，ほ とんと毎

口顔 を合 わせ ます。彼女と 緒 に廊下

を歩 くとき，わた しはすご：く誇 らしい

気持 ちになります。

わたしたちはたれで も正 しい行 いを

する信仰 を持つ ことがで きる， とわた

しは確信 しています。開拓者の ように，

わた したちは皆， 自分の受けるチャレ

ンシを乗 り越え，前進で きるのです。
き ょ ノ

最後 に，今 日こうして 自分 の感 じて

い るこ とを皆 さんと分かち合 えた こと

に，心からへ りくだ り，感謝 したいと

思い ます。わた しにはこの大会 にとも

に参加 している，世界中の何 千人 もの

す ばらしい姉妹たちがいるということ

を考えると， 自分の してい ることはほ

ん とうに正 しいのだという確信が さら
み

に強め られます。 また，この偉大 な御
わさ

業 にあって，わた したちは独 りほっち

ではない と改めて思い出 します。 ワー

ドや学校で末 日聖徒の若い女性があな

た一人だ としても，何千人 とい う若い

女性があなたのす ぐそ はに 立っている

ことを心に留 めて ください。わた した

ちは皆， ともに成長 し，強め合いなが

ら，この危険に満ちた未 口の時代を進
あノし

んでい けるのです。 この証 と祈 りを，
み な

イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ っ て 申 し

上 け ま す 。 ア ー メ ン。



義にかなった選択

ソル トレーク ・リバーサイ ドステーク，中央第3ワ ー ド所属

フォノ ・ラバタイ

母がわた しに言 ωました。撹 え τおωτね。自分の決めること次第ざ，

あなたば幸ぜに右なれるし，惨め仁もなっτしまうのよ。ノ

鰯轟

辱

き よ う

△ 日，皆 さんの前でお話 しできる

7機 会を，光栄 に思 います。 この

お話 を頼 まれた とき，なぜ 自分にこの

責任が 与えられたのか疑 問に思い まし

た、，そ して少 し足がす くむ思いが しま

した。やが てセ ミナリーの クラスで，

ある女生徒が開会に当たって短いお話

をして くれました。そ して このような

質問 を投：げかけ ま した。 「皆 さんは，

機会の中に困難を見いだ しますか、，そ

れとも困難の中に機会を見いだします

か。」 その こ とについ て考 えた結果 ，

今皆 さんの前にこの ように立っている

わけです。

わた しは去年の夏，サモアか ら合衆

国に引っ越 して来 ました。そのときは，

故郷の島と友達か ら離れた くあ りませ

んで した。新 しい高校 に通うことにな

り， とて も緊弥 しま した。転校生であ

るにもかかわ らず，わた しは女子バ ス

ケッ トボール ・チームに入るため，テ

ス トを受け ました。そ して入ることが

で きたのです。わた しはバスケ ッ トボ

ールが大好 きです。 コー トを走 り回っ

ているときは，わた しが シュー トを決：

める ことをだれ もが期待 しています、，

そ してシュー トが決 まる と，幸せ な気

持ちになれるのです。そ してもし.失敗

したときは，全然違 う気持 ちになって

しまいます，，

とにか く，わた しはチームに入って

いたので，セ ミナリーに行 くことがで

きませんで した。放課後は毎 日練習が

あ り，セ ミナ リーが放課後 に行われて

いたか らです。 ですか ら，2壕 期の問

ずっとセ ミナ リーに行けず，す っか り

セ ミナ リーの こ とな ど忘 れてい ま し

た。

そんなあ るH， 母がセ ミナ リーにつ

いて聞いて きました。 わた しは何 も問

題はないと答えました。 しか し，母は

すべて分かってい ました。セ ミナ リー

の教師から母あてに手紙が届 いていた

の です。母 は言 い ま した、，「フォノ，

あ なたの行いが間違っているの は，自

分で分かっているわね。ただ忠告だけ

してお くわ。でも決めるのはあなたよ、，

覚 えておいてね。 自分の決定次第で，

あなたは幸せ にもなれ るし，惨 めにも

なって しまうのよ。」

このことについて，数週 間.考えてか

ら，最終的な決断に到達す ることがで

きました、，バ スケ ットボールをやめて

セ ミナ リーに行 く決心 を したのです。

もしセ ミナ リー よりもバスケ ッ トボー

ルを選んで しまったら，セ ミナ リーの

卒業式で悲 しく，恥ずか しい思 いをす

ることになると分かっていました。 自

分が卒業で きないのに，ほかの人が卒
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業 をしてい くのを見た くない と思い ま

した，，これが母の言っていた惨 めなこ

とだったので しょう。わた しは 自分の

優先順位 を正すべ きであると決心 した

のです。今で もバ スケッ トボールがほ

んとうに好 きですが，最優先すべ きこ

とは第..・に行 うべ きなのです。来年 ま

た，バスケッ トボールのチームに入れ

るように願っています，，そ してスケ ジ

ュールを立てる ときは，練習のせいで

セ ミナ リー を休 むことのない ようにす

るつも りです。

現在 はセ ミナリーにまた通 うように

なってい ます、，すば らしい教師と楽 し

い クラス メー トた ちに恵 まれて いま

す。正 しい決断がで きた自分に誇 りを

感 じてい ます、、この経験 を振 り返る と

き，マ タイに よる福音.書第6章33節 を

思い起 こします.「 まず神 の国 と神 の

義 とを求めなさい。そ うすれば，これ

らのものは，すべて添 えて与 えられる

であろ う。」
ごレ コし

わた しの母国語 で証 を述べたい と思

い ます、，(〔ラバ タイ姉妹，サモア語で

了る
。〕 わた しはこの教 会が真実であ

ることを知っています、，この教義 は真

実 です。若い女性 のプログラムに感謝

してい ます、，それは生活を向上 してい

くうえで必要 な，た くさん0)こ とを学

べ るか らです。)

わた しはこの福音が真実であること

を知っています。 これ までずっ と，福

音か ら多 くの助 けを得てきました、、そ

して指導者はわた したちを助けるため

にいて くださいます。皆 さんを愛 して

い ます，，イエス ・キ リス トの御名 によ

って，アーメン、、



キリストに近づく

ソル トレーク ・エミグレーションステーク，フェデラルハイツワー ド所属

アレハ ン ドラ ・ヘルナンデス

自分を変えるのば楽 ざばあ りません ざした。自分か間違っと'61たと認め
けんそん

るにば謙：遜仁なる必要がありました。

たしは福音のある家庭で生まれ

わ 育ちました。ですか ら，両親 は
わた しに良い原則を教 えようといつも

心を配って くれ ました。それ にもかか

わ らず，わた しは中学時代 に大 きく変

わってしまいました。 もっ と楽 しそう

で，楽に見える道を歩む ことにしたの

です。わた しは友人 たちの勧める まま

にふ さわ しくないな服装 をした り，好

ましくないパーテ ィーに行った り，時

には悪い言葉 を使 った りもしました。

同 じころ，わた しは両親とうまくい

かな くな り，聖文 も読 まな くなりま し

た。皆の人気者でいることがわた しに

とって何 より大切で した し，パーティ

ーに行った り友達 と同じような服装 を

した りすることが善い ことの ように思

えたのです。で も実際は，いつ もむな

しくて，以前 よりもっと孤独 を感 じる

ようにな りました。いつ も隠 し事 をし

ていたために，両親 にしかられるのが

怖 くて心 に平安があ りませんで した。

自分の行動が間違 っている， といつ も

ささや くものがあ りましたが，それで

も友達 と行動を共 にして，人気者でい

る方を選んでいました。

教会で聞 くこ とすべ てが 自分 に向け

られているように感 じ始めたのは，中

学3年 の終わ りに近づいたころで した。
せいさん

ある聖餐会でのお話がわた しの状態 に

あまりにもぴった りだったので，母 に

「お母 さん，わた しの ことをあの人 た

ちに何て言 ったの」と尋 ねたほどです。

母 は何 も話 してい ない と答え ました。

自分を変 える決心 をしたのはその とき

で した し，友達がわたしに背 を向けた

の もそのときで した。で も，わた しは

両親が これ までずっ と正 しかった こと

を認めました。そ して，両親こそわた

しの真の友であると気づいたのです。

自分 を変えるのは楽ではあ りませ ん

で した。 自分が間違っていたと認める
けんそん

には謙遜になる必要があ りました。 わ

た しは心か ら変わ りたい と思 ったの

で，「成 長す るわた し」 プログラムに

取 り組み始め ました。する と徐 々に，

経験を重ねるにつれて良い気持ちを感

じるようにな りました。時には，聖文

を読むとい う項 目のように信条の実践

プランを終わ らせるのが とても難 しい

こともあ りました。でも，ただ努力す

るだけで前 より良い気持ちを感 じられ

ました。

初めて 「モルモ ン書』を読み終えた

とき，両親が教会について教 えて くれ

た ことが全部真実だったと感 じ，キリ

ス トに近づ くことができました。ロー

レルの 「若い女性 の信条」 の実践 プロ

ジェク トに取 りかかった ときには， 自
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分 に満足感 を感 じ始め ま した し，「善

い行い」 のプロジェク トでは，人々へ

の奉仕を通 して，それまで探 し求めて

きた平安 を感 じることができました。

若い女性のメダルを頂いた今，努力

のかいがあったと思ってい ます。わた

しにとって，それ は単 なるネックレス

以上の ものです。実際，天のお父様へ

の わた しの愛 を表 してい るか らです。

また，わたしの個人的なふ さわしさの

象徴で もあ り，キリス トがわたしに望

んでお られる ことをこれか らも行って

いきたいとい う気持ちにさせ て くれる

か らです。

わた したちに与 えられている善 と悪

を選ぶ機会 に心か ら感謝 しています。

また，過 ちか ら学べることにも感謝 し

ています。わたしが今感 じている喜 び

は，人々への奉仕 を通 してキリス トの

愛 を感 じ， 自分の価値 を知るときに得

る喜びであ り，学校 での人気か ら得 ら

れ る気持 ちとは比較 にならないもので

す。今で は中学時代の友達はだれ もわ

た しのことを覚 えていないかもしれま

せん。 しか しキリス トがわたしを御存

じで，主へのわた しの愛を知 っていて

くださるのを何 よ りうれ しく思ってい

ます。

わた したちは降 りかかる試練 をきっ

と克服 していけます。 なぜなら，わた

したちはわた したちを愛 して くだ さる

天父の娘であ り，天父 はわたしたちが

耐え られ ないほどの誘惑に遭 うのをを

お許 しにはな らないか らです。わたし

は，ヒンクレー大管長が預言者である

ように， ジョセブ ・ス ミスが真の預言

者であったこ とを知っています。イエ
み な

ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ っ て お 話 しい

た し ま す 。 ア ー メ ン。

臨饗

臨轟晦「

愈



現代の開拓者

中央若い女性会長

ジャネッ ト・ヘイルズ ・ベ ッカム

わた した ちぱわた した ちを傷つけ，進歩 を妨げるよ うなものか ら還ざ

かる信仰を持たなくτばな りません。r信 仰こめ τ，一歩 ずつノ歩まな

くτばならなωのざす。

△ 晩，わた しは これ らの3人 の若

7い 開瀦 と皆 さん一人一人に賛

辞 をささげたい と思い ます。現代 の開

拓者である皆 さんはきっ と，昔の開拓

者 と同 じように，信仰 を込めて，一歩

ずつ歩んでいることで しょう。若 い女

性 の皆 さんが先 頭 に立 って勇気 を持

ち，義 にかなった行動 を取 る姿を 目に

して，わた しは皆 さんのこ とをとても

誇 りに思っています。主に対する皆 さ

んの信仰は，皆 さんを模範 とするほか

の人々を強める助けとなっています。

使徒パ ウロは当時の若者に開拓者 に

なるように勧 めました。彼はこの よう

に述べてい ます。「あなたは，年が若

い ため に人 に軽 ん じられて はな らな

い。む しろ，言葉にも，行状 にも，愛

にも，信仰に も，純潔 にも，信者の模

範 にな りなさい。」(1テ モテ4：12)今

晩 ，わたしはこのテーマにつ いてお話

ししたいと思います。

ビーハイブ，マイアメイ ド，ロー レ

ルとそれぞれ年齢 は違っても，皆 さん

はほかの人の模範，すなわち信者の模

範 になることができます。福音 の原則
き ょ う

は昨 日も，今 日も，明 日も同 じです。

戒め を守ろうという決意 はどの世代で

も同 じです。

若い女性の皆 さんは，昔の開拓者が

直面 したのと同 じように困難な問題 に

直面することが よくあ ります。ある若

い女性 は この よ うに書 いて い ます。

「開拓者 たちが当時の苦難 をどの よう

に乗 り越えたのか分か らない と，人 々
こんにち

が言 うのを今 日よく耳に しますが，天

国にいる昔 の開拓者たちの中には，現

代 のわた したちについて同 じことを言

う人が きっといることでしょう。」

今 日ほ ど信仰を もって歩む勇気が必

要 とされる時代はかつてあ りませ んで

した。ほ とんどの皆 さんにとって，信

仰の第一歩 はバプテスマで した。 リー

ア ンが 「モルモ ン書』を読み，それ に
あかし

ついて祈 り，福音の証を得たのは15歳

の ときで した。彼女 は教会に入 りたか

ったのですが，母親 は許 して くれませ

んで した。リーア ンは宣教師 と一緒 に

断食 して祈 りました。す る とその 日，

母親 は彼 女が教 会 に入 る ことに同意

し，バプテスマ を受 ける ことがで きま

した。それを知った友達は彼女をあざ

笑い，のけ者 にしま した。彼女が通学

していた，宗教団体の経営す る学校の

校長 さえ，彼女を呼び出 し，「君 は愚

かな誤 りを犯 した」 と言いました。で

も彼女 は主に忠実で した。永遠の見地

に立って考え，ついには義にかなった
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若い男性 と神殿 で結婚するとい うすば

らしい祝福 を受けました。 さらには彼

女の母親 も教会へ入 りました。

カーラも家族の中で開拓者 とな りま

した。彼女の家族 は教会の集会に出席

していませ んで した。8歳 の誕生 日が

過 ぎて も，バプテスマ を受 けることが

できませ んで した。で も忠実な開拓者

たちが示 したの と同 じ勇気 を もって，

12歳 の とき父親のところへ行って，バ

プテス マを受 けて もよいか尋 ね まし

た。父親は承諾 しま した。今，彼女 は

神殿結婚 し，開拓者 としての力 と高潔

さ，信仰 を自分の子供たちに注 ぎ込 ん

でいます。何 とす ばらしい開拓者の遺

産 を子供 たちに与 えていることで しょ

う。

ロッキー山脈 を目指 した初期の開拓

者 た ちが犠 牲 を払 ったの と同 じよう

に，リーア ンや カーラ，そ して皆さん

の ような現代 の開拓 者たち も，「主の

家の山」(イ ザヤ2：2)と い う山を 目

指 して歩んでい る・のです。それは預言

者イザヤ.が末 日に建 てられる神殿を指

して言 った言葉です。神殿 でわた した

ちは天父 と神 聖な聖約を交わ します。

それはわた したちが地上で到達で きる

最 も重要な 目的地です。わた したちが

神殿 で天父 と神 聖 な聖 約 を交 わす と

き，天父はわた したちが再び天父 と一

緒に住める ようになると約束 してお ら

れ ます。皆 さんが神殿 に入る計画を立

て，その準備をするならば，友達や家

族に示す模範 を通 して，皆 さんは彼 ら

の開拓者 となるで しょう。

開拓者 としての皆さんにとって大切

な信仰の一歩 は，道に迷わせ るような

群衆について行かないようにす ること

です。 また現代の開拓者は，道 を踏み

外 さない ようにほ かの 人を励 ましま

す。皆 さんが率先 して正 しい道 を歩む

ように導 くとき，ほかの人は皆 さんに

ついて来るのです。

ア リソンという若い女性 は，人の う

わ さ話 をしないように している彼女の

友人 の模範 につい て話 して くれ ま し

た。彼女は友達 にもうわさ話を しない

ように励 まし，友達は彼女の言葉に耳

を傾け，皆，うわさ話 をす るのをやめ

ました。



レイチ ェルは10代 になると，彼女の

友達が不敬な言葉 を頻繁 に使 うように

な りました。それは間違いであると知

っていた レイチ ェルは，勇気 をもって

ほかの人が していることに反対 し， 自

分はその ような言葉 を使 わないように

しました。その ような模範 を通 して，

彼女 は現代の開拓者 とな りました。

ダニエルはビーハイブのクラス会長

です。彼女はすべての集会に出席する

ことによって， クラスのほかの少女た

ちに良い模範 を示そ うと努 めてい ま

す。彼女の住 んでいる地域では，麻薬

や暴 力が大 きな問題 となってい ます。

彼女は この ように書いてい ます。「あ

の人たち とはかかわ らない ようにして

います。わた しは自分の人生 を台な し

にした くあ りません。わた しは正 しい

ζとを行い，主の手本 に倣 うことによ

って，戒めを守 り，天父 に従お うと決

心 したのです。」

もう一人の若い女性 メリンダは，中

学生の とき，友達 と商店街 を歩いてい

る と，数人の男の子 にお酒を飲 まない

か と誘われま した。 メリンダはどうし

た らよいか分か りませんで したが，彼

女の親友が自分たちはお酒を飲 まない

と言い ました。少年たちは二人 をか ら

かい ましたが，気 に留 めませ んで した。

メ リンダはこのよ うに語 ってい ます 。

「〔わたしの友人〕はちょうど開拓者 の

ように，ほかの人の先頭に立 って進 ん

でいます。末 日の開拓者たちは日の栄

えの王国へ 向か う道 を歩むようにわた

しを導いて くれ ます。彼 らにとて も感

謝 しています。」

若い女性 の皆 さんの多 くはすば らし

い模範を示 しています。昼食時に独 り

で座 っている人のそばに座 り，その人

と友達になるように努めている若い女

性 の グルー プをわた しは知 ってい ま

す。皆 さんの中には，家族の問題を抱

えなが らも福音 を守 っている人がいま

す。 また家族の中で 自分だけが教会員

の人 もいます。大都市に住 むある若 い
せいさん

女性 は，聖餐会に出席するためにバ ス

を3回 乗 り継がな くてはな りません。

主 は力 と勇気にあふれた皆 さんを愛

してお られ，いつも皆 さんに手を差 し

伸べてお られ ます。皆 さんは独 りでは

あ りませ ん。わたしたちが義にかなっ

た生活を送 り，主 に仕 えるならば，主

は 「わた しはあ なたがたの右 にお り，
み たま

また左 にい る。 わた しの御霊はあなた

がたの心の中にある。また，わたしの

天使 たちはあなたが たの周囲 にいて，

あなたが たを支 えるであ ろう」(教 義

と聖約84：88)と 約 束 してお られ ます。

わた したちは若い女性の皆さんの何

人かに，周囲にいる開拓者たちの貴い

特質について話 して くれるように頼み

ました。母親や父親，祖母や祖父，姉

や兄な ど皆 さんの家族 についての話が

度 々聞かれたのは驚 くべ きことではあ

りませ ん。 また，ア ドバ イザーやキ ャ

ンプデ ィレクター，監督 など，皆 さん

の指導者が開拓者 として皆 さんの 目に

映 ることもよくあ ります。

ある若い女性 はこのように述べてい

ます。 「わた しは現代 の開拓者 である

母 にとても感謝 しています。母 はアル

コール中毒 という家族 の習性 を断ち切

りました。末 日聖徒 の親類 と一緒に一

夏過ご した後，15歳 で教会へ入 りまし

た。学校で一生懸命勉強 し，献身的な

生活を送 り，わたしたちの家族 に福音

に従った生活の祝福 をもた らして くれ

たのです。」

今晩，前に座 っているわた したちの

神権指導者は，お父さんやお じい さん.

で す。彼 らの子供や孫 は， きっと彼 ら

を開拓者 だと考えているで しょう。タ

リンという名の若い女性 は，彼女のお

じい さんは彼女の人生 にとって開拓者

である と言い ました。彼の人生 は厳 し

く，多 くの試練や苦難 に満ちてい まし

たが，彼 はどんなにつ らい ときも忠実

で した。 開拓者 とい うのは，ほかの人

の人生に影響 を及ぼす人であると彼女

は語 りました。

今晩わたしたちは大管長会 の一員で

あ る トーマス ・S・ モ ンソン副管長の

お話を聞ける ことに心 から感謝 してい

ます。副管長は多 くの人の生活 に影響

を及ぼ した現代の偉大な開拓者です。

わた しが 中央若い女性会長に召 された

とき，モ ンソン副管長か らこのように

言 われ ました。「戒めを守る ように若

い女性 に言 って ください。そ うすれば，

天父が与 えたいと心か ら願ってお られ

るすべ ての祝福 を受け られるのです。」

わた したちの預言者の言葉は，わた し

た ちの歩みが確か なものであることを

確信す る助 けとな ります。

ある若 い女性 はこのように言い まし

た。「わた しの兄は 〔デー トを始 めた

と き〕，預言者の勧 告に従お うと決心

し，特定の人 とデー トしないようにし

ま した。」特定の相手 とつ きあ うのが

当た り前 とい う風潮の中で，多 くの若

者 は生活 しています。 その事実 をお兄

さんはよ く心に留めていたのです。彼
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女はこ う付 け加 えてい ます。「兄 は と

て も独創 的な人です。 またよく注意 し

て高い水準 を守 り，良い友達 とつ きあ

い ました。 これはささいなことか もし

れ ませんが，わた しの印象 に残 り，わ

た しがデー トを始 めた ときに，同 じこ

とをす る助 けとな りました。義にかな

った生活をするように努 めてい ると，

だれかほかの人の生活の英雄 になって

いることがあ ります。」

今年 は初期の開拓者 を思い起こす機

会がた くさんあ ります。現代の開拓者

であるわた したち一人一人は，彼 らと

同 じ性格 と決意を持たな くてはな りま

せん。わた したちはわた したちを傷つ

け，進歩 を妨 げる ような ものか ら遠 ざ

か る信仰を持たな くてはな りませ ん。

「信仰 こめて，一歩ずつ」歩 まな くて

はならないのです。預言者の言葉 に耳

を傾け，主 を愛 し，主の戒めを守 らな

くてはなりませ ん。

ステフ ァニー とい う若 い女性 は，開

拓者であることについて永遠の見地に

立 ち，このように述べてい ます。「平

原を歩いて横断 し，ついに山中にシオ

ンを見 いだ した開拓者た ちの ように，

わた しも義 にか なった生活 を送 るな

ら，ついにはイエス ・キリス トと天父

とともに住 むという目的地に到達する

で しょう。それはたやす い道ではあ り

ませんが，確かに可能であ り，確かに

このわたしにもできるのです。」

若い女性の皆 さん，皆 さんにもで き

ます。天父はそれを望 んでお られ ます。

皆 さんが 「神聖な聖約を交わ し，神殿

の儀式を受け，昇栄の祝福 にあずかる」
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(『若 い女性指導者手引 き』p.4)備 え

をするとき，皆 さんの信仰 と勇気 と決

意が皆 さん を 「主の家の山」，す なわ

ち神聖 な神殿へ と導いて くれるで しょ

う。皆 さんの信仰の歩みが，未来の世

代の人 々を祝福す るで しょう。皆 さん

を通 して，皆 さんの子供や孫が，主に

従 う者 に約束 された主 の祝福 を受ける

ことで しょう。皆 さんが影響 を与え ら

れる人 々の姿 を今，皆 さんが 目にする

ことがで きた らどんなにすば らしいで

しょう。それは皆 さんの友達だけでな

く，皆さんの子供 たちや孫 たちなので

す。

わた しは若い女性の皆 さんを心か ら

信頼 してい ます。わた しは皆さんが困

難 と戦 ってい る姿 を目にしてい ます。

で も，皆 さんの大多数は義にかなった

生活を送 り，勇気 をもって 「高 く旗を
あ

揚 げ」(「 山の ご とく強 く」 『賛美歌 』

167番)， 若い女性の信 条を守 り，ほか

の人に進むべ き道 を示 し，困難 なとき

にも互いに助け合 っています。皆 さん

はほん と.うに現代の開拓者です。わた

しは皆 さん一人一人 を心か ら愛 してい

ます。 また，天父が皆 さんをいか に深

く愛 してお られるかを知っています。

何年 も前 に若い女性 のキャンプに参

加 した ときのことです。あ る朝早 く，

若い女性 と指導者 たち と一緒に，彼 ら

が 「聖なる森」 と名付 けていた森の中

で会合 を開きました。彼 らの顔 を見て

いると，わたしは自分がす ばらしい祝

福 を与 え られて いる こ とを悟 りま し

た。神 か ら与え られた特質 を見 ること

がで きるのです。皆 さんの顔 を見 ると，

天父の 目に映る もの，すなわち神か ら

与 えられた可能性が見えます。信者の

模範 になって ください。信仰を もって

前進 し，神 の証人 になって ください。

使徒 パウロの言葉 にもう一度耳 を傾

け ましょう。 「あ なた は，年が若いた

めに人に軽ん じられてはならない。む

しろ，言葉 に も，行状 に も，愛 にも，

信仰に も，純潔にも，信者の模範 にな

りなさい。」(1テ モテ4：12)現 代 の開

拓者 として，わた したちの信仰 によ り

永遠の命 に至る道 を歩むことができま
み な

す よ う に ， イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に

よ り， お 祈 りい た し ます 。 ア ー メ ン 。



人は皆開拓者です
第一副筥長

卜一マス ・S・ モンソン

若ω妬妹の皆ざん，わた したちば善を行うことにつωτ，実際に努力 し

乙みなければどれぼどのことかできるかを知ることがざぎません』

■7う して若い女性の皆さんが この

」 会場 に集っている光景 は実にす

ばらしい ものです。開拓者時代 に建て

られたこの タバナ クルに集 まっている

皆 さんだけでな く，世界のほ とん どの

地域 で，礼拝堂あるいはほかの会場で

数万 人の姉妹 たちがこの集会に参加 し

ています。わたしは皆 さんにお話 しす

る責任 を果たす に当たって天よ りの助

けがあるように祈っています。

今 晩 これ まで行 われた プロ グラム

で，指導者の皆 さんはとて も立派 に責

任を果た して くだ さいました。わた し

たち男性は，これが女性だか らこそで

きたことだ と考 えるべ きか もしれ ませ

ん。 この大会のための準備に携わって

きた方 々，またプログラムに参加 して

くださった方々に 「大成功です。おめ

で とう」 と申し上げたい と思います。

ヘ ンリー ・ワーズワー ス ・ロングフ

ェ白一は有名な詩の中で若人 と将来に

ついて次のように述べ ています。

若入は何 と美 しいのだろうか。

彼 らの幻想，抱負，夢 は明る く輝い

ている。

あらゆることが始 まる書物 ，終わ り

のない物語の中で，

…人一人の若い女性がヒロインであ

り，一人一人の男性が友である。1

大 管長会は1942年4月6日 に次のよう

な声 明を発表 しています。「清 く汚れ

のない若人 は何 とすば らしくまた天使

に近い ことで しょう。この ような若人

はこの世 において言葉に表すこ とがで

きないほ どの喜 びを受け，次の世 にお

いては永遠 の命を受けるで しょう。」2

わた したちは，1847年 当時の開拓者

について，大平原 を横 断 してソル トレ

ー ク盆地 に到着す る までの旅 につ い

て，多 くの話 を聞きました。150年 記

念を祝 う今年，わた したちはさ らに多

くの話 を耳にするで しょう。

開拓者 に関 して話す人 々が・様 に，

それぞれ自分の先祖に思い をはせ るこ

とはごく当た り前の ことです。それぞ

れの話には開拓者が示 した模範が紹介

されてお り，そ してそ れ らの模範 は

「後か ら来 る人のため に道 を示 す，先

を行 く人」3とい う開拓者の定義 にぴっ

た りと一致 しています。 もしすべてで

はない とすれば，少な くとも一部の開
あん ど

拓者は後か ら来る人に慰め と安堵の気

持 ちを与 えるために，また彼 らが見い

だした新 しい信仰が ラッパの音 のよう

に呼びかけた召 しにこた えるため に，

大 きな犠牲 を払いました。
そう そ ふ ぽ

わたしの曾祖父母のうちの二人は典
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型的な開拓者で した。ギブソンとセシ

リア ・シャープ ・コンディーはスコッ

トラン ドのクラックマナンに住んでい

ま した。炭坑関係の仕事 に従事 してい

ま した。二人はふ るさとをこよなく愛

し，そのふ るさとに安 らぎのある家を
しんせき

持 ち，親戚や友人 に囲まれて平和な毎

日を過ご していま した。末 日聖徒 イエ

ス ・キ リス ト教会の宣教師か らメッセ

ージを聞いた二人は
，心の底から改宗

しました。 シオ ンへ集合する呼びかけ

を耳に した二人は当然のようにその呼

びかけにこたえました。

二人は財産 を売 り払 って，危険が待

ち受け る大 西洋横 断の旅 に備 え ま し

た。 この世の持 ち物をすべて小 さな ト

ラ ンクに詰め ると，二人 は5人 の子供

を連れて船に乗 り込みました。家族は

8週 問に及ぶほぼ5，000キ ロの船旅に出

たのです。小 さな船を取 り囲む海上に

は家族の安全を保証するものが何 もあ

りません。夜 も昼 も彼 らが 目に したの

は海だけでした。食糧 も水 も満足にな

い，長 くて退屈 な日々が続 く8週 間の

航海でした。

この ような試練の中で，息子のナサ

ニエルが病気にかかって，亡 くなりま

した。わたしの曾祖父母 は，皆 さんの

両親が皆 さん を愛 しているの と同じよ

うに， ナサ ニエ ルを愛 してい ました。

息 を引 き取 った息子 の 目が 閉 じたと

き，彼 らは心が引 き裂かれる思いだっ

たで しょう。両親が どれほ ど悲 しみに

打 ちひ しがれ ようとも，海の規則 を曲

げることはで きません。ナサニエルの

遺体は鉄 のお もりが付 いた カンバスに

包 まれて，海中に葬 られました。その

地点か ら船が遠ざかる ときの心の痛み

は，そのような 目に遭 った親に しか分

か らないものです。ギブソン ・コンデ

ィー とその妻が慰めを与 えられたのは

次 のような言葉で した。「わた しの思
みこころ

いの ままにではな く，天父の御心のま

まになさって ください。」

歴史家は，ブ リガム ・ヤ ングが組織

し，導いた1847年 の最初の開拓者団を，

合衆国史上 を飾る偉業の一一つに数 えて

います。大勢のモルモ ンの開拓者 は病

気，長旅，飢えに苦 しんだ末に，世を
ほろ

去 りました。幌馬車 とそれ を引 く家畜



を持 っていなかったために，約2，000キ

ロの行程 を文字 どお り歩 いて，手車 を

押 した り引いた りして大平原 と山脈 を

越えて来た人々もい ました。

長 く苦 しい旅がようや く喜ば しい終

わりに近づ くと，人 々の心 は喜びに満

たされました。疲れ切った足 と体 に新

たな力がわいてきました。

開拓者たちが記 したほ こりまみれの

日記に， このような感動的な言葉 が残

されてい ます。「わた したちは頭 を垂

れへ りくだって全能の神に感謝の祈 り

をささげました。そ して この地 を神の

民 が住む場所 として神 に奉献 しま し

た。」4

わ た したちは信 じられ ないような苦

難を堪 え忍んできた開拓者たちを尊敬

しています。彼 らの名前 を称賛 し，彼

らが ささげた犠牲に思いを寄せていま

す。

現代の わた したちは どうで し ょう

か。わた したちは開拓者の ような経験

をす るこ とがあるで しょうか。未来の

世代の人々はわたしたちの努力や模範

に対 して感謝の気持ちをもって思い起

こす ようなことがあるでしょうか。今

晩様 々な場所に集 っている若い女性の

皆さん，皆 さんは勇気 と信仰 と慈愛 と

強固な意志 において開拓者 になること

ができます。

皆 さんはお互いに強め合 うことがで

きます。 目立たない人々に注意を向け

る能力 を持 っています。皆 さんが見る

べ き目を持 ち，聞 くべ き耳 を持ち，感

じるべ き心 を持っていれば，同年代の

人々に手を差 し伸べて，助 け出す こと

ができます。

箴言 には次の ような勧告が記されて

い ます。「あなたの足の道 に気 をつけ

よ……。」5
あかし

皆 さんのような若い人々に自分の証が

どれほどの強 さと力 を持っているかと

い うことに気づいていただ きたい と思

います。数年前，わた しはチ ェコスロ

バキァへ行 きました。国家が危険な状

態 に陥 り，国民の 自由が制限されてい

ました。 このような状況に もかかわ ら

ず首都 プラハ では霊感あふれる集会が

開かれました。わた しはその集会 でオ

ルガ とい う名 の若 い女性 に会 い ま し

た。当時，彼女 は25歳 くらいで した。

彼 女はそれまでの2年 問 に自分 と同年

代 の16人 の青年男女 を教会 に導いてい

ました。わたしはその青年 たちに会 っ

て，彼 らが心か ら福音に改宗 してい る

ことを知 りました。彼 らがチ ェコス ロ

バキアにおける教会の基礎 を築 く人た

ちになることを感 じました。彼 らが福

音が真実であることを知 り，証の持つ

力を知 ったのはすべ てオルガか らで し

た。わたしはオルガに賛辞 を贈 り，進

んで証 を分かち合った彼女 に感謝の言

葉を述べると，彼女はこう言い ました。

「モ ンソ ン兄弟， わた しは今 ほか に，

14人 の人々に福音を紹介 してい ます。」

後にその14人 のほとんどが教会員にな

ったことを知 らされました。人々にキ

リス トのもとへ来るように勧め る彼女

の 目にはキ リス トの光が輝いてい まし

た。

若い姉妹の皆 さん，わた したちは善

を行 うことについて，実際に努力 して

みなければ どれほどのことができるか

知 ることがで きません。わた したちの

証はほかの人々の心を貫いて，彼 らに

祝福 をもた らす ことがで きます。 この

祝福は現在の病 める世め中において彼

らに勝利 を収めさせる ものであ り，彼

らを昇栄に導 くものです。

わた しの数年来の友達 に，ジャミ ・

パーマーとい う名の10代 の少女がい ま
がん

す。 ジャ ミは12歳 の ときに癌の宣告を

受 け，それか ら数か月にわたって激 し

い苦痛を伴 う治療 を受けました。現在

の彼女は快活で，美 しい女性 となって

います。自信 と信仰 をもって未来 に立

ち向かっています。

癌の宣告 を受けた ジャ ミは11時 間に

及ぶ手術 を受けた結果，足の切 断を免

れることができました。しか しその後，

数か月間にわたって化学療法 を受 けな

ければな りませんで した。その間の彼

女は将来の希望を持てない暗い 日々を

過ご しました。若い女性 のクラスで長

い間計画 してきたティンパ ノゴスの洞

くつへのハイキ ングには とて も参加で

きないと彼女 は考えていました。 ジャ

ミは自分のことを気 にしないで計画 を

実行 して くれるようにと友達 に言いま

した。途切 れがちの声には失意の様子
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があ りあ りと浮かんでい ました。けれ

ども，若い女性の仲 間たちは力 を込め

て こう言ったのです。「いいえ， ジヤ

ミ，あなたも一緒に行 くのよ。」

「で も，わたしは歩 けないわ」 と彼

女は苦 しそ うに答えました。

「だった らジャミ， わた したちが頂

上 まで連れて行ってあげるわ。」 そ し

て彼女たちはそうしました。

このハイキングは今 では とても良い

思い出となってい ます。けれ ども，そ

れは単 に思い出だけに とどまるもので

はあ りませんでした。 スコッ トラン ド

の詩人 ジェームズ ・バ リーは 「神 は，

わた したちが人生の12月 に6月 のば ら

を咲かせることがで きるよう，思い出

を与え られた」 と言ってい ます。 これ
いつく

らの若 い女性 は皆，慈 しみ深 い天父が

彼女たちに 「よ くやった」 という承認

のほほえみ を投 げかけ，喜びを表 され

たその記念すべ き日を決 して忘 れない

だろうと思い ます。

ジャミは現在，.ピアニアス ト，声楽

家，運動選手 と して活躍 してい ます。

また 「メイク ・ア ・ウィッシ立(希 望

をかなえる)財 団」の役員 と広報担当

者 を務めてい ます。

今晩の話 を準備するため にわた しは

霊感 を求めて聖典 を開 きま した。そ し

てよく引用 される聖旬に 目が留 ま りま

した。主は 「わたしの ところに き」な

さい6と 言 われ ま した。 そ して， 「〔き.

て〕 ……わた.しに学 びな さい」7，「わ

た しに従ってきな さい」8と言って招い

ておられます。わた したちが主のみもと

へ行 くように，わたしも願っています。

皆 さんのお父 さんとお母 さんを敬 う

ように勧告 します。 ここで，母親を敬

った一つの模範を紹介 したいと思いま

す。何年 か前 に，6人 の子供の母親で

あるルース ・フォーソンは生死にかか

わる大手術 を受けました。彼女を心か

ら愛する夫 と，3人 の娘 と3人 の息子が

病 院に集 まりました。ところが家族は，

担 当の外科医 と看護婦か ら，担当者た

ちが フォーソン姉妹 に十分 な手.を尽 く

すので，家 に帰って待つ ようにと言 わ

れ ました。家族は病院のスタッフにお

礼 を言い ました。けれ ども，少な くと

も家族の一人 は常にフォーソン姉妹の



そばにいることを許 してほしいと頼み

ました。一人の娘が言った次の言葉 に

全員の気持 ちが表 されてい ます。「お

母 さんが 目を覚 まして，手 を伸 ばした

ときに，わた したちはそ ばにいたいの

です。 その ときに，お母 さんがわた し

たちの手を握 り，わた したちの笑顔を見

られるようにしてあげたいのです。わた

したちがお母さんにかける言葉 を聞かせ

てあげたいし，わたしたちの愛 を感 じさ

せてあげたいのです。」皆 さんのお父 さ

んやお母さんを敬って ください。9

ユ タ州 クラークス トンの墓 地には，

『モルモ ン書』の3人 の証人の一人であ

るマーティン ・ハ リスが埋 葬されてい

ます。マーティン ・ハ リスの堂 々とし

た美 しい記念碑 に隠れるようにしてほ

かの人 々の墓が建 て られています。 そ

の中の一つ の墓碑 には次のような愛 情

あふれる言 葉が刻 まれてい ます。 「我

が家の光が ここに消 える。愛す る声 は

もう聞 こえない。家族の心 にで きた空

白は埋 められることがない。」

愛す る若 い姉妹 の皆 さん，皆 さんの

家 の光が行 って しまうまで待つ ことの

ないように して ください。愛する人が

世 を去って しまって初めて気づ くので

はな く今，「お母 さん，愛 してい ます。

お父 さん，愛 してい ます」 と言葉 をか

けて ください。今 こそが考 える時であ

り，感謝の言葉 をかける時です。皆 さ

んはこの両方を行 うことがで きるとわ

たしは信 じています。

皆 さんが成功 し，幸せ になるための

基本 となる勧告 はこれです。 「注意 し

て友達 を選 びなさい。」教 会の ワー ド

とステークを幾つか選んで調査 を行 っ

たところ，非常 に大切 な事実が浮かび

上がってきました。神殿結婚を した人

を友達 を持つ人の多 くは，神殿結婚 を

しています。これに対 して神殿結婚 を

しなか った人 を友達 に持つ 人の多 く

は，神殿で結婚 していません。 この よ

うに友達の影響力は，両親の熱心な説

得や，クラスでの レッスン，神殿があ

る地域 に住んでいることによって受け

る影響 よ りも， はるかに大 きく強いの

です。

若 い女性 の多 くの指導者がこの大会

に出席 し，あるいは多 くの会場で大会

の模様 をテ レビや ラジオを通 じて見聞

きして くだ さっていることにわた しは

喜びを感 じています。 これか ら紹介す

る有名 な詩は もともと少年たちの指導

者 を対象に書 かれた ものですが，これ

を若い女性 と若い女性の指導者向けに

言葉を変えて読んでみたいと思います。

彼女は顔に太陽の光を浴びなが ら

たった独 りで交差点に立ちました。

彼女はこれから行 く世界について

何 も知 りませんでした。

彼女は，人類が参加す る気高い競争

に臨んでいました。

けれ ども今， 目の前の道は東 と西へ

伸びてい ました。

彼女はどち らの道 を行 けばよいのか

分か りませ んで した。

そこで，彼女は不運が待っている道

を選びました。

そ して，競争に負け，栄冠を手にする

ことはで きませ んで した。

交差点で どちらへ行 くべ きかを

教える人が立っていなかったために，

恐ろ しいわなに

つかまってしまい ました。

別の日に，まった く同じ場所に立った

少女がいました。

彼女は高い理想 をもって立ちました。

彼女も人類が参加する気高い競争に

臨んでいました。

彼女 も良いものを求めてい ました。

しかし，そ こには道を知っている人が

立っていました。

その人はどち らへ行 くべ きかを

彼女に教えました。

彼女は不運が待っている道を

選 びませんでした。

そ して，競争 に勝 ち，

栄冠を手に しました。

彼女は今，正 しい道を順調に

歩んでい ます。

交差点 に立って，正 しい道を教 える

人がいたか らで した。10

若 い女性の気高い指導者である皆 さ

ん，皆 さんが教える相手は人生の交差

点に立ってい ます。ス タンフォー ド大

学の記念講堂の壁 に， この真理を表す

す言葉が次の ように刻 まれ てい ます。

「わた したちは，永遠で ない ものはす

べ て短す ぎることを，無 限でないもの

はことごとく小さす ぎることを，青年

に教えなければならない。」

ヒンク レー大管長 は次 のように述べ

て， わた したちの責任を強調 していま

す。「この業には決意が求められ ます。

自分 を犠牲 にして一心に尽 くすことも

必要です。わた したちは神の息子，娘

たちの，まさに命 にかかわる永遠の一

大戦 に従事 しているのです。わた した

ちは負けてい ませ ん。勝 っているので

す。わた したちが信仰を強 く持 ち忠実

であ るな らば，今後 も勝利 を収めるで

しょう。……主が命 じた もうことには，

わた したちに信仰 さえあれば，で きな

いことは何一つあ りません。」11

わ た しは，若 い女性 のクラスの教 師

と生徒 の間に生 まれた きずなに関する

人間の ドラマ にいつ も感動 を覚 えま
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す。恐 らく皆さん も同様 だと思います。

若い女性の ビーハイブの クラスに出席

し始めた少女の物語を彼女 自身の言葉

で紹介 してみ ます。

「わたしが12歳 の誕生 日を迎 える数

か月前のある日，姉 と共同で使 ってい

る鏡台の上 にカー ドが置かれているこ

とに気づきました。カー ドには 『わた

しは来年あなたが ミューチ ャルに進級

するクラスの教師をしてい ます。すば

らしい1年 間を一緒 に過 ごせ るように

願っています。』そ して，『バウア ・デ

ィー』 とサイ ンが してあ りま した。

わたしはす ぐに，女の子 は皆，バ ウ

ア ・ディーを愛 してい るこ とを知 りま

した。女の子たちは彼女の家 を訪問 し，

教会では一緒 に座 りたが り，毎週水曜

日の ミューチャルが終わっても彼女 と

話 したくて残 っていました。

もう長い年 月がたっているの に，バ

ウァ ・ディーと最初に会ったときのこ

とをよく覚えてい る自分に気づいて驚

いています。その最初の夕べ，わた し

は ミューチ ャルに出席するため にワー

ドの玄関に向かって歩 いて行 くと，彼

女 はわた しを歓迎するために待 って く

れてい ました。その ときに初 めて彼女

の笑顔を見 ました。それは彼女 を，普

通の女性か ら美 しい女性 に変える笑顔

で した。 『ようこそ』 と彼女は言い ま

した。 『わた しの クラスに来て くれて

ほんとうにうれ しいわ 。きっとすば ら

しい経験 をす るわよ。』プ ライマ リー

か らミューチ ャルに移るための調整期

間などというものは，わた しにはまっ

た くあ りませんで した。わたしはその

瞬間か らミューチャル にす っか り溶 け

.込 んでいました
。

それか ら数週間の うちにわた しもバ

ウア ・デ ィーのフ ァンにな りま した。

その当時は彼女がどれほ ど人か ら好か

れているかを考えたことはあ りません

で した。彼女の人気が どれほどすごか

ったか を実感 したのは何年 もたってか

らです。彼女 はわた したち一人一人 を

ほん とうに，心か ら気遣って ぐれまし

た。わた したちも彼女が関心 を寄せ て

くれていることを知 ってい ました。

彼女 は腎炎 と呼ばれる病気 にかか り

ました。透析 で治療で きることにな り，

腎臓移植 によって治癒す る場合が多 い

病気 となったのはそれか ら数年後のこ

とで した。けれども，バ ウア ・デ ィー

の場合 は治 りませんで した。奇跡は起

きませんで した。彼女 は安 らかに世を

去 りました。27歳 で した。

葬儀が終わって，わた したち少女は

墓地で遺体 を埋 めるために掘 った穴の

周 りに集 まって泣いていました。そ し

て，バウア ・ディーが最後の休息の地

に入 った記念 日に，わた したちは一生

ここを訪れて，彼女の思 い出 を死 なせ

ない ようにしようと誓い合 いました。

少女たちの教師であったバ ウア ・デ

ィーが亡 くなってか ら40年 がたちまし

た。 わた したちの誓いは現在 も続 けら

れています。生徒 だった一人の姉妹は

次の ように言っています。 『わた しは

どこへ 行 って も，何 を して も，バ ウ

ア ・ディーの何かがわた しと昔の仲間

だ った姉妹たちについて来るの。』バ

ウア ・デ ィーはわた したち と，わた し

たちが彼女か ら学んだ教訓を分かち合

った人々の 中に今 もなお生 きてい ま

す。」 ヘ ンリー ・ブルークス ・アダム

スは 「教師は永遠の影響 を及ぼ します。

その影響が どこで終わるかは，教 師自

身にも分か りません」と言っています。12

今 晩わたしの声 を聞いているすべて
み わざ

の人々に， これが天父の御業 であ るこ

とを知 ってい ただ きたい と思い ます。

天父は皆 さんを愛 していらっ しゃいま

す。皆さんの祈 りを聞いてい らっしゃ

います。天父は皆 さんの思い と行いを

御存 じです。わた しはキリス トがわた
あがな あかし

したちの蹟い主であられることを証 し

ます。わたしはゴー ドン ・B・ ヒンク

レー大管長が神の預言者 であることを
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知っています。

『モルモ ン書』のアルマ書か ら，・皆

さんに対す るわた しの愛を述べている

聖句 を引用 して，この話を終 えること

に します。「あなたが たが神の王国 に

通 じる道にいること， まことに，神 の

道 をまっす ぐにしていることが，わた

しには分か る。」13

道 を先に進 んで，後 に続 く人 々のた

めに道 を示 している皆 さんのような高

貴な開拓者に対 して，わた しは 「それ

を続けなさい」14と強 くお勧 め します。
み な

イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ りお 話 し

し ます 。 ア ー メ ン。
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チ ャー チニ ュー ズ

新たに指導者が召され，

3つ の新しい七十人定員会が組織'される

167回 年 次総大会 は，4月5日 土

第 曜 日の午前 に幕 を開け，次の よ
うな管理上 のお もな決定が なされた。

中央幹部 が新 たに12人 召 された。3つ

の新たな七十人定員会が組織 され，そ

れに伴 って134人 が ，新 しく発表 され

た地域幹部七十人の職に就いた。 さら

に，新 しい中央扶助協会会長会の支持

と中央若い女性会長会の新 しい副会長

の支持 も行われた。

七 十人第一 定員会 には以下 の4人 の

幹部が召 された。ゲーリー ・J・ コー

ルマ ン， ウィリアム ・ロルフ ・カー，

ジョン ・M・ マ ドセンの各長老。(3人

は ともに，これ まで七十人第二定員会

で奉仕 して きた。)カ ー ル ・B・ プラ

ッ ト長老 。(新 中央幹部。 これ まで地

域幹部， また南アメリカ北地域会長会

副会長 として奉仕 して きた。)

ゲ ーリー ・J・ コールマ ン長老(55

歳)は ，1992年6月 に七 十人 第二定員

会に召 され，現在はメキ シコ南地域会

長会で第一副会長 として働 いている。

北アメリカ北西地域会長会で第一副会

長を務めるウィリアム ・ロルフ ・カー

長老(61歳)は ，1996年6月 に七 十人

第二定員会に召 されている。ジ ョン ・

M・ マ ドセ ン長老は(57歳)は ，1992

年6月 に七十人第二定員会に召 され，現

在はメキシコ北地域会長の任にある。

七十人第二定員会 に召 された11人 の

新中央幹部は以下の とお りである。 リ

チ ャー ド ・D・ オール レッ ド，エ ラ

ン ・A・ コール， リチャー ド・E・ ク

ック，デ ュエ イン ・B・ ジェラー ド，

ウェイ ン ・M・ バ ンコ ック，J・ ケ ン

ト ・ジョリー，リチ ャー ド ・J・ メイ

ンズ，デ ール ・E・ ミラー， リ ン ・

FG ・ロビンズ
， ドナル ド・L・ ステー

リー， リチ ャー ド ・E・ ター レー ・シ

ニァの各長老。

中央扶助協会会長 を務めてきたイ レ

イ ン ・L・ ジャック姉妹は，副会長 の

チエコ ・N・ 岡崎姉妹，アイリー ン ・

H・ クライ ド姉妹 とともに解任 となっ

た。 ジャック姉妹 と二人の副 会長は，

1990年 か ら同会長会で奉仕 して きた。

代 わって， メア リー ・エ レ ン ・ウ ッ

ド ・スムー ト姉妹が中央扶助協会会長

に，バージニア・アーリ・ジェンセン姉妹

が第一副会長に， シェリー ・L・ デュ

ー姉妹が第二副会長として支持された。

また， ご主人が伝道部長 として働 く

よう召 されたポニー ・D・ パーキン姉

妹に代 わって， キャロル ・B・ トーマ

ス姉妹が中央若い女性第二副会長に召

された。

七十人の第三，第四，第五定員会を

組織 す るこ とを発 表 した際 ， ゴー ド

ン ・B・ ヒンク レー大管長は，これ ら

の定員会で奉仕す る地域幹部は自分 自

身の職業 を従来 どお り続 け， 自宅に住

みなが ら，教会への奉仕 とい う形で責

任 を果た してい くことを伝えた。 こう

述べている。「〔これ らの幹部は〕今後，

七十人会長会の管理の下 に，定員会を

構成することにな ります。彼 らは地域

幹部七十人 として，……奉仕の務めを

果た していきます。」(本 誌p.6参 照)

ヨーロ ッパ，アフリカ，アジア，オ

ース トラ リア，太平洋地域で働 く地域

幹 部 は七 十人第三 定員会 の会 員 とな

り， メキシコ，中央アメリカ，南 アメ

リカの地域幹部は七十人第四定員会の

会員 とな り，合衆国 とカナダの各地域

で奉仕する地域幹部 は七十人第五定員

会の会員になる。

「これ らの定員会が定められ，必要

に応 じて全世界で召 され機能する地域

会長会 と地域幹部七十人の組織がで き

た ことにより，教会のいかなる成長に

も対応で きる態勢が整い ました。」 ヒ

ンクレー大管長はそう語った。

七十人の第≡：，第四，第五定員会で

働 くよう召 された134人 の幹 部(本 誌

pp.7-8参 照)の うち，128人 はそのと

きすでに地域幹部 として奉仕 していた

人々である。□

七十人

カール ・B・ プラ ッ ト長老

十人第一定員会会員に召された

七 の カー ル ・B・ プ ラ ッ ト長老
は，以前46歳 に してエクア ドルのキ ト

近 くに位置す る標 高約6，100メー トルの

コ トパクシ山に登頂 した経験に とて も

満足 しています。 しか し宣教師 として
あかし

アルゼ ンチ ンの地で福音への証 を得た

喜 びは，登頂で得 たときよ りもはるか

に大 きく，今 なお心に刻 まれています。
み たま

「証は，御霊の働 きによるものです」

とプラット長老は語 ります。

「ある 日，『モ ルモ ン書』 を研 究 し

ていると，御霊が語 りかけるのをはっ

きりと感 じました。その経験は今 も鮮

明に覚 えています。その とき，学 んで

いたこの書物が真 実である と分かった

のです。それ以来，『モルモ ン書』が

真実か どうかと疑念 を抱いたことは一
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度 もあ りません。」

十二使徒定員会のパー リー ・P・ プ

ラッ ト長老 の4代 目の子孫 として，カ

ール ・B・ プラッ ト長老 は1941年10月

30日 ， メキシコのモ ンテ レーにおいて

バー トン ・プラッ ト， ラバー ン ・ウェ

ッ トン ・プラッ ト夫妻の もとに生 まれ

ました。1943年 か ら1947年 までの3年

間， プラ ッ ト長老の先祖 が数世代にわ

たって暮 らした土地であるメキシコの

コロニアデュブランに住んでいました。

1947年 以 降アリゾナに移 り住み，アリ

ゾナ大学で学士号， アリゾナ州立大学

で法律 の学位 をそれぞれ取得 していま

す。1969年 ， プラット長老 はカレン ・

アン ・ヨーマ ンとアリゾナ神殿 におい

て結婚 しま した。彼女 はその1年 前の

1968年 ， プラッ ト長老の手 によってバ

プテスマの儀式 を受けていました。

ウルグアイのモンテビデオ，アルゼ

ンチ ンのブエノスアイ レス，ペルーの

リマ，エクア ドルのキ トといった南 ア

メリカの諸地域 で19年 間弁護士 として
こんにち

従事 した後 ，今 日まで はソル トレー

ク ・シティーを中心にカー トン&マ ッ

コ ンキー法律 事務所 で働 いてい ま し

た。 また教会の南アメ リカ北地域で法

律相談 も行 っています。

家庭では10歳 か ら25歳 までの8人 の

子供を育てる傍 ら，南 アメリカの孤児

たちの里親 として，栄養失調で悩む多

くの子供たちの健康 回復のために世話

を続けて きました。

「福音 によって希望が もた らされる

ため，望み を失 うことはない と学び ま

した。」 プラ ッ ト姉妹 は この ように語

ります。

1988年 か ら1991年 ま での3年 間，プ

ラッ ト長老はスペイ ンのセ ビーリャ伝

道部で，伝 道部長を務め ました。 この

ほか，祭司定員会ア ドバイザー，副ス

テーク会長，地区代表 も務め，七十人

第一定員会会員 に召 された ときは，南

アメ リカ北地域第二副会長，ならびに

地域幹部の任にあ りました。

教会での奉仕 につ いてプラ ット長老

は次の ように述べてい ます。「福音 に

従って生活すれば，わた したちの生活

ぱ簡潔 なものとなります。愛 をもって

奉仕を行 うな ら，与 えられた召 しによ

って喜 びが もた らされます。」□

七十 人

リチ ャー ド・D・オール レッ ド長老

十人第二定員会会員の召しを受

七 けたとき，オール レッド長老 は
「圧倒 される」思 いを感 じ，次 のよう

に語 りました。「妻 とわた しは，主 を
み わざ

愛 し，主の御業に携 わることに喜びを

感 じてい ます。」 主の業へ の奉 仕 は，

オールレッ ド長老 と妻のゲイにとって

生 き方その ものとなってい ます。

1979年 に アメリカ空軍の指導教官 を

退職 して以来，数多 くの会社で部長職，

社長職 を歴任 し，企業経営陣の一員 と

して働いて きました。 しか し教会か ら

専任で奉仕する機会 を与え られる度 に

退職 した結果，企業での在職期 間はど

れ も長 くはあ りませんで した。グアテ

マラのケサ ルテナンゴでは伝道部長 を

務 め，後にグアテマ ラ ・シティーの宣

教 師訓練 センターの所長に召 されまし

た。 そ して任期 を終 えた2年 後に 今

度 はグアテマ ラ ・シテ ィー神殿 の神殿

長 に召 されました。

召 しを果たすオール レッ ド長老 を傍

らで助 ける姉妹の献身的な働 きを，オ

ールレッド長老は次の ように話 してい

ます。 「た とえどの地に召 され ようと

も妻は きっとまたすば らしい働 きをし

て くれるで しょう。」

中央幹部 に召 された とき，オール レ

ッド長老 はサ ンアン トニオ ・テキサス

北ステーク会長の任にあ りました。ま

た， これまでに地区代表，ステーク祝

福師，監督を務めて きました。

1932年8月3日 ， ソル トレーク ・シテ

ィーに生 まれ，ユ タ州立大学で学士号

を取得後，アーカンソー大学で経営学
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の修士号 を取得 しました。

1956年12月19日 ， ローガン神殿にお

いて， ゲイ ・バナー と結婚 し，3人 の

子供 と12人 の孫 に恵まれてい ます。

オールレッ ド姉妹は次の ように語 り

ます。 「主人は教会 の奉仕 のために常

に全力を尽 くし， ともに働 く人々を愛

しています。そして彼 らに もその愛 は

伝わってい ます。そ して人々と助け合

って働 くことので きるすば らしい才能

に恵まれているのです。」

オール レッ ド夫妻は空軍での経験，

そ して教会での奉仕 を通 して，命 じら

れた任地へ忠実 に赴 くとい う習慣 を次

第に身に付 けました。そのため，今回

の新 たな召 しによって夫妻の現在 の生

活が大 き く変化 す るこ とは あ りませ

ん。「召 された任地 には どこへで も赴

くという決意 はずっと以前か ら変 わ り

ません」とオール レッド長老は語 ります。

新 たな召 しに伴 って待 ち受けている

事柄が数多 くある中で，オール レッド

長老 は今後の 目標 として，大管長会 と

十二使徒 定員会か ら新 しく召 された七
あかし

十人に指示 として与 えられた 「証 を述

べ伝 え，シオンを堅固に築 く」 ために

全力 を尽 くす ことを挙 げています。□

七十人

工ラン ・A・ コール長老

たに七十人第二定員会会員に召

新 されたエラ ン ・A・ コール長老
は，執事の ときに神権 を行使 して奉仕

す ることを学びました。馬車 に乗って

会員の家 々を訪問 し断食の ささげ物 を

集めたことを覚 えています。

実際，教会 での奉仕 はコール家の伝

統 となってい ます。コール長老の父は，

メキ シコの コロニアデ ュブラ ンにある



ワー ドの監督会で50年 にわたって奉仕

し，そのうち29年 問は監督 としての責

任 を果た しました。コール長老 と姉妹

は模範によって， この家族の伝統 を子

供たちに受け継 いで きました。

コール長老 は， これまで監督，ステ

ーク高等評議員
，ステー ク副会長(2

度)， ステーク祝福 師，伝道 部長(メ

キ シコ ・シティー伝 道部 ，1970年 一

1973年)， 宣教 師訓 練セ ンター所長

(メキ シコ宣教 師訓練セ ンター，1995

年 一1996年)の 責任 を務 ました。

コール長老は1929年12月2日 に， メキ

シコのコロニアデ ュブランで生 まれ ま

した。メキシコの コロニアフアレスに

あるフア レスステークアカデ ミーを卒

業後，合衆国へ移 り，ブリガム ・ヤ ン

グ大学で学士号 を，その後ニュー ヨー

ク大学で経営学修士号をそれぞれ取得

しています。

彼はビジネスの面で も，デパー トの

経営か ら商用地の開発，宅地の造成事

業まで意欲的に取 り組み， また生涯を

通 じて地域の活動 にも積極的に参加し

ています。 しか し，経歴の中心 を成す

のは1994年12月 の退官まで務めたブ リ

ガム ・ヤ ング大学での教員の職です。

その間，1980年 代 初めには，メキシコ

で教会教育部指導主事 を3年 間務 め ま

した。

1955年8月24日 に，ソル トレーク神殿

でキャサ リン ・グロースベ ック と結婚

しました。6人 の息子 と3人 の娘，そ し

て七十人に召 された時点で23人 の孫に

恵 まれ，さ らに2人 の孫が間 もな く誕

生す る予定です。

「主人の趣味は仕事です」 とコール

姉妹 は話 してい ます 。姉妹 は7年 前 ，

息子 たち と一緒にプレーできるように

と，コール長老にゴルフクラブのセ ッ

トを贈 りましたが，実際にクラブが使

われたのはこれまでわずか3度 しかあ

りません。 しか しコール姉妹は，長老

の仕事に対する熱心 さは人々へ の愛の

表れであ り，召 しを果たす うえで望 ま

しい特質だ と語っています。

福音 に対す るコール長老の信念 は，

妻そして子供たち と永遠 の関係 を築 く

のを最優先 させることです， とコール

姉妹 は語 っています。 コール長老 はこ

の言葉が事実であることを次のように

表現 しています。 「福 音はわた しの人

生 において常に最優 先され，ほかの何

にも増 して最 も大切なもので した。」□

七十人

リチ ャー ド ・E・ クック長老

あかし

たしたちは生まれながら証 を

「わ 持っているわけではあ りませ
ん。」 リチ ャー ド ・クック長老はそ う

語 ります。「証は育てなければな らな

いし，奉仕 によって成長 します。」

クック長老 自身の証 も，長年 にわた

る奉仕の機会 を通 して成長 しました。

クック長老 はこれまで，ステークとワ

ー ドの若 い男性会長
，監督，ステー ク

高等評議員，ステーク副会長，宣教師，

伝道部長 を経験 しました。1994年 にメ

アリー夫人 とともにモ ンゴルへ伝道に

召 され，伝道部が開設された ときには

初代伝道部長にな りました。

クック長老は，教会が初めて組織 さ

れた国で伝 道部長 を務め た この経験

が，新 しい召 しにあって彼の財産 にな

るであろうと言 います。政府 と良い関

係 を築いて，人々が教会 を理解 できる

ように助ける必要があるか らです。

重い任務 に耐 える力 は，ク ック長老

が仕えるうえで もう一つの原動力 にな

ると夫人は言います。それはクック長

老が 自分 自身に高い期待 を課 し，ほか

の人に も勤勉に働 く動機づけのできる

人だからです。

ク ック長 老 はフ ォー ドに長 年勤務

し，退職す る時点では，副代表監査役

の職にあ りました。在職中は， 同じ会

社 に働 く若い教会員たちとともに働 く

機会があ り，デ トロイ ト周辺のワー ド，

ステークにおいて彼らが リーダーシップ
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を発揮できるように見守ってきました。

クック長老は，1930年9月7日 ，立タ

州プレザ ントグローブに生 まれ，ブリガ

ム・ヤング大学で学士号 とノースウェス タ

ン大学で経営学修士号を取得しました。

1950年9月13日 ， ソル トレーク神殿

で クレア ・サー リー と結婚 し，3人 の

娘 と1人 の息子が13人 の孫 を もうけて

います。クレア夫人は1984年 に死去 し，

その後 ，1988年7月16日 ， ソル トレー

ク神殿でメアリー ・ニールセ ンと結婚

してい ます。

クック長老 は大変なゴル フ好 きです

が，一家がモンゴルへ伝道の召 しを受

けたときは，彼は気分転換 と運動を兼

ねてク ラブ を1本 だけ持参 し，後 はす

べ て残 して行 きました。 しか し，一度

もこれ に触 れることはあ りませんで し

た。あ まりにも伝 道の業に集 中してい

たか らです。

「わた しは教会を心か ら愛 していま

す。」ク ック長老 はそ う語 ります。「長

年 わた しは教会が人々の人生 に， どれ

ほ どす ば ら しい影響 を もた らすのか

を， この 目で見 て きました。」 ク ック

長老 は七十人第二定員会に召 された と

き 「言 葉に表せ ないほ どのシ ョック」

を受け ましたが，今で はその業 に携 わ

る ことを心待 ちに してい ると言 い ま

す 。「わた しは主 にお返 しがで きるこ

とを， とて も喜んでいます。」□

七十人

デュエイン・B・ジェラー ド長老

97年4月1日 ， パ イ ロ ッ ト の 仕

19 事 を退 職 した デ ュ エ イ ン ・
B・ ジェラー ド長老 は，七十人第二定

員会で働 く召 しを受け ました。ジェラ

ー ド兄弟 は
，元デルタ航空で システム



部長として働 いていました。

1938年4月22日 に生 まれたジェラー

ド長老 は，ソル トレーク ・シティー近

くのテーラーズビルで育 ち，ユ タ州立

大学 に入学 しました。大学3年 生の と

きに，子供時代か らの恋人ケイ ・ベニ

オンと結婚 しま した。卒業後アメリカ

空軍に入隊 し，パ イロ ットの訓練 を受

けます。任地の一つにベ トナムがあ り，

ここでの実戦滞空記録 は350時 問に及び

ました。空軍における勤務の関係で，フ

ロリダ オクラホマ，ハ ワイと転勤 し，最

後にユ タ州ヒル空軍基地に戻 りました。

空軍を退職すると同時 に，ジェラー

ド兄弟は，後にデル タ航空 と合併す る

ウェス タン航空のパ イロ ットとして働

くようにな りました。ユ タ州ケイズ ビ

ルでステーク会長の召 しを受けま した

が，その2年 後， ウェス タン航空か ら

の依頼によ り，ロサ ンゼルス航空運行

管理副社 長の責任 を引 き継 ぎま した。

ジェ ラー ド兄弟 は2年 半 にわたって南

カリフォルニア まで通勤 し，ステーク

会長 を務める一方で，飛行機の安全航

行のために働 きました。

そ の間 ジェラー ド長老 とケイ夫人

は， 自分たちの子供 を4人 を育 て上 げ

ただけでな く，亡 くな った良 き友人の

残 した子供4人 の里親に もな りま した。

「わたしは，寝室がち ょうど7つ ある家

を設計 し，建 てました。当時，子供 は

4人 でしたが，あ と4人 の子供が寝 るス

ペースがあったのです。」

4人 の子供を里子 として迎える とい

う決定は，ジェラー ド長老が若いとき

に学んだ方法，す なわち祈 りを通 して

下 されま した。19歳 の とき車で大学に

戻 る準備 をしていると，父親が彼の車

の方 に歩 いて来て，デュエ インの肩に

手 をかける とこう尋ね た。 「デュエイ

ン，毎 日祈 っているかい。 ひざまつい

て，声 に出 して祈 っているかい。」そ

れが父親の口か ら聞いた最後の言葉 に

なって しまい ました。 その夜 か ら1週

間たたないうちに父親は心臓 まひで亡

くなったか らです。

ジェラー ド長老は次の ように語って

い ます。「父 の言葉 はいつ までも心 に

残 り，忘れることができな くな りまし

た。父の死を境に して，大切 な決定を

下す ときには，いつ も深 く考え，心か

らの祈 りをさ さげ る ようにな りま し

た。そ うす るときに必ずふ さわ しい答

えを受 けてきました。」

1989年 ， ジェラー ド家 はジョージア

州 ア トランタに引 っ越 しました。そこ

でジェラー ド長老 はステー ク会長， さ

らには地区代表 として働 きました。ユ

タ州に戻ってか らは，ユ タ北地域 ・地域

幹部 として働 くように召されました。□

七十人

ウ ェイン ・M・八ンコック長老

ウ
ェイ ン ・1M・ バ ンコ ック， コニ

ー ・バ ンコック夫妻 は， 自分 た

ちの人生が常に正 しい方向 を向いてい

るように願い，導 きを受 けられるよう

によ く断食 し，祈 って きました。「わ

たしはアリゾナで弁護士 として働いて

いましたが， 自分が どのような仕事に

携 わるべ きか見定め ようとしていまし

た」 と語 るバ ンコック長老は，1931年

7月16日 ， ア リゾナ州サ フォー ドで生

まれ， カリフォルニ ア州グレンデール

で育ちま した。 「一見取 るに足 りない

ような小 さな出来事が重なって，わた

したちはミシガン州 ミッ ドラン ドに導

かれ，わた しはそこで ドー化学会社 に

27年 勤めることになったのです。自分

たちが願い求める導 きを得 るうえで，

静かな細い声 と，断食 と祈 りの力 とが，

常に非常に重要な働 きをして きました。

七十人第二定員会 に召 されたバンコッ

ク長老は，これまで受けたステーク会長，

ステー ク副会長，伝道部副部長，そして

監督などの教会の召 しにおいても，また

仕事 においても，しばしば主の導 きを求

めて きました。またバ ンコック夫妻は，

8人 の子供 たちの親 として，助 けを得 ら
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れるように断食 し，祈 ってきました。彼

らの主に対する信頼は，困難な時期 にあ

ってさらに強められました。

「これ までのわた しの人生 で，大 き

な祝福 は大 きな失意の後 にやって来ま

した。若い ころ，わた しは伝道 に出よ

うと計画 しました。宣教師になるため

の面接 を受け，歓送会 もして もらいま

した。そんなときに，徴兵選抜委員会

か らわた しに軍役か らの要請に備 えて

伝道の申請 を帳消 しにす るという知 ら

せがあったのです。わた しは非常 に落

胆 しましたが，その夏，アリゾナ大学

か らブリガム ・ヤ ング大学 に編入する

ことにし，幸いなことにそこで妻 と出

会ったので した。」

二人は1953年 に ブリガ ム ・ヤ ング大

学を卒業 し，その年の6月25日 ，アイダ

ホフォールズ神殿で結婚しました。軍役

に就 くためにカリフォルニアに向かいま

したが，到着してみるとそれが延期 にな

ったと知 らされ，また失意を味わいまし

た。 しかしこの落胆 もまた，祝福 をもた

らしたのです。結局バンコック兄弟はア

リゾナ大学法律学校 に通 うことにな り，

彼は3年 後法律の学位を受けました。

バ ンコック長老はこの学位 と主の導

きとがあったので，仕事 を始 めて以来

ず っと，さらに大 きな働 きができた と

感 じてい ます。

バ ンコ ック長老 はこ う語 ります 。

「わた しは人生の様々な経験 を通 して，

主 を信頼す ることを学べ たことに大変

感謝 しています。」□

七十人

J・ ケン ト・ジ ョリー長老

歳 の ケ ン ト ・ ジ ョ リ ー は 「人

19 生 はす ば らしい」 と感 じてい



ま した。彼は地方の食 肉市場 で管理職

を務め，十分な収入があり，良い家族 と

良い友人に囲まれて暮 らしていました。
み

「そんなある日の午後，わたしは御
たま

霊 を強 く感 じました。」彼 は当時 を回

想 して こう語 ります。「今 自分が して

いるこ とはほんとうに自分の したいこ

とではない と分か りま した。 自分 を変

える時が来たのです。 わた しは監督の

ところへ行 き，自分は伝道に出る準備

がで きていると伝えました。

それ はわた しの人生の転 機で した。

わた しは伝道活動 を愛 し，主 に仕える

経験を心か ら楽 しみま した。伝道 を終

えるとき，わたしは残 りの生涯 を天父

に仕え，天父の望 まれることを行 って

過 ごそうと心に決めました。」

1933年12月30日 にアイダホ州 レック

スバーグに生まれた彼 は，伝道後 もその

地に戻 り，リックスカレッジに通い，そ
はんりよ

こで伴侶 となるジル ・ウォル ドラム ・リ

ーシュマンと出会いました
。「彼女は静

かで控えめな女性でしたが，福音 に対 し

て強い決意を持っていることは明らかで

した。」 ジョリー長老はそ う語 ります。

1957年11月22日 ， アイダホフォール

ズ神殿 で結婚 した後 ，二人 はジ ョー

ジ ・ワシン トン大学に通い，ジ ョリー

は フル タイムの仕事 をす る傍 ら学士

号，そして法学博士号を取得 しました。

それか ら再び地元アイダホに戻 り，そ

こで法律事務， また不動産開発に携 わ

り成功 を収めました。

監督，副ステーク会長，ステーク高

等評議員，若 い男性会長な どの責任 を

通 して， ジョリー兄弟 は教会での奉仕
あかし

を続け，福音 に対す る証を培 って きま

した。二人の聞には7人 の子供がいます。

すば らしい人生で した。 しか し二人

は， もっと意義あるものにできるので

はないか と思 い始めました。 ジョリー

長老 は語 ります。「その思い を口に出

したか らで しょうか，それか ら数週聞

後，わたしは伝道部長 に召 されたので

す。」テキサスのコーパス ・クリステ

ィ伝道部で働いた後，1994年 にジ ョリ

ー長老夫妻は レックスバ ーグに帰 り
，

長老は法律 と不動産開発の仕事に戻 り

ました。 しか し，フル タイムの教会の

召 しを通 して得 られる霊的な高揚 と祝

福をいつ も懐か しんでいました。

七十人第二定員会の召 しを最近受け

たことについて，ジョー リー長老は笑顔

でこう語 ります。「恐 らく，人生をもっ

と意義あるものにしたいという願いを，

また口に出 したからでしょう。この新 し

い機会にあずかり，へ りくだる思いと興

奮で胸がいっぱいです。わたしたちが望

むのは，主が望まれていることをすべて

行いたい，と切 に願 っています。」□

七十人

リチャー ド・J・メインズ長老

▼ の度 の新 しい責任 と，20年 携 わ

(■ ・って きた国際的な事業経営者 と

しての仕事 とを比較 しそ どう思 うかと

の質問に，新た に七十人第二定員会会

員 として召 された リチ ャー ド・J・ メ

インズ長老は こう答 え ました。 「主の
み わざ

御業 の方がはるかに重要です。究極の

結果が この世だけでな く永遠 にまでか

かわってきますか らね。」

1950年10月29日 に カリフォルニアの

バークレーで生 まれたメイ ンズ長老は，

若い ころからスポーツが大好 きで した。

1968年 にはバスケットボールの奨学金を

得てブリガム ・ヤ ング大学に入学 しまし

たが， 自分 よりも上手な選手が何人もい

ることを痛感することになります。長老

は間もなくウルグアイ ・パラグアイ伝道

部への伝道の召 しを受けました。

「同僚 とわた しはモ ンテビデオの市

長ご夫妻にイエス ・キ リス トの福音 を

教 える機会 に恵 まれ ました。ち ょうど

息子 さんを事故で亡 くした直後で，答

えを求めてお られ たんですね。」メイ

ンズ長老はそ う回想 します。市長夫妻

に とって意義のある教義 を教えること

が自分に与 えられた大切 な責任 であ る
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けんそん

と感 じた彼 は，謙遜になってひざまず

き，主 に祈 り求 めました。「わた しは

祈 りへ の答 えを受けて，このすばらし

い家族を助けることができました。 こ

の霊的な確認を きっかけに，主 はわた
あかし

しに証 を培 える多 くの経験 を与 えて く

ださいました。」

伝道後，メイ ンズ長老 はブリガム ・

ヤ ング大学 を卒業 し，1974年8月17日

にナ ンシー ・ジェー ン ・パー リントン

と結婚 しました。その後 アリゾナ州 フ

ェニ ックス に移 り，そこで国際経営管

理学の修士号を取得 しま した。夫妻に

は4人 の子供がいます。

メイ ンズ長老 はウィービー ・マニュ

ファクチャリング社 に勤務 し，同社が レ

イモンド・コーポレーションと合併 した

後 も社長として活躍 しました。同社は自

動ライン設備の設計，生産，設置を行 う

国際企業です。そ して社長 としての5年

の契約が過ぎたときに，メキシコ ・モ ン

テレー伝道部 を管理す る召 しを受け，

1989年 か ら1992年.ま で奉仕 しま した。

メキシコでの奉仕の後，メインズ長

老は家族 とともにユ タに移 り， ファウ

ンテ ン ・フレッシュ ・インターナ ショ

ナ ル社の取締役 兼社 長 とな りました。

この間彼はケーマス ・ユ タステークで

ステー ク伝 道部長 として働 きました。

また，幾つかの会社 と財団の理事 も務

めてい ます。

「全時問を主の御業 に集中で きるの

は名誉 であ り.，祝福 です。」 メインズ

長老 はそう語っています。□

七十人

デール ・E・ ミラー長老

年以上の間数々の企業の経営

30 に携わ り， この度七十人第二



定員会会 員 と して召 されたデ ール ・

E・ ミラー長老は，喜んですべての時

間を主への奉仕 の業 にささげたい と思

っています。

1936年4月2日 にロサ ンゼルスで生 ま

れた ミラー長老は，1956年 ， ウルグア

イに伝道に召 されるまでカリフォルニ

ァで過ご しました。「わたしは5歳 のこ

ろか ら救い主の ことを考えるようにな

りま した。」兄弟二人 とともに母親 に

育て られ た ミラー長 老 の言葉 で す。

「16歳 の ときに祝福師 の祝福 を受 けま

した。そこには伝道 に出ることが書か

れていたのです。それ まではあま り考

えていなか ったのですが，18歳 になる

ころには絶対に伝道 に出るべ きだ と確

信するようになりました。」

伝道後，彼はブリガへ ・ヤ ング大学

を卒業，次いで南 カリフォルニア大学

で国際経 営学 の修 士号 を取得 しまし

た。そして1960年6月24日 ， ローレル ・

リー ・チャンドラー と結婚 しました。

カリフ ォルニアのパロアル トで就職

した後， ミラー長老 は当時ス タンフォ

ー ドワー ドの監督 を していたヘ ンリ

ー ・B・ アイリング長老 の副監督 とし

て召 され，後に監督，高等評議員とし.

て働 くこ とにな ります。 また1979年 に

はベ ネズエ ラ ・カラカス伝道部を管理

する責任 に召 され，5人 の子供の うち4

人 を伴 って南アメリカに赴任 しました。

帰還後はカリフォルニア州メ ンロバ

ークステークの会長 として召 されてい

ます。 ミラー長老 は12年 問医薬品会社

であるシンタックス社の役員 を務めた

後，実務訓練企業であるゼンガー ・ミ

ラー社 を設立 しま した。過去8年 間，

国際ハイテク企業 の創設期 に当たって

ビジネス ・ア ドバ イザー として貢献 し

てきました。

最近 ミラー夫妻は，家 を売 るように

霊感 を受けました。 どこに引 っ越すか

も決めていないのにです。 ところが，

家が売れてか ら2日 後，北 アメリカ南

東地域で地域幹部 として働 くように召

しを受けたのです。 こうして ミラー夫

妻はプエル トリコに移 り，お もにカリ

ブ諸 島での教会の発展のため に尽力 し

ました。長老はそこで，カリブ諸島へ

の福祉プログラム導入や，プエル トリ

コでの二つのステーク設立 などを支援

しました。

ミラー長老はこう話 してい ます。「こ

れ までの経営実務の経験を生か して新

しい指導者 の訓練を助け，主に仕 えら

れることをうれ しく思っています。」□

七十人

リン ・G・ ロビンズ長老

ン ・G・ ロ ビ ン ズ 長 老 に と っ

り て，伝道活動は重要な事柄です。
ロビンズ長老 は青年期 にアルゼ ンチ ン

で伝道 し，七十人第二定員会の召 しを

受けたときは，』ウルグアイ ・モ ンテビ

デオ伝 道部の部長の任 にあ りま した。
あかし の

「伝道 に出て人 々に教 え，証 を宣べ始

めるとき，福音は心の中にしっかりと根

を下ろします」と，長老は語 ります。「伝

道はわたしの人生を大 きく変えました。

ですか ら，息子たちにしてほしいことは，

伝道 に出ること以外考えられませ ん。」

リン ・G・ ロビンズ長老 は1952年10

月27日 ， ユ タ州ペイソンで生 まれ，そ

の近郊 のス プ リングビルで育 ち まし

た。ブリガム ・ヤ ング大学 で学び，在

学中に専任宣教師 として伝道 に出てい

ます。1974年6月27日 ， マ ンタイ神殿

でジャン ・ニールソ ンと結婚 し，ユ タ

州ローガンに移 り住み，ユ タ州立大学

で食物科学 と経営学 を学びました。姉

妹が懐妊すると，ロビンズ長老は，平

日の夜や週末の時間をよりいっそ う教

会や家族のため に注 こうと思い， レス

トラン経営の夢 を断念 しました。

1976年 に スペ イン語の学士号 を得て

卒業す ると，翌年にはアリゾナ州グレ

ンデールにあるアメリカ国際経営大学

院において修士号を取得 しました。二

人 は海外での生活を考え ましたが ，7
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しんせき

人の子供 たちのために，祖父母や親戚

のそばに残 る決心 をしました。彼 はユ

タ州北部の法律関係の出版社で営業販

売に携わ り，後にソル トレー ク ・シテ

ィーにおいて財政 コンサルタン トとし

て働 きました。1983年 に はフランクリ

ン ・クエス ト社 の副社長 とな り，1993

年 の退職時まで勤め ました。

ロビンズ長老は，絵画やアラスカで

の釣 り， また教会 でのスポー ッ活動を

楽 しんで きました。 「新 しい ワー ドに

移る度に，教会のスポーツ活動は兄弟

た ちと知 り合 う良い機会 に な りま し

た」 と長老 は語 ります。ロビンズ長老

は伝道部長のほか，ステーク幹部書記，

高等評議員，監督 を歴任 してきました。

現在，二入はユ タセンタービル北ステ

ーク，セ ンタービル第21ワ ー ドに所属

しています。

「わた しは福音 に対する強い証 を持

っています」 と，ロビンズ長老は語 り

ます。「わた しは救い主が生 きてお ら

れるこ とを知 っています。主 を愛 し，

福音 を愛 してい ます。いずれの戒め も，

原則 も，教 えもすべて，わた したちが

この地上で幸福に暮 らすため に， また

来るべ き世で永遠 の幸福 を得 るために

与えられているのです。」□

七十人

ドナル ド・L・ステー リー長老

大陸57か 国で様 々な事 業を管理

6 運営 して きた ドナ ル ド・L・ ス
テーリー長老 は，国際的な経験が豊富

です。ステーリー長老 はこのように述

べてい ます。「七十人 の中には国際的

な経験の豊かな人が多 くいます。教会

は世界中で急成長 してい ますか ら，そ

の ような経験 を生か して，様 々な文化



の人々への理解 を深 め， よりよ く仕え

ることができれば，と願っています。」

1931年10月19日 にユ タ州ハ リケー ン

で生 まれたステー リー長老は，1952年

9月24日 にセ ン トジョージ神殿で，ア

フ トン ・ス トラットン姉妹 と結婚 しま

した。夫妻 は4人 の子供 と11人 の孫に

恵まれています。

ステーリー長老はユ タ州立大学で理学

学士号を取得 し，イリノイ大学で修士号

と博士号を取得しました。その後，合衆

国空軍で2年 間，中尉 として働 きました。

ステー リー長老が ビジネスマ ンとし

て最初 に就職 したのは，1958年 の シカ

ゴで，スウィフ ト・アン ド・カンパニ

ー という会社で した。1969年 にアライ

ド ・ミルズ社 に転職 し，そこでは後 に

社長や代表取締役 などの重役 に昇進 し

ました。

1977年 に コネチ カット州 ニューカナ

ンに移 り， コンチネ ンタル ・グレイン

社の副社長および取締役に就任 しま し

た。ニュー ヨークに本社 を持つ この大

手企業 では，国際農業関連産業およ'び

金融業が行われています。1984年 に は

社 長 お よび管理 役 員代 表 に昇進 し，

1988年 に は代表取締役 に任命 され，専

務理事 とな りま した。 また，様 々な企

業の理事会で も活躍 して きました。

現在 は米中事業審議会会長，お よび

米中関係全国評議会委員長 を務めてい
シャンハイ

ます。これまで，上 海市市長主催の国

際事業指導者諮問評議会委員長を務めた

こともあ ります。さらに，外交関連の評

議会で評議員を務め，ボランティア活動

を推進する国の機関，ポインツ ・オブ ・

ライ ト協会の会長 も務めてい ます。

ステーリー長老 は七十人第二定員会

の召 しを受 けた とき，ニュー ヨーク ・

ヨークタウンステークの会長 として働

いてい ました。 これ まで高等評議員，

副監督 として奉仕 し，ステーク副会長

の責任 は2度 果たしています。

ステー リー長老 は次のように述べて

い ます。「わた しは自分が受け継いで

いる ものに感謝 してい ます。両親の信

仰，祈 りに頼 る姿勢，そ して家庭で教
あかし

えられたこ とが，わた しの証の土台 と

なっています。また，教会で働 き，成長

で きる機会が与えられたことに深 く感謝

しています。新しい召 しを頂いて，働 け

ることをとて も楽 しみにしています。」□

七 十 人

リチ ャー ド ・E・ 夕一 レー ・

シ ニア 長老

「福騨謄 聖 廼ε醍
老はそ う語 ります。 「この世で幸福 を

望み，来世で も幸福 を期待す るな ら，

福音がその道です。」

ター レー長老 は，1930年12月29日 ，

テキサス州エ ルパソに生 まれ，テキサ

ス農業機械大学 に進学，後にメキシコ，

グアテマ ラ，コス タリカで伝道 しまし

た。その後ユタ大学で機械工学 を学び，

1954年4月1日 ，ソル トレーク神殿 でベ

ティー ・ジー ン・ニコルと結婚 しました。

1955年 に学士号 を取得。テキサスの

航空宇宙工学や天然ガス関連 の会社で

働 きました。大学院で勉強を続けるた

め1957年 にユ タ大学に戻 り，1966年 に

はアイオワ州立大学で原子力工学分野

の博士号を取得 しています。

同州滞在中は，地方部長会 第一副部

長 を務めました。 ワシ ントン州 に転居

して後は，バテル ・メモ リアル ・イ ン

スティテユー ト研究員 として働 き，ス

テー ク第二 副 会長 も経 験 しま した 。

1972年 に は準教授 として再びユ タ大学

に戻 り，ユ タ科学技術諮問評議会の開

設に尽力 しました。

1983年 か ら1985年 に かけては， メキ

シコのエルモ シーヨ伝道部の部長 を務

めました。1989年 に は名誉教授 とな り，

工業技術金融会社 の重役 に指名 され，

1992年 に引退 しています。 ソル トレー

ク ・イーグルゲイ トステー クで は2度

にわたって監督を務め ました。七十人

聖徒の道/]997年7月 号
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第二定員会の召 しを受けた とき，高等

評議員，ステーク家族の記録抄 出デ ィ

レクター， さらには ソル トレーク神殿

のオーディナ ンスワーカー として働い

ていま した。

ターレー夫妻 は7人 の子供 ，36人 の

孫があ り，息子 のリチ ャー ド ・E・ タ

ーレー ・ジュニァは教会の歴史部お よ

び家族歴史部の部長 として働いてい ま

す。 ター レー長老が こよな く愛す る家

族 を別にすれば，ター レー長老は家族

歴 史活動， ゴルフ，旅行，コンピュー

ターの愛好者です。著作 には複数の家

族歴史に関す るもの， また工学 ・統計

学 に関する ものがあ り，科学 ・工学関

係 の雑誌に も記事 を載せています。

「わたしが唯一切望 していることは，

あ らゆる点で忠実であ り，誠実である

ことです」 と， ター レー長老 は語 りま

す。「わた したちはこれまで，非常 に

多 くの祝福 を受けてきました。」□

中央扶助協会会長

メア リー ・エ レン ・ウッ ド ・

スムー ト姉妹

たに中央扶助協会会長に召され

新 たメアリー ・エ レン ・ウッ ド ・
スムー ト姉妹 は，7人 の子供 と44人 の

孫 に恵まれています。スムー ト姉妹に

とって，家族はかけがえのない もので

す。「家庭において価値観を確立するこ

とは，わたしたちが家族 として取 り組

んで きた大切な事柄の一つです。その

中に，『永遠の家族 として，家族で互い

に成長 し，支え合 い，霊的に高め合 う』

とい う価値観があ ります。わた した ち

家族はこの価値を固く信 じています。」

家族 という枠 を超 えて愛 と援助 の手

を差 し伸べ ることも，スムー ト姉妹 に
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勤勉 と収穫についてたくさんのことを

学 びま した。｢足 がペ ダルに届 く背丈

になるとす ぐに,わ た しは トラクター

を運転 しました｣と,彼 女は回想 しま
かんがい

す。｢わ た しは,穀 物農場 に灌概水 を

引 く設備 を操作 する方法 を知 っていま

した し,刈 り入れの手伝い もしました。

わた しは,知 らない間に収穫iの法則 を

学びました。農場では,自 分がまいた

ものを刈 り取ることを早い時期に学び

ます。｣

デ ュー姉妹は一生懸命働いて祝福 を

刈 り取って きました。彼女は長時間練

習 し,高 校でバスケッ トボールのスタ

ープレーヤーにな りました
。彼女はさ

らに ピア ノの練 習を一生懸命 しま し

た。音楽家 としての能力が認め られ,

大 学生時代 に伴奏者 として米国慰問協

会の演奏旅行に3回 参加 し,ア ラスカ,

ヨーロッパ,地 中海地域,ア ジアを訪

問 しています。

ブ リガム･ヤ ング大学 を卒 業後,

ブ ッククラフ ト社で4年 聞編集主幹補

として勤務 し,そ の後 『デ ィス･ピ

ープル』(〔Th/sPeople〕 この雑誌 は

お もに教会 の著 名人 につ いて書い て

いる)と いう雑誌 の共 同出版者に な

りま した。彼女 は9年 間,デ ゼ レ トブ

ック社に勤務 し,最 後の4年 間は出版

担 当副社 長 と して働 いた。彼女 は さ

らにベ ンソン大管長 とヒンク レー大

管長 の伝 記 を書 く機 会に も恵 まれ ま

した。

1953年11月21日 に カンサス州ユ リシ

ーズで生 まれたデュー姉妹 は次の よう

に言 います。｢わ たしは,田 舎の子供

と都会 の子供 との問に大 きな違いがあ

ると思いなが ら育 って きました。わた

しは元来 とても恥ずか しが り家だった

ので,そ の性格を克服 しようと何年 も

闘って きま した。わた しは仕事に助け

られました。仕事 を通 して,様 々に異

なった背景 を持つ人々にインタビュー

を しなけれ ばな らなかったか らです。

しか したいていの場合,主 に対する感

情 と自分に対する感情 とは密接 な関係

にあることを学んで きました。｣

以前 に受けたステークやワー ドの扶

助協会会長 と中央扶助協会管理会員の

責任 を通 して,デ ュー姉妹は,召 しを

果たす ときに主が助 けて くださると感

じてい ます。主は,家 族を大切 にする

教会の中で,デ ュー姉妹が独 身の女性

として成長 し成功す るのを助 けて こら

れました。｢結 婚 した ことのない女性

が中央扶助協会会長会 に召 された とい

う事実 に何か意味があるとすれば,そ

れはすべての女性がその地位や状況に

関係 な く受 け入れられ,愛 され,尊 重

されている とい うことです。｣デ ュー

姉妹はそ う言います。

｢イ エス･キ リス トの福音は,す べ

ての人のためにあ ります。わた したち

は皆,全 体の中でそれぞれ重要な部分

を占めてい ます。わた しは決 して 自分

が一人であるとは思い ません。わたし

シェリーは,主 の教会の会員 なのです

か ら。｣デ ュー姉妹はそ う語 ってい ま

す。

中央若い女性第二副会長

キ ャロル･B･卜 一マス

｢わ
た しは,福 音を心か ら愛 して

います。｣と 中央若 い女性 第

二副会長に召 されたキャロル･B･ト

ーマス姉妹は話 します
。｢一 人の若い

女性 として,わ た しはいつ も教会のた

めに奉仕することを願 ってきました。｣

トーマス姉妹 は1942年5月6日,ユ タ

州 ソル トレーク･シ テ ィーにおいて,

カール･バ ーデ ットとグラディス･ジ

ェイ コブ･バ ーデ ッ トの問に,5人 の

子供の長女 として生 まれました。

ある夏,姉 妹はグランドキャニオ ン

で働いてい たときに医学生の レイ･ト
ノノ

ーマ〆と出会い
,そ の年の秋,二 人 は

とう'にユ タ大学 に進み,2年 後の1962

年q月23日,ソ ル トレーク神殿で結婚

しま＼した。

＼､
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人生の大半をソル トレーク･シ テ ィ

ーで過ご して きた トーマス姉妹は
,夫

が医学インターンと専門医学実習生の

期 間を終了す るまでの6年 間 をカ リフ

ォルニア,ワ シン トン,カ ンザスの各

州で生活 した機会にとて も感謝 しまし

た。1969年 に彼 らはソル トレーク･シ

ティーに戻って来ました。

現在7人 の子供 と19人 の孫 に恵 まれ

ている トーマス姉妹は,教 会の中で奉

仕す る機 会 に数多 く恵 まれ て きま し

た。約25年 もの聞,様 々なワー ドの扶

助協会の会長会,ま たソル トレーク･

ホ ラデイ南ステークの扶助協会管理会

で働いてきました。1987年 には,若 い

女性の責任に召 され,最 初 はア ドバイ

サー,半 年後 にはステーク若い女性会

長 として働 きました。

｢扶助協会の責任 を果た した後,若

い女性の責任 を務めた経験が助け とな

り,姉 妹たちが若い女性か ら扶助協会

に労せずに移る必要がある と知ること

ができました｣と,ト ーマス姉妹 は語

っています。

1990年 に中央扶助協会管理会で働 く

よう召 しを受け,お もな責任 として,

世 界 中で催 された扶助協会150年 祭 に

携 わりました。管理会の任 にあったと

き,ト ーマス姉妹 は若い女性 の考え方

について常 に理解 を示 してい ました。

その理由は,自 分の娘 たちが若い女性

の年代 として クラスに出席 し,ほ かの

娘たちがシカゴ,ニ ュージャージー,

コロラ ドでそれぞれで若い女性のア ド

バ イサーとしての責任 を果た し,さ ら

には夫の トーマス兄弟が独身会員 ワー

ドの監督 として働いてか らです。

トーマス姉妹は中央扶助協 会管理会

か ら解任 にな り,こ れから中央若い女

性会長会の責任 を果たす ことにな りま

すが,生 来活動的 な姉妹は,教 会にお

ける奉仕 とい う,姉 妹 自身が常に愛 し

て きたこ とを行 うよ う召 され たので

す。□

*
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ロー カルニ ュー ズ

年次総大会で発表された新しい召し
日本から3入の名前が読み上げられる

相倉 仁長老

ル ト レ ー ク･シ テ ィ ー 発4

ソ 月総大会の席上で,12人 の新 し
い中央幹部,3つ の新 しい七十人定員会

の創設,新 たに設けられた職の地域幹部

七十人134人 全 員の名前が,発 表された。

さらに,七 十人第二定員会の3人 の

会員が七十人第一定員会に,ま た,新

しい中央扶助協会会長会が,そ れぞれ

召 された。申央若い女性会長会に一人

の新 しい副会長 も召 された。

それぞれの名前 と詳細 については第

,弓沼誠二長老

167回 年次総大会報告となる本誌に掲

載される。

日本から召された地域幹部七十人
かしくりしトとし

は,神 奈川県在住の柏倉仁長老,札 幌
カたぬま

市在住の潟沼誠二長老,横 須賀市在住

のケー リー･松 田長老の3人 である。

ゴー ドン･B･ヒ ンクレー大管長に

よれば,地 域幹部七十人は各自の居住す

る地域で教会への奉仕 という形で責任を

果たしていくことになる。各自の職業 も

現在のまま続け,住 所 も現在のままであ

織 篇

ケー リー 松田長老

る。 ヨーロッパ,ア フリカ,ア ジア,オ

ース トラリア
,お よび太平洋地域の地域

幹部は新たに七十人第三定員会 を構成

し,メ キシコ,中 央アメリカ,南 アメリ

カの地域幹部は七十人第四定員会会員と

なる。アメリカならびにカナダ在住の地

域幹部は第五定員会会員になる。

またヒンクレー大管長は,ブ ラジルの

カンピナス,お よびアメリカ合衆国のニ

ューメキシコ州アルブカーキに,神 殿建

設用地を教会が購入 したと発表 した。□

新伝道部長紹介
堺 ワー ド所属。召 しを受 けた ときは,

監督の任 にあった。これ までステーク

会長,ス テーク副会長,ス テーク伝道

部長,監 督,副 監督,大 祭司グループ

リーダーなどの責任 を果た した。 シャ

ク リーのスーパーバ イサー。岡山県出

身。小松庄一,義 子夫妻の問に生 まれ

た。大湾愛子姉妹 と結婚 し,二 人の子

供がいる。召 しを受 けたとき小松姉妹

は,託 児指導者の任 にあった。 これま

､ズ.で,ス テーク扶助協会会長,同 副会長,

/ス テーク若い女性副会長,ス テーク初

等協会副会長,ワ ー ド扶助協会会長,

初等協会教師などの責任を果たしてい

る。和歌山大学 にて教員免許を取得,

堺 市出身。大湾宗恵,き く江夫妻の間

に生 まれた。□

毒

脾

懸

ド
堅 癖

東京北伝道部
小松伝道部長ご夫妻

小松 忠(48歳)。 日本大阪堺ステ叶ク

＼

名古屋伝道部

ダイアモンド伝道部長ご夫妻

ケ ン ト･J･タ イ アモ ン ド伝 道部長

(62歳)。 召 しを受けたときは,ユ タ州
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再組織された石川地方部長会
去る4月6日,名 古屋伝道部のJ･リ
ー ド･マ ックレー部長管理の下に開催

された石川地方部大会で,1992年 よ

り地方部長の責任を果たしてきた徳沢
せし し

清兄弟が解任され,新 たに徳沢清児兄

弟(写 真中央)が 召された。第一副地
ひてのり

方部長には太田秀典兄弟(写 真左)が,
あきひろ

第二副地方部長には竹内章浩兄弟(写

真右)が 召され,そ の任に当たる。
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謝
謬

臨
黙
…

難

灘

舞羅 鐸
鍵

姪
　講

･三

～

.㎞ド

　

信仰込めて一歩ずつ
自分の周 りの人たちにどんな援助ができるか,

石川地方部長

徳沢清児

手帳の名前を見ながら毎日祈りました

むろ お さいせい

60年,室 生 犀 生 が こ よ な く愛 し

19 さいカわ

た金沢の美 しい犀川で,父 はバ

プテスマを受けました。

1997年,美 しく整えられた金沢の教

会で,わ た しの息子は8歳 のバプテス

マを受けました。

この間,40年 近 い歳月が流れていま

す。わた しは,こ の教会の中で育 った

一人です。多 くの指導者,教 師,友 人

に恵まれ,助 け られ,教 え られ,愛 さ

れて生活できます ことを,ま た勤勉 な

父,明 るくいつ も肯定的な母の もとで

育て られたことを主 に心か ら感謝 して

います。

地方部長に召された日

4月6日,こ の特別 な日に,わ た しは

石 川地方都 の部長 と して召 され ま し

た。前 日の土曜 日に,次 々と地方部内

の指導者が金沢の教会 に召集 され,名

古屋伝道部のJ･リ ー ド･マ ソクレー
しんとっゆたカ

部長,神 道裕副部長から面接を受けま

した。

再び夕方呼ばれ｢あ なたが主から召

された地方部長です｣と 言われました。

まさに晴天のへ きれ きで した。父の後

を務めることがあ り得 ましょうか。 し

か し｢こ の召 しを受け入れていただけ

ますか｣と 尋ね られたときは,父 の模

範に従って｢は い。喜 んでお受け した

い と思います｣と,お 答えしました。

専任宣教師に召されるまで

初等協会時代のわたしはわんぱ くで,

愛 らしい先生かたを悩ませ,随 分ご迷

惑 をおかけ しました。セ ミナ リーは,

恵 まれて本来 の登 録学年(中 学3年)

の1年 前か らレ ソスンに参加 させ てい

ただ き,高 校3年 まで5年 間学びました。

いつ も愛 と忍耐 をもって教 えて くだ さ

った教師の方々に心か ら感謝 してい ま

す。 このアロン神権 の時期 に様々な経

験を通 して,現 在の力 になる多 くの良

い ものを受 け られた と感 じてい ます。

このことからも特 に青少年の子供 たち

には,時 間と労力 を注 ぎたいといつ も

考えています。

亀

瀞

鼎響
雛

螺

藩
響

騰

東京の大学に進みましたが,2年 聞休

学 し伝道へ出ました。 くしくも実家の

ある名古屋伝道部に召 されました。わ

た しにとって この伝道期間は,特 にた

くさんの宝石が思い出や経験 という形

でち りばめ られています。

伝道中の貴重な経験

一つの宝石 は,こ ん なふ うで した。

わた しが専任宣教師に召 された当時の

JMTC(日 本 宣教師訓練セ ンター)

は,管 理本部の一室が当てられ,訓 練

が行われていました。ある土曜 日の朝,

玄 関のベルが鳴 りました。休業 日で職

員がいないために,わ たしともう一人

の長老 とで応対 し,40代 半 はの身な り

のきちん とした紳士 を迎 えました。

『モルモ ン書』を単に返 しに来ただ

けだ と言 って帰ろ うとされ ましたが,

｢少 しお話 ししましょう｣と 招 き入れ

ました。心の中では｢ま だ レノス ンプ

ランも覚えていない宣教師の卵に,ど

うしろとおっしゃるのですか｣と 叫ん

でいましたが,彼 か ら受け取 った 『モ

ルモン書』を開いて驚 きました。赤鉛

筆で ぎっしり線か引かれています。手

あかの付 いたこの本 を,わ ずか2か 月

ほどで3回 読んだと言われ ました。

読まれて どんな印象 を持たれたかお

尋 ねす ると,｢わ た しは この本が確か
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再組織された新潟地方部長会

去る3月23日,七 十人第一定員会

のレックス･D･ビ ネガー長老管理の

下に開催された新潟地方部大会で,

1993年 より地方部長の責任を果たし

てきた堀井哲二兄弟が解任され,新 た
ゆう じ

に佐藤雄司兄弟(写 真中央)が 召され

た。第一副部長には加藤真一兄弟(写
にしき さわ

真 右)が,第 二副 部長 には錦 沢
み ち お

三千男兄弟(写 真左)が 召され,そ の

任に当たる。

思いを一つ となす とき,大いなる力が

新潟地方部長

佐藤雄司

前膿黎麟認磁
弟 と錦沢兄弟 とともに引 き続 きこの神

の業に励んでいきたい と思い ます。

18歳 の とき,学 校か らの帰宅途中で

の宣教師 との出会いが,こ の福音を学

ぶきっかけとな りました。英会話にも

参加 し,優 しい教会の兄弟姉妹 たちか

らも助けていただ き改宗することがで

きました。

その後,埼 玉,東 京,神 奈川,茨 城

と約20年 間で13回 の引っ越 しをして新

潟 の地 に戻 って来 るこ とがで きま し

た。各地方において,た くさんの愛あ

る指導者 と会員の模範に恵 まれ教会生

活 を楽 しむことができ,ま た,多 くの

こと学ぶことがで きました。

その経験 を通 じて強 く感 じた こと

は,｢わ た したち一人一人は,い ろい

ろな弱点や欠点を持っていますが,そ

れ らをお互いに補 い合い,助 け合い,

認 め合 うときに神様の愛 を強 く感 じる

ことがで きる｣と いうことです。水の

一滴一滴には何 の力 もあ りませ んが
,

一つになると
,電 気 を生み出す ことも,

物 を切 断することもで きるようにな り
ねた

ます。大管長が教えているように,妬

みを押 さえて心一つ となるときシオ ン

を作ることがで き,大 いなる力 を生み
あかし

出す ことが で きる ことを証 いた しま

す。

わた したちが,で きることをすべ て

行 う ときに主が助 けて ください ます。

この教会が真実であることを,ま た確

かにジ ョセブ･ス ミスは神 とキリス ト

にお会い になった ことを証 いた しま

す。(さ とう･ゆ うじ)

佐藤雄司地方部長

の紹介
1957年 新 潟県 長 岡 市生 ま れ 。

1975年 に改宗G8歳)。 ビジネスカ

レッジで経理を学び,現 在,化 学メー

カーで工場本部長を勤める。1980年
あまがい

に雨海淳子姉妹と結婚。3人 の男の子
ただ し ぴろやす

が い る 。 長 男･真 士(15歳),次 男･弘 康
ゆう き

(11歳),三 男･裕貴(4歳)。 これまで監

督,長 老定員会会長,伝 道主任などの

責任を果たしてきた。新潟支部所属。

窃 て∴ ＼る
{爵

§ 磯

攣

地 にまかれた一粒の種が ……
四国伝道30周 年を記念して

～宣教師の記録より～

♂

無覇
9

鶴

慧

高松地方部活動委員会ディレクター

秋山真智子

67年6月3日 土 曜 日 の 朝,四 国

19 の地,高 松 に初めて福音 は伝
え られ ました。ア ドニー･Y･小 松 伝

道部長の指示 の下,補 佐 の リチ ャー

ド･S･メ ング長老 とロバー ト･S･
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陽の熱 と激 しい風雨に倒れそうになる

こともあ りました。昔,シ オンを目指

して進 んだ開拓者がそ うであった よう

に……。

映画 『レガシー』(『われ らの遺産』)

の中で,相 次 ぐ苦難 と行け ども行けど

も果て しない荒れ野の中で,主 人公の

エ ライザ･ウ ィリアムズ･ウ ォーカー

が 涙 なが らに この よ うに叫 び ます。

｢シ オ ンなんてどこにもないわ。… ど

こにもあ りゃしないのよ。こんな信仰

なんて,も う,捨 てるわ……｣と 。そ

のとき,預 言者ジ ョセブ･ス ミスの語

った言葉は,こ うで した。｢主 は心の

清 い民 を集めておられ ます。｣や がて

彼 らは,長 い旅路の末,ソ ル トレーク

盆地へ到着 し,そ こでさふ らんのよう

に花咲 きました。(イ ザヤ35:1参 照)

彼 らの長い旅路は,清 めの旅路 となり,

全 世界 に福音 を携 えて行 くシオンの基

となったのです。

福音の実を結ぶ木

昨年12月7日,高 松で開かれた ファ

イヤサ イ ドの中で,井 上龍一教育部長

が,29年 前 に改宗 された一人の姉妹に

このように質問されました。

｢姉妹が改宗されたとき,何 人の方

が教会 に集っていらっしゃいました

か。｣

｢宣教師を入れて5,6人 です。｣

｢そ の とき,今 のようにこんなた く

さんの方が集うようになると想像で

きましたか。｣

｢い いえ,夢 の ようです。｣

時折,わ た したちは,神 の計画の一

部分だけを見て,意 気消沈 して しまう

ことがあ ります。けれ ども30年 とい う

歳月の中で見るとき,着 実に根 を張 り,

花 を咲かせていたのです。

そ して,今 年3月25,26日 の 地方部

神殿訪 問。高松 地方部か ら総数60人,

う ち青少年27人 の参 入者があ りま し

た。ステークのときで さえ,こ んなに

参加 したことはあ りませ んで した。多
みたま

くの青少年が主の御霊に触れ,よ いも

のをた くさん感 じ取 ってきました。

4月7日 か らは各地で早朝セ ミナ リー

が始ま りました。 眠い 目をこす りなが

ら……学校 に行 くための荷物 をいっぱ

いに抱 え,遅 れまい と自転車を飛ばし,***

階段 を必死 で駆け上って来る姿 には感 この30年 の間,四 国の地で働いて く

動 を覚 えずにい られ ません。彼 らの心 ださった宣教師の方 々,伝 道部長や指

はとて も清 らかで物事 に感 じやす く,導 者の方々,ま た四国の地に携わった

時には聖霊 に感 じて涙す ることもあ り すべての教会員の方 々に心か ら感謝 し

ます。そんな彼 らの後ろには,朝 早 く てい ます。皆様が示 して くださった愛

から起 きてお弁当を作 り,彼 らを送 り と信仰 によって,わ た したちはどんな

出す姉妹たちの姿があ り,福 音に添 っ に助け られたことで しょう。 わた した

て家族 を導いて きた神権者たちの姿が ちは皆様が精根を傾けた地,四 国を心

あ ります。今年9月,彼 らは開拓者150か ら愛 しています。
はらから

周年記念 と四国伝道30周 年を兼ねた劇｢そ れで,わ た しの同胞 よ,そ のと

をすることになっています。 シナ リオ きにあなたがたは,そ の木があなたが

は彼 らの手によって書き始められてい たのために実 を結ぶのを待ちなが ら示

ます。 した,あ なたがたの信仰 と熱意 と忍耐

四国の教会はまだ まだ小 さく,一 人 と寛容の報いを刈 り入れ るのである。｣

一 人が抱えている問題は大 きいです
。(ア ルマ32:43)

で も,30周 年 を迎 える今,春 の到来 を わたしたちは確か にこの福音が真実

告げるように無数の新 たなつぼみが開 であると知っています。確かに主は生

き始めたのです。 これか ら10年,20年 きておられます。わた したちはこの福

とたつ ときに,確 実に四国の教会 は発 音 を知 ってどんなに幸せで しょう。わ

展 し,大 きな福音の実を結ぶ木 となる たしたちの感謝 と愛が皆様のところま

でしょう。 で届 きますように。(あ きやま･

***た ＼ ＼ まちこ)
しもべ

あるとき,主 は,一 人の僕 をお呼

びになって言われました。

｢こ こに一つの土地があ ります。

し,

た 。 ∫幽風
＼.㍉

芽 はまだ柔 ら

か く,時 折襲 って くる風

＼ こ
～㌦
＼ 駄,

､畦

雨や太陽の暑 さに何度 も倒れそうにな

ります。その度に,僕 たちは精根を尽

くして芽 を支えます。ただ,芽 がいつ

か多 くの実を結ぶことだけを待 ち望み

なが ら……。

『､

四国伝道30周 年を記念 して作 られたポスター
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英会話サークルをきっかけに改宗,

家族の結び固めへ
多くの兄弟姉妹との貴重な出会いに感謝

中手ご家族

宇都宮地方部小山支部

中手淳子

わたしは主人 とともに,1995年4月2日 に改宗 しました。

1994年 秋 のある土曜 日の昼 下が り,

主 人や 息子 た ちと小 さなけ んか をし

て,一 人家 にいたとき,ふ と手にした

タウン情報誌に｢や り直 し英会話｣と

い うサークル紹介の記事を見つけまし

た。そのときのわた しは,少 し落 ち込

んでい ましたので,何 か前 向きなこと

に飛び込みたい気持ちで,サ ークルの

代表の方に電話 しました。

当時,わ た しは5歳 の年中児 と翌春入

園を控 えた3歳 児の母親 として忙 しい

毎 口を送 っていましたが,子 育てだけ

に自分の時間が費やされるのを物足 り

な く思っていました。次男入園の暁に

はぜひ,だ れか と一緒に語学を学びた

いと思っていました。

サークルの代表の方 に,4月 から参加

したい旨お伝えしたところ,都 合のよい

ときにいつでもい らして ください との

ことで した。電話後,何 だか心がパー

ッと明るくな り,元気が出て きました。

宣教師との出会い

そ して,ll月19日,丁 度我が家 を訪

れていた主人の母に次男を預 け,先 の

代表の方と図書館で待ち合 わせ をして,

サ ークルの見学へ と出かけて行 きまし

た。 ところが,こ の日から｢近 くの教会

の宣教師が,ボ ランテ ィアでわたした

ちを教えて くださることになったので,

これか らその教会へ行 きましょう｣と

のことで,ご 一緒 しま した。この 日が,

初めてわた しが小 山支部へ足 を運んだ

記念すべ き日とな りました。姉妹宣教

師を紹介してくださった沖出姉妹(八 千

代 ワー ド)とともに子供連れグループを

新たに作 り,数人のお母 さんたちと楽 し

い英会話の時間が始ま りました。

ある日,子供連れグループは,わ たしと

息子だけで した。クリスチャンセン姉妹

か ら英会話 を教 わ りましたが,途 中か

ら英会話を離れ,世 界平和や子育てにつ

いて話が弾みました。彼女は,わ たしの

考えを熱心 に聞いて くだ さり｢中 手 さ

んの考えには,ま った く同 じとは言 え

ませ んが,わ た したちの学 んでいる聖

典の中の教 えと一致す る所が多 くあ り

ます｣と 言われて,帰 りに｢ぜ ひ読んで

みて ください｣と,幾 つかの章 に印を付

けて 『モルモ ン書』を下さいました。

その中で,特 に印象に残 った聖句が

二つあ りました。それは｢信 仰 とは物

事 を完全 に知ることではない｣(ア ルマ

32:21)と い う聖句 と,モ ロナイ書第7

章 です。中でも45節｢慈 愛は長 く堪 え

忍び,親 切 であ り,ね たまず,誇 らず

……｣の 聖句 は
,強 く心に残 りました。

家族で日曜学校へ

数日後,(日 々流れている暗いニュー

スを耳 にす る度に息子 たちを就学させ

るこ とさえ不 安 に思 ってい たわた し

は)家 族で日曜学校へ行ってみ ようと

提案 しました。丁度,阪 神大震災の直

後で,人 生のむなしさや形 ある物のは

かなさを思い知 らされた ときで もあ り

ました。主人 も思 うところがあったよ

うで,す ぐに賛成 して くれました。

沖出姉妹か らプログラム と時間を教

わ り,1995年1月22日 に家族4人 で出か

かけました。その日は,い み じくも支

部大会の 日であ り,菊 地良彦神殿長 ご

夫妻,熊 沢伝道部長 といった方々にお

目にかか り,お 話 を伺 う機会 に恵 まれ

ました。今,思 い起こ して も,何 もか

もがあ らか じめ準備されていたのでは

と思 える くらい多 くの兄弟姉妹 との貴

重な出会いがあ りました。

この ように,豊 かに祝福 されている

とき,わ たしはほんとうに神 を求めて

いたのだと思います。そ して,た くさ

んの方々の愛 に導かれて,1995年4月2

日にバプテスマを受けることがで きま

した。真実の教会に巡 り会うことがで

き,感 謝の気持ちでいっぱいです。

改宗後の時にかなった祝福

改宗後 も,い つ も元気 いっぱい とは

まい りませんが,迷 いがあるとき,寂

しい ときは必ず フェローシップを頂き

ます。あるとき,宣 教師が訪ねて来 ら

れ,バ プテ スマの ときの思 い出の 曲

｢見 いだそ うマ イフレン ド｣を 歌 って

ください ました。疲れて,悩 んでいた

ときでしたので,う れ しくて涙が止 ま

りませんで した。お父様の愛を感 じ,

勇気がわいてきま した。そ して,と て

も温かな気持 ちにな りました。

時 にかなった祝福 をいつ も受けてき

ましたが,1996年12月21日,わ たしたち

はた くさんの方々に見守 られて,家 族

で神殿の儀式を受けることがで きまし

た。当日も懐か しい方々の参列 を得て,

言葉に言い尽 くせないほどの愛 を頂 き,

無事 にすべての儀式 を終えることがで

きました。心か ら感謝申し上げます。

モロナイ書第7章 で示 されているよう

に,い つ もイエス様の愛 で満たされる

ように,御 子に似 た者 となれるように,

また この希望 を持てるように,さ らに

清 く,主 に近づけるように,熱 意を込

めて祈 り続けたいと思い ます。

そ して,息 子たちが同 じ思 いを持 っ

て くれる ように助 けたい と思います。

(なかて･じ ゅんこ 支部扶助協会第二

副会長)

'
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